


…

辱

1

k

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会

大管長会

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル

N・ エ ル ド ン ・ タ ナ ー

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー

十二使徒評議員会

1977年10月 号

主は聖徒 に戒めに従 うこ とを期待 してお られる

も く じ

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン

マ ー ク ・.E・ ピ ー タ ー セ ン

デ ル バ ー ト ・L・ ス テ イ プ レ ー

リ グ ラ ン ド ・ リチ ャ ー ズ

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー

ゴ ー ド ン ・B・ ヒ ン ク レ ー

トー マ ス ・S・ モ ン ソ ン

ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー

マ ー ビ ン ・J・ ア シ ュ ト ン

フ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー

L・ トム ・ペ リ ー

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト

諮 問 委 員 会

ゴー ドン ・B・ ヒ ン ク レー

マー ビ ン ・J・ ア シ ュ トン

L・ トム ・ペ リー

マ リオ ン'・D・ ハ ン クス

ジ ェー ム ズ ・A・ カ リモ ア

ロバ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ

教会誌編集主幹

ディー ン ・L・ ラー セン

国 際 機 関 誌

ラ リー ・ピラー(編 集主 幹)

キャロル ・ラーセ ン(編 集副主幹)

ロジャー ・ギ リング(デ ザイナー)

「聖 徒 の 道」

八木沼 修一(翻 訳部長)

発行所

聖 徒 の 道10月 号

末 日聖徒 イエス ・キリスト教会

東 京都港 区南麻布5-8-10

株 式 会社 精 興社

東京 デ ィス トリビュー ション ・

.セ ≧ ター

東京都世 田谷区上用賀4-9-19

年 間 予約1，700円1部300円

海 外予約1，700円

私たちは主の栄光を見た

教会財政委員会報告

教会役員の支持

来りて，主 イエスを知 れ

誠実

1976年 度統計記録

宣教師 として歩みを速め る

真の教会を作るもの

聖餐に思 う一と

生けるキ リス ト

神秘で もな く，隠 されたもので もない

心が内に燃 えたではないか

祈 り

生け る予言者に従いなさい

今，伝道の備 えをしなさい

福音の確実性

無数の証

キリス トの光

最大の兄弟愛

私たちの大 きな可能性

希望の光

仲保者

八福の教えと私たちの完成

そして御言 を行 う人にな りなさい

神は不思議 な方法 で奇 しきみ業 を行 なわれ る

聖見者 ジョセブ

明瞭 さの力

毎 日の愛

感謝

あなたが歩むエ リコへの道

その通 り他人にせ よ

啓示一主が予言者に伝えるみ言葉

主の方法に よって援助する

主の倉庫制度 によって人々の必要 を満 たす

末日聖徒社会福祉

福祉活動におけ るステーキ・部監督評議会の役割

行動の呼びかけ

教会福祉活動の目的
ニ ュ ー ス そ の 他

ス ペ ン サ ー ・w・ キ ンボ ー ル430

デ ビ ッ ド ・B・ ヘ イ ト.433

ウ ィル フ ォ ー ド ・G・ エ ド リン グ ・…436

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー437

ブ ル ー ス ・R・ マ ッ コ ン キ ー … … …1439

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー442

フ ラ ン シ ス ・M・ キボ ン ズ44げ

フ ラ ン ク リン ・D・ リチャ ー ズ … …447

デ ル バ ー ト ・L・ ス テ イ プ レ ー … …449

ハ ワ ー ド ・W・ ハ ン タ ー452

バ ー ナ ー ド ・P・ ブ ロ ッ ク バ ン ク ・…454

セ オ ドア ・M・ バ ー トン456

ロ ー レ ン ・C・ ダ ン458

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン460

ビ ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン465

」 ・ 卜一 マ ス ・フ ァ イア ン ズ468

G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム470

ジ ェ ー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア472

マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー473

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー476

スペ ン サ ー ・w・ キ ンボ ー ル480

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー483

ボ イ ド ・K・ パ ッ ヵ 一486

ロ イ デ ン ・G、 デ リ ッ ク489

L・
.ト ム ・ペ リ ー.492

リグ ラ ン ド ・リチ ャ ー ズ495

ゴ ー ドン ・B。 ヒ ン ク レ ー497

マ ー ビ ン ・J・7シ ュ トン499

H・ バ ー ク ・ピ ー タ ー ソ ン502

リチ ャ ー ド ・G・ ス コ ッ ト504

卜一 マ ス ・S・ モ ン ソ ン505
ナ

マ ー ク ・E・ ピ ー タ.一 セ ン508

ス ペ ン サ ー ・w・ キ ンボ ー ル511

ビ ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン514

エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン517

J・ リチ ャ ー ド ・ク ラ ー ク520

L・ トム ・ペ リー1524

バ ー バ ラ ・B・ ス ミ ス527

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー .529

印刷所

配 送

定 価

INTERNATIONALMAGAZINEPrinted孟nJapan

郵 便 振 替 口座 番 号 東 京0-41512
まつじつ

口座 名 末 日聖 徒 イ エ ス ・キ リス ト教 会

東 京 デ ィ ス ト リ ビ ュ ー シ ョ ン ・セ ン ター

写真 説 明

(表 紙)：2階 ま で建 築 の進 ん だ1879年 の ソル トレー ク神 殿 。全 体 の 完 成 まで は， さ らに14年

の歳 月 を要 した 。右 後 方 の た くさん の切 妻屋 根 を持 つ 建 物 は ラ イオ ンハ ウス 。 さ らに そ の

後方 に ， ビニハ イ ブハ ウ スの 屋 根 が 見 え る。 ま た， 丸 屋 根 の ブ リガム ・ヤ ン グの校 舎 や ，

半 円 型 窓 を持 っ た子 羊 小 屋 が 見 える 。 そ の ほか ， ブ リガム ・ヤ ン グの ふ た つ の納 屋が あ る。

(裏表 紙)右 ：1892年 ， 笠 石 を据 える 式典 の行 な われ て い る ソル トレー ク神 殿69人 の 人々

が什 分 の一 管 理事 務 所 の 屋 根 の 上 か らこ の式 典 の 模 様 を眺 め て い る。 天 使 モ ロ ナ イが 立 っ

てい る東 中 央 の塔 の球 状 の 石 が ソル トレー ク神 殿 の 笠 石 で あ る。 左 ：1913年10月1日 ， マ

ホ ン ライ ・M・ ヤ ン グ製 作 の カモ メ の 記 念碑 の 除 幕 式 。 この 記 念 碑 は ，現 在 もテ ン プル ス

クェ ア を訪 れ る 入 々の 目 を楽 し ませ て い る。
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末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会

黙 嚢羅…灘撫輪 癒 止

今 回の年次総 大会 か ら，総;大会 の 日程 が従 来3日 間 であ

ったものが，2日 間に変 更 にな った。(1831年 の 第一 回大会

は2日 間 であ った。)

大 会 は4月2日(土)，3日(日)の 両 日にわ た って， す

べ てが スペ ンサー ・W・ キン ボー ル大 管長 の管理 の下 に催

された。 司会 は大 管長 会の スペ ンサー ・W・ キン ボー ル大

管長，N・ エル ドン ・タナー 第一 副管 長，マ リオ ン ・G・

ロムニー 第二 副管 長が行 なっ た。 また説教 は，大 管長 会 と

十二使 徒評議 員会 の全 員 を含め て，27名 の教 会幹 部が行 な

った。

世 界各地 か らこの大 会 に出席 した指導 者 と教会 員は， 「全

会一 致の律 法」 の下 に，大 管長 会 の一 連 の教 会 の運営 に対

して挙手 の支持 を行 な った。支持 され た事 項 は以下 の通 り

であ る。

み 七十 人第一 定員会 の新 会 員3名 の支持 。ソル トレー ク・

シテ ィーのG・ ホー マー ・ダ ラム長 老 とジ ェー ム ズ ・M・

パ ラモア長 老。 な らび に メ リー ラ ン ドの リチ ャー ド・G・

ス コッ ト長 老(略 歴に つ いてはp.536～p.539を 参 照)。 こ

の結果， 七十 人 第一 定 貝会 は41名 ，教 会幹部 総 人数 は60

各 となった 。

2.ア ロン神権 の年 齢 の少年 の ための若 い男性 の会 長会 の

召 しの支持 。(役 員 の支持 に関 して はp.437を 参 照)

3。 初 等協 会 中央管理 会 副会長 の 異動 に関す る支持 。 コ リ

ン ・B・ レモ ン姉妹 が 第二副 会長 か ら第一 副会長 に， ド

ロシア ・クリスチ ャンセ ン ・マー ドッ ク姉 妹 が第二副会

長 にそれ ぞれ支持 された。(役 員の支持 に 関 してはp.437，

略 歴 につ いてはp.540を 参 照)

大 会 は テンプル ス クェアの タバ ナ クルで行 なわれ たが，

アセ ンブ リー ホール と近 くの ソル トパ レスに も会場が 設け

られ た。大会 は4月2日(土)午 前7時(福 祉集 会)， 午 前

10時 ， 午 後2時 ，午 後7時(神 権会 ：世 界各地 にケー ブル

に よって中継 され た);4月3日(日)午 前10時 ， 午後2時

の各 時間帯 に行 なわれ た。 この ほか，4月1日(金)に は

十二使徒 会地 区代表 セ ミナー が催 された(こ の報告 につ い

てはp.541を 参 照)。

大会 の模様 は，合 衆 国 とカナ ダの252に 及 ぶ テセ ビ局，

フ ィ リピンのテ レ ビ局1局 ，合 衆 国 の ラジオ局63局 ， メキ

シ コお よび中南米79局(内 ブラジルのラジオ局11)， オ ー ス

トラ リア42局 か ら放 送 され た。 また， ラテ ンア メ リカ とア

フ リカ， ヨー ロ ッパ では，3つ のセ ッシ ョンの模様 が短 波

放送 され た。 さ らに，合 衆 国 とカナ ダの118ヵ 所 ， ヨー ロ

ッパの111ヵ 所 でケー ブル に よ る中継放 送 が行 なわれ た。

そのほか， 合衆 国本土 ，ハ ワイ， カナ ダ， メキ・シコ， プエ

ル トリコの1，153ヵ 所 ， な らびに ニ ュー ジー ラ ン ド， オー

ス トラ リア， フ ィ リピン， 香港 ， 日本デ韓 国の37ヵ 国で神

権 会の 中継放送 が行 な われ た。
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する兄弟姉妹の皆 さん，主のみ業愛
と， その進歩 と発展 につ いて皆 さ

んにお話 で きる き ょうは，喜 びの 日で

ある。

昨年 の10月 大会以 来，6ヵ 月問に数

多 くの出 来事 が あった。

私 た ちはは るか南 の地 に住む 愛す る

人々 を訪 れ， そ こで大会 を催 し， そ の

栄 えあ る長旅 か ら戻 って きた。 その間

の旅 程は約3万7千 キロにのぼ る。私

たちは南端 の国，チ リの火山帯 を通 り，

平原や森 を抜け， ア ンデ スの 山々 を旅

した。

その間，私 た ちは 多 くの人 々に会 い，

地域 大会 で約15万 人の会 員に証 を述べ

て きた。 彼 らは進 歩成長 し，幸福 な生

活 を送 ってい る。私 た ちがその 民， そ

の活動 と態度 の 中に， あ るい は信 仰や

証 の 中に 見た もの を，天 父は必 ずや喜

んでお られ ると思 う。

今 年の初め ，西部 ではか んばつ が，

そ して東部 では厳 しい寒 波が襲来 し，

世 界的に天候 が異常 であ った。 そこで

私た ちは教会 員 に， 共 に断食 と祈 りを
き きん

し，水 飢饒 の地 方 に水 を与 えて下 さる

よ う， あ るいは困難 な状況 を取 り去 っ

て下 さる よ っ， 主 にお願 いを した。

私 たちは この ような大 きな祝福 を求

め るのにふ さわ し くなか ったか も しれ

ない。 しか し，私 た ちはむやみや たら

に行動 してい るの では ない。 まず 主に

注意 を向け てい ただ き， その後，私 た

ちの生 活 を主 のみ こ ころに添 う もの と

す る よう全力 を尽 くすの であ る。

ある予 言者 はこ う言 って いる。

「も し彼 らがあ なたに罪 を犯 した た

430

4月2日(土)午 前の部における説教

主は聖徒 に，戒め に従 うことを

期待 しておられる

大管長

ス ヘ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

安息 日を聖 く守 り，個人の歴史を 書さ，系図を作成す る

めに， 天が 閉 ざされて雨 がな く， あな

たが彼 らを苦 しめ られ る時，彼 らが こ

の所 に向か って祈 り， あなた の名 をあ

が め， その 罪 を離 れ るな らば， あ なた

は天 で聞 き， あ なたの しもべ， あ なた

の民 イス ラエ ルの 罪 をゆ るし， 彼 らに

歩 むべ き良 い道 を教 えて， あ なたが，

あな たの民に 嗣業 として与 え られ た地

に雨 を降 らせ て くだ さい。」(列 王上8：

35-36)

主 は 時々天候 を使 って， 主の律 法 を

犯 した こ とに対 してその民 を懲 らしめ

た もう。主は イス ラエル の民 に次の よ

っに言 ってお られ る。

「も しあな たが たが わ た しの定 め に

歩 み， わた しの戒 め を守 って， これ を

行 うな らば，

わた しはその季 節季 節に， 雨 をあな

た がた に与 え るであ ろ う。地 は産物 を

出 し， 畑 の木々 は実 を結 ぶ であ ろ う。

あなたが たの麦 打 ちは， ぶ どうの取

入れ の時 まで続 き， ぶ どうの取 入れ は，

種 ま きの時 まで続 くで あ ろう。 あ なた

が たは飽 きるほ どパ ンを食べ， また あ

な たが たの地 に安 らか に住 む であ ろ う。

わ た しが 国に平和 を与 え るか ら， あ

なたが たは安 らか に寝 るこ とが で き，

あな たがた を恐れ さす もの はな いであ

ろ う。 …… つ るぎが あな たがた の国 を

行 き巡 るこ とはな いであ ろ う。」(レ ビ

26：3-6)

東部 の非常 な苦 難 と， ここ西 部や そ

の他 の地 におけ るかん ばつの脅 威 を考

え，私 た ちは教会 員に，神 聖 な祈 りの

輪 に加 わ って，必要 な地へ の水 を求 め

て下 さる よ うお願 い した。す る と問 も

し

な くして私 た ちの祈 りは答 え られた。

私 たちは その こ とに言葉 に尽 くせない

感謝 を覚 えた。 しか しなお， このこ と

につ いて 引 き続 き祈 り， 主 に答 えて い

ただ くこ とが必要 であ り， またそう希

望 してい る。

私 た ちの も とには全世 界か ら， この

申 し出 を応 諾す る との手紙が届 いて い

る。 オー ス トラ リアの ブ リスベ ー ンか

ら，次 の よ うな手 紙 をいただ いた。

「断 食 と祈 りの 日に全世 界の聖徒 た

ち と共 に それ を行 な うよ うに との， ブ

リスベ ー ンの聖徒 宛ての電信 を受 け ま

した。私 た ち も天 父のすべ ての子供 た

ちに対す るあな た方 の愛 と関心 に喜 ん

で加 わ りた い と思 い ます。」

今 こそ， 私 た ち 自身 を秤 にかけ， 私

たちが主 に祝福 を求め るにふ さわ しい

か どっか， また戒 め を破 って祝 福 を受

け る資格 を失 っては いないか ど うか を

評価 してみ る時 なのか もしれ ない。

主 は次の ように厳 格 な戒め を与 えて

おられる。「あな たが たはわた しの安 息

日を守 り， わた しの聖 所 を敬 わ なけれ

ばな らない。わた しは主 で ある。」(レ

ビ19：30)

私 た ちは何度 もこの言葉 を引用 し，

安 息 日を汚す こ との ない よ うに人々 に

告 げて きた。 しか し，安 息 日にお びた

だ しい数 の車 が商店 の前 に列 をな し，

娯 楽場 に人が群 が って いる。 まこ とに

嘆 かわ しいこ とで ある。

私 たちは次 の言葉 も度々 引用 して き

た。

「安 息 日を覚 えて
， これ を聖 とせ よ。



6日 の あいだ働 いて あなた のすべ て

のわ ざ をせ よ。

7B目 は あな たの神 ， 主の安 息 であ

るか ら， な んのわ ざを もして はな らな

い。 あなた もあ なたの むす ご， 娘， し

もべ， は しため，家畜 ， またあな たの

門の うちに い る他 国の 人 もそ うである。」

(出 エ ジプ ト20：8-10)

と こ ろが今 日， この地 の 人々の 多 く

は，安 息 日に仕 事 をし， 海辺 で過 ごし，

娯楽場や 映画館 に入 り， 買 い物 を して

いる。主は この戒 め を守 る人に次 の よ

うな約 束 を与 えてお られ る。

「わた しは その季 節季 節 に
， 雨 をあ

なたが た に与 えるで あろ う。地 は産 物

を出 し，畑 の木々 は実 を結 ぶであろう。」

(レ ビ26：4)

神 は 約束 を果 た され る。 しか し私 た

ちの多 くは安 息 日を汚 し続 けて い る。'

主 は さらにこ う続 け てお られ る。

「あな たが たの麦打 ちは
， ぶ どうの

取 入れの時 まで続 き， ぶ ど うの取 入れ

は，種 ま きの時 まで続 くであ ろ う。 あ

なた が たは飽 きるほ どパ ン を食べ ， ま

たあなたが たの地 に安 らか に住む で あ 、

ろ う。」(レ ビ26：5)、

こ れ らの約 束 は必ず 果 た され る。主

はさ らに次 の よ うに言 ってお られ る。

「わ た しは あな たが た の うちに歩み
，

あなたが たの神 とな り， あな たが たは

わた しの 民 とな るであ ろ う。

わ た しは あなたが たの神 ，主 で あっ

て，…… わた しは あな たが たの くび き

の横木 を砕 いて， ま っす ぐに立 って歩

け るよ うに したの であ る。」(レ ビ26：

12-13)

そ して主 は言葉 を換 えて こう警告 さ

れた。

「しか し
， あ なたが たが もしわた し

に聞 き従 わず ， また このすべ ての戒 め

を守 らず，

わた しの定 め を軽ん じ，心 に わた し
ずぴ

の お きて を忌み きらって， わ た しのす

べ ての戒 め を守 らず， わ た しの契 約 を

破 るな らば，

わた しはあ なたが たに この よ うにす

るで偽 ろ う。す なわ ち， あな たが た の

上 に恐怖 を臨 ませ ， 肺病 と熱病 をもっ

て， あ なたが たの 目 を見 えな くし，命

をやせ 衰 えさせ るであ ろ う。 あな たが

たが種 を まい て もむ だ であ る。敵 が そ

れ を食べ るで あ ろ う。

わ た しは顔 をあ なたが たにむ けて攻

め， あ なたが たは敵 の前 に撃 ちひ しが

れ るで あろ う。 またあ なたが たの憎む

者が あ なたが た を治め るであ ろ う。 あ

な たが たは追 う者 もな いのに逃 げ るで

あ ろ う。 ……

わた しは あなたが たの誇 とす る力 を

砕 き，あなたが た の天 を鉄 り ように し，

あ なたが たの地 を青 銅の ようにす るで

あ ろ う。

あな たが たの力 は，む だに 費 され る

で あ ろ う。す なわ ち，地 は産物 をいだ

さず， 国の うちの 木々 は実 を結 ば ない

で あ ろ う。」(レ ビ26：14-17，19-20)

また 次 の よ うに も言 われ た。

「わ た しは また ……家 畜 を滅 ぼ し
，

あ なたが た の数 を少な くす るであ ろ う。

あなたが た の大路 は荒 れ果 てるで あろ

う。」(レ ビ26：22)

大 路 が荒 れ果て る とは ど うい うこ と

であ ろ うか。 燃料や 電 力が制 限 され，

枯 渇 し， 人々が乗 物 でな く徒 歩で旅 を

す る よ うにな った らど うで あろ うか 。

愛 す る皆 さん， 平 和 は主 のみ手 の 内

に あ る とい うこ とを考 えてみ たこ とが

お あ りだ ろ うか 。

「わ た しは あな たが たの上 につ る ぎ

を臨 ませ ……」(レ ビ26：25)と 主 は述

べ てお られ る。

そん な こ とが簡単 に で きるはずが な

い とお思 いだ ろ うか 。皆 さん は新 聞 を

お読 み にな ってい るはず であ る。世 の

中に どれほ ど憎 しみが横溢 してい るか

お 気づ きだ ろ うか 。あ なたは 永遠 の平

和 に対 しどん な保証 をお持 ちだ ろ うか 。

「あ なたが たは敵 の手 にわ た され る

であ ろ う。」(レ ビ26：25)一

私 た ち を苦 しめ悩 ます敵 が い るこ と

に つい て考 えた こ とが おあ りだ ろ うか。

「わ た しは またあな たがた の町 々 を

荒 れ地 とし， あ なたが たの聖所 を荒 ら

す であ ろ う。 ……

こ うして その地 が荒 れ果て て， あな

たが たは敵 の国に あ る間，地 は安 息 を

楽 しむ で あろ う。 す なわち， その時，

地 は休 み を得 て，安 息 を楽 しむで あろ

う。
'それは荒 れ果 てて

い る 日の間，休 む

であ ろ う。あ なたが たが そ こに住 んで

いる間， あ なたが たの安 息の と きに休

み を得 なかった もの であ る。」(レ ビ26：

31，34-35)

そ こ には 困難 と非 常 に深刻 な出来事

があ る。 しか しそれ は起 こ り得 る。

そ して主 は次 の よ うに結ん でお られ

る。

「これ らは主 が
， シナ イ山で， 自分

とイス ラエ ル の人々 との間 に， モー セ

に よって立 て られ た定 め と， お きて と，

律法 で ある。」(レ ビ26：46)

こ れ は皆 さんに も私に も言 えるこ と

であ る。

今 は， これ らの事 柄につ いて 深 く考.

え るの に良 い時 ではな いだ ろ うか。 自

分 の家庭， 家族 ，子 供 たちの もとに立

ち帰 る時で はな いだ ろ うか 。什 分の一

と捧 げ物 を思 い起 こし，堕 胎や 離婚 を

止め，安 息、日を聖 とし，聖 日を娯楽 の

日としない ようにすべ き時 ではな いだ

う つか 。

今 は，罪や 不道 徳 な行為 ，悪 魔の教

えを悔 い改め る時 では ない だろ うか 。

私 た ちの すべ てが私 た ちの結 婚 を聖

と し， 喜 び と幸福 に満 ちた生 活 を送 り，

家族 を正義 の内 に育て る時 では ないだ

う つか 。

私 た ちの 多 くは，知 って いなが ら行

なお う としな い。今 は， 姦淫や 同性 愛

の行為 を離 れ，信 仰 とふ さわ しい生 活

に立 ち返 る時 では ないだ ろ うか。 また

ポル ノ グラフ ィー を止め る時で はない

だ う つか。

今 は，不 潔 で不 敵 な行 為，偶 像崇拝 ，

不品行 な どに毅 然 たる態度 で立 ち向か

う時 では な いだ ろ うか 。

今 こ そ， 新 しい生活 を始 め る時 であ

る。 そ う明 な思 索家， 使徒 パ ウロは次

の よ っに 吾 ってい る。

「だか ら
，地 上 の肢体 ， すな わち，

不 品行 ， 汚れ， 情欲， 悪欲 また貧欲

を殺 して しまいな さい。貧欲 は偶像 礼

拝 にほか な らない。

これ らの こ との ため に，不 従順 な子

らに神 の怒 りが 下 るので あ る。」(欽 定

訳 コ ロサ イ3：5-6)

今 こ そ，「肉の働 き」を止 め る格好 の

時 では ないだ ろうか 。「肉の働 きは明 白

であ る。す な わち， 不 品行， 汚れ，好
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色，偶像 礼拝， ま じない，敵 意，争 い，

そね み， 怒 り，・党派心， 分裂 ，分 派，

ね たみ， 泥酔， 宴楽， お よび， そのた

ぐいであ る。 …… この よ うな こ とを行

う者 は，神 の国 をつ ぐことが ない。」(ガ

ラテヤ5：19-21)

「わ た しを主 よ
，主 よ， と呼 びなが

ら， なぜ わ た しの言 うこ とを行 わない

のか」(ル カ6：46)と ， 主 は言 ってお

られ る。

「わた しに むか って 『主 よ
，主 よ』

と言 う者 が， みな天 国に はい るの では

な く， ただ， 天に い ます わが父 の御 旨

を行 う者だけ が，は いるので ある。」(マ

タイ7：21)

教 会 の神殿 の業は進 ん でい る。 私 た

ちは聖徒 たちが神 殿 に参 入 し，奉 仕 を

して いるこ とを誇 りに感 じてい る。 し

か し， それだけ が奉仕 のすべ てで あ ろ

うか。 神 殿 に入 るだけ では十 分 でない

ことは， 先 日の集 会 でお話 した通 りで

あ る。私 た ちは儀 式 を施 す ために 多 く

の 人々の 名前 を入手 しなけれ ばな らな

い 。

現在16の 神殿があ り，なお4つ が計

画中である。しか し，神殿への距離の

遠近 を問わず，行なうことのできる仕

事がほかにもあるのではないだろうか。

この業を推 し進めるのに，神殿地区内

に住む必要はない。系図の資料 をたく

さん集め，家族の記録を作成す るな ら

ば，神殿で行なわれる業の準備 をする

ことができる。これほ ど素晴 らしい活

動がほかにあるだろ うか。

従 って私たちはすべての人々に，個

人の記録 と伝記 と，系図を書き，神殿

が建て られ，使用 される日のために備

えるよう勧めるものである。これは長

年教会員が進めてきたプログラムであ

り，今 日， カ トリックやプロテスタン

ト，ユダヤ人，その他大勢の友人たち

が私たちの系図保管庫 を訪れ，彼 らの

家族の絆.を結ぶ備えをしている。

ローデシアでマイクロフィルムの撮

影許可が得られた と聞いている。 また

南アフ リカや，その他世 界の多 くの国

々で も現在マイクロフィルムの撮影 が

行なわれている。

来週私たちは，西部で初めて献堂 さ

れたセン トジョージ神殿の献堂百周年
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を祝 う。

「ルー ッ」熱が 現在合 衆 国内で異常

に高 ま ってお り， 大勢 の人 々が系図 プ

ロ グラムへ の関心 を増 して いる。 また，

当教会 の 系図図書 館が世 界各地 に設 け

られ， 人々は記録 の作 成に携 われ る よ

うにな ってい る。 これ は，マ ラキの語

った ように，子供 た ちの心 を父に 向け

させ よう とす る もの であ る。「これ らは

国 の内外 を問 わず，マ ス コ ミの注 目を

浴 び， 映画 や テ レビに も報道 され てい

る。 また， そ の記事 に よ り何 百万 もの

ア メ リカ人が感化 を受 け，私 た ちが 強

調 して い る家族 の大切 さを神学 の面 か

ら も知 るに至 って いる。

これ は私た ちの教会 の教 えの 中で確

固 とした， 前 向 きの， 重要 な要 素 を持

つ もの であ る。

「見 よ
， わた しはわが使 者 をつ かわ

す 。彼は わた しの前 に道 を備 える。」(マ

ラキ3：1)

「見 よ
， 主 の大 いな る恐 るべ き日が

来 る前 に，わ た しは預 言者 エ リヤ をあ

なたが たにつ か わす 。

彼は 父の心 をそ の子 供 たち に向け さ

せ， 子供 た ちの心 をそ の父に 向け させ

る。 これは わた しが来 て， の ろい を も

って地 を撃つ こ との ない ようにす るた

め で ある。」(欽 定 訳マ ラキ・4：5-6)

これ は まこ とに恐 るべ き予告 で ある。

過去1世 紀 の間， 系 図 と記録 の収集

に 多大 の努 力 を払 った結 果， 出生や死

亡 等 の記録が 非常 に た くさん集 め られ

た。 しか し記 録 もな く， 主の み業が 地

上 で行な われ てい なか った時 代， す な

わち神殿 もな く， また予言者 もい なか

った時代 に この世 に住 んで い た人々 は

数 多 く，今 日で もまた無数 の 人々が残

されて い る。

「モー セは きて
，主 のすべ て の言葉

と，す べ ての お きて とを民 に告 げた。

民 はみ な同音 に答 えて言 った，『わ たし

たちは主 の仰せ られた言葉 を皆，行 い

ます。』

そ して契約 の書 を取 って， これ を民

に読 み聞 かせ た。す る と， 彼 らは答 え

て言 った，『わ たした ちは 主が仰せ られ

たこ とを皆，従 順 に行 います』。」(出 エ

ジプ ト24：3，7)

こ こ で もう一 度，家 庭菜 園の こ とに

つ い て申 し上 げ たい。 この生産計 画 に

携 わ ってい る全世 界の教会 貝か ら手紙

が寄せ られ てい る。 また， 手押 し車 に

い っぱい キャベ ツや トマ ト，豆や メロ

ン， その他 い ろいろ な作 物 を積 み込 ん

だ少年 た ち とそ の父親 の写真 もお送 り

いた だい た。

偉 大 な首 都サ ンパ ウロの 中央 部に 鉱

ソンヤ の菜 園が 設け られた。菜 園につ

いて あ る人々は こ う言っている。「これ

は友 だ ちや 隣近所 の 人々 と親 し くな る

のに よレ、方 法 です。」

「私 たちは家 庭で菜 園の こ とを話 題

に して よ く話 を します 。 これは家族 を

一致 させ て くれ ます
。」

あ るホー ム テ ィー チ ャー は次 の よう

に報 じて いる。「私 は5つ の 家族 を訪 問

してい ます が， どこに も家 庭菜 園が あ

ります。 これ は私 の誇 りです。 どの家

族 も目下 来年 の種 まきの計 画 中です。」

兄 弟姉妹 の皆 さん， これは主 のみ業

であ る。私 たちの携 わ ってい る 多 くの

事柄 は，霊 にかか わ りが な いよ うに思

われ るか も しれ ない。 しか し主 に あっ

ては，す べ ての事柄 が霊 に属 け るもの

であ る1主 は私 たちに，戒 め に耳 を傾

け，従 い，守 るこ とを期待 してお られ

る。私 は皆 さん に， すべ ての方 々 にお

願 い した い。教会 の大会 で その時 々に

応 じて， 教会 幹部 の兄 弟た ちに よって

語 られ る主 の戒 め に従 って生 活す る よ

うに。また戒 めの すべ ては神 より出た も

の であ るこ とを， イエ ス ・キ リス トの

み名 に よって証 申 し上 げ る。アー メン。
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私たちは主の栄光を見た

十二使徒評 議 員会会 員

デ ビ ッ ト'・B・ ヘ イ ト

ベテ ロ，ヤ コプ，ヨハネ，モ ーセ，エライヤス，エライジャが

訪れて，み業を行なう権能 を与えて下 さった ことを宣べ伝えよ

う

た だ今私たちにお話 し下 さったスペ
ンサ ー ・W・ キン ボマ ル大管 長 は，

全世 界 の人々 に対 す る神 の予言者 であ

る。 多 くの人 々の考 え てい るよ うに，

天は閉 じられ てい ない。 それ ばか りか ，

生け る予 言者 は，耳 を傾 け るすべ ての

人々 に訓戒 と助 言 を与 之， 大 きな力 を

得 させ てい る。 まこ とに全 人類 の従 う

べ き，神 の油 注が れた者 であ る。

主 の祝 福が あ って， 今 の私 の心 の思

いを皆 さんに十 分 お伝 えで きれば と願

ってい る。 、

次 の 日.曜日は復 活祭 であ る。 この数

時間， キ リス トを信 じる者 ，信 じない

者 を問わず，世 の 多 くの人々が 絵や物

語， また報道機 関や教 会 の説教 台か ら

語 られ るメ ッセー ジに よって キ リス ト

を思 い起 こす で あろ う。私 た ちの主 の

死 と復 活 で極 みに達 した数 々 の 出来事

に， 人々 は思 い を馳せ るで あ ろ う。 、

救 い主が大 きな愛 を持 ってお られた

ことは，断 片的 なが ら， そ の短期 間の

み業 の記録 を見れ ば十分 に それ を伺 い

知 る こ とが で きる。主 はいつ で も私 た

ちを助 け たい と思 って お られ る。 そ し

て，私 た ちに受 け入れ る備 え さえあれ

ば，一 人一 人にみ た まを存分 に注 いで

下 さるの であ る。 主の 目的 を理 解 す る

手だて として与 え られ てい る キ リス ト

の教 えを読 み，思 い巡 らし， また主 の

み業の発展 に伴 って今 日起 こ って い る

奇跡的 な出来事 を 目にす る時 ，私 は心

の底に喜 び を覚 え る。 そ して，永遠 の

真理に対 して証 を増す ので あ る。

救 い主 に対 す る裏切 り とそれ に続 く

出来事 に先 立 って，現 在変貌 と して知

られ て いるひ とつの 出来事 が起 こっ た。

これ は，直 接 にそれ を目撃 した 人々ば

か りで な く，私 た ちの霊 の高揚 に も大

きな意味 を持つ 出来事 で あ る。

新約 聖書 の記 者の告 げ る ところに よ

れば，救 い主 は使徒 た ちの中 で最 も愛

す る， また最 も理解 の明か るい3人 を

伴って，高 い山に登 られ た。 〔ルカは単

に 「山」(ル カ9：28)と だ け述べ て い

る。〕 そ して，ひ ざまず い て祈 り，間 も

な く起 こ る出来 事 に備 える こ とので き

る， 人 目につか ない場 所 に引 きこも り

た もうた。

救 い主 が これ ら3人 の証 人 を伴 って

山に登 られ た時は， 夕方 の早 い時間 で

あった に ちが い ない。この3人 は，「雷

の子 」 として知 られて いるヤ コブ とヨ

ハネ， それ に 「岩」 と呼 ばれ たペ テ ロ

であ る。 多分 イエ スは， この上 ない安

らぎを覚 え られた と思 う。 これ は天 父

との交 わ りに よって しか得 られ ない も

ので あった。それ以上 に， この世 外 か

らの助 けに よ って今後 も支 えを得 られ

るで あろ う という気持 ちを抱 か れた こ

とだ ろ っ。 イェ スは太陽や 月や星 の光

でない， あ る光 に照 らされて いた。 イ

エ スは来 るべ き死 に備 えるため登 って

行 かれ た。その時 に3人 の使徒 を伴 わ

れ たが， イエス は彼 らに， 主 の栄光，

す なわち御 父の生 みた もう独 り子の栄

光 を見 た ら彼 らは強め られ るだ ろ うと

い う信頼 を寄せ てお られた。 また， 彼

らの信仰 は 強め られ，や がて加 え られ

る屈辱 に耐 える備 えが で きるこ とを信

じてお られ た。

また私 た ちは 記録か ら，救 い主が 引

きこ もる場所 を見つ け てひ ざ まず き，

祈 られ た こ とを知 ってい る。御父 に祈

るこ とに よ り，主 は御 自分 を拒む世 の

疑念 と邪 悪 をは るか に超 越 して高 め ら

れた ので あっ た。 そ して，祈 りを捧 げ

た主 は身 を変 え られ たの であ る。 主の

み顔 は太陽 の よ うに輝 き， その衣 は雪

の よ うに 白 くな った。 そ して， き らき

ら輝 く光 に包 まれた。 主 はこ の よ うな

神 々 しい光 を身 に受 け られ た の であ っ

た。 この妙 な る光景 をた とえ る言葉 と

して福 音書 記者 が用 いた もの は， 太陽

の光 あ るいは雪 の 白さ とい う言葉 であ

った。 この時， ふ た りの御方が 主 の傍

らに現 われ た。 それ はモーセ とエ ラ イ

ジ ャで あ った。祈 りを終 え，来 るべ き

試 練が確 か に受 け入 れ る と，完 き栄光

が 天か ら主 の上 に下 り， イエスが神 の

御 子 であ り， 力 を持 ちた もう御方 で あ

る との証 の言葉 があ った。

ル カの 記録 では，3人 の使 徒 は この

奇 し き変貌 の始 め を見て いない。後 の

ゲッセマ ネの 時 もそ うであ るが， この

3人 の使徒 は 非常 な眠け を催 した と記

され て い る。 しか し彼 らは突然 に 目を

覚 ま した 。そ して彼 らは事 の成 り行 き

を見， また聞 いた。夜 の 闇の中 に，使

徒 た ちは強烈 な光 を見，栄光 に包 まれ

た主 の姿 を目撃 した。 またその傍 らに

は， 同 じ く栄光 に包 まれ たふ た りの姿

が あっ た。 そこで彼 らは そのふ た りが

モー セ とエ ライ ジャで ある こ とを知 り，

ある いは聞か され た。ふ た りが イエ ス

と， エ ルサ レム での主の死 につ いて語

り合 っ たこ とは確 か であ る。

記録 に よる と，示現 が 閉 じ始め た時，
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ペテ ロは心 に思 いつ いた事 柄 をす ぐさ

ま口に した。それ は天か らの訪 問者 の

出立 を遅 くしてほ しい と思 ったか らで

あった。「先生，わ た したちか ここにい

るのは， す ば ら しい こ とです 。それ で，

わた した ちは小 屋 を三 つ建 て ま し ょう。

一つ はあ なたの ため に
，一 つ はモー セ

のために，一つはエ リヤのため に。」(ル

カ9：33)

こ の3人 の御 方は， その夜 の出来事

の意 味 を理解 した と思 わ れ る熱心 なペ

テロの突然の 申 し出に驚か れ た ことで

あろ う。 しか しペ テロか語 っ てい る間

に，輝 く雲 か イエ ス と天か らの訪 問者，

モー セ とエ ライ ジャ， それ に3人 の使

徒 を も覆 い始め た。す る と声か 聞 こえ

てきた。「これはわたしの愛す る子 で あ

る。彼 に聞け 。」(欽 定 訳ル カ9：35)

そ こ て3人 の使徒 はひれ伏 し， 顔 を

隠 した。 イエ スか彼 らの とこ ろに来 て，

手 で触 れ た も うたの は， それか ら どの

位 たって の こ とで あるか，記録 か らは

明 らか でない。 しか し， 彼 らか顔 を上

けた時，すべ ては終 わ って いた。 もう

そこに輝 く雲 は な く，光 もな く，み顔

の輝 きも消 えて いた。 そ して， そ こに

いるのは彼 ら とイエ スだけ であっ た。

そ してた た星 の光 たけか 山肌 を照 ら し

ていた。

この よ うな経験 をした後 ，使徒 た ち

は起 き上 か る こ とをちゅ うち ょして い

たのか も しれな い。 しか し， ひ ざます

いて，祈 る前 と同 じ姿 に戻 っていた イ

エスは， 手 を彼 らにお いて言 われ た。

「起 きなさい
，恐 れることはない。」(マ

タイ17：7)イ エ スは 彼 らの愛す る友

で あっ た。

4人 か 山 を下 る頃， 多分 空か 白み始

めて いた こ とだ ろ う。 イエス は彼 らに，

御 自分か 死か らよみか え るまて， た れ

に もこの こ とを話 さな いよ うに と告 げ

た。 この示現 は彼 らの ための もので あ

る。従 って，彼 ら自身，心 の 中て深 く

思 い巡 らす必要 か あ ったのて あ る。彼

らは他 の使 徒 に さえ話す こ とか て きな

か った。 彼 らは こ うしてキ リス トの指

示 を守 ったか， 完全 な意 味は理解 て き

なか っ た。彼 らは互 いに尋 ね合 ったか

もしれ ない。 あ るいは ひ と りて， この

死か らの復 活か 何 を意味す るのか と，

考 えあ ぐねた こ とた ろ う。 しか し， 彼

らの主 か ま こ とに キ リス トであ り，神

の御 子 て あ るこ とにつ い て これ まで以

上の確信 を得 た こ とも事 実 であ る。

開 拓 時 代 の 写 真 家C・R・ サ ベ ー ジ の 撮 影 し た ソ ル ト レー ク 神 殿 。1881年 。

， 難

L
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私 た ちに とって ，なか なか理解 す る

ことがで きない こ とか も しれ ないが，

イエス御 自身， モー セ とエ ライジャに

よって力づ け られ，支 え られて，全 人

類の限 りない永遠の賄 い をなす ため，

これか ら受 け る苦 痛 と苦 悩 の備 え をさ

れたので あった。また，イエ スが ゲ ッセ

マ ネの園で血 の汗 を流 され る時 に も，

天使 のひ と りが イエ ス を力づ けて い る。

3人 の選 ばれ た使徒 たちは， 来 るべ

き主 の死 と復 活につ い て教 え られ た。

この教 えは， その後 の重大 な数 日間 に

彼 ら一 入一 人への 力づ け とな った こ と

だう つ。

後 に ヨハネはこ う証 してい る。「わた

した ちは その栄光 を見 た。.それ は父 の

ひ と り子 としての栄光 であ って， め ぐ

み とまこ ととに満 ちて いた。」(ヨ ハ ネ

1：14)ま た， 使徒ペ テロは この時 の

体験 を次 のように記 してい る。「わ た し

たちの主 イエス ・キ リス トの 力 と来臨

とを， あ なたが たに知 らせ た時， わた

した ちは，巧 み な作 り話 を用 い るこ と

は しなか った。わ た したちが， その ご

威光 の 目撃者 なの だか らで ある。

イエス は父な る神 か らほ まれ と栄光

とをお受 け にな ったが， その 時， おご

そか な栄光 の 中か ら次の よ うなみ声 が

かかったのであ る，『これ はわ た しの愛

する子 ，わた しの心 にか な う者 であ る』。

わた したち もイエ ス と共 に聖 な る山

にいて，天か ら出た この声 を聞 いたの

であ る。」(IIペ テ ロ1：16-18)

ペ テ ロ， ヤ コブ， それ に ヨハ ネ， こ

の3人 は変貌 したイエ スの栄光 と威光

を見 た。 そして， まさ し く王 国 の鍵 を

大会の放送 をモニターす る技師

受けたのであった。さらにこの3人 は，

ゲ ッセマネの園に連れて行かれ，イエ

スが世 の罪を自らの身に受けて苦 しん

でおられるさまを見たのであった。主

はこうして私 たちをアダムの堕落か ら

蹟 い， また復活によって，御 自分が御

父の生みたもう肉における独 り子であ

ることと，世の贈い主であることを示

されたのであった。

これら山上における3人 の証 し人，

すなわちキ リス トの先任使徒 であった

ペテロと，それにヤ コブとヨハネは，

1829年 にジョセブ ・ス ミス とオリバー

カウ ドリに現われ，ふたりにメルケゼ

デ ク神権 を授け，王国の鍵 と使徒職 を

与えた。また， カー トラン ド神殿にお

いてジ ョセブ とオ リバーにキリス トが

現われ，続いてモーセ とエライヤス，

さらにエライジャが訪れて，権能 を授

け，この神権時代に欠かせない諸々の

鍵を付与 した。この出来事 を予言者は

次の よっに記録 している。

「その 日の午後，余は十二使徒会よ

り聖餐 を受けて教会員に長 たる他の者

が主の聖餐 をくばる手助けを為 した り。

この十二使徒会は，この 日聖卓に着 き

てその職 を執行す る特権 を有ちし者な

り，余は兄弟たちにこの勤め をなし終

えし後教壇へ退 きしに，仕切 の幕下さ

れて余はオ リヴァ ・カウ ドリと共にひ

ざまず き厳粛なる沈黙の祈 りを捧げた

り。 この祈 りを終えて立上 りしに，以

下の如 き示現われら二人に開かれたり。

われちの心よ り覆い取 り去 られて覚

りの眼開かれた り。

われ らは，われ らに面 して教壇の胸

欄 に立 ちた も う主 を見 た り。而 して，

主の 脚下 には こは くの如 き色 した る純

金 の床 あ りき。… …

われは始め な り終 りな り。われ は生

け る者 な り殺 され た る者 な り。父 と汝

らの間の仲保 者 な り……

この示 現 閉 ぢ らる るや，天再 び われ

らに開け てモー セ われ らの前 に現 われ，

…… イ スラエ ル 人の集合… …の鍵 をわ

れ らに委せ り。

この後 よ りエ ライヤ ス現 われ， アブ

ラハ ムの福 音 の神 権 の時代 を委 して言

える よ っ， われ ら とわれ らの子孫 に よ

りてすべ てわ れ らの後 の代 の人々祝福

を受 くべ し， と。

この示 現閉 ぢ らる るや， また別 の雄

大 に して栄 光 あ る示現 突如 開かれ た り。

すな わち，死 を味 わ うこ とな く天 に上

げ られ し予 言者 エ ラ イジャわれ らの前

に立 ちて 曰 く……

この故 に， この末 日の神権 の時代 の

鍵 を汝 の手 に委す 。 これ に よ りて汝 ら

は，主 の大 い なるお そるべ き 日のすで

に近づ きて正 に 門口に あ るを知 る を得

ん 。」(教 義 と聖 約1101前 書 き，1-2，

4，11-13，16)

こ う して神聖 な鍵 と権威， 権能 が，

この時 満 ちた る神権 時代 に天使 た ちか

らジ ョセ ブ ・ス ミスに授 け られたの で

あった。 これ らの鍵 は， かの 山上 でぺ ・

テ ロ とヤ コブ と ヨハ ネに授 け られた同

じ鍵 であ り， 私 たちは これに よって，

あ らゆ る国民に福音 を宣べ伝 え，私 た

ちの主 イエ ス ・キ リス トの力 と栄 光 と

威光 を宣 言 し， また主 の来臨 の 日が近

い こ とを告 げて い るの であ る。今 朝，

私 たちが この耳 を傾 けた神 の予 言者 は，

今 日これ らの鍵 と権 能 を保 有 してお ら

れる。従 って私 た ちは， あ らゆ る地 に

住 む 入々 に，私 た ちが全 人類 に携 え行

くこの神 の メ ッセー ジを聞 くよ うに呼

びか け るもの であ る。

私 は これ らの事 柄が事 実 であ るこ と

を私 たちが救 い主，贈 い主 として敬 い，

拝 し，愛 す るイエ ズ ・キ リス トの み名

に よ り， 心か ら証す る。 これ らの こ と

を主 の聖 きみ 名に よ って 申 し上 げる。

アー メン。
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末 日聖徒イエス ・キ リス ト教会

大管長会への

教会財務委員会報告

委員長

ウ ィ ル フ ォ ー ド ・G・ エ ドリ ング

私 た ちは1976年12月31日 を期 末 日と
する教会の年次財政報告書， なら

びに1975年9月1日 から1975年12月31

日までの業務状況 を検査致 しました。

1975年 に教会の会計年度の期末 日が8

月31日 か ら12月31日 に変更され ました。

当委貝会は，教会の中央基金およびそ

の他関連組織の基金，教会財務部の保

持す る報告書等，すべ ての財政報告書

と運用状況を検査致 しました。 また，

予算編成，会計，監査の諸手続 き，な

らびに基金の受領方法 と支払いの処理

方法についても調べ ました。その結果，

教会の中央基金の歳出が大管長会の承

認の下に，予算手続 きを踏んで行なわ

れていると判断致 しました。予算編成

は，大管長会ならびに十二使徒評議員

会，管理監督会 より構成された什分の
一配分評議会で承認されています

。そ

して，支出承認委員会が毎週開かれる

会合において， その予算の下で基金の

支出を管理運営 しています。

現在，教会の急速な発展に立 ち遅れ

ることのないよう，財務部やその他の

部門に最新の会計技術 と設備を導入 し

て，資料の処理 を適格に行 なっていま

す。また財務部 と法務部は，連邦政府

ならびに州政府，諸外国の政府による

課税問題 を共同で適切に処理 していま

す。

他のあらゆる部門とは独立 した監査

部は，伝道部 をも含み，上述の組織の

監査 を定期的に実施 しています。また，

教会の発展 と活動の拡大に並行 して，

教会の資産 を保護する運営規模 も大き

くなっています。ワー ド部 とステーキ

部の基金の監査は，ステーキ部監査員

に割 り当てられています。 また，教会

が所 有 ある いは管理 して い る法 人組 織

の事業 につ い ては，財務 部 はそ の報 告

書 を保 管 しな いので， 公認 の会計検 査

人が 監査 を行 な って い ます 。

当委 員会 は，年 次財政 報告 書， その

他 の会 計 資料 ， な らびに財政 業務 の管

理 の基 とな る会計 お よび監査 方法 を検

討 し， さ らに財務部 ，監 査部， 法務部

の職 員 と会合 を持 って調 べ ま した。 そ

の結果，1975年9月1日 か ら1976年12

月31日 ま で， 延べ16ヵ 月問の教 会 中央

基 金 の歳 入歳出 は適切 に会計処理 され

てい ま した。

教 会財務 委貝 会

ウ ィルフ ォー ド・G・エ ドリング

ハ ロル ド ・H・ ベ ネ ッ ト

ウ ェス トン ・E・ ハ ミル トン

デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネデ ィー

ウ ォー レ ン ・E・ ビュー

十 二 使 徒 評 議 員 会 ，1953年10月 。 前 列 左 よ り， ジ ョセ ブ ・フ ィ ー ル デ ィ ン グ ・ス ミス 会 長 ， ハ ロ ル ド ・B・ リー ， ス ペ ンサ ー ・W・ キ
ンボ ー ル ， エ ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン， マ ー ク ・E・ ピー タ ー セ ン ， マ シ ュ ー ・カ ウ リー 。 後 列 左 よ り， ヘ ン リー ・D・ モ イ ル ， デ ルバ ー ト ・L・ ス テ イ プ レー

， マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー ， リグ ラ ン ド ・リチ ャ ー ズ ， ア ダ ム ・S・ ベ ニ オ ン ，』リチ ャー ド ・L・ エ バ ンズ

の 各 長 老

麹 遮 ・：ξ、、磯.鍵



教会役員の支持

第一 副管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

先 日・ブラジルのサンパウロ神殿の
初代 神殿長 と して フ ィン ・B・ ポ

ールセ ン兄弟
，「な らびに 介添 人(メ イ

トロン)ξ してその 妻 メ リッサ ・プ ロ

ーベ ン ト・ポールセ ン姉妹の任命 され

たことが発表され ました。ポールセ ン

姉妹はこれまで中央初等協会会長会の

第二副会長 としてその責任 をよ く果た

してこられました。私たちは彼女の こ

れまでの働 きに心か ら感謝 し，彼女 を

初等協会会長会か ら解任 したいと思い.

ます。ポールセン姉妹 の解任にあたっ

て感謝の気持ちを示 して下 さる方は，

いつ もの方法をもってその意 を表わし

て下さい。

私たちは予言者，聖見者，啓示を受

ける者，末 日聖徒イエス ・キ リス ト教

会の大管長 としてスペンサー ・W・ キ

ンボールを支持 して下さるよう提議致

します。この提議に賛成の方は右手を

挙げてその意 を表わして下さい。 もし

反対の方があれば， 同じようにその意

を表わして下 さい。

大管長会第一副管長 としてナサ ン ・

エル ドン ・タナー を，第二副管長 とし

てマ リオン ・G・ ロムニーを支持 して

下さるよう提議致 します。賛成の方は

その意を表わして下 さい。 もし反対の
ノす

方があれば，同 じようにその意を表 わ

して下さい。

私たちは十二使徒評議員会会長 とし

てエ ズラ ・タフ ト・ベ ンソンを支持 し

て下 さるよう提 議致 します。賛成の方

はその意を表わして下 さい。もし反対

の方があれば，同 じようにその意 を表

わして下さい。

私 たち は十 二使 徒定 員会会 員 として，

エ ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソン， マー ク ・

E・ ピー ター セ ン，デ ルバー ト ・L・

ステ イプ レー ， リグラ ン ド ・リチ ャー

ズ，ハ ワー ド ・W・ ハ ン ター， ゴー ド

ン ・B・ ヒン クレー， トーマ ス ・S・

モ ン ソン， ボ イ ド ・K・ パ ッカー， マ

ー ビン ・J・ ア シ ュ トン
， ブルー ス ・

R・ マ ッ コンキー ，L・ トム ・ペ リー，

デ ビ ヅ ド ・B・ ヘ イ トを支持 して下 さ

るよ う提議致 します。 賛成 の方 はその

意 を表 わ して下 さい。 も し反対 の方が

あれ ば， 同 じ ようにその意 を表 わ して

下 さい。

教会 の大祝 福 師 としてエル ドレッ ド・

G・ ス ミス を支持 して下 さ るよ う提 議

致 します 。賛 成の方 は その意 を表 わ し

て下 さい 。反対 の方 があ れば， その意

を表 わ して下 さい 。

大 管長 会副管 長， 十二使徒 ，大 祝福

師 を予 言者 ，聖 見者， 啓示 を受 け る者

として支持 して下 さ るよ う提 議致 しま

す 。賛成 の方 はそ の意 を表 わ して下 さ

い。 も し反対 の方が あれ ば， 同 じよ う

に その意 を表 わ して下 さい。

私 た ちは スペ ンサ ー ・W・ キン ボー

ル を末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会信

託 管理 人 と して支持 す る よう提議 致 し

ます 。賛 成の 方は その意 を表 わ して下

さい。 も し反 対の 方が あれば，.同 じよ

うに その意 を表 わ して下 さい 。

七十 人第一 定貝 会会長 会な らび に七

十 人第一 定員 会会 員 と して， フ ラン ク

リン ・D・ リチ ャー ズ， ジェー ム ズ ・

E・ フ ァウス ト，J・ トーマ ス ・フ ァ

イア ンズ ，A・ セ オ ドア ・タ トル， 二

一 ル ・A・ マ ッ ク ス ウ ェ ル
， マ リオ ン ・

D・ ハ ン ク ス ， ポ ー ル ・H・ ダ ン を 支

持 し て 下 さ る よ う 提 議 致 し ま す 。 賛 成

の 方 は そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。 も し

反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ う に そ の 意

を 表 わ し て 下 さ い 。

そ の 他 の 第 一 定 員 会 会 貝 と し て 以 下

の 方 々 を 支 持 し て 下 さ る よ う提 議 致 し

ま す 。 ア ル マ ・ソ ニ ， ス タ ー リ ン グ ・

W・ シ ル ， ヘ ン リー ・D・ テ イ ラ ー ，

セ オ ド ア ・M・ バ ー トン ， バ ー ナ ー ド ・

P・ ブ ロ ッ クバ ン ク， ジ ェ ー ム ズ ・A・

カ リモ ア ， ジ ョ セ ブ ・ア ン ダ ー ソ ン ，

ウ ィ リ ア ム ・H・ ベ ネ ッ ト， ジ ョ ン ・

H・ バ ン デ ン バ ー グ， ロ バ ー ト ・L・

シ ン プ ソ ン ，O・ レ ス リー ・ス トー ン ，

ウ ィ リ ア ム ・グ ラ ン ト ・バ ン ガ ー タ ー ，

ロ バ ー ト ・D・ ヘ イ ル ズ ， ア ドニ ー ・

Y・ 小 松 ， ジ ョセ ブ ・B・ ワ ー ス リ ン ，

S・ デ ル ワ ー ス ・ヤ ン グ ， ハ ー トマ ン ・

レ ク タ ー ・ジ ュ ニ ア ， ロ ー レ ン ・C・

ダ ン ， レ ッ ク ス ・D・ ビ ネ ガ ー ， ジ ー

ン ・R・ ク ッ ク ， チ ャ ー ル ズ ・A・ デ

ィ デ ィ エ ， ウ ィ リ ア ム ・R・ ブ ラ ッ ド

フ ォ ー ド， ジ ョー ジ ・P・ リー ， カ ー

ロ ス ・E・ エ イ シ ー ，M・ ラ ッ セ ル ・

バ ラ ー ド ・ジ ュ ニ ア ， ジ ョ ン ・H・ グ

ロ ー バ ー グ ， ジ ェ イ コ ブ ・デ ィ エ ガ ー ，

ボ ー ン ・J・ フ ェ ザ ー ス トー ン ， デ ィ

ー ン ・L・ ラ ー セ ン
， ロ イ デ ン ・G・

デ リ ッ ク ， ロ バ ー ト ・E・ ウ エ ル ズ ，

G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ， ジ ェ ー ム ズ ・

M・ パ ラ モ ア ， リ チ ャ ー ド ・G・ ス コ

ッ ト 。 賛 成 の 方 は そ の 意 を 表 わ し て 下

さ い 。 も し 反 対 の 方 が あ れ ば ， 同 じ よ

う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。
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管理 監督会 の管理監 督 として ビ クタ

ー ・L・ ブ ラウ ンを
， 第一 副監督 と し

てH・ バー ク ・ピー ター ソ ンを， 第二

副監督 としてJ・ リチ ャー ド ・クラー

クを支持 して下 さる よう提議 致 します。

賛成 の方 は その 意 を表 わ して下 さい。

もし反対 の方が あれ ば， 同 じよ うにそ

の意 を表わ して下 さい。

十二使 徒会地 区代表 として，全十 二

使徒会地 区代表 を現状 の ま まで支持 し

て下 さ るよ うに。

若 い男性会長 会 を現状 の ま まで支持

して下 さるよ うに。

扶助協 会。会 長 としてバ ーバ ラ ・ブ

ラ ッ ドシ ョー ・ス ミス を， 第一副会 長

として ジャニ ス ・ラ ッセ ル ・キャ ノン

を， 第二副会長 と してマ リア ン ・リチ

ャー ズ ・ボイヤ ー を， その他 管理会 員

を現状 の ままで支持 して下 さる ように。

日曜学 校。会 長 として ラ ッセル ・M・

ネル ソンを， 第一副会 長 としてB・ ロ

イ ド ・ポー ルマ ンを，第二 副会長 とし

てジ ョー ・J・ ク リスチ ャンセ ン を，

その他管理会 員 を現状 の ま まで 支持 し

て下 さ るよ うに。

若 い女性。 会長 として ルー ス ・パ ー

デ ィ ー ・フ ァ ン ク を ， 第 一 副 会 長 と し

て ホ ー テ ン ス ・H・ チ ャ イ ル ド を ， 第

二 副 会 長 と し て ア ー デ ス ・G・ カ ッ プ

を ， そ の 他 管 理 会 員 を 現 状 の ま ま で 支

持 し て 下 さ る よ う に ，

初 等 協 会 。 会 長 と し て ナ オ ミ ・マ ッ

ク ス フ ィ ー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ を ， 第

一 副 会 長 と し て コ リ ー ン ・ブ ッ シ ュ マ

ン ・レ モ ン を ， 第 二 副 会 長 と し て ド ロ

シ ア ・ル ー ・ク リ ス チ ャ ン セ ン ・マ ー

ド ッ ク を ， そ の 他 管 理 会 員 を 現 状 の ま

ま で 支 持 し て 下 さ る よ う に 。

教 会 教 育 委 員 会 。 委 員 と し て ス ペ ン

サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル ，N・ エ ル ド ン ・

タ ナ ー ， マ リ オ ン ・G・ ロ ム ニ ー ， エ

ズ ラ ・タ フ ト ・ベ ン ソ ン ， ゴ ー ド ン ・

B・ ヒ ン ク レ ー ， トー マ ス ・S・ モ ン

ソ ン ， ボ イ ド ・K・ パ ッ カ ー ， マ ー ビ

ン ・J・ ア シ ュ1・ ン ， ブ ル ー ス ・R・

マ ッ コ ン キ ー ， マ リ オ ン ・D・ ハ ン ク

ス ， ポ ー ル ・H・ ダ ン ， ビ ク タ ー ・L・

ブ ラ ウ ン ， バ ー バ ラ ・B・ ス ミ ス を 支

持 し て 下 さ る よ う に 。

以 上 の 提 議 に 賛 成 の 方 は そ の 意 を表

わ し て 下 さ いD反 対 の 方 が あ れ ば ， 同

じ よ う に そ の 意 を 表 わ し て 下 さ い 。

教 会財務 委 貝会。 委員 として ウ ィル

フ ォー ド・G・ エ ドリング，ハ ロル ド・

H・ ベ ネ ッ ト， ウエ ス トン ・E・ ハ ミ

ル トン， デ ビ ッ ド ・M・ ケ ネデ ィー，

ウ ォー レン ・E・ ビュー を支持 して下

さ るよ うに。

タバ ナ クル合 唱 団。団長 としてオー

クレー ・S・ エバ ン ズを，指 揮者 とし

て ジェラル ド ・D・ オ タ リー を， 准指

揮 者 として ドナル ド ・H・ リプ リン ガ

ー を
，主 任 オル ガニ ス トとして ア レク

サ ンダー ・シュ ライナー を， オルガ ニ

ス トとして ロバー ト ・カンデ ィ ック，

ロ イ ・M・ ダー り一 を支持 して下 さる

よ うに 。

以上 の提 議 に賛 成の方 は その 意 を表

わ して下 さい。 反対 の方が あれば， 同

じよ うにそ の意 を表わ して下 さい。

キンボー ル大管長 ，以上 の役 員お よ

び教会 幹部 に対 して全会一 致 の支持が

得 られた よ うです 。

キン ボー ル大 管長の指 示 に より， た

だ今新 たに 支持 された ホーマー ・ダラ

ム兄弟 ， ジ ェー ム ズ ・パ ラモア兄弟，

な らびに リチ ャー ド ・ス コ ッ ト兄弟 は

壇上 に着席 して下 さい。

七 十 人 最 高 評 議 会 ，1941年[0月1945年3月 。 前 列 左 よ り， ア ン ソ ン ・R・ ア イ ビ ン ズ ， リー バ イ ・エ ドガ ー ・ヤ ン グ(会 長)， ラ フ ス ・

K・ ハ ー デ ィ ー 。 後 列 左 よ り， サ ミ ュ エ ル ・0・ ベ ニ オ ン， ジ ョ ン ・H・ テ イ ラ ー ， リチ ャ ー ド ・L・ エ バ ンズ ， オ ス カ ー ・A・ カ ー

カ ム の 各 長 老
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来 リて，主イエス を知れ

十二使徒評議員会会員

ブルース ・R・ マ ツコ ンキ ー

天の神 々と私たちの関係 。私たち は何 を望 まれているのか

A日 溌 る所 で人々 は聞慣 れ ない声7

を耳 に して い る。 それ は，破滅 へ

通 じる禁制 の わ き道へ と人々 を誘 い招

く声 であ り，世 の救 い主 の こ とを様 々

に語 る不 調和 な声 であ る。

「見 よ
， ここに キ リス トが い る」 と

呼ぶ 声 もあれば，「見 よ，あそこだ」 と

い う声 もある。 多数 の説教 者が 「キ・リ

ス トを信 じな さい。 この方法 に よれ ば

救われ ます 」， また 「あの方法 に よれば

救われ ます 」 と語 ってい る。'

コー ラ ンは イエス をアブ ラハ ムや モ

ー セ と同 じよ うな予 言者 であ る と主張

し，神 の御 子 で ある とい う考 え をわ き

へ押 しや ってい る。そ して こ っ言 っ。

アラー の神 は人 を願 う息子 を必 要 とし

て はいな い。ただ そのみ むね を告 げ る

だけで ある。 それで事 は成就 され る，

と。

ある宗教 の声 は十字 架 を振 り返 りな

が ら言 う。「私 たちは2000年 前 に救われ

ている。だか ら， それ を今 ， どっこ っ

して私 たちにで き るこ とは何 ひ とつ な

い 」

また別の声は宣言す る。「バプテスマ

は大して重要 ではない。信仰だけだ。

主を信 じると告 自しなさい。それ以上

のことは不要だ。必要なことはすべて

イエスが行なって下さった。」

良 き行ないの必要性 を無視する別の

派は，すべての人間は最終的に神 とひ

とつになる，つまりすべての者は救わ

れると断言す る。

また，ある宗教では，告 白， ざんげ，

浄罪，聖職階級組織の儀式などを大声

で主張 している。 イエスは偉大な道徳

の教師であ り，それ以上の何者でもな

いと唱える派 もある。そして，ほかに

も多くの宗派が，処女生誕説は奇跡物

語を作 り上げた無学な弟子たちの宗教

にかこつけた作 り話であると信 じている。

このように，あらゆる宗教，団体，

教派が各 自の異なった神学的特質に合

わせてキリス トを作 りあげ，そしてそ

れをキ・リス トとして認めているのであ

る。櫛存知のように，救 いはキ・リス ト

を通 して， この方法によって来る，あ

の方法によって来ると相争って主張す

るそのさざめ きこそが，時のしるしな

のである。

イエスは，私 たちの時代に，にせ キ

リス トや にせ予言者が現われると予言

しておられる。イエスの名 を語る偽 り

の宗教が起 こり，イエスの名のもとに

偽 りの教義 と偽 りの宗教が広 まり，そ

して偽 りの教義 と偽 りの教師が至 る所

で見られ るようになると予言 されたの

である。
いつせい

その中で，私 たちのあ げる一声 はひ

ときわ高 く， 主のみ こころとみむ ね と

み声を響 きわ た らせ る もの であ る。私

た ちの声 は，生 け る真 の キ リ・ス トを証

し， また主が御 自身 と福 音 を再 び この

時代 に現 わされた こ とを告 げ る。 そ し

て この声 は， カルバ リで死 なれ たかの

御方 のみ も とに 来る よ う， また近代 の

予 言者 に与 えられた主 の律 法 に従 って

生 きるよ うすべ ての人 に呼びか け るの

で ある。

ここで，私 は真の救 い主 を知 った者

として， 主 は確 か に神 の御子 で あるこ

とを証 したい。 また， 主 の聖 いみ名 を

通 してのみ救 い は もた らされ，ほか に

道 はな いこ とを聖霊 の力 に よって証 申

し上 げ る。

き ょう私 は，天 の神々 につ いて，神

神 と私 たちの関係 につ いて， また神々

が私 たちに何 を望 ん でい らっ しゃるか

につ いてお話 した い と思 う。最 初に，

これか ら私が述 べ る教 義 と証 は心 を開

き， 聖 きみ たまの力 に よって照 らされ

る人 にのみ，真 実 であ るこ とがわか る

であ ろ う。

私 た ちは聖霊 の力に よ り，御 子のみ

名 を通 して天父 を礼 拝す る。

御父の名はエロヒム，

エホバはその御子。

すべての神々を従 えた御二方は至高

の御座に立 ち，

万物 を治める。

エ ホバ は聖 な る人

エ ホバ に よ りて贈 いは来 たれ り。

エ ホバ の言葉 は この世 に命 を与 え，

エ ホバ は世 の生 け る主 とな りぬ。

聖 きみ たまは証 した もう，

われ らはみ た まの声 を受 く，

御 父，御子 ，聖霊 は 人類 の永遠 の神

で あ る と。

天にいます神は永遠の御方である。

神はあ らゆる権能 と力とを持ち，すべ

てを支配 しておられる。神はすべての

力を有 し，すべての真理 を御存知 であ

る。すべての善なる事柄は，その永遠

の完きをもって各個独立して神の内に
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大 管 長 会 ，1898-1901。 ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー 大 管 長(中 央)， ジ ョー ジ ・Q・ キ ャ ノ ン 第 一 副 管 長(左)， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス 第 二 副 管

長(右)(ユ タ 州 歴 史 協 会 提 供)

ある。神は万物の創造主，支 え主，保

護 主てある。神のみ名はエ ロヒム と言

い，私たちの天の御父てある。すべて

の人の霊の文字通 りの御父てある。神

は人間の体 と同 じように触知 し得 る骨

肉の体を持ってお られる。そして，事

実神 は復活 し，栄光 を受 けられた御方

てある。神の有する生命こそか永遠の

生命 てあ り，永遠の生命は永遠の家族

単位 で生活 し，天父の持つすべての栄

光 と権能を有す ることにより得 られ る，

と定義される。

私たちか証す る主イエスは，御父の

長子てあ り，すべての創造物に先立っ

て生まれた。イエスは創世の初めか ら

神に愛 され，選はれた御方てあった。

永遠の御父は救いの計画 を立て，定

められた時， すなわち大いなるエロヒ

ムは霊の子供たちに進歩成長 して御 自

身のようになるためのひとつの方法 を

示された時，換言すれば私たちの御父

は私たちに永遠の生命 を約束 された時，

その計画 を実施す る者 を募 られた。

天の万軍に神の福音 を教えた後，死

すべ き世に多くの危険と試練かあるこ

とを教 えた後，栄光の宮廷て贈 い主の

必要性 を説いた後，御父は天の万軍に

尋ねたもうた。
「たれを私の息子 として使わそ うか。

たれか私の計画 している一つ一つの事

柄を行なって くれ るだろうか。すへて

の者に不死不滅をもたらし，信 じて従

う者に永遠の生命への復活 をもたらす

永遠の腰 いを成 し遂けて くれるのはた

れたろうか。」

すると，愛子てあ り長子であるイエ

スか答えて言われた。

「父よ，私 をお遣わし下さい。私か

あなたの息子 とな りましょう。父よ，

私かあなたの御計画を行 ないます。そ

して悔 い改め るすべ て の人々 の罪 を，

この身 に負 い ま しょう。 そ して父 よ，

誉 れ と栄光 か 永遠 にあ なたに あ ります

よ つに。」
もと

そして，天父の下て無数の世界を創

造されたこの愛子は，世の初めから選

はれ，予任 され，ほふられた小羊 とな

られた。

それか ら，大いなるエホハは生 まれ

て死に，再び墓か ら栄 えある不死不滅

の体 によみかえって，文字通 り神に似

た者になると宣言された。

こうして，霊 の中の長子か，肉体に

あって神の生みたもう独 り子 となるよ

う選はれたのである。

明けの星 は相共に歌い，神の子たちは

みな喜び呼はわった。不死不滅 と永遠

の生命は今や夢 ではない， と。

次に，肉体 の死 と霊の死 を伴 う人類

の堕落かアタム とイブによって生 じ，
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その結果，人類を贈 う救い主の約束が

果たされることになった。主なるエホ

バの福音が啓示され，人は主のみ名に

よって天父を礼拝することができるよ

うになった。また， この地球で永遠の

生命の言葉 を享受 し，やがて日の光栄

の状態 となるこの地球上で永遠の生命

を受け継 ぐことができるようになった。

アダム とイブは，子孫がキ リス トを

信じ，罪を悔 い改めてバプテスマ を受

け，聖霊の賜 を受けて義の業に励むよ

う，子孫にすべ てのことを教えた。

キ リス トとキリス トの律法について，

すべての聖なる予言者たちに啓示が下

された。ペテロは次のように語 ってい

る 「預言者たちもみな，イエスを信 じ

る者はことごとく，その名 によって罪

のゆるしが受けられると， あかしをし

ています。」(使 徒10：43)

アブ ラハムの神， イサ クの神，ヤ コ

ブの神， とはイスラエルの神，聖なる

者，全能の主 とはキ リス トのことであ

る。主は，約束されたメシヤ，救い主，

贈い主，ダビデの子であった。

主は定め られた時に，約東通 りユダ

ヤのベ ツレヘムで処女 より生 まれたも

うた。

主は母マ リヤか ら死すべ き肉体を授

か り，これによって 肉体につけるすべ

ての誘惑 と病与そして死 を免れ得ない

者 とな られた。しか し同時に，不死不

滅の状態にある父なる神か ら不死不滅

の性質 を受け継 ぎ，永遠に生 きる力，

すなわち自らの意志によって死に身 を

まかせ その後再びよみがえって栄光 あ

ふれる不死不滅の体を持つ力を備 えて

お られた。

主は，アダムの堕落 によってもたら

された肉体の死 と霊の死か ら人聞を膿

うためにこの世 に下 りたもうた。主は

下 り来て，神の正義の要求 を満 たし，

内悔い改める者に慈悲を施 された。仲保

者 として，主は主を信 じるすべ ての者

のためにとりなしをして下さったのである。

主はすべての人に無償の賜 として不

死不滅をもたらす ことになっ々。また，

主の福音の律法 と儀式に従 うすべての

者が永遠の生命を得 られるように道 を

開かれた。主は希望 と喜び と，平和 と

救いを携えてこの世に来 りたもうた。

まさしく主のみ名は，天の下で救いを

もたらすただひとつのみ名である。

私 たちの主，主なるエホバ，主イエ

スは私 たちの希望であり，救いである。

福音 を通 して生命 と不死不滅に光を投

じたもうたのは主である。主は私 たち

を死 と地獄 と悪魔 と限 りない苦 しみか

ら解 き放 って下 さった。

復活後，主はいと高 き所に上 り，御

父の右に座 された。そして私たちの時

代に御父 と共に姿 を現わされた。天父

は仰せ られた。「こはわが愛子なり，彼

に聞け」(ジ ョセブ ・スミス2：17)と 。

これまで主は， この世 の友 と交わる

ため，幾度 とな く地 を訪 れたもうた。

また近い将来，主は大勢の天使 と共に，

御父の王国に属けるすべての栄 えを携

えて再び この地球に来 られるであろう。

その時に主は，御 自ら正義 と平和をも

って世 を治められるであろう。主の来

る日，悪人は滅ぼされ，世の人々は裁

きを受け，すべての死滅すべ きものは

主の栄光によって滅ぼし去 られるので

ある。.

主は私たちの友であ り，立法者であ

り， 王 であ り， 主 であ る。私 た ちは主

の み顔 を求め ，主 のみ もとに帰 りたい

と願 って い る。私 た ちは主 の民 で あ り，

主の羊 の群 れの羊 で ある。 レ

私 たちの願 いは，贈 い主 の血 に よ り

「神 との一致 を得 」るこ とであ り
，』「そ

れ は人 が最善 をつ くしてば じめ て，神

のめ ぐみに よ り救 われ るこ とを知 って

い るか らで あ る。」古代 の聖徒が ， 「キ

リス トの こ とを話 し， キ リス トの こ と

を喜 び， キ リス トの こ とを説教 し， キ

リス トの こ とを予 言 し」 たのは， ほか

で もな いす べ ての 人に 「ど こに罪 の赦

しを求 め るか を知 らせ るため 」 であっ

た。(Irニ ー ファ イ25：23，26)

それ 故， 定め られ た儀 式 に従 い，神

よ り課せ られ た義務 を果た そ うで はな

いか。 私 は，主が 神 の御 子 であ るこ と

を証 す る。私 たちは主 の血 に よって救

われ て いるの であ る。 主は確 かに全能

な る神 の御 子 であ り， 主に よ り私 たち

は今 も永遠 に も平安 を得 られ るの であ

る。

主 イエ ス ・キ リス トのみ名 に よって
ノ

申 し上 げる。 アー メン。

大 管 長 会 ，1901-10。 ジ ョセ ブ ・F・ ス ミ ス 大 管 長(左)， ジ ョ ン ・R・ ワ イ ン ダ ー 第 一

副 管 長(中 央)， ア ン ソ ン ・H・ ル ン ド第 二 副 管 長(右)(ユ タ 州 歴 史 協 会 提 供)
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一

輯 感 あふ れ る話 と素 晴 らしい コー ラ
亜 スを聞

いて， この会 に主 のみ たま

があ るこ とを感 じて いる。私 もこの よ

うに皆 さんの前 に立 ちなが ら，主 のみ

た まが共 にあ る よう心か ら祈 って いる。

先 日，私 があ る友人 と話 を して いる

と， そこに彼 の部下 が通 りかか った。

すると友 人は言 った。「彼 は本 当に誠実

な入で してね 。私 の会社 で働 いて30年

に な りますが，今 まで一 度だ って不正

直な態度 や行動 をみせ た こ とがな いん

です 。ああ い う人が私 の会社 にい る と

思 うと鼻が高 いです よ。」

その 日か ら私 は誠 実 とい うこ とにつ

いて深 く考 えて きた 。 そ して，宗教，

科学， 経済， 地方あ るい は国の政 治，

そのほか あ らゆ る分 野で一緒 に仕事 を

す る人々 と常 に誠実 で信頼 で きる交際

がで きた ら とい うの が今 の私 の望 みで

あ る。特 に， 地域社 会や その他 におけ

る生活は家庭 の延長 で ある。従 って，

誠実 さは家庭 で教 え，習慣づ けるべ き

もの である。

この 『古めか しい』 美徳 の 回復 が必

要 である と感 じた私 は， この こ とをテ

ーマ に話 をす るこ とに した。誠 実，不

誠実 は私 た ちの 人生の ほ とん どあ らゆ

る面，例 えば話 す事 柄， 考 え，望 み な

どに大 きな影響 を与 える。

この説教 台に立 った現 代 の最：も立 派

な宗教指 導者 か ら，正 直，信 頼， 正 義，

真実，親切 ，公正 ，慈愛 ，愛， 忠 実，

その ほか 多 くの正 しい生 活の 原則 にっ

いて説教 と， 訓戒が与 えられて きた。

人が これ らすべて の特 質 を完全 に備

える時， これ らの特質が 人の思考 ，行
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第一 副管長

N・ エ ル トン ・タ ナ ー

人を 「不安 と苦悩 」のかせから解 き放つ この 「古めか しい」美

徳の 回復

動，望 み の原動 力 とな る時， 人 は完 全

な者， 道徳 に添 う者，正 直 で まっす ぐ

な者 と呼 ばれ る よ うに なるであ ろ う。

それ では，完 全 な者 と呼 ばれ る人に

つ いて考 え てみ よ っ。 この よっな人は，

何 か を追求 す る時，何 か を決 心す る時，

決 して迷 わ ない。絶 えず一 貫 した 目的

を持 ってい るか らであ る。 それ はだれ

か の言 うよ うに，「き ょうは教会，明 日

は仕 事， そ して次 は レク リエー シ ョン，

家 庭，旅 行」 とい った散漫 な もので は

な い。 次のエ ドワー ド・サ ンフォー ド・

マ ーチ ンの詩 の一節 を見てみ よ う。 こ

の こ とが良 く表現 され てい る。

見 よ，世 の宮居 に群が る人々，

ある心は慎 み深 く， あ る心 は高ぶ る。

罪に泣 く心 あれば

それ をあ ざ笑 っ心 あ り，

人 を愛す る心 あれば

名誉 と金 を求め る心 あ り，

ああ， ここか ら逃 れ る こ とが で きた

らよい もの を，

ああ， 自分 を探 し当て るこ とが で き

た らよい もの を。
むれ

(助 襯 彫6空 五69ガo%『 群 』)

これ と逆 に，揺 る ぎない性格 を備 え，

揺 るぎない人生 を送 った 「誠実 」 の理

想 ともい うべ き方が い る。救 い主 イェ

ス ・キ・リス トであ る。 イエ スは， 人は

二心 を持 って生 活す るこ とは できな い

と言わ れた。す な わち， 人は神 と富 と

に， またふた りの主 人 に兼 ね仕 え るこ

とは で きない と教 え られ た。 この教 え

は， 目的の単一性 を示 す ばか りでな く，

イエス御 自身 の生涯が 誠実 に代表 され

るこ とも物語 って い る。 そ して この美

喫 ・

徳 こそが ，現 在一番 必要 とされ てい る

もの なので ある。

政 治 に関 して もそ うであ る。 有力 な

人々 にへ つ らっ た主 張や決 意 を掲 げ る

こ とな く徳高 き目的 を もって専心 努力

す る人々に よって政 治は行 な われ るべ

きで ある。私 た ちは汚 れな い精神 の持

ち主 ，道徳 的に潔 く隠 し立て のな い生

活 をす る人，迷 わず ，利 己的 でな く意

志の 強 い人 を選 び， 支持すべ きであ る。

また， この世 は勇気 あ る，正 しい確 信

を持 った男 女 を必要 としてい る。す な

わち， 常 に誠実 で あ り， 便宜 主義 でな

く金や権 力 を願 わず， 徳高 い議員 を支

持 し認め る 入々 を必要 としてい るので

ある。

イギ リス に伝 わるお も しろい話が あ

る。 ある 日，農 夫が 畑 に出て仕事 を し

てい る と， きつ ね狩 りの一 団が来 た。

畑 を馬 に踏み荒 らされ るの を恐 れた農

夫 は，ひ と りの使 用 入 を呼 んで言った。

「行 って畑 の入 口を締め て来 な さい。そ

してだ れに も開け させ な い よ うに見張

って いな さい。」使用 人が そこに着 くと，

狩 りの一 団が 入 口の前 に勢 ぞろ い して

いた。 ひ と りが 入 口をあけ る よ う命 じ

た。 使用 人は主 人か ら受 け た命令 を告

げ て断わ った。 男た ちが 馬か ら降 りて

次々 に使用 人 を脅か した り， 買収 しよ

うとしたが， 彼 は断 固 として断 わ り続

け た。

その時， 馬上か らその様子 を見て い

た ひ とりが近づ いて きて 言った。「少年

よ， 私 を知 ってい るか 。私の名 は ウエ

リン トン公 爵 と言 って， だれ で も私 の

名 を聞けば す ぐに服従す るの だ。 さあ，



入 口を早 く開 けな さい。私 と私 の友が

通 るの だか ら。」

少年 は帽子 を脱 ぎ， イギ リス全 国民

が誇 るウエ リン トン公爵 の前 に敬 意 を

表 して静 か に答 えた。「ウエ リン トン公

爵な らば ，私 が命令 に背 くこと をお許

しに な らない はず で しょ う。私 は死 ん

で もこの 入口 を開 け るこ とは で きませ

ん。 またお通 しす るわけに もい きませ

んρこれは私 の主 人か ら言いつ か った

命令 なのです 。」

これ を聞 いた公爵 は非常 に感動 し，

自分 の帽子 を脱 いで言 った。「買収 や脅

迫に もひ るまず正 義 を貫 く男 よ， 私 は

本 当に感謝す るぞ。私 の兵 隊が みん な

この よ うであれば， フラ ンス ど ころか，

全世 界 をも征 服す るこ ともで き るだ ろ

うOこ。」「(丁乃6・BoニソZθ1ZO々6ρ'0π'レ レ乙"一

初望oη 『ウエ リン トンを締 め 出 した 少

年 』 よ り)

ウ エ リン トン公爵 が語 っ たよ うに，

誠実 な人間は必 ず相 手に尊敬 の念 を起

こさせ るもの で ある。私 は， 国 を代表

す る一 人一 人が互 いに尊敬 し合 い，完

全な公平 無私 の態度 で問題 に対処 する .

な らば， 国際 間の争 咬や不 和 は解 決 さ

れ る と確 信 して いる。

実業 界に おいて誠 実 は どの ように評

価 され るの であ ろ うか。実 業 界， 経 済

界 を リー ドす る人 々は誠実 を形 容す る

人々で あ って然 るべ きであ る。 しか し

事 実 は どうであ ろ うか。 多額 のわ いろ，

詐欺，ご まか し，欺 まん，ぼ う大 な経済

界の利得 調節 を企 て る力 など隠れ た事

実 を知 らされ， 各 団体 が他 と交渉す る

際公正 な取 り引 きをし， 他 を不 当に利

「用 しない とい うよ うな法律 が 必要 にな

ってい る現実 を考 えれ ば，誠 実の存 在

が いかに薄 いかが わか る。逆 の状態 で

あれば， 取 り引 きは よ り円滑 に行 なわ

れ， 人々 は もっ と正 直 にな り，生産 品

も良 質に なるはず で ある。 しか し， 合
ゾゆ

衆国政府は詐欺的行為，質の悪い商品

の犠牲か ら消費者 を守 るため，さらに

新 しい対策 を練っているのが現状 である。

誠実を第一 として労働組合幹部ある

いは組合の交渉 と決定が行なわれた と

すれば，今のような不当な支配権の行

使は，絶対にな くな るであろう。すべ

ての人が他人の利益，助けを考えて働

くようになり， どん欲，抑圧，貧困，

そしてそれ らが招 く人類の悲劇 をこの

世か ら除 くこ とがで きるであろう。

教育界に関 しても検討 してみないわ

けにはいかない。家庭 を除 くと，誠実

の原則 を教え，身につけさせ る最良の

場所は学校である。誠実 と教育には否

定 できない相互関係がある。イギリス

の著名な作家サ ミュエル ・ジョンソン

は，このことをよく理解 した人であっ

た。次の言葉にそれがよ く表現 されて

いる。「知識を持たない誠実はもろく無

益 である。 しか し誠実 を持たない知識

は危険で恐ろしい。」

科学，医学 などの分野においては特

にそうである。 もしもそこに誠実が全

く存在 していないとすればどうだろう。

恐怖に満ちた世 界が想像できると思 う。

しか し，人類の幸福を唯一の 目的 とす

べ きであるにもかかわらず，そ うでな

い人もいるのが現状である。これ らの

分野における教育者 と学生は完全に公

正 な態度 を維持 し，かつこの目的 をは

っ きり「と認識 していなければならない。

犯罪の少ない世に住んでいると想像

してみよう。不可能なことではない と

思 う。私たちは 多くの苦悩 と悲嘆 と災

難 とをわが身に招いている。 しか しそ

れちは，あらゆる分野の仕事，活動へ

と忍び寄る不道徳 と不正直が もたらし

た結果にす ぎない。およそ300年 前，

フランスの有名な戯曲家，ジャン ・バ

プティス ト・モ リエールは，次の よう

に記 している。「もし何事 も正直ず くめ

で，だれ も彼 も率直で公明正大で柔順

だったら，美徳 というものは，大部分

無用なものになってしまう。なぜ とい

って， こちらが正 しい場合，他人の不

正 を気持 よく堪 え忍ぶのが美徳の美徳

たるゆえんだか らだ。」(「人間 ぎらい」

第5幕 第一場)

前に も述べ たが，誠実の原則 を履行

しない人生は， 多面にわたって障害を

引き起こすことが 多い。以上のこと以

外につけ加 えるべ きもの として，家族

と家庭生活がある。社会 を構成する基

本的単位であ る家庭の基盤 も，夫婦間

の不信や離婚，神聖 な結婚の誓約に背

く行為によって今や危 うくなってきて

いる。 誠実 さを失った夫婦の姦淫，私

通，乱婚の罪によって家庭が崩れ，悲

しみや言うに言われない苦悩が生じて

いる。家庭の崩壊は国家の最大の悲惨

事のひとつ であるが，事実 この ようレな

家庭が日に日に数 を増 しているのである。

逆に，家庭生活が完全な誠実によっ

て統治 されたらどうであろ うか。ちょ

っ と想像 していただきたい。完全な家

庭ができは しないだろうか。夫は妻に

対 して誠実になるであろうし，妻もま

た夫に対 して誠実になるであろう。結

婚 を否定 して不法の関係 を結ぶ者は存

在 しなくなる。愛に満ちた家庭では，子

供 と両親が互いに尊敬 し合 い，子供 た

ちはだれよりも偉大な両親 という教師

に正 しくしつけ られるのである。

子供たちは正直と誠実 を尊重 しな け

ればな らない。危機 に直面 した場合に

どの ように対処オ るかあらか じめ知っ

てお く必要がある。また， 自分 たちが

神の子供であるこ とを知 り，理解する

必要がある。そして，永遠の目的，つ

まりこの世 での務め を終えた後，再び

神のみ もとに帰れるようふ さわ しい生

活を送 ることの大切 さを理解 していな

ければならない。大人は彼 らの成長 を

妨げることな く，常に彼らを助けて理

想 と原則に忠実であるよう励 ます必要

がある。

ゲヤハル トとい うドイツの羊飼いの

少年の話があるが，彼はその模範 とも

言 うべ き少年であった。彼の家は非常

に貧しか った。ある日少年が羊の番を

していると，森か ら猟師が出て来て，

村へ行 く一番近い道 を尋ねた。少年が

道 を教えると，猟師は村へ案内して く

れたらた くさんお礼 をすると言った。

ゲヤハル トは自分のいない間に羊がい

な くなることを恐れて，そこか ら動 く

ことはできない と答えた。すると猟師

は言った。「ほう，それが どうしたって

いうんだい。あれは君の羊ではないん

だろう。それに羊の一匹や二匹，いな

くなったって主人は何 も言いや しない

よ。 どうだい，君が1年 間働いてもか

せげない程のお金 をや るよ。」

少年がそれでも断わると，猟師は，
「それじゃ，君が村へ行 って食べ物 と

飲み物 と案内人を捜 してきて くれない

か。その間私がここにいて番 をしてや
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るよ。 それた った らい いだ ろ う。」

少年 は頭 を振 って言 った。「いい え，

羊はあ なたの声 を知 りませ ん。」 「君 は

私 か信用 て きな いって言 うのか 。」猟 師

は怒 った よっに 言い返 した。

ゲヤハ ル トはかつ て 自分 か主 人の命

令 を破 ろ うと した ことを思 い出 して猟

師に聞 いた。「あなたか約束 を守 る とい

うこ とか一 体 ど うして私 に わか ります

か。」

答 え に困 った猟 師 は笑 って言 った。

「どうや ら君 は忠実 な良 い少年 らしい

な。 君 の こ とは忘 れ ない よ。 では， 道

を教 えて くれ るかね 。ひ とりてな ん と

か行 って み よ う。」

後 に， その猟 師は大 公 てあっ たこ と

か わか った。大 公は ゲヤハ ル トの 誠実

さ をほめ て， 彼 を自分 の所 に呼ん で教

育 を受 け させ た。 そ して ケヤ ハ ル トは

金持 ちに な り権 力 を得 たか， いつ まて

も正直て誠実 なことは変わらなかった。

(AF観 励JS舷 ρ舵γ6βの 『忠実な羊

飼いの少年』 より)

誠実 てあることは決 してむすか しい

ことてはない。私たちは皆，暗黒 と不

幸へ導 くサ タンに従 うよりも，救い主

の模範 に従 う方かはるかに容易である

ことを確信すべ きてある。罪の内に事

福 はない。正義の道 を離れる者は，必

然的に不幸 と苦悩 と不 自由の待つ世界
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へ 足 を踏 み込む ので あ る。

それ では， 一体 どの ようにす れ ば今

話 して きた状態 を改善す るこ とが で き

るであ ろ うか。誠実 の 原則 につい て一

人一 人 も う一度 よ く考 えて いただ きた

い。皆 さんは どの よ うにそ れ を守 って

い るだ ろ うか。 欠点 を認め，正 直 に 自

分 の思 い， 生活，望 み， 目標 を評価 し

てみて いただ きた い。 そ して正 しい方

向， つ ま り誠実 とそれ に伴 う徳の理 想

を目指 して改善す る よう真 に努め るこ

とが必要 であ る。 ㌧

天 父であ る神の 王国 にお ける私 たち

の永遠 の救 い と昇 栄 は， この世 で どの

ように イエ ス ・キ リス トの福音 の原則

に従 うか に よ1)決 定 される 。 イエ ス ・

キ.リス トの福音 が 回復 された 当時の指

導 者 たちけ， ジ ョセ ブ ・ス ミス と彼の

同僚 たち も含 めて， 誠実 に生 きるこ と

がいか に大切 であ るか を よ く理解 して

いた。 彼 らは 明 らか に された真理 を決

して曲 げなか った。 否， 曲げ る こ とな

どできなか ったの であ る。御 父 と御子

の示現 を見 た と主張 したジ ョセブ ・ス

ミスは， 多 くの あ ざけ りと迫害 に あっ

た。 しか し彼 は， アグ リッパ王 の前 で

弁 明 したパ ウロに似 た気持 ち を感 じた

と語 ってい る。あ る人 々はパ ウ ロを偽

り者 と言 い， またあ る人々 は気違 いだ

と言 った。 その よ うに彼 はあ ざけ られ，

のの しられ た。 ，

予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス もそれ と同

じ経験 をした。彼は こ う述 べ てい る「私

も正 にその通 りであ った。私 は実際 に

光 を見た。 その光 の唯 中に二 人の御 方

を見 た。 そ して その方 々は真 実私 にお

言葉 をかけ た もうた。私 が示現 を受 け

た と言 うため に憎 まれ また迫害せ られ

て も， なお それは真 実 であ る。 そ して

私が この よ うに言 うた めに， 人々 が私

を迫害 し罵 り偽 ってあ らゆ る悪 口をあ

ザ、ぴせ てい る間に，私 は 自分 の胸 の 中で

語 るようになった。『何故真 実 の こ とを

話すか ら私 を迫害す るのか。私 は本 当

に示現 を受け たの だ， 私が ど うして神
さか

に抗 らえようか。何故世の中の人は，

私が本当に見た ものを見ない と言わせ

ようと思 うのか，私は示現 を受けたの

であるからそれが事実であるのを身を

以って知 っている。私は神がそれを知

りた もうこ とを知 って いる。私 はそ れ

を打 ち消す こ とは で きなか った。 また

敢 て打 ち消 そ う ともしなか った。私 は

少 くとも，本 当に あ ったこ とを打 ち消

す な らば神 の怒 りを受 けて罪 の宣告 を

受 け る こ とを知 ってい る』 と。」(ジ ョ

セブ ・ス ミス2：25)

ジ ョセ ブ ・ス ミスは また， 誠実 を具

体 化 した宣 言書 を私 たちに残 した。末

日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会信仰 箇 条

の 第13条 に次の ように書 か.れて い る。

「われ らは
，正 直，真 実， 貞潔， 慈

善， 高徳 な るべ きこ と， お よび すべ て

の 人に善 を行 う桑 きを信 ず。 まこ とに

パ ウロの訓戒 に従 う とい うを得べ く，

われ らはすべ て の こ とを信 じ，すべ て

の こ とを望 む。す で に 多 くの こ とを堪

え忍びたれ ば， あ らゆるこ とを堪 え忍

び得 ん こ とを望 む。 もし何 にて も，徳

高 きこ と， 好 ま しきこ と， よ き聞 えあ

るこ と， あ るいは褒 むべ きこ とあ らば，

われ らはこれ らをた ずね も とむ る もの

な り。」

日々の生 活の 中に この訓戒 を生か そ

うでは ないか。

予 言者 と親 し く交 流 していたあ る入

人 は，L民 を導 いて砂漠 を横 断 し， グレ

ー トソル トレー ク盆地へ 渡 った
。 そ し

て民は聖 な る予 言の 言葉 通 りに，偉 大

で強大 な民 とな った。 も し彼 らが原 則

を曲げ てい た ら， そ うはな らなか った

であ ろ う。

その 中の ひ と りに， ミズー リ州か ら

ソル トレー ク盆地 へ 向か って荒野 を初

めて旅 した ヒー バー ・C・ キ ンボー ル

がいた。 彼 は今 日の予 言者 であ り指 導 引

者 であ るスペ ンサー ・W・ キ ンボー ル

大管長 の祖 父に あたる。 あ る時， 彼は

この よ っに言 った。

「神 …… は 自らの選 び と永遠 の生 命

の受 け継 ぎを確 実 に しよ うとす る者 を

必ず救 つて下 さる。 その よ うな 人々 は

勝 利 を得 るであ ろ う。 しか し， もし彼

らが誠実 で あ るこ とを忘 れ， 竪 く立 っ

て義 を行 な うこ とを怠 ったな らば， そ

して悔 い改め なか ったな らば，彼 らは

今 まで得 て きた もの まで失 い， 期待 し

ていた もの，約 束 されて いた力 さえ も

失 って しま うの で あ る。」(ノo躍ηα10プ

Z腐60π7s6s「 説 教集 」8：89)

誠 実 であ るこ との最 大の報 いは，永

遠 の御 父 とそ の御 子 イエ 琴 ・キ リス ト

の 承認 を得 るこ とであ る。 この よ うな

正 義 が何 の報 い も受 けず，顧 み られ な

い とは決 して思 わ ないで いただ きたい。

1841年.1月 ， ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 し

て与 え られ た啓示 でそれが立証 されて

い る。 この啓示 は ジ ョセ ブ ・ス ミス と

共 に1844年 に カーセ ー ジの牢 獄 で殺 さ

れ， 殉教 者 としての死 を遂 げた信仰 篤

い兄ハ イ ラム に与 え られ た もの であ る。

「また
，わ れ誠 に汝に告 ぐ， わが僕

ハ イ ラム ・ス ミス は幸 福 なるかな。主

なるわれ は， 彼の心実 直 なる故 に彼 を

愛 す。 ま た彼 はわ れの前 に義 しきこ と

を愛す る故 に われ 彼 を愛す， と主 は言

う。」(教 義 と聖 約124：15)こ の 約束は，

誠実 に人々 に接 す る世 界 中のすべ ての

人に等 し く適 用す るものであ る。

旧新約 聖書 の予 言者た ち， モ ルモ ン

経の予 言者 た ちは， 誠実 な心 を もって

いたが ゆ えに聖 きみ た まとの 交わ りを

賜 った 人々で ある。 同様に現代 の予言

者 たち も，誠.実 と完全 な献身 をもって

この 回復 され た神 の王 国 を管理 して き

た。 また，現 在 も管理 して い るの であ

る。世 界 中の末 日聖徒 イエ ス ・キ リス

ト教 会の会 員は， 今 日この タバ ナ クル

の演壇 に座 す献 身的 な教 会幹部 の揺 る

ぎない信仰 を知 って， 永遠 に感 謝す る

こ とであ ろ う。 また世 界各地 に住む 大

勢 の教 会 の指 導者 た ち も高潔， 誠実 で，

人々か ら寄せ られ た信 頼に立 派に応 え

て い る。 教会 幹部 の兄弟 た ちは非 利己

的 で， 救 い主 のみ 旨 とみ ここ ろに よ く

従 い， 謙遜 であ る。 そ して彼 らの 最大

の望 みは， 聖 徒 たち と共 に救 い と昇栄

を求 め る こ とで ある。

私 は，世 の救 い主 であ り神 の御 子 で

ある イエ ス ・キ リス トが この教 会の頭

であ るこ とを証 す る。 また主 は予 言者

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボール を通 して

すべ ての教 会 の活動 を導 いて下 さるこ

とを証 す る。

私 は，す べ ての人 々が 聖 なる光 を受

け， 天 父な る神 と共 に永遠 に住 む道 を

用意 して下 さった イエ ス ・キ リス トを

知 り，受 け入 れ， その教 えに従 うよ う

心か ら祈 って い る。 イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よ り申 し上 げ る。ア ー メン。
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1976年 度 ・

統 計 記 録

教会ユニ ッ ト

ステー キ部数

ワー ド部数

大管長会は，1976年12月31日 現在 の教会員に関す る統計記録 を以下の

ように発表 しました。

神権

798ア ロ ン神権 者

5，481

ステー キ部 内の独立支 部数 … …1，422

ス テー キ部 内の ワー ド部，

独立 支部 の合計.6，903

伝道部数

伝道部内の支部数

148

執事

教師

祭司

アロン神権者合計

教会員数

ステーキ部内

メルケゼデ ク神権者

1，716長 老

伝道部内

3，283，264

合計

459，485

1976年 中の会員数 の増加

141，341
「

109，396

188，122

438，859

七十人

大祭司

320，876

26，328

120，117

メル ケゼ デ ク神権 者合計 ……467，321

ア ロ ン神権 者， メル ケゼ デ ク

3，742，749神 権 者総数

幼児祝 福数88，522

子供 のバ プテスマ数52，281

求 道 者のバ プテ スマ数 … ……133，959

一般統計

出生率(1，000人 当 り)

結婚率(1，000人 当 り)

死亡率(1，000人 当 り)

29.72

13.34

4.32

(1976年 内 に32，387人 の 増加)

教会組織登録会員数

906，180

扶助協会1，129，135

日曜 学校3，387，454

ア ロ ン神 権者(若 い男性)… …267，352

若い女性

初等協会

福祉計画

被援助者数

249，724

498，867

雇用者数

大管長会書記 一

フラ ンシス ・M・ ギボ ンズ

労 働奉仕 日数 累計400，607

福 祉 操 業 日数 累計8，219

上 記 以 外 にア イダ ホ州 で発生 したテφ

トン洪水 救済 に関連 して， 労働奉仕 日

数125，000が あ る。

系図'協会

神殿儀 式の ために

処 理 した名 前 の数3，539，340

年 度 内 に35ヵ 国 におい て，80台 のマ

イ クロフ ィルム カ メラ と5人 の 口頭面

接 者 を用 いてマ イ クロフ ィル ムに収録

した系 図記録 は，100フ ィー トの ロール

で910，661巻 ，年 度 内4、5パ ー セ ントの増

加 とな り，これは300頁 の 本 で4，334，559

冊 分 に相 当す る。

神殿の儀式

16の神殿で執行 されたエンダウメント

生者

死者

合計

43，645

教 会 の学 校110
，306

ア ッセ ンブリーホール。テンプルスクェア内にある建物 で，1877年 に建築着ユニ，
に完成，1882年 に献堂 され，現在 に至 っている。手前の石 は神殿の石材で，使用箇所 を
表示する番号が付 されている。(ユ タ州歴史協会提供)

3，421，793

3，465，438

29，657在 籍 者数(イ ンステ ィテユー.ト，

1880年 セ ミナ リー を含む)322，587

死亡者

七 十 人第「定 員会 アル ビ ン ・R・ ダ

イヤー 長老 ，故 十二使徒 評議 員会補助

エル レイ ・L・ ク リスチ ャンセ ン長老

未亡 人ルエ ラ ・リー ス ・ク リスチ ャン

セ ン姉 妹， 故七十 人最：高評 議員会 会員

オス カー ・A・ カー カム長 老未亡 人 ア

イダ ・ジ ョセフ ィン ・マー ドック ・カ

ー カム姉妹
，ハ ワイ ・ヒロステー キ部

ア レイ ・K・ オーナ部 長， メキシ コ ・

トレオ ン伝 道部 ダニ エル ・0・ トレ ビ

ノ部 長，ユ タ ・オ グデ ン ・リバ デー ル

ス テー キ部 ミレ ン ・ダン ・ア トウッ ド

部 長，癌 治療 研究 の草分 け リラ ン ド・

R・ コー ワ ン博 士， 「ドーターズ ・オブ・

ザ ・ユタ ・パイオニアー ズ」(ユ タ開拓

者 の娘)会 長 ケ イ ト ・B・ カー ター姉

妹
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す る兄弟姉妹，私は皆様 と共に，
愛
この大 会に あふ れ るみ た ま と霊 感

に満 ちた数 々の話 を喜 ぶ もので ある。

救 い主が 使徒 た ちに最 後 に課 せ られ

た務 め のひ とつ は，これであった。「全

世 界に 出て行 って， すべ て の造 られ た

ものに福 音 を宣べ 伝 え よ。

信 じてバ プテスマ を受 け る者 は救 わ

れ る。 しか し，不 信仰 の者 は罪 に定め

られ る。」(マ ル コ16：1516)

神 の 教 会 は伝 道 の教 会 であ る。私 た

ちは現代 の啓示 に よ、って も， この回復

され た福 音 をあ らゆ る国民 ， あ らゆ る

血族， あ らゆ る国語 の民， お よび あ ら

ゆ る世 の 人々に宣べ伝 え よ と命 じられ

て いる。(教 義 と聖約133：37参 照)

啓 示 に この よ うに言われている。 「こ

の世 には なお欺か ん と待伏 をす る人間

の狡猜 なる巧 智 に眼 くらみ て， 真理 の

あ る所 を知 らざるが故 にた だ真 理 に遠

ざか る者， あ らゆ る教 派，党 派，宗 派

の 中 に 多 け れ ば な り。」(教 義 と聖 約

123：12)

私 た ちは，真理 とよ り.良い生 き方 を

捜 して い る方 々に，是 非私 た ちの語 る

メッセー ジを心 か ら研 究 して下 さ るよ

うに とお勧 めす る。 「人 生 の 目的 は何

か」， 「私 たちは どこ か ら来 た の か 」，

「死後 は ど うな るのか」 これ らの疑 問

に対す る答 えが この私 たちの メ ッセー

ジにあ る。 回復 された福音 は， これ を

受 け入れ てその教 えに従 う人々の生 活

に～ 平安 と幸福 と進 歩， 成長 をもた ら

す 。

キ ンボー ル大管 長 は私 たちに， 歩み

を速め な さい と言われ た。伝 道活動 で

宣教師として歩みを速める

七十人第一定員会会長

フラ ンク リン ・D・ リチ ャーズ

主 は教会員に，福音に関心を持つ人々を捜す責任 と，彼らをフ

ェ日一シップする責任をさ らに 自覚するよう求め てお られる

歩み を速 め る方法につ いて，私 の考 え

を若 干述べ させ てい ただ きた い と思 う。

第一 に.宣 教 師は教 え る相 手 を捜す

の に 多 くの時 間 を費や しす ぎてい る。

宣教 師が教 える ことに もっ と時 間 をか

け られ る よ うに， 方法 を考 えなければ

な らない。 ひとつの良い方 法は， 「すべ

ての会 員は宣教 師で ある」 とい う考 え

を徹 底 して，教 会員が宣 教師 のため に

教 える人々 を見 いだ し， その人々 と親

し くな るこ とで ある。

そのため に大切 なこ とが3つ あ る。

1.福 音 の原則 に従 って生 活する。立

派 な教 会員 の生活 を見て教会 に興味 を

持 ち， 教会 に加 わる人が毎年 大勢 い る。

2.友 人や 隣 人に教 会の こ とを知 っ

て い るか どうか尋 ね るの を きっか けに，

福音 の話 を始 め る。 多少 とも知 ってい

れ ば ，さ らに 「もっと知 りたいです か」

と尋 ね るこ とが で きる。 もっ と知 りた

け れば その人 をあな たの家 に招 いて，

宣教 師 に福 音 を教 えて もらう。招待 で

きなけ れば， その人の住所 と氏名 を宣

教 師 に連絡 す る とよい。 この よ うな方

法 に よって教 会 に興 味の あ る人 々 を宣

教 師 に もっ と紹 介す るこ とがで き，心

が けて いれば いつ まで もそれ を続 け る

こ とが で きる。

3.友 人や隣i人 を教会 の集 会や社交

活動 その他 の行 事 に招 く。 フェ ロー シ

ップ を受け てい る人 は， 新 しい環境へ

の適 応が ず っ と容 易 であ る。

紹 介 とフェロー シ ッピング ・プ ログ ラ

ムが 効果 的に行 なわれれ ば， 宣教 師は

教 え るこ とに 多 くの時間 を費やせ るよ

うにな り， その結果 改宗者 のバ プテ ス

マはふえるであろう。

もうひ とつ有望なのは，家族の一部

だけが教会員の家庭における伝道であ

る。教会外の人 と結婚 している教会員

は大勢いる。教会貝でないこれ らの人

人をフェロー シップし，彼らとその家

族に伝道レッスンを教え，証 を受け入

れた時に水のバプテスマによって教会

に導 くことが，私 たちの目標である。

長老見込み会員 も大勢非教会員 と結

婚 している。教会貝でない彼 らの家族

に教えることで， これ ら長老見込み会

員の 多くが メルケゼデ ク神権 を受ける

備 えをすることができる。

このような家族 はグループで教える

とよい。 グループで教 えるこ とによっ

て，強い人が弱い人を強め，少ない時

間 と努 力で多 くの人々がバプテスマ を

受 けるようになるか らである。

もうひとつ注意すべ きことは，伝道

活動に参加す る人の数 である。現在，

25，000人 を越 える専任宣教師がいるが，

世界各国で伝道部が次々と組織 されて

いる今 日，青年男女，夫婦 ともにもっ

と大勢の宣教師が必要である。キンボ
ール大管長は海外のステーキ部や伝道

部か らさらに多 くの，準備の よくでき

た宣教師が召されるように と語 り， こ

れは実現 されつつ ある。それらの宣教

師の多くは伝道費用 を全額 自費負担 で

きないため，神権定員会や教会員が教

会伝道基金に献金をして，彼 らを援助

している。

先 日，ある定貝会会長が献金に手紙

を同封 して きた5そ こにはこう書かれ

ていた。「教会が発展しているという報
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告を受けて非常に喜んています。私た

ちも福音伝道のお役に立てれば と願っ

ています。」

カリフォルニア在住のある姉妹か ら

次のような手紙 をいただいた。「教会伝

道基金に小切手 を送 らせ ていたたきま

す。 これよりも偉大 なみ業はあるてし

ょうか。私は福音 を心か ら愛 していま

す。福音なしては生活て きません。 家

族のフェローシ ンピング ・プログラム

も本当に素晴 らしいものてす。主は何

軒かの家族や独身の人々 と親 しくなれ

るように導いて下 さ り，先 日の 日曜日

には，数人の人々かそろって教会に来

ました。」

これは，私たちか 日々に得 る数 多 く

の証の一例 てある。 自らの財産 をこの

偉大な伝道活動に捧げる方々に敬意 を

表したい。これらの献金の多 くはたと

え少額てあっても，真実の犠牲である。

教会には現在大勢のステー キ部宣教

師かいるか， もっ と大勢の奉仕 を期待

している。新 しい改宗者全貝に教会 で

何 らかの役職 を与えるようにしていた

だきたい。そうすれば， その中か ら大

勢の人か立派なステーキ部宣教師にな

るてあろう。

昨年10月 のキンボール大管長による

七十人第一定員会の改組に伴い，ステ
ーキ部宣教師の活動か新たに強調され

て きた。

七十人第一定員会は，ステーキ部の

七十人定貝会を強化 して，ステーキ部

伝道部の活動 を促進する責任を持つ。

私たちは，ステーキ・部宣教師の活動 と

専任宣教師の活動 との相互調整 を図る

ことの大切 さを特に強調 したいと思 う。

もうひ とつ見過 ごしてな らないもの

は，軍隊て働いている教会員男女てあ

る。軍関係の仕事に従事 している教会

員 は，なん と2万 人もいる。それらの

男女は立派な宣教師 とな り得 るし，現

に宣教師の働 きをしている人々か多い。

彼らか自分の信仰に従 って生きる時，

仲間は彼 らに感心 し，尊敬す る。彼 ら

も多くの人々 を教会へ導 き，毎年大勢

448

L 一一一一一

の人 を宣教 師に紹介 してい るの であ る。

確 か に， 「すべての会 員 は宣教 師であ

る」 とい うプ ロ グラムは霊感 に よ るも

のてある。私 か今 述べ た提案や ，そのほ

か の方法 を用 い るな らは，教 会員 は宣

教 師 か ら教 えを聞 く人々 を見 つ ける こ

とか で きる。 そ して彼 らか教 えを学 ん

て いる間， バプ テスマ の前後 を問 わす：酒

教 会 員か彼 らをフ ェロー シ ソプす る こ

とか で きる。使 徒 パ ウ ロか エペ ソ人に

書 き送 った言葉 は，実 に その通 りであ

る。 「そ こで あ な たか たは， もはや 異

国人 で も宿 り人 て もな く，聖徒 たち と

同 じ国籍 の者 で あ り，神 の家族 なの で

あ る。」(エ ペ ソ2：19)

350万 を越 え る教会 員 か 宣 教 師 とし

て人々 を神 の王 国に導 き，伝道 活動 か

らもた らされ る喜 ひ と幸せ を味 わ って

い る様子 を心に描 け るたろ うか 。真理

を尋 ね求 め てい るす べ ての方 々に繰 り

返 し申 し上 けた い。 回復 され た福 音 を

受 け入 れ，福音 を 自分 の生活 に生かす

人 々に は，新 しい生 き方 か待 ち受 け て

いる。 そ して， 「人生 の目的は何 か」 と

い う疑問 に， は っ き りした答 え を見 い

だせ るので ある。私 たちは， 「モルモニ

ズム」 につ いて，末 日聖徒 イェ ス ・キ

リス ト教会 につ いて研 究す るよ う， 皆

さんにお勧 めす る。

兄 弟姉 妹 ，私 た ちは神 の王国 の建 設

に携 わ って いる。私 は証 を 申 し述べ た

い。 父 なる神 とその御 子 イエス ・キ リ

ス トは予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス に姿 を

現 わ され た。神 は生 きて お られ， イエ

スは キ リス トてあ る。完全 な福音 か予

言者 ジ ョセブ ・ス ミス を仲 立 ち として

回復 され た。 その福 音 を人々に分か つ

こ とは私 た ちの特権 であ り， 責任 で あ

る。 ジ ョセブ ・ス ミスは偉大 な予言 者

てあ った。 そ して私 た ちには今 も教 会

を導 く偉 大 な予 言者か い る。 愛す るス

ペ ンサー ・W・ キ ンボー ル大 管長か そ

の人 てあ る。

神 の王 国か ます ます勢 いを増 して出

て行 き， 天 の王 国か来 る よ うに，私 た

ちは伝 道活動 に 力 を注 こ うでは ないか 。

イエ ス ・キ リス トの み名 に よって， ア

ー メン
。



真の教会を作るもの

十二使徒評議員会会員

デルバ ー ト ・L・ ステイ プ レー

あなたにとって最も大切 な家族の ことを考えれ ば，教会の主張

を研究 した いという気持ちが強まるであろう

弟姉妹ならびに友人の皆様，誠実
兄
な善 意の 人々 の 口か らよ く聞 く言

葉 に次 の よ うな ものが あ る。「あなた は

あ なたの教会 に行 きなさ い。私 は私 の

教 会 に行 きます。 で も， 同 じ道 を歩 い

てい るの です 」 と。 しか し， キ リス ト

の教 えの基本的 な点 で一致 で きずに，

本 当 に同 じ道 を歩 くこ とがは た してで

きるだ ろ うか。 キ リス ト教 のすべ ての

教会 が真 の福音 とその原 則 を教 えて お

り， 信者 を神 の天 の王 国に導 くため の

救 いの儀 式 を行 な う.権威 を持 って い る

とい っの だ ろ っか 。

イエス はこう教 之られ た。「狭 い門 か

らは いれ。滅 び にいた る門は大 き く，

その道 は広 い。 そ して， そ こか らは い

って行 く者 が 多い。

命 にい たる門 は狭 く， その 道 は細 い。

そ して， それ を見 い だす者が 少 ない 。」

(マ タイ7：13-14)

こ の救 い主 のみ 言葉 は，天 国 に至 る

道が た くさん ある と教 え てい るだろ う

か。 大勢 の人が， 「どの道 も神 に至 る」

とい う人 間の教 え を受 け入 れて い るが，

それは主 の教 え と相 容 れ ない考 えで あ

る。

相 反す る教 えや 異 な った教 義が どれ

も同 じ結果 を もた らす とい う主張 は，

全 く道理 にか なわ ない。真理 が ひ とつ

の源す なわ ち神 か ら来 る とすれ ば， ど

うしてその よ うに様 々 な教 えが あ って

よいだう つか 。
'私たちは

， あ らゆ る真理 が神か ら出

てお り， それ ゆ えに首尾一 貫 して いて

不変 であ るこ とを知 って い る。 従 って

互 いに異質 の教 え を持 った キ リス ト教

の教会 すべ てが， 完全 な真理 を伝 え る

こ との で きるはず は ないの であ る。私

が聖典 の教 え と証 とを もって主 張 した

いこ とは， 主 はひ と り，信 仰 はひ とつ，

バプ テ スマ はひ とつ， 真 の教 会 はひ と

つ とい う条理 であ る。 そ こで， も し現

在 の 自分 の信 念が 誤 まって い る と考 え

る人が いるな らば， その人は新 た な道

を尋 ね求め る勇気 と， キ リス トが定 め

られた永遠 の幸福 をもた らす真 の道へ

方 向 を転 じて従 って行 く信 仰 とを持つ

必要 が あ る。

イエ スは この世 に住 んでお られ た時，

弟子 た ちに こ う告 げられた。「わた しは

道 であ り，真 理 であ り， 命 であ る。 だ

れ で もわた しに よらないでは， 父 のみ

もとに行 くこ とはで きな い。」(ヨ ハ ネ

14：6)イ エ スは，御 自身の教 えは御

父 か ら与 え られ た もの であ る と言 われ

た。 イエ スは誉 れ を御 自分の もの とせ

ず に， ただ御 父 に命 じられ た こ とだけ

を行 なわれた。 「なぜ なら，父 は子 を愛

して，み ずか らな さるこ とは， すべ て

子 にお示 しに な るか らで ある。」(ヨ ハ

ネ5：20)

救 い主 は， 「わた しと父 とは一つ であ

る」(ヨ ハネ10二30)と 言 われた。 この

言葉 は御 二方が 同一 人で ある とい う意

味 で はな く， イエ ス と御 父 は 目的 にお

いて ひ とつ であ る とい う意味 で あ る。

イエ スに聞 き従 うこ とは御 父に 聞 き

従 うこ とで あ る。 イエス と御 父 の教 え

や 目的 は一致 して いる。神 のすべ ての

子 らに とって救 い の教 義 は同 じであ る。

イエ スは，御 自身 の説 く教 え と儀 式に

従 う人々につ いて御 父に とりな しの祈

りを捧 げ られ た中で， こ う言われ た。

「わ た しは
， あなたか らいただ いた栄

光 を彼 らに も与 え ま した。 それ は， わ

た した ちが 一つ で ある よ うに彼 ら も一

つに な るためであ ります 。」(ヨ ハ ネ17：

22)

イ エ スは御父 と御子 に関 す るこの教

え を宣 言 して，地 上 に御 自身の教会 を

築 か れ た。 現代 と同様 に， 当時 も様 々

な教派 が真理 をそれ ぞれに解釈 して い

た。救 い主 はこの世 に お られた当時も，

この末の時 代 に も， 入間 に よって建 て

られ た既 成 の教 会 を選 ばず に，予 言者

と使 徒 を備 え， 救 い と昇 栄 の福 音 の

計 画 を備 えた御 自身の教会 を組織 され

た。 それが イエ ス ・キ リス トの教会 で

あ る。

イエス は，世 の様 々な宗 派には完全

な真理 が な く，救 いの儀 式 を執 行す る

権 能 もない こ とを承知 してお られ た。

大勢 の宗教 指導 者 たちが イエス の教 え

に憤慨 した時， イエ スは た とえ話 を用

い て教 え を語 られ た。 これ らの教 えに

よ り， 霊 的 な聞 く耳 を持 った人 には，

「つ い に一 つ の群れ
， ひ とりの羊飼 と

な る」(ヨ ハネ10：16)は ずであ る とい

っこ とが は っ き りと知 らされた。

「よ くよ くあな たが た に言 ってお く
。

羊 の囲 いに はい るのに， 門か らでな く，

ほ かの所 か らの りこえて来 る者 は， 盗

人 であ り， 強盗 で ある。

門か らは いる者 は， 羊 の羊飼 である。

門番 は彼 の ため に門 を開 き， 羊は彼

の声 を聞 く。 そ して彼 は 自分 の羊の名

を よん で連 れ 出す。

自分 の羊 をみ な 出 して しまうと，彼
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は羊 の先頭 に立 って行 く。羊 は その声

を知 って いるので， 彼につ いて行 くの

で ある。

ほか の人 には，つ いて行 か な いで逃

げ去 る。 その人の声 を知 らないか らで

ある。」(ヨ ハ ネ10：1-5)

しか しこのた とえ話が 十分 に理 解 さ

れなか ったの で， イエ ス はそれ をはっ

き りと説 明 され た。

「わ た しは羊 の門で あ る
。

わた しを とお って はい る者 は救 われ，

また出入 りし，牧草 に ありつ くであ ろっ。

わた しは よい羊飼 で ある。 よい羊飼

は， 羊の ために命 を捨 て る。

羊飼 ではな く， 羊が 自分 の もので も

ない雇 人は，お おかみ が来 るの を見 る

と， 羊 をす てて逃 げ去 る。 そ して，.お

おか みは羊 を奪 い， また追 い散 らす 。」

(ヨ ハ ネ10：7，9，11-12)

イ エ スが よい羊飼 い であ る とい う証

であ るが これ は，牧 羊地 帯 のパ レスチ

ナ に住 む人 々には な じみ あ る言 い方 で

あ った。 イエスは， 話 を聞 く入々が イ

ス ラエ ル民族 に羊飼 いが約 束 され てい

る とい う予 言 を知 って い るこ とを，承

知 して お られた。後年王 に なっ た羊 飼

いの少年 ダビデ は，「主 はわたしの牧 者」

で始 ま る美 しい詩篇23篇 を記 して いる。

イザヤ は，神が 来 られ る時 に は， 「主

は牧者 の よ うにそ の群 れ を養 い， その

か い なに小羊 をい だ き」(イ ザ ヤ40：

11)と 予 言 した。 イエ スが どの よ うな

御 方 であ るかは明 らか で あ る。 イエス

は主 で あった。約 束 された メ シヤ であ

った。

イエ スは偽 りの教師や 牧者 を盗 人や，

羊 よ りも富 を大切 にす る雇 われ 人に た

とえ， ふ りを装 う人々 をは っ き りと拒

まれ た。 これ よ り厳 しい叱咤 が考 えら

れ るだろ うか。 イエ スは さ らに， だれ

も誤解す るこ との ない よ うには っ き り

とこ う述べ られ た。「そして，つ いに一

つ の群 れ， ひ と りの羊 飼 とな るであ ろ

う。」(ヨ ハ ネ10：16)

イエ スは その当時 も，・また それ以後

今 日に至 るまで，群 れや羊 飼 いが幾つ

もま.た何 人 もいて よい とは認め てお ら

れ ない。

昔， イエ スか ら教会 の責任 を与 え ら

れ た使 徒 たちは， 同 じひ とつ の教 え を
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説 き， イエスか ら授け られ た同 じ儀 式

を行 な った。 これ らの使徒 たちは 自選

の しもべ では なか った。 イエ スが次 の

よ うに言 われた通 りである。「あな たが

たがわ た しを選 んだ のでは ない。 わ た

しが あ なたが た を選 んで聖任 したので

あ る。」(欽 定訳 ヨハ ネ15：16)

彼 ら は，福 音 の救 いの儀 式 を教 えて

執行 するように召 され た，権威 あ る聖 職

者 た ちであ った。 イエ スは彼 らに神 権

の権 能 を授け られ た。従 って，彼 らが

この世 にいて イエスか ら受 けた権能 を

行使 してい た間は，一致 した教 え と同

一 の儀 式 が保 たれて いた
。全世 界 に携

えて行 くよ うに命 じられ た福 音 の教 え

は，世 界中 どこで も， だれ に とって も

同 じであっ た。人々 はい ろい ろな違 っ

た福 音 を教 わって その中か ら選択 した

ので はない。万 人 にただ ひ とつ の計画

が あ るだけ であ った。

救 いの条件が 万人 に共通 であ る とこ

ろか ら，使徒 パ ウ ロは，「主 は一つ ，信

仰 は一つ ，バプテスマは一つ」(エ ペ ソ

4：4-5)と 書 いている。また，パ ウ ロ

は別 の折 に こ う記 して いる。「しか し，

た といわた した ちであ ろ うと，天 か ら

の御 使 であ ろ う と， わた した ちが宣べ

伝 え た福 音 に反 す る こどをあな たが た

に宣べ伝 えるな ら， その 人はの ろわ る

べ きであ る。」(ガ ラテヤ1：8)

ひ とつ の教会 ，ひ と りの権 威 あ る聖

職 者， ひ とつ の正 統 な福 音 の教義， そ

して ひ と りの聖霊 が， 当時 の イエス ・

キ・リス トの教会 の姿 であ った。 その た

め ， イエス ・キ リス トの教会 の指導 者

に寄 せ られ る神 の啓示 は，首 尾一 貫 し

てお り不 変 であ った。

従 って啓示が 止ん だの はキ リス トの

使徒 たちが死 んだ後 の こ とで ある。 そ

して キ リス トの教 えた純粋 な教義 は世

の哲学 に よって色 あせ， 教会 の儀 式 に

卑俗 な制 度が現 われ て きた。 さ らに は，

か つ て明瞭 でわか りや すか った こ とが

まるで神 話 の よ うに混乱 して し まっ た。

混 乱 は， サ タンが人 をあ ざむい て迷 わ

せ る格 好の手段 であ る。 そ して， イエ

ス と使徒 た ちが 「背教 」 を予 言 した通

り(IIテ サ ロニケ2：1-4)， そ れは実

際 に起 きて， キ リス ト教 世 界は長 い夜

の闇へ 突入 したの であ った。

現 在， 多 くの教 会や教i義が あ って，

どれ もが 同 じひ とつ の 出所 を主張 して

いる。 しか しそ の よ うな主張 は当 然，

道理 に合 わず， イエ ス ・キ リス トが定

め られ た教 えや方 式 に反 してい る。真

理 を真剣 に求 め る人は，「いういうなキ

リス ト教 の教 派 の中 で，rど れが正 しい

の だ ろ うか」 と問 わず には い られ ないい

使徒 ヤ コブは それに関連 して，次 の よ

うに勧め て い る。 「あな たが たの うち，

知 恵 に不 足 して い る者 が あれば， その

人は， とがめ もせ ず に惜 しみ な くすべ

ての 人に与 え る神 に，願 い求 め るが よ

い。そ うすれ ば，与 えられるであ ろ う。」

(ヤ コブ1：5)光 と真理 を求 め て真心

か らこの約 束 を試 す な らば， あ なたは

必 ずや報 われ るで あろ う。

モル モ ン経 の予 言者 モ ロナ イは， キ

リス トの福 音が確 か な こ とを知 るため

の簡単 な方法 を告 げ てい る。彼 は こ う

説 い た。「またこの記 録 を受け る時， そ

れ が真 実 な ものか ど うか をキ リス トの

御 名 に よって永 遠の 父 な る神 に問え。

もし誠心 誠 意 でその上 キ リス トを信 じ

なが ら問 うな らば，神 は聖霊 の力に よ

って この記録 が確 な もの であ るこ とを

あな たた ちに示 した も うに ちが いな い。

そ して聖霊 の 力に よ って一 切 の事 の

真 実 であ るか ど うか があ なた たちに解

る。」(モ ロナ イ10：4-5)

イ エ スが御 父 とひ とつ であ り， ひ と

つ の群 れ， す なわ ちひ とつ の教会 だけ

を受 け入 れ られ るこ とは明 らか であ る。

従 って， 真理 を求 め る人 は， 真 の教 会

の しる しを見分 け るこ とが大 切 であ る。

どの時代 に もイエス ・キ リス トの教 会

はそ れ とわか る特 徴 を持 って いる。

イエ ス ・キ・リス トの真 の教 会 には，

主 イエス ・キ リス トまで直接 に さか の

ぼ る神権 の系 譜 を持 った指導 者が い る。

イエ ス ・キ リス トの教 会 には， 同 じ

役職 を持 って働 く人 々， す なわ ち予 言

者 ，使徒 ，監 督， 七十 人，長 老，祭 司，

教 師，執 事 が いる。 その教会 は地上 に

あっ て神 の予 言者 に よ り導か れ る。

この教 会 の 主 要 な務 め は， 「すべ て

の 国民 を弟子 と して， 父 と子 と聖霊 と

の名 に よって，彼 らにバ プ テスマ を施

す 」(マ タイ28：19)こ と であ る。

イエス の時代 の教 会 に見 られ たみた



まの賜が現在 も存在する。啓示，癒 し，

奇跡，予言，その他数々の賜があるが，

これらはコリン ト人へ の第一の手紙12

章，教義 と聖約46章 ， モルモン経モロ

ナイ書10章 に見られる通 りである。愛，

すなわちキリス トの純粋な愛はイエス

キリス トの教会に顕著なもの となるで

あろう。

イエスが使徒 たちに与えられた 「あ

なたがたが地上でつな ぐことは，天で

も皆つながれ，あなたがたが地上で解

くことは，天でもみな解かれるであろ

う」(マ タイ18：18)と いう同じ力が，

現在 も真の教会に存在す る。権能を持

つ聖職者から教会員に授け られる儀式

と祝福 もある。そしてこれらの誓約 を

交わし，義務 を受け入れ，これに従 う

ならば，この世だけでな く永遠にその

効力が続 くのである。

主の教会の人々はみな聖霊 を通 じて

個人の啓示 を受け，教会は真であると

いう確かな知識を授け られる。個々の

教会員に与えられる啓示こそが，いつ

の時代 にあってもイエス ・キ リス トの

教会の力なのである。

私たちは真理 をしρか り学ばなけれ

ばならない。正 しいだろうと考 えるだ

けではだめである。知 ることは私たち

の責任 で あ る。聖典 と聖霊 の助 けに よ

って，私 た ちは疑 いな くはっ き りと知

るこ とがで きる。

よ く祈 り聖典 を学 ぶ人 は必ず，昇 栄

に至 る道は ただ ひ とつで あ る とい う知

識 と証 を得 るで あろ う。聖典 は その道

を非常 に明瞭 に指摘 して い る。 それは

神 の道 で あって，人の道ではない。 「わ

が思 いは， あな たが たの思 い とは異 な

り，・わが道 は， あなたが たの道 とは異

な ってい る」(イ ザ ヤ55：8)と 神 は

言 ってお られる。

私 は， 権能 を授か っ たイエス ・キ リ

ス トの特 別 な証 し人の ひ とりと して，

イエ ス ・キ リス トの教 会が今 地上 に存

在す る こ とを慎 ん で証 す る。 この教 会

は，私 が これ までに述べ た真 の教会 の

しる しをすべ て備 えて いる。 イエ ス ・

キ リス トの指示 の下 に，生 け る予 言者

が いる。 その名 前 はスペ ンサー ・W・

キンボール， 末 日聖徒 イエス ・キ リス

ト教会 の大 管長 であ る。

私 た ちは イエ ス ・キ リス トの教会 が

この時代に 回復 され た こ とを宣 言す る

もので ある。昔 の キ・リス トの教会 は，

背教 に よって地 上 か ら失 われ た。 この

近代 の神権 時代 に神 か ら召 され た予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 じて神 か ら新

七 十 人 第 一 定 員 会 の 新 しい 会 員 。G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム ，

リチ ャ ー ド ・G・ ス コ ッ トの 各 長 老

ジ ェ ー ム ズ ・M・ パ ラ モ ア ，

たな啓示 が下 され，昔 の イエ ス ・キ リ

ス トの教会 に あっ た教義 と儀 式が 回復

され たので あ る。

伝 道が許 され るすべ ての国 に回復の

メ ッセー ジ を携 え行 くため，長 老 たち

や 若 い女性 が お よそ25，000人 ， 女 性 は

1年 半， 男性 は2年 間， 自ら望 る で奉

仕 の業 に 召 され て いる。

教 会の大 管長， スペ ンサー ・W・ キ

ンボールが 言 われ るよ うに，私 た ちの

目的は この福 音 を全世 界 に宣べ伝 える

こ とで ある。 「私 た ちはあ らゆ る人に，

末 日聖 徒 の宣教 師 のメ ッセー ジに耳 を

傾 け るよ う勧 め るもので ある。 この世

に おいて も来世 にお いて も， 人生 にこ

れ よ り良 い影響 をもた らす メ ッセー ジ

は ほか にな いで あ ろ う。

真理 を求 め る誠 実 な方 々に とって，

その報 いは値 の知 れ ない ほ どに， 貴重

であ る。」(、E}腐忽η「エ ン サ イ ン」1976

年5月 号p，7)

あ な たに とって最 も大切 な家族 の こ

とを考 えれば， 末 日聖 徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教会 の主張 を研 究 したい とい う気

持 ちが強 まるであ ろ う。私 た ちは あな

たに，神 の聖 な る神 殿で行 な われ る特

別 な儀 式 に従 うな らば， 愛す る家 族 は

永遠 に結 ばれ るこ とをお約束す る。私

た ちの主張 を調べ れば， その祝福 が ど

の よ うに して得 られ るかがお わか りに

な るであ ろ う。

神 の律 法 と戒 め を守 らない 人には，

神 が約束 され た祝 福 は保証 され ない。

日の光栄 の王 国 を受 け継 ぐに は， その

律 法 と戒 め を学び，真 心か ら従 わなけ

れ ば な らないの であ る。

私 は厳 粛 に証 す る。真 の羊飼 い，私

たち の主 イエス ・キ リス トは御一 人で

あ り，信 仰 もひ とつ ，バ プテ スマ もひ

とつ， キ リス トの教 会 もひ とつ であ る。

私 は よい羊飼 い の声に耳 を傾 けるすべ

ての方 々 に， 今 日主の教 会の メッセー

ジを研 究 し， それ が真 であ る とい う証

を自分 自身で得 る よ うに とお勧 めす る。

これ らの こ とが真 実 であ るこ とをへ り

くだ って証 し，皆 様 もこの証 を御 自分

で得 て下 さ るよ うに願 う しだ いであ る。

これ らをイエ ス ・キ リス トの み名に よ

って 申 し上 げ るげアー メ ン。
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聖餐 に思うこと

十二使徒評議員会会員

ハ ワー ド ・W・ ハ ンタ ー

聖餐式 中の厳粛 な黙想の時 間は，私たちの生活を変え，祝福を

得るのに大さな意義がある

ρギ

最麗 搬銚 饗隷監
出席 した。 その後， 急い だお陰 で， 日

曜 日の午 後早 くに帰宅 して 自分 のワー

ド部 の聖 餐会 に出席す るこ とが で きた。

全世 界の教会 で， 非常 に 多 くの家 族が

安 息 日の この主の 日に聖餐 会 に集 って

いる。 しか も大 半 の家 族 は， 神 の戒め

を守 るよ うに導 く責任 を負っ た家 庭の

神権 者に率 い られ て集 ってい る。 主は，

「汝 なお さ ら充分 に世 の 汚れ に染 まざ

る様，祈 りの家に行 きて わが聖 日に汝

の聖 式 を捧 ぐべ し」(教義 と聖約59：9)

と言 われ た。

私 は教会堂 に 入って行 く人 々 を見た。

通 りを歩 いて来 る人々，車 で 来て駐車

場 に 入る入々。 いろい ろな所か ら集 ま

って来 た。 男性 が， 女性 が， 青年 が，

子供が。家族 で来 る 入々が 多か っ た。

家族に は父親 と母親が い るのが普通

だが ， そ うで ない場 合 もあ る。 母親が

い ないこ とも， 父親が い ないこ とも，

あるいは子供 が いない こ ともある。 ひ

と りの場 合 もある。私 の家族 は一時期

多か ったが， 今 はふ た りだけ であ る。

私 たちが教会堂 に 入る と， ソー ル ズ

ベ リー監 督が いつ もの よ うに優 し く，

温か い握 手 で歓迎 して下 さった。通 路

を歩いて行 くと， ホー ムテ ィーチ ャー

の ドクシー兄 弟が会釈 で歓迎 し，私 た

ち も会釈 で応 えた。離 れて い たの で，

握手 の気持 ちで した温 か な挨 拶 であ っ

た。以前に ホームテ ィーチ ャー であ っ

たジ ェンセ ン兄弟が奥 さんや 子供 た ち

と一 緒に着席 して いた。扶助 協会 の家

庭訪 問教師 として， 私た ちの家庭 に霊
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的 な光 を運 ん でハ ンター姉妹 を元気 づ

け て'下さるニー ルセ ン姉妹 とホ イ ッ ト

ニー姉 妹 の姿 も見 えた。あ る夫婦が 席

を詰め て隣 りに私 た ち を座 らせ て下 さ

り， 後列 の 入が 私た ちの肩 を抱 いて よ

く来 て下 さい ま した とささや い た。周

囲 の入全員 が友 入 であ った。いや， 私

た ちに とって友 人以上 の存 在， 兄弟，

姉妹 た ちで あった。 オル ガ ンが 静か に

響 き， 礼拝 堂の 時計が 聖 なる時間 の始

ま りを告 げ るまで，数 分 の黙想 の時間

が あ った。

副 監督が 親 しげ な態 度 の中に も威厳

を もっ て壇 上 に立 ち， 歓迎 の言葉 を述

べ て， これか ら歌 う讃 美歌 を発表 した。

祭司 たちは静 か に聖 餐 台につ いて い

た。全 員みだ しなみが 良 く， ま じめで，

敬虜 で あ った。 同年齢 の大 勢の 少年 た

ちが この 日を娯 楽や スポー ツに 費や し

てい る とい うのに， 彼 らは主の 家に来

て い るの で ある。 その祭 司た ちの正 面

の席が執事 の席で あ る。 彼 ら も身つ く

ろい を正 して， ア ロン神権 の最 初の役

職 につ け る責 任 を まじめ に果 た して い

た。

私は その祭 司や執事 たち を見 てい て，

彼 らが親 か ら愛 され主 の戒 め を守 るこ

とを教 わ ってい る良い家庭 の子 供た ち

だ と実感 した。そ れか ら， 彼 らに心 を

寄せ る もっ と別の 人々 の こと を考 えた。

監督 と副監督，ホーム テ ィー チ ャー，神

権 指導 者 と教 師， 日曜学校 や若 い男性

の組織 で彼 らを助 け る人々， ス カウ ト

活動や エ クスプ ロー ラー 活動 の指導者，

それ に 自分 の時間 を捧 げ， 努 力 を払 っ

て若 い彼 ら を教 え励 ます 大勢 の入々。

私 は， これ らの祭 司や 執事 が伝道 に

出て， 教会 の忠実 なすべ ての 長老 たち

に与 え られた次 の戒め を成就 す る 日は

そ う遠 くな いと思 った。「汝 ら全世 界に

出で行 き， 一切 の生 くる者 に福音 を説

き， わが 汝 らに与 えた る権威 を以 て働

き， 御 父 と，子 と，聖 霊 の名 に よ りて

バ プテ スマ を施 すべ し。」(教 義 と聖約

68：8)

開 会 の 讃美歌 と祈 りの後， 祭 司た ち

が聖 餐 を準備 してい る間，私 た ちは歌

った。

父 な る神 よ 祈 りき きた まえ

主の 愛の上 に われ らはやす む

(讃 美歌21番)

祭 司が ，裂 いたパ ンを前 に して祈 っ

た。「御子 のか らだの 記念 に これ をい た

だ くよ う， また喜 びて御子 の御名 を受

け， 御子 を常 に忘れ ず， またそ の下 し

た まえる誠命 を守 るこ とを永遠 の父 な

る神 の 御 前 に証 明 し……」(教 義 と聖

約20：77)執 事 が裂 かれ たパ ンの トレ

イ を持 って礼拝 堂 に散 った。 ひ と りが

私 た ちの列 に来て銀 の トレイ を差 し出

し， 私 はパ ン をいただ いた。 それか ら

私 が トレイ を受 け取 ってハ ンター姉 妹

がパ ン をい ただ き， 次 に彼女が トレイ

を持 って隣 りの 人に差 し出 した。 その

ように して トレイが列 の全員に次 々 と

受 け渡 しされた。

私 は，2千 年 ほ ど前 のイエ スが裏 切

られ た晩の 出来事 を考 えていた 。 イエ

スは その夜 に先立 って，過 越の 祭の用

意 をさせ るため にペ テ ロ とヨハ ネ をエ

ルサ レムに遣 わ され た。 それに は， 当
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時の習慣 として小 羊 の いけに え も含 ま

れ ていた。い けに えの律法 は 父祖 ア ダ

ムの時代 に始 ま り，救 い主 が十 字架 の

死 で 自らの血 を流 して 人類 の ため に偉

大 な犠 牲 とな られ た時 に至 る まで 引 き

続 いて行 なわれて い た。

主 と十二使 徒が過 越 の食事 を終 えた

あ と，「イエスはパ ンを取 り，祝 福 して

これ をさ き，弟子 たちに与 えて言 われ

た，『取 れ，これ はわたしのからだで ある』。

また杯 を取 り，感謝 して彼 らに与 え

られ ると，一 同は その杯 か ら飲 ん だ。

イエス は また言 われ た，『これは，多

くの 人の ため に流 すわ た しの 契約 の血

であ る。』」(マ ル コ14：22-24)

こ れ が， いけ にえに代 わ って， これ

にあずか る人々 に主が犠 牲 とな られ た

こ とを思 い出 させ ， また最：後 まで忠実

に主 に従 い， 戒め を守 る とい う誓 約 を

も思 い起 こ させる ため の， 主の 晩餐の

聖 餐 であ った。

その こ とを考 え なが ら， 私 の胸 中 に

は コ リン トの教 会に 宛て たパ ウ ロの手

紙の言葉 が浮か ん で きた。「だか ら，ふ

さわ し くないま までパ ン を食 し主の杯

を飲む 者は， 主のかあ だ と血 とを犯 す

の であ る。

だ れで も まず 自分 を吟 味 し， それか

らパ ンを食べ杯 を飲 むべ きであ る。

主 のか らだ をわ きまえ ないで飲 み 食

いす る者 は， そ の飲み 食 いに よって 自

分に さば き を招 くか らであ る。」(1コ

リン ト11：27-29)

私 は 心配 に なった。 そ して 自問 して

み た。「私 はすべ ての事 柄 よ りも神の事

柄 を優 先 し，主 の戒め をみ な守 ってい

るだ ろ うか。」自分 を反省 し，そ して決

心 した。常 に主 の戒め を守 ります と主

と誓約す るこ とは重大 な責任 で あ り，

聖 餐に あずか って その誓約 を新 たにす

る こ ともまた重 要 であ る。聖 餐式 の聞

の厳粛 な黙想 は大 きな意義 が ある。 そ

れは 自省， 内省， 自己 を認識す る時間，

反省 と決心 の時間 であ る。

やが て もうひ と りの祭 司が聖 餐台 に

ひ ざまず き， 水 にあずか るすべ ての 人

々が 「かれ らの為 に流 した まい し御子

の血 の記 念に これ をいただ くよう， ま

た御子 を常 に忘 れぬ こ とを… …証明 し，

か くして御 子の 『み た ま』一 同 と共 に

ま します よう… …」(教 義 と聖 約20：

79)と 祈 った 。

静 か な黙想 の時間 で あった。静寂 を

破 ったのは小 さな赤 ち ゃんの声 だけ で

あ った。 しか し，母 親 はす ぐにその子

をしっか りと抱 いた。 この聖 なる儀 式

の間， 静け さ を乱す ものは場違 いで あ

る。 しか し幼 な い子供 の声は主 の不興

を買 わな いで あろ う。主 もまた， ベ ッ

レヘ ム に始 まって カルバ リの丘 に終 わ

った この世 の生 活の幼 年時代 を，愛 情

深 い母 親 に よって養 われ たの であ った。

少年 た ちは聖餐 の儀 式 を終 えた。続

いて励 ま し と教 えに富ん だ話 を聞 き，

閉会 の讃 美歌 と祈 りが あ り，「世 の わず

らい を離 れ た」 聖 な る時 間は終 了 した。

私 た ちは帰宅 途 中に，通 りで野球 に興

じる少年 たちや 山で週末 を過 ご して帰

る家族 の車 に出会 っ た。 その時， 私は

こ う考え た 。 も しもみん ながバ プテス

マ の 目的 を理解 して， それ を喜ん で受

け入れ， そ の儀 式 におい て交 わす， 主

に仕 えて主 の戒め に従 うとい う誓約 を

守 りたい と考 え，安 息 日には聖餐 を受

けて， 主に仕 えて終 わ りまで忠 実に生

きる とい う誓約 を新 たに したい と思 っ

たな らば， どんなに素 晴 ら しい こ とで

あ ろ うか。

かつ てあ る大管長 が，聖 餐に あずか

る時 に交 わす 誓約 につ いて話 した中 で，

こ う語 った ことが あ る。「この誓約 に伴

う責任 の大 きさ をだ れが計 るこ とが で

きるだ ろ うか。 いか に高 く， いかに広

い こ とか 。 それ は 人の世 の生 活や不敬，

俗 悪 ，怠惰 ，敵 意 ね たみ，酩 酊，不

正， 憎悪， 利 己心 な どの諸 悪 を排 除 し

てい る。 そ れは 人に謹厳 と勤勉 と親切

と， 教会や 国に おけ る義務 をまっ とう

す る責任 を課 してい る。 また， 隣人 を

敬 い， 神権 を尊 び， 什分 の一 と献金 を

納 め， 人類へ の 奉仕 に生涯 を捧 げ る義

務 を課 して いる。」(デ ビ ッ ド・0・ マ

ッケイ ル∫"6η痂αZS劾7「 ミレニ アル ・

スター 」85：778)

聖 餐 会 に 出席 して聖 餐 にあずか り，

その 日は さらに意義 深 くな った。私 は，

主 が次 の よ うに言 われ た理 由 をさ らに

良 く理解 で きた思 いが した。「汝 なお さ

ら充分 に世 の汚れ に染 まざる様，祈 り

の家に行 きて わが 聖 日に汝 の聖 式 を捧

ぐべ し。

それは誠 に この聖 日は，汝命 ぜ られ

て働 きを休 み， い と高 き者 に礼拝 を捧

ぐべ き 日なれば な り。」(教 義 と聖約59

：9-10)

私 は イエ スが キ リス トであ り，現 在

も生 きてお られ るこ とを知 って いる。

また主 は贈 いの犠 牲 としてひ と度死 な

れ た後， 全 人類が再 び命 を受け て永遠

の 生命 を得 られ る よ うに復 活 された こ

とを，確 か に知 って いる。私 たちが忠

実 に主 に従 え る ように， イエ ス ・キ リ

ス トのみ名 に よ り祈 る しだ いであ る。

アー メン。
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生 けるキ リス ト

七十人第一定員会会員

バ ーナrト1・P・ プ ロックバ ンク

従来のキ リス ト教 とイエス ・キ リス トの真の教会 との基本的な

違いは，救 い主 に関する宣言の相違 にある

国諸島 とアイル ラン ドで7年 以上英
もの間主の しもべ として過 ごして

こられたのは，素晴 らしい特権であ り，

祝福である。

先祖の住んでいたこれ らの国々は美

しく，私は故郷に帰った思 いであった。

私はこれ らの地に住む人々を愛 してい

る。

キンボール大管長，英国諸島 とアイ

ルラン ド，ローデシア，南アフ リカの

末 日聖徒 はあなたを主の生ける予言者

として愛 し，支持 し，また主の生ける

使徒 たちをも同様に愛 し，支持 してい

る。

主の教会は，生ける予言者 と，生け

る12人 の使徒の定員会を持つよ う求め

られている唯一の教会である。

ローデシアと南アフリカの末 日聖徒

は人種差別の問題 を抱 え，主のみここ

ろが祖国と自分たちの上 に実現 される

ことを願っている。主の立派な聖徒た

ちはこれ らの国々に もいる。

現代は世界的に危険 と不安に満ちた，

変化の多い時代であ り，英国諸島もそ

の例にもれない。多くのキ・リス ト教会

が，支持者 を失って教会の建物 を閉鎖

している。そのような中で，末 日聖徒

イエス ・キ リス ト教会は発展 を続け，

教会活動への参加者数は増加の一途 を

たどっている。ここで，英国諸島にお

ける救い主の教会の成長発展について，

統計 を少々かいつまんでご紹介 したい。

1臼60年にイギ リス，スコッ トラン ド，

ウェールズ，アイルラン ドで5，500万 の

人口に対してひ とつの伝道部があ り，

約180名 の専任宣教師がいた。

1960年 前 半には ステー キ・部 は全 くな

か った。 それが現在 で は， 完全 に組 織

され たス テー キ・部 が27と ， ステー キ・部

設立が考 慮 されて い る地域 が5つ あ る。

また， ステ ー キ部 にな る準備 段 階の地

方 部が12あ る。1960年 の11，000名 の教

会員が ，現在 は10万 人 を越 える。1960

年 に は ワー ド部 の活動 を行 な うにふ さ

わ しい教会 の建 物 はひ とつ もなか った

が，今 は美 しい教会堂 が175と ， さら

に建築 中お よび着工待 ちの教会堂 が47

あ る。 現在英 国諸 島に は伝 道部， ス テ

ー キ部
，地方部 ， ワー ド部 ，支部 その

他 の教 会 プロ グラムで合計376の 教 会

ユ ニ ッ トが 存在す る。

英 国諸 島 には主 の誓約 の民が大勢 お

り， 主の宣教 師や 末 日聖徒 が訪 れて，

聖典 に記 され た通 りに イエ ス ・キ リス

トの回復 された福音 の聖 な る原則 と儀

式 を教 え て くれ るの を待 って いる。私

たちが現在行 な ってい るこ とは， これ

ら諸 国で なすべ き事柄 のほんの一 部に

す ぎな い。

ところが ，英 国諸 島キ リス ト教会 の

多くが，未 だに末 日聖徒 イエ ス ・キ リ

ス ト教 会 をキ リス ト教会 と認め て いな

い。

ロン ドン ・タイムズに次のような記

事が載ったことがある。
「モルモンはキ リス ト教徒だろ うか。

彼らはキ リス トの弟子 と自称 し，その

ため他のキリス ト教宗派 と肩 を並べて

いるのは間違 いない……

彼 らを既成のキリス ト教 とは違った

新しい宗教 とみなす大 きな根拠がある。

彼らの従 うキ リス トは，新約聖書のキ

リス トな るメ シヤ と，昔地 上の 召 しを

終 えてか ら新世 界 を訪れ た復 活 した キ

リス トの両方 で あ る。従 来の キ リス ト

教， つ ま りロー マ カ トリックや プ ロテ

ス タン ト等 は， 復活 後 に地 上 を訪 れ た

後者 の キ リス トの存 在 その もの を否定

して お り， モル 毛 ンが従 うキ リス トは

従 来の キ リス ト教徒 が従 うキ リス トと

は違 うので あ る。」(『禁 酒，禁茶，禁 煙』

丁勿 ゐoη40%丁 勿昭s「 ザ ・ロン ドン ・

タ イム ズ」1976年6月18日 ， モル モ ン

をテー マめ 増補 面)

多 くの キ・リス ト教 会が， モル モ ンす

なわ ち末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会

の礼 拝 す るイエ ス ・キ リス トとは違 っ

たイエ ス ・キ リス トを礼拝 して い るの

は事 実 であ る。例 えば， 英国教会 の信

仰 箇条 の第1条 には， 「体 な く器 官 な

く感 情の な い永 遠 の唯 一 な る生 け る神

が ま します」 とあ る。'

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 は体

が あ り， 器官 が あ り，感 情が あ る神 と

イエ ス ・キ・リス トを礼拝 して い る。 ま

た私 た ちは， 神会 が永遠 の父 な る神 と，

神 の御子 で あ り私 た ちの救 い主 で ある

イエ ス ・キ リス トと，聖 霊 とい う別々

の御 三 方か ら構 成 されてい るこ とを信

じて い る。神 会 とそ の属 性 に関 す るこ

れ らふ たつ の概 念は，全 く相 反 して い

る。

聖書 の イエス ・キ リス トは，復 活 の

前 も後 も骨 肉の体 と感情 とを備 えて お

られ る。

救 い主 は復活 後，使徒 た ちの ところ

を訪 れ，彼 らに こう言われ た。「わた し

の手や 足 を見 な さい。 まさ し くわ た し
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なの だ。 さわ って見 な さい。霊 に は肉

や骨 はな いが ， あな たが たが 見 る とお

り， わた しには あるの だ。

〔こ う言 って，手 と足 とをお見せ に

な った。〕(ル カ24：39-40)

イ エ ス は弟 子 たちに次 の よ うに言 っ

て，Pにせ キ リス トに気 をつ け るよ う警

告 された。「人に惑 わ されないよ うに気

をつ けな さい。

多 くの者が わ た しの名 を名 の って現

れ， 自分が キ リス トだ と言 って， 多 く

の人 を惑 わす で あろ う。……

にせ キ リス トたちや， にせ預 言 者 た

ちが 起 って， 大 いな る しる し と奇 跡 と

を行 い， で きれ ば，選 民 を も惑 わそ う

とす るであ ろ う。」(マ タイ24：4-5，

24)

主 は 十戒 の最初 の戒 め の中 で， 聖典

に記 され てい る生 け る神 を礼拝 しな さ

い， 人の 想像 に よる神 を創 り出 した り

拝んだ りして はな らない と命 じられ た。

「あ なたはわ た しの ほか に
， なに もの

をも神 として はな らな い。

あな たは 自分 のた めに，刻 んだ像 を

造 ってはな らない。上 は 天に あ る もの，

下は地 に ある もの， また地 の下 の水 の

内 なか にあ る もの の， どん な形 を も造 っ

てはな らない。

それに ひれ状 しては な らない。 それ

に仕 えて はならない。」(出 エジプ ト20：

3-5)し か し大 勢 の人々 が， 人の造 っ

た像 にひ れ伏 してい る。

救 い主は この世 にお られ た時，予 言

者や 聖典 を信 じると言 い なが ら生 け る

イエ ス ・キ リス トを受 け 入れ ない強大

なノ1ぐリサイ人の宗教 を非難された。パ

リサ イ人は信者たちに天国に救 われる

と約束 しなが ら，骨肉の体 と感情 を持

った生けるキリス トを受け入れようと

しなかったため， イエスか ら次の よう

な非難を受けた。「偽善 な律法 学者，

パ リサイ人たちよ。あなたがたは，わ

ざわいであ翫 あなたがたは，天国を

閉 ざして人々 をはいらせない。 自分 も

はいらない し，はいろうとする人をは

いらせ もしない。」(マ タイ23：13)

主は末 日の啓示の中でも，神の権i威

なしに人間や権力によって作 られて，

信者に天国への救いを約束する宗教に

は惑わされないように と，再び警告 し

てお られる。

主はこのように言われた。「われは主

なる汝の神な り。われ この誠命を汝に

与 う。すなわち人はわれに由 らずまた

わが律法なるわが言によらずして父に

来るべか らず， と主は言う。

主なる汝 らの神言 う。この世にある

あらゆるものは，た とえ人に より，王に

より公によりまたはそのほか権力によ

りまたは名義上のことにより，何にて

もあれわれに由らず またはわが言によ

らずして定めたることは，崩れ去 りて

人の死にたる後復活に於てもその以後

に於て も遺ることなか るべ し。

およそ遺 るところのものはわれに由

るな り。われに由らざるものは何にて

も振棄 てられて滅ぶべ きなり。」(教 義

と聖約132：12-14)

人が神 の王国に救われて永遠の生命

を得 られるように，主が定め られた道

は ただ ひ とつ で ある。 それは感情，感

覚 ，体 を有す る生 け るイ手ス ・キ リス

トを通 じ， イエ ス ・キ リス トに よる。

イエ ス ・キ リス トの戒め を知 って， そ

れ を守 るこ とに よる。

私 た ちは にせ キ・リス トを拝 んで も，

人商 あ教 えや 戒 めに従 って も，救 い と

永 遠 の生命 を得 るこ とはで きない。

人が 作 った教 えや慣 習 を守 って いた

パ リサ イ人は，救 い主 か ら再度 叱責 さ

れ た。主 は彼 らにこ う言われた。「この

民は， 口さ きでは わた しを敬 うが， そ

の心 は わた しか ら遠 く離れ てい る。

人間の い ま しめ を教 として教 え，無

意味 に わた しを拝 んで いる。」(マ タイ

15：8-9)

神 が 体 も器官 も感 情 もない とい う考

えは イエス ・キ リス トの教 えで もなけ

れ ば聖典 の教 えで もな く， 人間 の教 え

であ って， その よ うな神 を拝む ことは

無 意味 であ る。

主が御 自身の姿 かた ちに似せ て人間

を造 られて 以来， 人間 は金の子 牛や 刻

んだ像 な ど， 礼拝 の対 象 と して偽 りの

神 々 を造 って きた。 そ して これ まで に

選 民 を も含 めて おび ただ しい数 の人々

が あ ざむか れ，惑 わ されて きた。

永遠 の生 命 を得 るために は， 唯一 の

真 の神 とイエ ス ・キ リス トを知 らなけ

れば な らない。イエ スは言 われな。「永

遠 の命 とは，唯 一の， まこ との神 でい

ます あな た と， また， あ なたがつか わ

され た イエ ス ・キ リス トとを知 るこ と

で あ ります 。」(ヨ ハ ネ17：3)

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教 会が世

の民 に告 げ るメ ッセー ジは， 永遠 の父

な る神 とイエ ス ・キ リス トが生 きてお

られ， 御二 方 とも不死 不滅 の骨 肉の体

と感情 を備 えた御方 で あ り全 人類 は神

の子供 で， 神 の姿か た ちにかた どって

創造 され た こ と， キ リス トは予言者 ジ

ョセブ ・ス ミス を通 じて キ リス トの教

え と戒 め と儀式 を主 のすべ ての聖典 に

記 され た通 りに備 えた御 自身の教会 を

回復 された とい うこ とであ る。

私 は， イエ ス ・キ リス トが生 きてお

られ， や が て威光 と栄 光 に包 まれ てこ

の地上 に再 臨 され る こ とを証 す る。イ

エ ス ・キ リス トの み名 によ って 申 し上

げ る。 アー メ ン。
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兄 弟姉妹ならびに友人の皆様 ブ・
ックバ ン ク長老 が今話 された こ と

は確か であ る。私 はその こと を知 って

お り，皆様 もそれ を御 存知 と思 う。私

はブ ロ ックバ ン ク長老 に 引 き続 いて話

を進め たい。

私 は使徒 行伝1章 の初め の3節 を読

みなが ら， ひ とつ の思 いが心 に 浮かん

で きた。 ル カが この ように記 した箇所

であ る。

「イエ スが行 い
， また教 えは じめて

か ら，お選 び にな った使徒 た ちに， 聖

霊 に よって命 じたの ち，天 に上 げ られ

た 日まで のこ とを， こ とご と くしる し

た。

イエ スは苦 難 を受 け たの ち， 自分 の

生 きて いるこ とを数々 の確か な証拠 に

よって示 し，40日 にわ た ってたび たび

彼 らに現れ て，神 の国 の こ とを語 られ

た。」

イエスは復 活後， この世 に いた 間に

経験 し理解 した よ りもは るか に 多 くの

力 と知 識 を， 神か らお受 けに な ったに

違 いない。 しか し私 た ちは， イエ スが

復活 してか ら弟子 たちに教 え を説 かれ

た40日 間の こ とを，実 際 にはほ とん ど

知 らないので あ る。 イエ スは弟子 た 仁

に何 を教 え られた のだ ろ うか。

イエ スが この世 で導 き と恵み を施 さ

れ た3年 聞の教 え はた くさん残 って い

る。 しか し，復 活 され たキ リス トの教

えは，不 思議 なほ ど， ほ とん ど知 られ

て いない。けれ ど もその教 えは，復 活

前に教 え られ た こ と以上 に 大切 であ っ

た こ とは確 か であ る。

しか しなが ら， も しもその40日 間に
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復活後の救 い主の大いな る教えを世は理解 していない。 しか し，

私たちにはそれがある。死者のための業がその教えの 中心であ

る

イエ スが教 え られ た こ とは皆 目わか ら

な い とい う印象 を与 えた とす れば， そ

れは私 の間違 い であ る。 そ の教 えは，

使 徒 た ちが聖徒 に 宛て て書 いた手紙 の

中に， 間接 的な形 で示 されて いるか ら

であ る。だ れ もが その言葉 の意 味 を理

解 した わけでは ないだ ろうが， 手紙 を

受 け取 った 人々は，確 か に その意味 を

理解 したはず であ る。一例 は ヨハ ネの

第一 の手紙 の2章20節 で あ る。

「しか し
， あな たが たは聖 なる者に

油 を注が れて い るの で， あな たが たす

べ てが， その こ とを知 ってい る。」

さ らに27節 で説明 され てい る通 り，

油 を注 いで教会 貝にす べて の こ とを教

え る とい うこ とを，現 在 どこの教会 が

理解 し， また実行 してい るだ ろ うか 。

「あ なたが たの うちには
， キ リス ト

か らいただ いた油 が とどまって いるの

で， だれに も教 えて もらう必要 は ない。

この油 が，す べ ての こ とをあなたが た

に教 え る。 それ は まこ とで あって，偽

りでは ないか ら， その油 が教 えた よ う

に， あ なたが た は彼の うちに とどまっ

て いな さい。」

その意 味が現 今 のキ リス ト教世 界 に

知 られ てい ない この 聖句 は， ヨハ ネか

ら手 紙 を受 け取 った人々 に とっては大

切 な意味 を持 って いたに違 い ない。私

たちの教会 の熱心 な会 貝は， 当時 のキ

リス ト教徒 と同 じよ うに この教 え を理

解す る こ とであ ろう。

もうひ とつの例 は， コリン ト人へ の

第二 の手紙1章21節 か ら22節 の パ ウ ロ

の教 えで あ る。

「あ なたがた と共 にわた した ちを
，

へ.脇

キ リス トの うちに堅 くささえ， 油 をそ

そ いで下 さ ったのは， 神 であ る。

神 は また， わ た した ちに証 印 をお し，

その保証 として， わ た した ちの心 に御

霊 を賜 わ ったの であ る。」

パ ウロが こ こで述べ てい る結 び 固め

の力 は， 変 貌の 山でペ テ ロ， ヤ コブ，

ヨハ ネに授 け られて いる。予 言者エ ラ

イジ ャに よって 回復 された その力が，

イエ スに よって使徒 たち全員 に与 え ら

れ た こ とは， マ タイに よる福音 書18章

18節 に記 録 され てい る通 りであ る。

「よ く言 ってお く
。 あなたが たが地

上 でっ な ぐこ とは， 天 で も皆つ ながれ，

あなたが たが地 上 で解 くこ とは， 天 で

もみ な解 かれ るで あ ろう。」

十 字架 につけ られ た後 のイエ スの教

えは ，非常 に神 聖 なため，書 き物 に残

され なか った。 しか し， キ リス ト教 徒

の義務 に もっ と忠実 にな る ように教 会

貝 を励 ます ため に， 初期 の教 会の忠 実

な教会 員 たちに与 え られ た使徒 の言葉

の中 にそ の一 部が うか が える。

イエ ス は死 後，復 活 され る までの 間

に何 を され ただ ろ うか 。 イエ スがす ぐ

に天父 のみ もとへ帰 られ なか った こ と

は知 る通 りであ る。 ヨハ ネに よ る福音

書 の20章17節 に ，復 活 された イエスが

マ グダラのマ リヤ に語 られた言葉 が記

録 されて い る。

「わ た しに さわ っては いけ ない
。 わ

た しは， まだ 父のみ もとに上 ってい な

いの だか ら。 ただ， わた しの兄弟 た ち

の所 に行 って，『わ た しは，わた しの父

また あな たが たの父 であ って， わ た し

の神 また あな たが たの神 で あ られ るか



たのみ もとへ上 って行 く』 と， 彼 らに

伝 えなさい。」

イエ スが この間天 で御 父 と一緒 でな

か った とすれ ば， ど こで， 何 をして お

られ たのだ ろ うか。

死ん でか ら復 活 され る まで の間， イ

エス は十 字架 の上 で強盗 た ちに約 束 し

た通 りに，霊 界へ 下 って行 かれ た。 そ

こで イエ スは獄 に いる霊 たち に福 音 の

伝 道 の道 を開か れ た。ペ テ ロは第一 の

手 紙3章18節 と19節 に こ う記 して いる。

「キ リス トも
， あなた がた を神 に近

づ け よ うとして， 自らは義 な るか たで

あ るの に， 不義 な る人々 のため に， ひ

とたび 罪の ゆえに死 なれ た。 ただ し，

肉にお いては殺 され たカ㍉ 霊 にお いて

は生 か された ので あ る。

こ うして， 彼は獄 に捕 われ てい る霊

どもの ところに下 って行 き，宣べ 伝 え

るこ とを され た。」

ジ ョセブ ・F・ ス ミス 大管長 は この

素 晴 ら しい 出来事 を， 高価 な る真珠 の

29節 ，30節 に 記 してい る。

「こ うして不思 議 に思 って い ると
，

私 の眼が 開か れ， 理解 力 が強め られ た。

そして私 は， 主 が真理 を受 け 入れ なか

った邪悪 な者，不 従順 な者 た ちの間へ

自ら行 って教 え られたの では ない こ と

を知 った。

見 よ。 主は義 人 の中か ら軍勢 を組 織

し，使者 を任 命 して権i威 と権能 とを与

え，闇 の中 にい る者 た ち， さ らに はす

べ て の人の霊 の もとに福 音 の光 を携 え

て行 くよう命 じられた。 この よ うに し

て死者 に福音 が宣べ 伝 え られ た。」

「神 は人 をか たよ りみな いかた」(使

徒10：34)で あ るので， この世 に いた

問に福 音 を聞 く機会 が なか った 人 を と

がめ るの を良 し とされ な い。救 いの メ

ッセ ー ジを聞 くこ との で きない時代 や

場所 に生 まれ た人々 もい る。生前 に福

ず，音 を受 け 入れ る機 会の なか った 人 を罪

あ りとす るのは不 公平 で ある。死 者の

救 いは， イエスが 復活 後 の40日 間 に説

か れた教 えの ひ とつ であ る。

ペ テ ロは， イエスが獄 にい る霊 た ち

のと ころへ行 か れた わけ を， 福音 を宣

べ伝 えるため と説 明 した。 第一 の手紙

4章6節 に次 の ように記 され てい る。

「死人 に さえ福 音が宣 べ伝 え られ た

のは，彼 らは肉においては人間 として

さばきを受けるが， 霊においては神に

従って生 きるようになるためである。」

すなわち，地上で執行された代理の儀

式を，霊界で受け入れ ることによって

救いを得 るとい うことである。

この全人類のための救いの原則は，

あ らゆる子供 たちに対 して神が抱いて

おられ る慈悲 と親切 と愛を反映してい

る。このように気高 く重要な原則が，

現今のキ リス ト教世界か ら忘れ去 られ

ているとは，不思議 なことではないだ

う つか。

この儀式は初期のキ リス ト教会でご

く普通に行なわれていた。死者のため

の救 いの儀 式は一般的な慣習であ り，

それはパウロが，万人に もたらされる

復活の証明 として引合いに出したほど

である。パウロはコリント人への第一

の手紙15章29節 にこう書いている。

「そうでないとすれば`死 者のため

にバプテスマを受ける人々は，なぜ そ

れをす るのだろうか。 もし死者が全 く

よみが えらないとすれば，なぜ人々が

死者のためにバプテスマを受けるのか。」

初期のキ リス ト教徒 たちが死者のた

めの代理の儀式 を行なっていたことは，

疑いのない事実である。

現在のキ リス ト教にこの知識が欠け

ていることが，私 にとっては，真理か

らの背教があったことの証拠である。

イザヤは24章5節 にこう記 している。
「地はその住む民の下に汚された。

これは彼 らが律法 にそむ き，儀式 を変

え， とこしえの契約 を破ったか らだ。」

(欽定訳イザヤ)

この教義 と儀式 を回復す る必要があ

った。宗教改革の時代 を経て も，賢人

さえこれらを回復することがでぎなか

った。これらの教義は，福音の回復に

よって天からもた らされたのである。

ジョゼフ ・ス ミスでさえ， これらの教

義 を考え出す ことはで きなかった。そ

れは， 人手に よらずに山から切 り出さ

れて全地に満 ちる石の一部であった。

(ダニエル2：34-35，44-45参 照)

この王国は今や全地に広が りつつあ

る。そして地上 には，かつてイエスが

復活後の40日 間に啓示されたと同 じ神

聖 な原則を教 えてくれる予言者がいる

のである。この事実 を理解することは，

全教会員に とって，祝福 を受け られる

ようにふさわしく正 しい生活をしなさ

いと勧める力強い警告である。その祝

福は， これ を信 じて行なう正 しい人々

に啓示 され るであろう。

今，世界に急激な高 まりを見せ る系

図への関心に， この業の急速な進展 を

見るこ とができる。それがごく自然な

ために，そこに主のみ手があるのを認

める人は少ないが，み手は確かにある。

系図に関心 を持つ人々は，必ずや 「な

ぜ?」 と問 うであろう。彼 らはその答

えを研究 しさえするならば，回復 され

た福音を見いだし，天から力を受け る

ことであろ う。丁度昔のイエス ・キリ

ス トの教会貝たちと同じように。

教会の神殿建設は速度を増 し，死者

の救いの儀式 も活発になっている。そ

れは，この業にもっと真剣に取 り組む

ように とい う，教会員に対する警告で

ある。死者 の救いの業は伝道活動の続

きであ り，完成である。実際，それは

伝道の重要 な一部分である。この責任

をないが しろにすることは， 自分の救

いをも危うくすることである。

この業が急 を要す るものであること

を感 じることができる。 またそこに主

のみ手 を見ることができる。この業は

継続 しなければならない。 この知識は，

主 を知 り，主 を愛す る人々に とって神

秘ではない し，隠 されたものでもない。

私は教会員であると非教会員であると

を問わず，出会 うすべての人々にこの

知識を求めるよう教 えなければならな

いと感 じている。これは私の証である。

イエス ・キ・リス トのみ名によって，ア
ー メン。

☆ ☆
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愛 する兄弟姉妹・この絵 に出町
きて光 栄 であ る。 またオー ス トブ

リア で伝道 す る機 会に あつ か ってい る

こ とを光栄 に思 ってい る。

オー ス トラ リアに福 音が伝 えられて

今年 で126年 に なる。

オー ス トラ リアに福 音 を紹 介 したの

は ジ ョン ・マー ドッ クとチ ャール ズ ・

ウォンデル とい うふ た りの宣教師 で，

1851年10月30日 に 彼 らは シ ドニー に到

着 した。当時マ ー ドック兄 弟は59歳 で，

教会初期 の忠実 な教会 員の ひ とりで あ

った。 彼は ジ ョセ ブ ・ス ミスが初 め て

大祭 司に聖 任 した 人々の 内の ひ と りで

あ り， 教義 と聖約 の啓示 にふ たつ の召

しが 言われて いる(教 義 と聖 約52：8，

99：1参 照)。 彼は生 後半年 の双子 を残

して， 妻に先 立た れた。予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスが 家に 引 き取 って育 てた の

が その子供 たちで あ る。 彼は一 時期 ジ

ョセブ ・ス ミスの家 に寄宿 してい たが ，

次の ような出来事 を記 して いる。「ジョ

セブ兄弟 の家 に身 を寄せ て いた冬季 間

……私た ちは何度 も，予 言者 の部屋 で

祈 り会 を持 った。 …… その よ うな あ る

会で，予 言者 は私 た ちに こ う語 った。

『私 たちが 神のみ 前にへ りくだ るな ら

ば，主 のみ顔 を拝 す るに違 いな い。』真

昼時，私 の心 の 眼が開 かれ，悟 りの 目

に光が注 がれ て， 私 はひ とりの御方 の

姿 を見た.こ の上 な く慈 愛 に満 ちた，

その御方 のみ顔 の様子 は太 陽の よ うで

あった。髪は 明か るい銀髪 で，巻 き毛

は風格 があ った。 目は射抜 くよ うな青

色 で，首す じは 白 く透 き通 るよ うで，

首か ら足 までゆ った りと した.真 白な衣
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研究 し，祈る熱 心な探究者に，聖霊は福音の真理を告 げ知らせ

る

をつ けてい た。あれ ほ どに 白い衣 は見

たこ とが な い。 表情 は心 の奥 を見通す

よ うだが， しか し愛 があふ れて いた。

私 が頭 の先 か ら足 もとまで しっか り見

定め よ うとしてい る うちに ，示現 は閉

じられ た。 その後何 ヵ月間 もその時 経

験 した強 烈 な愛の 印象が頭 に残 ってい

た。」(ジ ョン・マー ドック・4π且ろγガ吻64

他ooγ4(ゾ 伽L乖q/力 肋Mπ γ400ん

「ジ ョン・マ ー ドッ クの 生 涯 の抄 録 」

P.26)

こ の 神権 時代 に オー ス トラ リアで イ

エス ・キ リス トの福 音の み業 を始め た

のは この よ うな 人物 で あった。 オー ス

トラ リアの教会 の初 期 の時代 には，大

勢 の入が教 会 に加 わ り， カナ ダや 合衆

国へ移住 した。1955年 に な る と， デ ビ

ッ ド ・0・ マ ッケイ大管長 が来訪 して，

聖徒 た ちに 自国に とど まって そ こに シ

ォ ンを築 くように と勧め た。

オー ス トラ リア を訪 れた2人 目の予

言者は， スペ ンサー ・W・ キン ボー ル

大管長 であ る。 それは1976年2月 ， 第

1回 の地域大 会 が開か れた時 の こ とで

あ る。 キ ンボー ル大管長 の メ ッセー ジ

は，「発展!」 であ った。現 在， オー ス

トラ リアの教 会 は，世 界の他 の地方 と

同様 に発展 の途上 に あ る。

その 発展 をもた ら したの は， 教会 を

研究 し，教 え を調べ る人々 の心 の状 態

に ある。 それは この よ っに説 明 できる

で あ ろ う。 マ タイ伝 の16章 にあ るよ う

に，救 い主は弟子 た ちに尋 ね られ た。

「『人々は人の 子 をだれ と言ってい るか』
。

彼 らは言 った，『ある入々はバプ テ ス

マ の ヨハ ネだ と言 ってい ます 。 しか し，

ほか の 人た ちは， エ リヤだ と言い， ま

た， エ レ ミヤ あ るいは預 言者 の ひ と り

だ， と言 って い る者 もあ ります』。

そ こで イエ スは彼 らに言 われた，『そ

れ では， あ なたが たはわ た しをだ れ と

言 つか』。

シ モン ・ペテ ロが 答 えて言 った， 『あ

なた こそ，生 け る神 の子 キ リス トです』。

す る と， イエ スは彼に むか って言わ

れた， 『バ ル ヨナ ㌦シモ ン， あな たは さ

いわ いで ある。 あなたに この事 をあ ら

わ したのは， 血 肉ではな く， 天に い ま

す わ た しの 父で ある。」(13-17節)

ペ テロは救 い主 と行動 を共 に し， 語

り合 い， 多 くの奇跡 を目に したが， そ

れ で もペ テ ロが 「あなた こそ，生 け る

神 の子 キ リス トです 」 と言った時 に，

救 い主 は， その こ とをペ テロに啓示 し

たの は血 肉では な く天に お られ る御 父

であ る と告 げ られ た。

この こ とは， 物事 を知 るのに実 際に

目で 見 るよ りも もっ と確か な方法 があ

る こ とを教 えて いる。 それは， イエ ス・

キ リス トを見て も神 の御子 で ある とわ

か らなか った人が大 勢 いたこ とか らも

明 らか で ある。 イエ ス をキ リス トと知

った 人は，天 の御 父に よってその こ と

を啓示 され たため であ る。

この み たまの示 しは， ル カ伝24章 に

述べ られ てい る。ふ た りの弟子が エマ

オの村 に通 じる道 を歩い ていた。 そ こ

へ 救 い主 御 自身がや って きて，彼 らに

同行 して話 を されたが，弟子 た ちは「イ

エ ス を認め る ことが で きなかった。」や

がて最 後 にな ってか ら彼 らの 目が 開か

れて イエ スであ るこ とを知 っ たの であ
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る。32節 には こ うある。「彼 らは互 に言

った，『道々お 話 しにな った とき，また

聖書 を説 き明 して くだ さった とき，お

互 の心 が 内に燃 えたで はないか 。」

福音 が真実 であ る とい う証 は， 論理

や 外見 と共 に，み た まの証 に よ って知

らされ る。

「心が 内に燃 えたで はな いか 」 とい

う言葉は， キ リス トの 時代 や ジ ョン ・

マー ドックの時代 と同様 ，現代 に も，

イエ ス ・キ リス トの福 音 を求 め る人に

あては ま る言葉 で ある。

主 は近代 の啓示 の 中で， みた まに よ

って真理 を見 きわめ る方法 を教 えてお

られ る。

教義 と聖約9章 で， 主 は簡潔 に こ う

述べ られ た。「され ど見 よ，われ汝 に告

ぐ， 汝心の 中に よ く思 い計 り， その後

願 うこ ともし正 しか らば 汝願 わ ざるべ

か らず。願 うこ と正 しか らば， その 時

われ汝の心 を内に燃や さん。 これ に よ

りて汝 にその正 しきを感ぜ しむ。」(8

節)

「汝 にその正 しきを感 ぜ しむ」 とい

う言葉 は， 温か い平安 な気持 ち，胸 を

打つ気持 ちを言 う。真理 の研 究者 は，

宣教 師か ら教 え を聞 いた時 に この気持

ちを感 じ始め る。 また，宣 教師 が帰 っ

て行 った後 に この気 持 ち を感 じるこ と

もあ ろう。聖 徒 たちの集 ま りで感 じる

こともあろ う。教 えにつ いて読 ん だ り，

勉強 した り， 祈 った りした時 に感 じる

こ ともあろ う。 その気持 ちはイエ ス ・

キ リス トか ら来 る，独特 な平安 と喜 び

であ る。 それ は， 骨 肉に よる よ りもも

っ と大 きな知識 と確か な証 をもた らす

感情 で あ る。

最 近 オー ス トラ リアの キ ャンベ ラ で

改宗 した人が この ような話 をした。「私

は宗教 を大切 にす る家庭 に生 まれ， ク

リスチ ャン らし く厳 格 に育 て られ まし

た。 で も，20歳 頃 に家 を離 れ て教 育大

学に通 うよ うに な ってか ら，教 会に行

か な くな りました。

その時か ら，何 とは な く目的の なさ

を感 じて， 毎年 目新 しい宗教 の教 え を

捜 して は研 究す る よ うに な りました。

ヨガ を研究 して瞑 想 した り， ヒンズー

教や 仏教や 禅や ， プロテ ス タン トのほ

とん ど とユ ダヤ 教 につ いて本 を読 み ま

した。 で もど うい うわけか ， どこに も

自分が求 め ていた もの はあ りませ んで

した。 それ で私 は求 め るの をや め ま し

た。長 老 たちが家 に来 て下 さったの は，

それ らが こっ ちゃにな って混乱 した状

態 の時の こ とで した。私 は もう無駄 な

勉 強は した くない気持 ちで した。 しか

し， 聞 くだけ聞 いて みて，決 め るのは

それか らで もよい と考 えま した。最 初

の数 回は， それ までに聞 いて きた こ と

とさ して変 わった 点が あ るよ うには思

え ませ んで した。 しか し， 長老 た ちが

忍耐 して下 さ ったお陰 で，そ れか らだ

ん だんに彼 らの言 って い るこ とは本 当

に確 かで あ る とい う気持 ちを感 じ始 め

ま した。長 老 たちに よ く祈 る ように勧

め られて祈 りました。で もまだ確信 が

あ りませ んで した 。長 老 たちは，聖 霊

が胸 に宿 る と心 に 暖か い喜 び を感 じる

と説 明 して くれ ま したが， 私 には ち ょ

っ と想像 で きませ ん で した。 で も長老

たちの言葉 は信 じま した。

あ る晩，長 老 た ちか ら次 の土曜 日に

バ プ テスマ を受 けて はいか がですか と

言われ ました。私 は驚 いて， 準備 もで

きて いな い と思 い ましたが， 自分 で考

えた り祈 った りす る時 間 としてあ と1

週 間延 ば して も らってバ プ テスマ を受

け る こ とに同意 しま した。 その時，ハ

ー ド長老 がネル ソン長 老 に証 を述べ て

下 さ い と頼み ま した。ネ ル ソン長老 は

心 か ら証 を述べ ま した。途 中でネ ルソ

ン長老か ら私 の心 に暖か い ものが 引火

した よ うな感 じが して，話 を聞 く間に

心 に ある小 さな雲 の よ うな ものが大 き

く強 くな って きま した。

ネル ソン長 老 の証 が終 わ る と， ふ た

りの長 老 は聖 霊 の存在 を感 じました と

は っ き り言い ま した。 しか し，私 が 自

分の 感 じた こ とをふ た りに話 したの は，

数 日後の こ とで した。 胸が いっぱ いで，

とて も話せ なか ったのです。長 老 たち

は， 今晩 寝 る前に モルモ ン経 のニー フ

ァイ第三 書の11章 か ら26章 を読 ん で下

さい と言 って帰 って行 き ました。 彼 ら

が帰 る とす ぐ，私 は夢 中でその箇 所 を

読 み ました。読 んで いる と，暖か い気

持 ち をまた感 じ ました。 もうそれ以上

の説得 は必要 あ りませ んで した。」

すべ て の人が この よ うな経験 をす る

わけ では な い。 しか し多かれ 少なかれ，

真理 を知 りたい と願 う人々 の人生に 同

じみ たまがや って くるの であ る。すべ

ての教会 員 と， 研究 し，祈 り，教会 に

出席 して，真剣 に教 えを学 ぶすべ ての

人々 は， 自分 で答 え を受 け るで あろ う。

それは この通 り， 明快 であ る。血 肉

が啓示 す るので はな く， 天の御 父が啓

示 され るの であ る。研究 して い る問 に

いつ か， この確 認のみ た まが胸 に宿 る

の であ る。 その結果 は真 実 であ る。今，

この話 を耳 に して いる人で教会 を研究

してみ よう，教 えを調 べて み よ うと考

え る人が い るな らば， そ うす るこ とを

是 非お勧 め した い。複雑 ではな く， む

ずか しい こ とで もない。 ただ，真理 を

知 りた い と望 む 人， 自分 の読み 聞 きし

て い るこ とにつ いて心 を込め て主に尋

ね る こ との で きる人であれ ば， それ で

よいの であ る。

私 も， そ のみた ま を感 じた こ とがあ

る。私 も，神 が生 きてお られ，イエ ス ・

キ リス トが神 の御子 で あ るこ とを知 っ

て いる。 これは私 の哲学 では ない。私

の信 念 ではな い。み た まに よる知 識 で

ある。 この教会 は真実 であ る。 ジ ョセ

ブ ・ス ミスは神 の予 言者 であ り， スペ

ンサ ー ・W・ キ ンボー ル は現 代の神 の

予 言者 であ る。私 た ちの携 わ る業 は主

のみ業 で ある。 イエス ・キ りス トのみ

名に よって申 し上 げ る。アー メン。
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する兄弟姉妹の皆さん，本 日2度愛
目の話 を前 に， 私 は今謙遜 な気 持

ちで この場 に立 って いる。私 は この特

権に感謝 して いる。 そ して， これか ら

個 人の祈 りの力につ い てお話 す るに 当

た り， 主 のみた まが共 にあ って， 私 た

ちが 天 父 との交 わ りを深 め られ る よ う

に と願 ってい る。

これ までの 人生 を通 じて， 祈 りに頼

りな さい とい う勧告 は ，私が 受 け た ど

の助言 よ りも貴重 で あっ た。祈 りは私

に とって欠 くこ とので きな い もの で あ

り，頼 み の綱 で あ り，絶 え ざる力の源

であ り， また聖 なる事 柄 に対 す る知 識

の基礎 となる もので ある。

祈 りに関す る聖典 の勧 告

「どん なこ とをす る時 も
， どこに い

ても，決 して ひ と りでは ない こ とを覚

えてお きな さい。」 これは私が少年の頃，

父か らよ く聞 い た忠告 である。「天のお

父様 はいつ も近 くにお られ る。だ か ら，

お祈 りを して手 を伸 ばせ ば， 天 のお父

様 の助 けが得 られ るん だ よ。」 父の こ

の勧告は正 しか った。私 たちは， 最善

を尽 くして目に見 えな い力が 得 られ る

ことを神 に感謝 す る もの で ある。

聖典 には祈 りの大切 さを確 信 させ る

勧告や 印象的 な祈 りの例， 効 果的 な祈

りの仕方 につ いての勧告 が数 多 く記 さ

れて いる。

イエス はこの地上 でみ業 に携 わっ て

お られた時， 失望せ ず に常 に祈 るべ き

こ とと，誘惑 に陥 らない よ うに 目をさ

まして祈 る こ とを教 え られ た(ル カ18：

1;マ タ イ26：41参 照)。 主 は またこ
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十二使徒評議員会会長

エ ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソ ン

聖典の 中で祈 リが非常に強調さ'れているの は，祈 りが一人一入

にとって最 も確かな援助の源だからである

の神 権 時代 に次 の よ うに言われた。「汝

らか の悪 魔 に征 服せ られ て，今居 る所

より立ちの かされ ざる様常 に祈 るべ し。」

(教義 と聖約93：49)

ま た， ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 じて次

の よ うな警告 が与 えられてい る。「およ

そ 人何事 に も神 を怒 らせ ず または何事

に も神 の怒 り燃ゆ る こ とな し， ただす

べ ての事 の 中に神 の御 手 の あるこ とを

告 白せ ず， その誠命 に従 わ ざる者 に神

の怒 りあ り。」，(教 義 と聖約59：21)

私 た ちに は さらに次の よ うな教 えが

与 えられて い る。復 活 した主 は西半球

のニー フ ァイ人 を訪 れ た もうた時，民

に向か って こ う言 われ た。

「汝 らは悪魔 に誘 い ま どわ されて そ

の とりこ とな らぬ よ う， た えず 目を覚

して祈 らざるべ か らず。

汝 らは誘惑 に負 け ざる よう， た えず

目を覚 して祈 らざるべ か らず。 そ はサ

タ ンが汝 らを支 配 して麦 の ご と くにふ

るわん と欲 す れば な り。

され ば汝 らはわが名 に よ りてた えず

御 父 に祈 ら ざるべか らず 。

而 して，汝 らが必 ず受 くと信 じて，

わが名 に よ りて御 父に乞 い求 む る もの

は， その正 当な る もの なる限 り， すべ

て汝 らに与 え らる。」(IIIニ ー フ ァイ18：

15，18-20)

天 父 との交 わ りを深 め る方法

さて， こ こで天 父 との交 わ りを深 め

るには どうす れば よいか， その 方法 を

幾 つか提 案 した い と思 う。

1.し ば しば祈 る。聖典 に 「朝 も昼

も晩 も」(ア ルマ34：21)と あ る よ うに，

毎 日少 な くと も2，3回 は天 父 と交 わ

るひ と りだ けの 時間 を持 つべ きであ る。

私 た ちは常 に祈 るよ うに命 じられ てい

る(IIニ ー フ ァ イ32：9;教 義 と聖約

88：126参 照)。 これは・，「絶 えず心 の中

で主に祈 れ」(ア ルマ34：27)と い うこ

とで あ る。

2.黙 想 し祈 るこ との で きる適 当な

場 所 を捜す 。私たちは，「一 人で部屋 に

居 る とき も，秘 密の所 に居 る とき も，

また野 に居 る とき も」(ア ルマ34：26)

そ の よ うにす る よ う勧告 されて いる。

これ は，気 を散 らさない で 「ひそか に」

祈 る ということであ る。(IIIニ ー ファイ

13：5-6参 照)。

3.祈 る 用意 をす る。祈 りた くなけ

れば，祈 りた くな る まで祈 る。謙遜 に

な る(教 義 と聖 約112：10参 照)。 赦 し

と憐 れみ を求め る(ア ルマ34：17-18

参 照)。 快 く思 ってい な い相 手 を赦 す

(マ ル コ11：25参 照)。 しか しこれだけ

で は十分 で はない。聖 典 には， もし私

た ちが 「貧 しい者や 着 る物 の ない者の

願 い をこ とわ り，病 ん でい る者， あ る

いは悩 ん で いる者 を見舞 わず，持物 が

あ りなが らその幾分 を貧 しい者 に施 さ

な い」(ア ルマ34：28)な ら ば，私 た ち

の祈 りは空 しい ものに なる と警告 され

て いる。

4.祈 りは 目的 を もった適切 な もの

で なけれ ばな らな い。決 ま りきった祈

りを しない。 もし友 人が毎 日同 じこ と

を言 い， 日常 の雑 仕事 の ような決 ま り

きった話 を し， そ して話 し終 えた途端

に待 ち切 れな い よ うに テレ ビをつ け，

私 たちに 目 も くれ ない とした ら，私 た

、



ちは平静 な気持 でい られ るだ ろ っか。

では， 何の ために祈 る必 要 が あるの

だろ うか 。私 たちは 自分 の仕 事 につ い

て， また私 た ちに敵対 す る ものや 悪魔

の力 を防 ぐこ とが で きるよ うに祈 る必

要が あ る。 さ らに， 自分 の ため と自分

の周囲 の人々 のため を思 って祈 るべ き

であ る(ア ルマ34：20，22-25，27参

照)。 私 た ちは， 自分 の行 な うすべ て の

働 き と決 定 につ いて主 のみ こ ころ を伺

うべ きで あ る(ア ルマ37：36-37参 照)。

また， 自分 に与 え られ たすべ て の もの

につ いて感謝 の気持 ち を胸 に満 た し，

すべ ての事 の中 に神 のみ手 の あ るこ と

を告 白す べ きで あ る。(教 義 と聖 約59

21参 照)感 謝 しな いこ とは，大 きな罪

のひ とつ だか らで ある。

主 は近 代の 啓示 の中で， 次の よ っに

語 ってお られ る。 「およそすべて を感謝

して受 くる者 には栄光 を与 え られん。

而 して， この世 の もの もまた彼 に加 え

らる るこ とす なわ ち百倍 よ りも多か ら

ん。」(教 義 と聖約78：19)

私 た ちは 自分 に必要 な もの を願 い求

めるべ きで あ り， 自分 に とって害 とな

るもの を求め ない よ うに しなけ ればな

らな い(ヤ コブ4：3参 照)。 私 たちは

諸々 の問題 を克服 で きる ように力 を求

め る必要 が ある(ア ルマ31：31-33参

照)。 私 たちはまた，大管長や 教会 幹部，

ステー キ部長 ，監督 ，定 員会会長 ， ホ

ー ム テ ィー チ ャー
， 家族 の一 人一 人，

社 会 の指 導者 に霊感 が与 えられ るよ う，

また彼 らが幸 福 であ る ように祈 らなけ

合唱団

れ ばな らな い。ほか に も祈 るこ とはい

ろい ろあ る。私 たちは聖霊 の助 けによ

って， ど う祈 った らよいか を知 るこ と

が で き る(ロ ーマ8：26参 照)。 ひ

5.祈 り願 ったな らば， 次 にその願

いがか な え られ る よ うに努 め なければ

な らな い。 私 たちは耳 を傾 けなければ

な らな い。私 たちが ひ ざまず いて いる

間 に， 主 は私 た ちに助 言 を与 えた い と

望 んで お られ る と思 う。

「真心 か ら祈 る とい っこ とは
， どの

よ うな徳や 祝福 を願 い求 め る時 で も，

その祝福 を受 け るため に努 力 し， また

その徳 を養 わ なければ な らな い とい っ

こ とであ る。」(デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ

イ，T7彫'o'舵Eα 励 「信仰に忠実に」

P.208)

祈 りの力

私は自分 自身の経験か ら祈 りの効力

とい うものを知 っている。1922年 ，私

は宣教師 として北部 イングラン ドで伝

道に従事 していたが，当時この教会に

対する反対は非常に激 しかった。そし

て妨害が激 しさを増 し，極めて険悪な

状態になったため，伝道部長は私 たち

に一切の街頭伝道をやめ，場合によっ

てはチラシ配 りもやめるように指示 し

た。

同僚 と私はサウスシールズに行って，

そこの聖餐会で話 をするように招かれ

ていた。手紙には次のように書かれて

いた。「小さな礼拝堂ではありますが，

私たちはこの礼拝堂 を一杯にできると

確信 してお ります。 この会堂に集 う人

人の 多くは，私 たちについての虚偽の

印刷物を信 じていません。あなた方が

おいで下 さるな らば， きっ と素晴 らし

い集会になる と思います。」私たちはそ

の招待に応 じることにした。

同僚 と私は断食し，心か らの祈 りを

捧げて集会に出かけた。私の同僚は福

音の第一原則について話す予定であっ

た。一方，私は背教について話すため

十分に勉強 し備 えた。集会は素晴 らし

い雰囲気に包まれていた。まず同僚が

福音の第一原則につ いて話 し，みたま

に満ちたメッセー ジを述べ た。次いで

私は 自由について話 した。このような

経験は初めてであった。私は話 し終え
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て席に着 くと，背教 につ い ての話 をし 、・

なか ったこ とに気づ い た。私 は，予 言

者 ジョセ ブ ・ス・ミスにつ いて話 し， 彼

の聖 な る使命 とモル モ ン経 が真 実 であ

るこ とを証 したので あった。集 会 が終

わ ると，数 人の人々 が私 た ちの ところ

にや って きて(そ の 中の何 人か は教 会

員では なか った)， こ う言 った。 「今 夜

私 たちはおふ た りが教 えて お られ る通

り，福 音が真実 で あ る とい う証 を受 け

ま した。 もうバ プテ スマ を受 け る準備

はで きてい ます 。

この 言葉 は，私 た ちの断 食 と祈 りに

対す る答 えで あった。 なぜ な ら，私 た

ちは友 人や 求道 者の心 に触 れ るこ とだ

けを話せ るよ うに祈 って いたか らで あ

る。

1946年 ， 私 はジ ョー ジ ・アルバ ー ト・

ス ミス大管 長か ら戦争 で荒廃 した ヨー

ロ ッパへ行 くよ うに告 げ られた。私 の

任務 は， ノル ウェーか ら南 ア フ リカに

かけて この教会 の伝道 部 を再 設 し，福

祉 物資 の配 給 プロ グラム を設立す るこ

とであった。

私 たちは ロン ドンに本部 を設 置 し，

それか ら大 陸 に駐 留 して いる軍 隊 と予

備 協定 を結んだ 。私が 一番 先 にお会 い

したか ったの は， ヨー ロ ッパ駐 屯の米

軍の司令官だ った。 彼 は ドイツの フラ

ンクフル トに駐 屯 して いた。

同僚 と私 はフ ラン クフル トに到着す

ると司令官 との面会 の約 束 を取 りつ け

よ うと司令 部 を訪 ね た。 ところが ，係

の者の返事 はこうだ った。「将 軍に はあ

と少 な く とも3日 間 は お会 い になれ ま

せ ん。将軍は 多忙 を極 め， ス ケ ジュー

ルは面会 の約束 で一杯 です か ら。」

私 は，私 た ちが 彼に会 うこ とは非 常

に重要 な こ とであ るこ と， 明 日はベ ル

リンに行 くこ とに なっ てい るので そん

なに待 て ない ことを話 した。

しか し， 残念 なが ら要望 には応 え ら

れな い とい う返事 だ った。

私 たちは建 物 を出て 外の車 に戻 っ た。

そして帽子 を脱 ぎ， ふ た りで一 緒 に祈

りを捧 げた。 それか ら再 び建 物 の中に

戻 っズ行 くと，今度 は別 の 人が先 の職

務 につ いてい た。 そ して15分 も しな い

うちに私た ちは将 軍に面会 す るこ とが

できたのであ る。私 た ちは将 軍 に会 っ
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て，彼の心 を動かす ことができるよう

にと祈っていたのであった。 どこか ら

寄贈されるものであろうと，救済物資

はすべて軍に託 して配給するように命

じられていたか らである。私たちは将

軍に，私 たちの目的は 自分 たちの手で

集めた物質 を自分たちの手で自分たち

の民に配給す ることであると説明 した。

私たちは福祉 プログラム とその運営

方法について説明した。すると将軍は

こう言った。「いいでしょう。行ってあ

なた方の物資を集め なさ・い。救済物資

が集 まるまでには，方針が変わってい

るか もしれません。」そこで私たちは言

った。「将軍，私たちの救済物資はす で

に集 まっています。いつでも集 まって

いるのです。ソル トレー ク ・シティー

の教会の大管長会に電報 を打てば，24

時間以内に物資 を積 んだ貨車が ドイツ

に向けて出発す ることで しょう。私 た

ちには 日用品を一杯に貯えた倉庫がた

くさんあるのです。」

そう話す と，将軍は 「そのような見

通しをもった人々がいるとは初耳だ」

と言った。将軍は，私たちの祈 りの通

り心を動かされたのである。私たちは，

自分 たちの手で自分たちの民に配給 し

てもよいという許可証 を得て，将軍の

事務所 を出た。

神 は私たちのことを心にかけてお ら

れ，私 たちが神に寄 り頼んで正義 を行

な うならばいつで も応 えて下 さる。喜

ば しいことに私たちはそのことを知っ

ている。全能の神を信頼 し，へ りくだ

って祈 ることによ り神の導きを求める

ことをい とわない人には何の恐れもな

い。たとえ迫害が起こり，災難が来よ

うとも，私たちは祈 ることによって安

心感を得 ることがで きる。神が私 たち

の心に平安 を下さるか らである。この

平安，つ ま り平静な心は人生における

最 高の祝福である。 い

私が まだアロン神権者であった頃，

祈 りにつ いて歌った詩 を教わったこと

がある。それは今 でも私 の心に残って

いる。

どん な方 法 でかわ か りませ んが，

神 は必ず祈 りに答 えて下 さいます 。

祈 りをいつ も聞 いてい る

いっ か必 ず答 える と，

神 はそ う言 われ ま した。、

だか ら，私 は祈 り，.静か に待 ち ます。

願 いが望 み通 りに答 え られ な くて も，

私 は神 にゆ だね ます。

み こ ころに は及ば な いので。

神 は私 の願 い をか な えて下 さい ます。

お願 い以 上 の祝 福 を与 えて下 さる こ

と もあ るの です 。

(：エライザ ・M・ピ コック「祈 り」よ り)

祈 りに関する証

愛す る兄弟姉妹の皆 さん，私は皆 さ

んに神が生 きておられることを証 申し

上げ る。神は死んだ神ではない。父な

る神 とその愛子，すなわち私 たちの救

い主である贈 い主が， ジョセブ ・スミ

スの前に実際に姿 を現わされたことを

証す る。私は自分が生 きていることを

知 っていると同 じように，父なる神 と

御子が姿を現わされたこ とを知 ってい

る。私たちの祈 りを聞 き，その祈 りに

答 えて下 さる神が天におられることを

証する。私はこれが真実 であることを

知 っている。私はへ りくだって，教会

員に も教会員でない方にも，私 の声の

及ぶ範囲にいるすべての方々に，祈 り

を通 して天の御父 と親 しく交わるよう

お勧めす る。 この福音の神権時代ほど

祈 りが必要 とされている時はない。絶

えず天父に寄 り頼み，天父 との交わ り

の改善に心か ら努めるこ とがで きるよ

うに，イエス ・キ・リス トのみ名により

願 うものである。アーメン。
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4月2日(土)神 権会 における説教

スカウ ト大章の贈呈

キ ンボ ール大管長，ボーイスカ ウテ ィングが教会の 少年 向け公

式プログ ラムのひとつであることを強調する

装

アー ク ・マ ンソ ン総長 ： 末 日聖徒 イ

エ ス ・キ リス ト教会 の キン ボー ル大管

長，来 賓の皆様 ， そ してス カウ トとそ

の指導者の皆様，この記念すべ き時に

あた り， この有名な，いわば霊性の中

心地 ともい うべ き会場にいられること

アメ リカボーイスカウ ト協会のアーク ・マ ンソ ン会長 から， 国際スカウテ ィングの最高

の栄誉 であ るシルバー ワール ド賞 を受 けるキ ンボール大管長。 この賞は，スイス， ジュ

ネーブの世界スカウティング事務局か ら贈 られたものであ り，昨年受賞 したローマカ ト

リック教会の法王ポール4世 に次いで，世界で2人 目であ る。

は， 私 に とって大 いな る特権 であ り，

栄誉 であ ります。 ボー イスカ ウ ト ・ア

メ リカ連 盟 の総 長 として， 連盟 の役 員

会 を代 表 してあ い さつ 申 し上げ， また

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の この

素 晴 らしい集 会 に参加 で きるこ とを，

心か ら喜 んで い ます。

私 は， こ こでお会 い した機会 に， も

う一度 ， ボー イス カウ ト ・ア メ リカ連

盟 と貴教会 との問 の長 く，際 立 った協

力 関係 を思 い起 こしてみ たい と思 いま

す 。1913年 以 来， モルモ ン教 会で は，

スカ ウテ ィン グプ ロ グラム を青 少年 の

ための極 め て重要 な活動 のひ とつ とし

て取 り上 げ てい ます 。 こ うした特別 の

関係が可 能 とな ったのは， ス カウテ ィ

ング と貴教会 の 目的が，極 めて類似 し

てい るか らです。 すな わち， 性格 形成，

公民 としての訓練， 人格育 成，霊 的成

長 な どが それ です 。私 た ちは， 初期 の

教会指 導者 に特別 な賛辞 を呈 さなけれ

ば な りませ ん。 彼 らは， 大 いなる知 恵

を もって， スカウテ ィン グプ ロ グラム

が適正 に導 入 された場合 ，神 と同胞に

対 し，青 少年 は もっ と緊密 で有意義な

関係 を築 き上 げ るこ とが で きると，先

見 したのです 。

これ こそ， ス カウテ ィン グプ ログラ

ム の真価 です 。 この プ ロ グラムは，組

織 の実情 に合 わせ て， 例 えば， 教会，

奉仕 団体 ，市 民 クラブ，学校 な どの実

情 に合 わせ て変更す るこ とが 可能 です 。

そ して， 実際， こ りした組織 に よって，

青 少年 に組織 の 目標 を達成 させ るため

の一 助 として利用 されて いるの です 。

ス カウテ ィン グには，極 めて効 果的 な
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手段 が備 えられて いて， それ によ り少

年た ちは，自立，共同作 業，神 と国家 に

対 す る義務 ，他 人の信 仰や信 念 の尊重

な どを学ぶ こ とが で きます。 これ は皆 ，

スカウ トの 「ちか い とお きて」 に同意

し， それ を守 るこ とによって可能 とな

ります 。 この よ うに して青 少年 た ちは，

倫理 道徳や価 値観 を築 き上 げ， それ を

生 活の 中に取 り入れて いるの です 。

教会や 組織 で他 の プ ロ グラム と組み

合 わせ て行 な うと， ス カウテ ィ ングは，

キ リス ト教徒 の生活 と深 い関係 を持つ

ようにな ります。私 は， ス カウテ ィン

グの こ とで世 界各地 を旅 しま したが，

いつ もその効 果 に心 打 たれ るのは， モ

ル モン教 会が， ス カウ トの様 々 な部 門

とよ く協 力 してス カウテ ィ ングプロ グ

ラム を利用 して いる点 です 。 ス カウテ

ィン グは，世 界的 な兄 弟愛 と理 解 を深

め る とい う点で，極 めて重要 な役割 を

果 なしてい ます 。 また，世 界的 にみて

も， スカウテ ィ ングは， 貴教 会が その

目標 を達 成す る上で，助 けに なって い

るこ とと思 い ます。

話 を続 け る前 に， 私 の総長 としての

仕事 を助 けて下 さってい る，エ ズラ ・

タフ ト ・ベ ンソン会長， トー マ ス ・モ

ンソン長老 ，マ リオ ン ・ハ ン クス長 老

の優れ た指 導力 に対 し， 心か ら感謝 の

意 を表 した い と思 い ます 。 また， この

長 い協 力関係 を通 じ，全 国 のス カウテ

ィングプ ログラム を助 けて下 さってい

るその 外の 多 くの方 々に も， 同様 に感

謝 したい と思 い ます。

ボー イス カウ ト ・ア メ リカ連 盟の 渉

外部長 を務 め るウ ィ リアム ・ジャ クソ

ン氏 と， ボー イス カウ ト ・ア メ リカ連

盟 の国際部 局長 を務 め るジェーム ズ ・

サ ンズ氏のお ふた りに， 私 と一 緒 に こ

の演壇 の所 に立 って いただ きた い と思

います 。前へお いで いただ けな いで し

よコか 。

今 日，私 たちは，皆様 の尊敬 す る大

管長 に賛辞 を呈 したい と思 い ます 。大

管長が ス カウテ ィングプ ロ グラム に寄

せ る援助 と信頼 が あれば こそ，今 なお，

現在 の ような素 晴 ら しい関係 が続 いて

いるのです。 キ ンボー ル大 管長， 前へ

ど うぞおい で下 さい。世 界 的宗教指 導

者で あ り， 著述 家 であ り， 人道主義 者
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で あ り， ス カウテ ィン グの友 であ るス

ペ ンサ ー ・ウー リー ・キ ンボール 殿

ボー イスカ ウ ト ・ア メ リカ連 盟 は， あ

なたに敬意 を表 し，全世 界の青少年 の

ための優 れた奉仕 活動 に対 して贈 られ

る最 高の栄 誉 であ る 「銀 の世 界大 章」

を贈 呈 します 。あ なたは，世 界113ヵ

国 以上 に 及ぶ青 少年 の中 にあ って， 一

致 と兄弟 愛の精 神 を培 う上 で優 れた貢

献 をした人物 として， 世 界で最 も功 績

あ る人物 の ひ と りと認め られ た もの で

す 。私 た ちは， この大章 の贈 呈 を心 か

ら誇 りに思 って い ます。

スペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ール大管 長 ：

ど うもあ りが とうござい ます。 会場

のス カウ トの皆 さんは全 員お立 ち下 さ

い。(会 衆 の ほ とん どが立 つ)ど うもあ

りが とう。

私は， ボー イ スカ ウ ト ・ア メ リカ連

盟 が この よ うに認 め，特 別 な配 慮 を し

て下 さった こ とに 深 く感謝 申 し上 げ ま

す。私 は スカ ウテ ィン グとの， 長 く好

意 あ る関係 を楽 しく過 ご して きました。

私は， ス カウテ ィン グの中に は，若 入

た ちに， 効果 的か つ高潔 な生 活 を送 ら

せ よ うとす る力 と， そ うした若 人が 立

派な成 人 とな る備 え をさせ る力 とが あ

る と信 じて い ます 。 ここで あ る詩 を紹

介 したい と思 い ます。 少年 につ い て私

の抱 いて い る気持 ち を代 弁 して くれ る

詩です 。

だれ も少年にどんな価値があるのか知

らない。

待 ってみなければわか らない。

だが，今気高い地位にある人も皆，

かつては少年 であったのだ。

末 日聖 徒 イエ ス ・キ リス ト教会 の責

任 は， いつ も変 わ りませ ん。教 会 は，

青少年 に対 し， 彼 らの属 す る家族 に対

し， また，や が て彼 ら自身が 作 り上 げ

る家族 に対 し， そ して青 少年 を育 成 し，

強め， 豊か に し， 気高 くす るあ らゆ る

活動 と努 力に対 し，責 任 を負 ってい ま

す。 末 日聖徒 イエス ・キ・リス ト教 会は，

1913年 以 来， ボー イス カウ ト ・ア メ リ

カ連盟 を後援 して き ました。 当時， 私

たちは，合 衆 国で最初 の スカ ウ ト後援

団体 となったのです。私たちは今 なお，

この少年のための一大運動 を，またそ

の中心にある 「ちかいとおきて」をし

っか りと支援 しています。少年が最善

を尽 くして，神に対 し，国家に対 し，

同胞に対 し，真理の原則に対 し，そ し

て 自分 自身に対 し，その義務 を果 たす

ようになれば，おのず と将来の見通 しり.

も牢まり，方向づけもできるようにな

るのです。これは，生涯でも極めて大

切な ものとなるはずです。スカウ トの

お きての偉大な原則を理解 し，それに

完全 に従 う青少年は，幸福で建設的な

生涯に通 じる道 に，その足をしっか り

とおろしたこ とになるのです。 自分 自

身 を大切にす ることができるようにな

り，他の人々と健全な関係 をいともた

やす く築 き上げ，やがて立派な家族を

作 り上げるようになるのです。スカウ

トの原則に忠実でいれば，天父と密接

な関係 を築 く上で助け とな り，それは

やがて，人生における他のあらゆる関

係や見方を強 くして くれるはずです。

私たちは，スカウティングが今なおそ

の中心にこうした義務 と原則をしっか

りとおき，'また現在の指導者たちがそ

れを一層強めてい く決意をしていると.

理解 し，信 じています。これが真実で

あれば，末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会 は，一層積極的にスカウティングの

支援を推 し進め ると共に，少年たちが

その家族や教会 と親 しむための助けが

できるように，指導者 を提供 したいと

思います。それが，スカウティングで

言われているように，少年たちの市良

としての品位を高め，性格 と人格 とを

高めて くれるか らです。

重ねて， この受賞 を心か ら感謝申し

上げます。

☆ ☆



生ける予言者に従いなさい

管理 監督

ビク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン

私たちは生ける予言者の指示と態度を模範とすべきである

前難 蕪鱗 証轡煽学
根本的な変更が加 えられた ものがある。

大管長会の発表により，青少年関係の

プログラムの責任はすべて，十二使徒

定員会に託 され ることにな り，管理監

督会には，教会の俗事的な責任の大部

分が与えられることになった。私たち

は，管理監督会 として，世 界中の青少

年たちと， またアロン神権や若 い女性

の中央管理会の役員たちと，・強い連帯

感で結ばれてきた。、だか ら， こっした

変更が行なわれたか らといって，青少

年に対 して抱いている私たちの関心や

愛が少な くなるこ とはない。私たちは，

今 も，現代の青少年は偉大な将来を担

う素晴 らしい人々であると感 じている

し，また世 界中の青少年が幸福 と成功

を手中に収 めて下 さるよう祈っている。

私たちは，王国の俗事的な事柄に関

する限 り，なおア ロン神権の業を続け

て行なう。ここ6週 間に，私は，副監

督 を伴い，合衆国 とカナダ以外の国々

で，地域担当教会幹部が管理 している

地域をくまな く訪 れた。数 多くの国々

で教会が急速な発展 を遂げてお り，そ

の結果，教会の事務 を処理す る組織 と

物資の供給面で，非常な努力が払われ

ているのを自分の 目ではっきりと確か

めた。そのこ とか ら，私たちは，なぜ

主がここ数 ヵ月間に，主の予言者に，

組織の変更をす るよう霊感 を与えられ

だのか， よく理解 できるのである。

この出来事には，私たちが当然知っ

ておかなければな らない，大切で根本

的な原則が含 まれている。そして， こ

の教 えは，救 い主 の教 えなの であ る。

マ タイ伝16：13-18に は ，次 の よ っに

記録 され てい る。

「イエ スが ピ リポ ・カイザ リヤ の地

方 に行か れた とき， 弟子 たちに尋 ねて

言 われた，『人々 は人 の子 をだれ と言 っ

てい るか 』。

彼 らは言 った，『ある人々はバ プテ ス

マの ヨハ ネだ と言 って い ます 。 しか し，

ほか の人 たちは， エ リヤ だ と言い， ま

た， エ レ ミヤあ るい は預 言者 の ひ と り

だ， と言 って いる者 もあ ります』。

そ こでイエ スは彼 らに言 われ た，『そ

れ では， あな たが たはわ た しをだれ と

言 つか』。

シモン・ペ テロが答 えて 言 った， 『あ

なた こそ，生 ける神 の子 キ リス トです 』。

す る と， イエ スは彼 にむか って言 わ

れ た， 『バ ル ヨナ ・シモン， あなたは さ

い わいで あ る。 あな たに この事 をあ ら

わ したの は， 血 肉で はな く， 天に い ま

す わた しの父 であ る。

そ こで， わ た し もあ なたに言 う。 あ

なたはペ テ ロであ る。 そ して， わた し

は この岩(啓 示 の岩)の 上 に わた しの

教 会 を建 て よう。黄 泉の 力 もそれに打

ち月券つ こ とはな い。』」

現在， 私 た ちが持 つ神 権は， そ して

私 たちの所属 す る教会 は， 初期 の神 権

や教会 と同 じ もので あ る。予 言者 ジ ョ

セ ブ ・ス ミスに与 え られ た啓示に よ っ

て 回復 され，現代 の予 言者 スペ ンサー ・

W・ キンボー ル大管長 に よって保 たれ

てい る神 権 であ り， 教会 であ る。私は

これが 真実 であ るこ とを知 ってい る。

そ して， この こ とを知 って いるこ とを

深 く感謝 してい る。

キンボー ル大管長 の時代 に行 なわれ

た変更 はすべ て， 啓示 のなせ る業であ

る。 これ は，救 い主が，御 自分 の教会

の礎石 であ る と言 われ た， その啓示 と

同一 の もので あ る。私 は，副監 督 と共

に，心 の底か ら， キン ボー ル大管長 を

神 の予 言者 として受 け 入れ， 予言者 の

指 示 され るこ とをこ とご と く喜ん で，

いや それ どこ ろか 熱烈 に受 け 入れ る所

存 で あ る。 そ して， 信仰深 い教会 員全

貝に， 同 じよ うな決意 を持 って下 さる

よう 強 く勧 め る もの であ る。

リー大管 長 は， 生け る予言者 に従 う

とい うこ とに 関 して， 度 々， 賢明 な勧

告 を与 え られ た。 ブ リガム ・ヤ ン グ大

学 で行 な われた リー 大管長 の宗教 講話

の中か ら， その ひ とつ を引用 してみた

い と思 うD

「私 は， これか ら個 人的な， あ る話

をし よう と思 うが， で きるだ け個 人の

名前 は出 さず にお話す るつ もりであ る。

この話 は， あ る高名 な家系の 美 しい若

妻 の話 であ る。彼女 はそ の頃 ，す でに

故郷 を離 れ て東部 で生 活 していた。 彼

女 は夫 と共 に移 り住 んだ地域 で，特殊

な集 団の 人々 と顔 をつ き合 わせ て暮 ら

した 。そ して， 彼女 は私 に非常 に興 味

深 い手 紙 を書い て きた。 その一節 を紹

介 し よう。『明 日，主 人は長い 見事 なあ

ごひげ をそ り落 とし ます 。 ステーキ部

長 の要請 と，神 権会報 の 中のあなた の

指示 とに よって，私 の主 入が， もし神

殿推 薦状 の発行 を希望 す るな ら，不 潔

な， あ るい は反抗的 な身 な りをしては

な らない とい うの です。私 は苦 しみ の
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大会説教を聴 く父子

涙 を流 しま した。 モーセや ヤ コブの顔

にはひげが あ りま した。私 は古代 の予

言者 た ちの知 恵や霊性 を私 の主 人の霊

的な顔 に見 ていたの です 。その ひげ を

そ るこ とは，私 に とっ て， 私 の世 代が

教 え られて きた， よい ものの象徴 を失

うような ものです 。』そ の後，手 紙は私

に対す る次 の よ うなチ ャレ ンジで終 わ

ってい た。 『私 た ちは，青 少年 と同様，

明確 で，詳細 で， 強硬 な指示 を喜 ん で

受 けた い と思 って い ます 。 中途 半端 で

あい まいな指 示 は， ここでは よ く聞か

れてい ませ ん。私 た ちは， あなたが率

直に指示 して下 さるよう望 んで います。』

私は，率 直に指示 して くれ る よ うに

と書 いた彼女が， 自分 で要請 してい る

こ とが一体 何 なのか わか ってい たか ど

うか知 らな い。 ただ，私 は次 の よ うに

返事 を書 き送 った。『あなた は手紙 の中

で私 の ことを 「親愛 な る リー 大管長 」

と書 いてお られ ます し， 最初 の文 で も，

私 の ことを主 の予言者 と言 って い ます。

さて， お手紙 に よる と， あなた は御 主

人がひげ をそ り，髪 を刈 ったの で， 悲
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し い 気持 ちに な った とい うこ とです。

さ らに，長 い ひげや髪 の ため に御 主 人

は予 言者 モー セや ヤ コブ の よ うに見 え

たのに， も う今 で はその共通 点 もす っ

か りな くな って しまった そ うです ね。

私 は， あな たが なぜ もっ と賢 明 にな っ

て，現代 の予 言者 の身な りを模 範 とし

たい とは思わ ない のだ ろ うか と，不 思

議 に思 い ます 。デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ

ィ大管長 は， ひげ をた くわえ てい ませ

んで した し，長 髪 で もあ りませ んで し

た。 ジ ョセ ブ ・フ ィール デ ング ・ス ミ

ス大管長 もそ うで した。 そ して， あな

たが主 の予言 者 と認めて下 さった この

小 さな僕 も，や は りそ うです 。

論理 に矛盾 の見 られ るあな たの手紙

を読 んで，私 は， 自分の伝 道 中の ある

出来事 を思 い出 しまいた。私 たち数 人

の宣教 師は， 伝道部長 と一 緒 に カーセ

ー ジの牢 獄 を訪問 しま した
。予 言者 ジ

ョセ ブ とその兄ハ イ ラム が殉教 した場

所 です 。 その集会 で，ふ た りの殉 教 に

至 る までの 出来事 を思 い起 こ しました。

それ か ら伝 道部長 は， とて も大切 なこ

とを話 して くれ ました 。「予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスが死 んだ 時， 多 くの 人々が

ジ ョセ ブ と共 に霊 的に死 んだ」 と言 う

の です 。同 じように， ブ リガム ・ギ ン

グの死 と共 に霊 的 に死 んだ人 々 もた く

さん い ました。 また， その後の大 管長

の死去 の時 も同 じです。 これ は， 彼 ら

が， す でに過 去 の もの とな った人物 に'.・

従 お うと したか らです 。主の指 示に よ

り教 会 を導 く責 任 が委 ね られ たその 後

継者 に従 って行 くべ きだ ったのです 。』

それか ら，私 は彼女 にこ う尋 ねた。『あ

なた は，何 百年 も昔 の予言者 に従 お う

とい うの ですか 。現在教 会 を管 理 して

い る人々 を模 範 とせず に，教 会員 とし

て，本 当の 意味 で信仰 を持 って いる と

い える で しょ うか。 なぜ ，御 主 人にモ

ーセや ヤ コブの よ うな身 な りを してい

て欲 しい と思 うの で しょ うか。む しろ，

あ なたが信 頼 を置 いてい る と言 ってお

られ る，現 代 の予 言者 たちの身 な りに

な らうべ きではな いの で しょうか 。 あ

な たが この こ とを冷静 に考 えて下 され

ば， あ なたの涙 も乾 き，何 か しら新 し

吟考 え方 も生 まれ て くる こ とで し ょ

う。』〕CB2五 〇yπ1'0'勉Royα11倣 痂η

y碗"助 θθ0舵Sげ"諺 】吻α7「心の中に

あ る気高 い もの を大切 に」 年 度 講 話

1974，pp.97-98)

他 に も， 生 け る予 言者 の指示 に従 う

こ とに関 して， 重要 な教 えが ある。列

王 記下 の第5章 を見てみ よう。 ス リヤ

王 の軍勢 の長 ナアマ ンの話 であ る。彼

は らい病 をわず らって いた。彼 は イス

ラエル の王 の も とへ 遣 わ され， さらに

王 か ら予 言者 エ リシ ャ を紹 介 され た。

9節 か ら14節 まで読 ん でみ よ う。

「そこでナ アマ ンは 馬 と車 とを従 え

て きて， エ リシ ャの家 の入 ロに立 った。

す る とエ リシャは彼 に使 者 をつか わ

して言 った ，『あなた は ヨルダンへ行 っ

て七た び身 を洗 いな さい。そ うす れば，

あなた の肉 は も とにか えって清 くな る

で し ょう』。

しか しナ アマ ンは怒 って去 り，そ し

て言 った，『わ た しは，彼が きっ とわ た

しの もとに 出て きて立 ち， その神 ，主

の 名 を呼 ん で， そ の箇所 の上 に手 を動

か して， らい病 をいや す のだ ろ うと思

った。

`



ダマス コの川 アバ ナ とパルパ ルはイ

ス ラエ ルのすべ て の川水 に まさ るでは

ないか 。わ た しは これ らの 川に身 を洗

って清 まる こ とが で きないの であ ろ う

か』。 こ う して彼 は身 をめ ぐらし，怒っ

て去 った。

その時 ， しもべ たちは 彼に近 よって

言 った，『わが 父 よ，預 言者 が あなた に，

何か大 きな事 をせ よ と命 じて も， あ な

たは それ をな さ らなか ったで しょうか 。

まして彼は あなたに 「身 を洗 って清 く

タバナクル内の会衆

なれ」 と言 うだ けでは あ りませ んか』。

そ こでナア マ ンは下 って行 って，神

の人 の言葉 の よ うに七 たび ヨルダ ンに

身 を浸す と， その 肉が もとに かえ って

幼 な子 の 肉の ようにな り，清 くな った。」

ロム ニー副 管長 は，生 け る予 言者 に

従 うこ とにつ い て，次 の よ うに興 味深

い体 験談 を話 して下 さって い る。

「グラン ト大管 長が存 命 中のあ る 日
，

私 は総大 会 の後， 通 りを隔て た私 の事

務 所 で仕 事 をしてい た。す る とひ と り

の男が私 に会 い にや って来 だ。年 配 の

男で あ る。 彼は， この総大 会の 説教の

うち， 数 人の教会 幹部 の話 が非常 に不

満 だ と言 うので あ る。私 の話 について

も同 じで あ った。私 は， 彼の な ま りか

ら， 彼が どこか他 の 国か らア メ リカへ

渡 って来 た こ とが おか った。私 は，彼

が話 を聞 く気分 に なる まで彼 の気持 ち

を静 めてか ら，こ う尋 ねた。『あな たは

なぜ ア メ リカへ 渡 って来た のですか。』

『私 が ア メ リカへ 来た のは
， 神 の予

言者 にそ うするよう言 われたか らです。』

『その予 言者 とい うのはだれですか
。』

「ウ ィル フォー ド・ウッ ドラフです
。』

『ウィル フォー ド ・ウ ッ ドラフが 神

の予 言者 だ った とい うこ とは信 じてい

るの です ね。』

『は い
。』

『その後継 者の ロ レンゾ ・ス ノー 大

管長 が神 の予 言者 だ った とい うこ とは

信 じて い るのですか 。』

『は い
。』

『ジ ョセ ブ ・F .・ス ミス大管長 が神

の予 言 者だ っ とい うこ とは信 じてい ま

す か。』

『は い
。』

次に切 り札 の 質 問 が 出 た。『ヒーバ

ー ・J・ グラ ン トが神 の予 言者 だ と信

じてい ますか 。』

彼の 答 えは こうであ った。『彼 は老人

の援助 にあ ま り口 を出 さない方が いい

と思 います が ね。』」(Co瞬7卿6θ1～ 勿oπ

「大会報告 」1953年4月6日
，p。125)

この 世 に住 み， 生け る神 の予言 者か

らの指示 を聞 くための耳 があ る とい う

こ とは， な ん と大 きな祝福 で あろ うか。

この指 示 は， 大 きな混乱 と苦 難の時 に，

心 に平安 を もた らす もの であ る。私 た

ちが皆， キ ンボー ル大管長 の話に耳 を

傾 け， それ に従 うよう，心 か ら祈 って

い る。私 は， キ ンボール大 管長 こそ，

現 在の 人類 に主の み言葉 を伝 え る代弁

者 であ る と証す る。 イエ ス ・キ りス ト

の み名 に よ り， アー メン。

☆ ☆
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人諸 君，私 は， 永遠 の進歩 とい う若
ことについて皆 さんにお話 したい

と思 う。この世の生涯における最大の

機会のひとつは，心洗われるよ う影響

を受ける機会である。そ うした影響は，

主の神聖な召 しを受けて宣教師 として

働 く時に人々の心 を揺 り動かせ るよう，

備えをす る時に感 じるものである。こ

こでそのために6つ のことを提案 した

い 。

1.1日 最 低2回 は，天 の御 父に 向

か って熱烈 な祈 りを捧 げ る。 多分最 良

の時 は， 一 日の始 め と終 りで あろ う。

そ うすれ ば，御 父 と特 別 に親 密 な関係

を生み 出すこ とができ る。「証 明」 とい

う，次の詩 に耳 を傾 けて いただ きた い。

か細 い電 波の指 が美 しい旋律 を拾 い上

げる。

夜の闇か ら拾 い， 海 山 を越 えて また送

り出す。

花の よ うに美 しいバ イオ リンの調べ が

山を越 え，町の ざわ め きを越 えて鳴 り

響 く。

澄み わたっ た空 か ら， 真紅 のバ ラを摘

むよ うに，歌声 を摘 み とる。

な らば， 人は なぜ ，神 が祈 りを聞か れ

るこ とに疑 いを抱 くのか。

(E伽ZRo窟gFπ 〃θγ"P70αr"珈

漁 ∫彪ゆ ゴ666∫oゾR畷 忽o鰐 レ隊sε， 「宗

教詩傑 作選」 よ りエ セル ・ロ ミッグ ・

フラー作 「証 明」1948，p.407)

2.自 分 自身の聖典 を持 つ。 若 人諸

君， 自分の聖典 を手 に 入れ るため に，

最善の努 力を尽 くして くれないだ ろ うか。

3.そ の聖典 をす り切 れ る程 利用 し，
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今，伝道の備えを しなさい

七十人第 一定 員会会 長

J・ 卜一 マ ス ・フ ァイ ア ン ズ

若入の伝道の備えのために，若 入，父親，ホームテ ィーチャー

は， どのような方法が とれ るか

自分 の手 に気持 よ くな じむ よ うにす る。

はきなれ た運動 ぐつ の よ うに なるはず

であ る。 毎 日聖典 を勉 強 しな さい。 こ

の一年 で，特 に モルモ ン経 を読 み終 え

よ うと決心す る とよい。 その ため に，

1日 に最低3ペ ー ジずつ読 めば達 成 で

きる。1日 に6ペ ー ジずつ読 め ば， こ

の1年 でモ ルモ ン経 も教義 と聖約 も高

価 なる真珠 も新 約聖書 も読 み終 え るこ

とが で きる。 この ような 目標 を立 て る

こ とが で きた ら， それ は素 晴 らしい。

しか し， この一年 間 で，少 な くともモ

ルモ ン経 だけ は読 み終 える よ う目標 を

立 てて欲 しい。

4.伝 道資 金.のため の 口座 を設け る。

この提案 が， すで に 口座 を設け て いる

こ との確 認 にす ぎなけ れば よい と思 っ

てい る。 しか し， そ うで なければ 今 日

始め な さい。 た った今，持 ってい るお

金の一部 を分 けて とってお きな さい。

少 しで もよい。 それが伝 道資金 の第一

歩 で ある。

5.教 会 に活発 に集 う。 これは， 日

曜学校 ，神権 会，聖 餐会， スカウテ ィ

ング，年 齢 に応 じてセ ミナ リーや イン

ステ ィテ ユー トに参加 す るこ とをい う。

6.家 庭 の夕べ に参加 す る。 永遠 の

計 画 に よって，皆 さんは， この霊 の特

別 の組 織 の一 員 とな ってい るので ある。

この家族 とい う組織 の 中で立派 に 自分

の役割 を果 た しな さい。 ただ受 け るだ

けでは いけな い。 適切 な祈 りを捧 げ，

聖典 中の予言 者の生 活や経験 に精 通す

れば， 家庭 の 夕べ の 中で も特別 な役割

を果 たす ため の基盤 を作 るこ とが で き

る。

与

次に 父親 であ る皆様 に 申 し上 げ る。

父親の 態度 とい うものは， いわば息子

のため の学校 であ る。皆 様 は， 自分 の

息子 に影響 を与 えて， 是非予 言者 の召

しに応 えて欲 しい と思 ってお られ るこ

とで あ ろ う。息 子 に伝 道の備 え をさせ

るため に，6つ の こ とを提案 したい と

思 う。

1.謙 遜 に祈 る と， 天か ら大 きな強

さが授 け られ る こ とを息子 に教 える。

祈 りの原則 を教 えな さい。今 日の午 後

お話下 さらたエ ズラ ・タフ ト ・ベ ン ソ

ン会長 の素 晴 らしい説 教 を もとに して

教 える こ とが で きる。

2.息 子 が 自分 の聖典 を持 て る よう，

最 善 の努力 を払 っ た とみ とめた暁 には，

少 し援 助 を与 え る。

3.毎 日霊的 な糧 が得 られ るよ う，

個 人的 な聖 典 の学 習計 画 を立て させ る。

4.貯 金 の方 法 を教 え， 自分 で貯 蓄

の計画 を立 てる よ う励 ます 。 そ うすれ

ば，将 来， 自分 の時 間 をこの極 めて神

聖 な 目的 の ため に捧 げ る時 ， 自分 自身

で犠 牲 を払 って資金 をためた とい う思

い を持 てるか らで あ る。

5.模 範 に よって，教会 活動へ の積

極 的参 加 を促す 。つ ま り，神 権会 ， ス

カウテ ィング，セ ミナ リー ，イン ステ

ィテユー ト， その他補 助組 織の集 会 を，

十分 に利用 す る とい うこ とである。 ま

た，信 仰， バ プテ スマ，悔 い改 め， そ

れ に聖 霊 の賜 の祝福 といっ た真理 を教

え な さい。

6.定 期 的に， つ ま り毎 週 月曜 日に，

家庭 の 夕べ を開 く。そ こで，意義 深 い

感動 的 な経験 をさせ な さい。



鴇㍉

父親 とホーム テ ィー チ ャー の ため に

大切 なこ とを述べ て お こ う。

ます， ホー ムテ ィー チ ャに対 してて

ある。皆 さん は， 今 申 し上 けた よ うな

仕事 を父親 か成 し遂 け よ う とす る時，

その援助 をす る。 では， ど うした らそ

れか可能 てあ ろ うか。 シニア ・ホー ム

ティーチ ャーに 申 し上 け る。 ひ とつ の

方法 は，成長 途上 に あるあ なたの若 い

同僚 を招 いて， あな たの敬 慶 な指 導 の

下に，今 申 し上 けたス テ ソプ につ いて

勉強す るこ とてあ る。 そ して， 父親の

許可 を得 た後，訪 問 先 の家庭 て これ ら

の原 則 と過程 を教 え る責任 をその同僚

に与 える。(若 人諸 君，皆 さんは この責

任 をす くに も受 け る こ とにな ろ う。だ

から， よ く聞 いて いて欲 しい。)

成 長途上 に あ る若 い同僚 の責 任 は，

次の通 りて ある。

1.祈 りを通 じて天 の御 父に近づ く

こ とによ り， これ まて どれ程 恵 まれた

生盾 を送 る こ とか て きたか を証 す る。

2.担 当家族 を訪 問す る時 に は，

必 す 自分 の聖典 を携 え て行 く。

3.聖 典 か ら引用 して話 し， 簡単 な

ソル トレーク神殿の非 東の塔(高 さ56メ
ー トル)の 頂に立つ電気技師E・G・ ホ

ー ルテ ン
。銅製 の頂華 の電球 は全部 で

8，100燭 光 である。(写 真撮影 ・M・ ファ

ル ドモ，i893年)

索 引 を作 るため に聖典 に しる しをつ け

る方法 を教 える。

4.預 金 通帳 を見せ る。あ るいは，

その他 の方法 を使 って 自分 も伝道 資金

を準備 して いる ことを示 す。

5.教 会 活動 に参加 す るこ とに よっ

て得 た，素 晴 らしい喜 ひにつ いて話 す。

証 を述へ た り， 聞い た りす るこ とに よ

って， 霊感 に満 ちた時 間 を過 こす こ と

のて きた， 何か具体 的 な例 を話す 。 ま

た，青少年 か一緒 に なって意気盛 んな

活動 を楽 しんだ 時の喜 ひにつ いて も話

す とよい。

6.訪 問先の家庭 で， 自分 の家 て毎

週開かれ てい る家庭 の夕べ に参加 す る

ことに よ り，本 当の意味 て成長す る機

会に どれ程 多 く恵 まれ たか を話す。

こ こで最初 に戻 ろ う。若 人諸君，私

は皆 さん一 人一 人にお話 した い。1823

年9月 の あの晩 の出来事 を覚 えてい る

たろ うか。 モ ロナ イは予 言者 ジ ョセ ブ

に，3度 にわた って指 示 を与 えた。 翌

日， ジ ョセ ブは畑 に出か けたか，仕事

かで きな い程疲 れ て いた 。そ こて父親

は 「家へ帰 って休 みな さい」 と言 った。

ジ ョセ ブは垣 根 を越 えよ うとして， 皆

さん御 存知 の通 り， 地に倒 れた。 そ し

て4度 目の指 示か， ここて繰 り返 され

たのてあ る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス は， こ

こて， あの世 界 を揺 るかす ようなメ ソ

セー ジの重 み を理解 した こ とと思 う。

この短 い時間 に どんな こ とか起 こ っ

たか， おわか りた ろ うか。 自分か， ま

ん しり ともしな い夜 を過 こ し，今 申 し

上 けた宣教 師の6原 則か あなた の心 を

3度 にわ たって貫 き通 した場 面 を想像

していただ きた い。 比喩 的に 申 し上 け

るな ら， あなたは畑へ 出か けて行 って，

この経験 につ いて 父親に話 をす る。 父

親 は， 家へ帰 っ てその こ とにつ いて心

の中で深 く考 えるよ う勧め る。 あなた

は垣 根 を越 え よ うとして，地 に倒れ る。

そ して次の ような確 信か心 をよ きる。

4度 目の こ とで ある。 そ う，私 は伝 道

に出 よう。 そ して， その備 え と して，

1.1日 に最 低2回 は祈 ろう。

2.自 分 の聖 典 を持 とう。

3.そ れ かす り切 れ る程使 い， その

教 えか 自分 の血 とな り肉 となる程 親 し

も う。

4.自 分 の能 力の 限度 一杯 まて， 自

分 の手で 資金 をため よう。 そ して それ

を少 して も増や そ う。

5.日 曜学 校， ス カウテ ィング，ア

ロン神 権， セ ミナ リー， インステ ィテ

ユー ト， その他の集会 に年齢 に応 して

出席， いや， 本 当の意味 て参加 しよ う。

6.家 庭 の夕べか ら受け る祝福 に感

謝 しよう。

さて，若 人諸君 ，垣根 のわ きの楽 な

場 所か ら立 ち上か り，動 き出 して欲 し

い。 その結 果 は どうなるてあ ろ うか。

そ う， あ なたは また一層秀 れた宣教師

に なるの てあ る。私 たちの予 言者 てあ

り指導 者 てあ るスペ ンサー ・W・ キン

ボール大 管長 か，「青 年 は皆伝道に」 と

言わ れ る時， 大管 長は， は るか に先 の

伝 道 中の こ とに 目を向け てお られ るの

で ある。伝道 か終 わ って帰 れは，一層

立 派 な監督 とな り， ステー キ部長 とな

り，夫 とな り， 父親 とな り， さ らにこ

の世 にあ って も， 来た るべ き世 に あっ

て も， 立派 な 人 となれ るのて ある。

あ なたか決 意す る時 に，是 非今 申 し

上 け た こ とを思 い出 して いたた きたい。

主 は生 きてお られ， イエ スは キ リス ト

てあ る。私 た ちか携 わ ってい るこの業

は，主 のみ業 てあ る。様 々な こ とを考

慮 した末，最 後 に決断 を下 すのは あな

たで あ る。 この決 断は， あな たの性格

と従順 さの 試 しとな ろ う。快 く決意 し，

雄 々 し く備 えをな し， そ して立派 に仕

え よ う とす る皆 さん を主 か祝 福 して下

さる ように， 主 イエ ス ・キ リス トのみ

名に よ り祈 る ものて ある。アー メ ン。

☆ ☆
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福音の確実性

七十 人第一 定員 会会 員

G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム

「最善の努力を払 って信任に答える
」 と約束する新 しい教会幹 部

'呼蔦

神 権を持つ兄弟の皆様 私は心から
へ りくだ って， この七十 人 第一 定

貝会の一貝 として働 くように との 召 し

を受 け入れ てい る こ とを知 って いただ

きたい。私 は，主 に対 し， 教 会幹部 の

兄弟た ちに対 し， そ して皆様 に対 し，

私の生涯 と働 き と持 て る才 能 のすべ て

をこの業 のために捧 げ る と約 束す る。

そ して， 私 の愛す る妻ユ ー ドラ も，私

と一 緒に この約 束 をす る。私 た ちは，

愛 と支持 に心 か ら感謝 してい る。兄弟

の皆様 か ら，私 た ちの家族 か ら， そ し

て愛す る人々か ら， その愛 と支持 と を

感 じる。私は， この偉 大 なみ業 に着手

す るにあた り， 妻が その生涯 をず っ と

私の 同僚 として過 ご して くれ たこ とに

感謝 してい る。

皆様 と同様，私 も，今 宵， ス カウ ト

として立 った ひ と りであ る。 私は， ス

カウ トは信 頼 に足 る もので あ る と教 え

られて いた ことに感謝 して い る。 しか

しなが ら，今 宵 は， 私 の心の うちにあ

るこ とをその ままお話 しだ い と思 う。

この スカウ トでいる こ とで，今 宵 は本

当に敬慶 な気持 ちでい る。 そ して，皆

様に証 申 し上 げ たい こ とは，私 た ちの

主， 救 い主 のみ名 に よって同 胞の ため

に働 くこ と以 上に 大 きな特 権 は， 大 き

な喜 びは， そ して 大 きな機 会 はな い と

い っことであ る。神権 を持 つ兄弟 の皆

様 に証 申 し上 げ る。私 た ちが 恵 まれ て

今持 って いる職 は， 永遠 の価 値 があ る

ものであ る。 また， これ らの職 は， そ

の範 囲にお いて， 職 を果 た してい る私

たち よ りは るかに大 きい もの であ る。

そ して また，私 た ちは，主 の模範 に な

らって， 暖か い思 いや りと知 性 と奉仕

とを深め て行 くよ う， 時 々刻 々チ ャレ

ンジが与 え られて いるの であ る。

私 は， モーサヤ 書 に書か れ てい るベ

ンジャ ミン王 の言葉 を愛読 してい る。

「ご らん
，私 が これ らの こ とを言 うの

はお前 た ちに知 識 を与 え るため であ っ

て， またお前 た ちが 同胞 のため に努 め

るの は， ただ お前 たちの神 の ため に務

め るので あ るこ とを悟 らせ るため で あ

る。」(モ ー サヤ2：17)

世 の 人々 は， この 言葉 を心 に留 め る

必 要が あ り，また この言葉が 「神 の愛」

か ら出た言葉 で あ るこ とを知 る必要 が

あ る。「神 の愛 」は，ニ ー ファイの 言葉

に よれ ば，「人の心 をあ まね くうるおす

オルガ ン演奏す るアレクサ ンダー ・シュライナー
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もの であ る。」(1ニ ー ファ イ11：22)

ま た，私 た ちは皆， 自分 の心 の中に そ

の愛が 存在 して いる こ とに気付 く必要

があ る。 そ して， それが私 た ちの大 き

な使命 のひ とつ で あ る。

ニー フ ァイは， この神 の愛 は 「どん

な もの よ りも好 い もの であ る」 と言 い，

さらに天使 は， あの偉大 な示現 の 中で

ニー ファイの 言葉 を確 認 して ，「そうで

ある。それは心 に とって最 も喜 ば しい

もの である」(1ニ ー ファイ11：23)と

言 った。世 の 人々 は，この喜 び につ いて

知 る必要 が あ る。 そ して， その よ うに

努め て世 の 人々に祝 福 を もた らす こ と

が，私 た ち神権 者 の大 きな責任 なの で

ある。 まず私 た ちは， それ を 自分 の家

庭か ら始 め る とよいだ ろ う。

私 は家族 に感謝 してい る。 また私 に

これ らの原 則 を教 え て くれ た両 親 に感

謝 してい る。 また， 末 日聖徒 イエ ス ・

キ リス ト教 会の会貝 であ るこ とに感 謝

してい る。 この教会 では， その よ うな

知識 は他の 人々 の奉仕 の ために使 わ な

けれ ばな らない と教 えてい るか らであ

る。 また この教会 では， 神の 本当 の属

性 と性格 を教 え， そ して，英知 の最 高

の表現 として，純 粋の愛 を育 む責 任 を

私 た ちに与 えて くれ るか らであ る。 こ

の英知 こそ神 の栄光 であ る。 「

私 は， 御 父が慈 しみ深 い御 方で あ る

こ とを皆様 に証 申 し上 げ たい。私 は，

その愛子 イエ ス ・キ リス トが 送 られて

きたこ とを天 父 に感謝 してい る。 イエ

スは生 きてお られ ，実 在の御 方 であ る。

そ して イエ ス は， そ の選 ばれ た予 言者

スペ ンサー ・W・ キン ボー ル大管長 を

通 じて， 現在 この教会 を導 いてお られ

る。私 はへ りくだ って， あ る例 を もっ

て， どれ程 深 くこの福 音 の証 が真 実 で

あ る と感 じて い るか， お話 したい と思

う。この例 を，私 自身 の経験 か ら引 き，

謙 遜 に話 を進め よ う。

現 在， 全世 界で約87，000枚 の卒 業証

書が ， その学位 に応 じて発行 されて い

る。 皆様 の 多 くが持 って い るよ うに，

その分野 は，医 師，哲 学者， 法律 家，

大会 に出席 した少年たち

技 師， そ して修 士，学 士 と，専 攻 も芸

術， 科学 ，工学 と多岐 にわた る。 その

証 書 には，修 得単位 を証 明 した上 で，

他 の 人々の 名前 と共に，証 書発行責 任

者 の ひ と りとして， 私 の名前 も書かれ

て いる。 もし私が それ を妥 当であ る と

信 じて いなか った り，私 の勤務 したユ

タ州 内 外の10の 大学 で確 か に修 得 した

学位 で ある と信 じて いなか った ら，私

の名 前が証 書 の上 に出 るこ とはな いで

あ ろ う。 しか し， 私 の知 る限 り，証書

を受 け取 った人で，証 書 に署名す る と

い う私 の ささや か な権 能 に疑 いを さし

は さん だ人 はい なか った ようで ある。

この権能 は，政 府 の承認 した過程 を踏

んだ上 で，認 可機 関か ら与え られた も

ので ある。私 は， こ うした卒 業生 に向

か い，今 ここで皆 様に 申 し上 げてい る

ように，へ り くだ って， 自分 は永遠の

福 音 の価値 とその真実 な こ とを何 よ り

も深 く確信 してい る と証 した もの であ

る。私 は その 中の一部 の人 で も， いつ

か卒業 証書 に書 かれ てい る私 の小 さな

名前 を思 い出 した時， 私の述べ た証 も

一緒 に思 い 出 して くれた ら
， と願 って

いる。私 は，神 が生 きてお られ るこ と

を証 す る。 また， 神 が全 人類 の愛す る

御 父で あ られ るこ と， 御子 イエ ス ・キ

リス トの福 音 には， 人が いか なる境遇

に あ ろ うと も， 祝福 を受 け るため の根

本 的 な力が あ るこ とを証す る。

この福 音 には，救 いの 原則が あ る。

そ して この 原則 こそ，世 の病 弊 を取 り

除 く力 とな るの であ る。 私は， この原

則が そ うした 目的 の ため に， 予言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミス を通 じて回復 された こ

とを証す る。 私 はジ ョセブ を誇 りに し

てい る。罪 の赦 しの ため の鍵 と， 人類

の救 いの鍵 は，今 なお， 真実 の生け る

予 言者 の指示 の下 に この教会 に存 在す

る。 この こ とを， へ り くだ って皆 様 に

証 申 し上 げ， 最善 の努 力 を払 って この

召 し を果 た し， その信任 に答 え るこ と

をお約 束す る。 主 イエス ・キ リス トの

み名 に よって 申 し上 げ る。ア ー メン。
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無 数 の 証

七十人第一定員会会員

ジエーム ズ ・M・ バラモア

感謝と公約の証

兄 弟姉妹の皆様 確かに私はあがっ
てい る。 しか し，今 夜私 の話 に耳

を傾 けてい る姉妹 が少 な くともふた り

はいる。サ ンデ ィー にい る私 の伴侶 と

母親 のふ た りであ る。私 は今， 言葉 に

言い尽 くせ な い程， 感謝 の気持 ちで一

杯 である と皆様 に 申 し上 げ る。今宵 こ

こに皆様 と共に集 っ てい る とい うこ と

は，何 と大 きな感謝 であ り，栄 誉 であ

ろ つか。

私 は予言者 を愛 して いる。大 部分 の

皆様 とは異 な り，私 は， 自分 の生涯 の

っち4年 間 を， 予言 者の傍 らで過 ご し

た。 また他 に3年 間 をベ ン ソン会長 と

共に過 ご した。 また， 毎週 木曜 日に は，

神殿 で十二使徒 評議 貝会 と共に過 ご し

た。今 宵， 私が皆 様 に証 申 し上 げた い

ことは， 私 たちの天 父が このみ業 を導

いてお られ る とい っこ とであ る。

天使 の よ うな私 の母 に，賛 辞 をお く

りたい。母は長年 に わた って， 父が活

発に教会 に集 うように， また彼が神 と

親子 の関係に あ るこ とを理解 で きる よ

りに， そ して彼 が神 権 を受 け入れ る よ

うに， と祈 って いたの で ある。少年 の

頃，私 は母 の励 ま しの手 に支 え られ て

教会 に通 っ たもので あ る。 そ して， 父

が聖霊 の力に よって証 を得 るの を 目に

した。今宵 ，私 は 父 を誇 りに 思 う。

また父を愛 し，尊敬 してい る。父は ず

っ と私 の友 であ る。 いつ も私 に秘密 を

打 ち明け て くれ るか らであ る。父は私

に， ど う働 いた らよ いの か， どう愛 し

たらよいのか ， そ して， 人 を裁 かな い

ためには ど うした らよいのか，教 えて

くれ た。私 は，父 と母 に心 か ら感 謝 し
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て い る。

そ して，私 は妻 に も感謝 して いる。

ここで短 い話 をしたい と思 う。私 は，

ここ25年 の問 に，3，4千 回位 ，会合 に

出席 して きた と思 う。 そ して その度 ご

とに， 妻 は私 を支 えて くれた のであ る。

ただ，1回 だけ は ちが った。 あ る晩，

私 が 日曜学校 の会合 に 出席 した時の こ

とであ る。「今 晩 は早 く帰 って来て下 さ

る?」 と聞か れたの で 「10時 半 には戻

るよ」 と答 えてお いた。11時 に な り，

11時 半 に なったが，私 は まだ帰宅 しな

か っ た。 ようや く家 に戻 った私 は， 玄

関の所 まで歩 いて行 って， いつ もの よ

うに 中へ 入 ろ うと した。 とこ ろが鍵 が

かか ってい たので ある。私 は呼鈴 を鳴

らした。何 の答 え もなか った。 そこで

私は ドア をノ ックした。す る と，や っ

と妻 が 出て来 た。「中へ入れるわけには

いかな いわ。」

「頼 む よ
。」

「一 度 だけ じゃな いの よ
。」

当時，私 の家 では， 前 の座 席 を後 ろ

に倒す とベ ッ ドに な るタイプの 自動 車

を持 っていた。(だ が， ちょうど真 冬時

である。)そ こで私 はオーバー を取 って

来 て車 の 中へ 入 り，座 席 を倒 して， そ

こで眠 るこ とに した。

しば ら くす ると， 入 口の ドアが開 く

音が聞 こえ，妻 が車 の所 までや って来

て，私 に家 の中へ入 る よ うに言 った。

私は， 入 るつ も りは ない と答 え た。 し

か し，非常 に寒 か ったので，結 局は家

に入 った。

兄 弟の皆様 ，私 の妻 はこの よ うに素

晴 らしい女 性 であ る。結婚 して以来ず

っ と， 妻 は私 を支 えて くれ た。私 は，

神 権 者 として， 人 を指 導す る職 務 にあ

る限 り， この小 さな経 験 を思 い出 し，

妻 を思 い出 したい ものだ と思 ってい る。

私 は イエ ス ・キ リス トの福 音 を心 か

ら感謝 して いる。私 は，宣教 師 たちや

私 の家 族 と過 ご した全 生涯 を通 じ， 無

数 の証 を聞 いて きた。 あ る晩， 娘が 耳

痛 の ため苦 しん で いた時の こ とで ある。

妻 が私 の ところへ 来 て， 「あなた， 娘 に

祝福 を して下 さ らな い」 と言 った。私

は行 って，'愛す る娘 に祝福 を与 えた。

す ると，私 が 言葉 を言 い終 えない うち

に， 娘 は眠 って しまっ た。

皆様 に知 って いただ きたい こ とは，

私 は生涯 を神 の事 に捧 げて きた し， こ

れか ら もそのつ も りであ る とい うこ と

で ある。 それ は，神 が生 きてお られ る

こ とを知 って い るか らであ り，神 のみ

業 が大切 であ るか らであ り，福 音の原

則 を愛 し， それ が真 実 であ るこ とを知

って い るか らで あ る。私 は予言者 を支

持 し， 十二使徒 評議 員会 を支 持 し， リ

チ ャー ズ兄弟や 他 の会長 た ちを支持 し

て い る。使徒パ ウロが その生涯 の終 り

頃， 「ただ この一事 を努め てい る」(ピ

リピ3：13)と 言 った よ うに， 自分 に

つ いて もそ う言われ るよ うにな りたい

と祈 ってい る。 イエ ス ・キ・リス トのみ

名 に よって 申 し上 げ る。アー メ ン。

☆ ☆
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キ リス トの 光

第二 副管 長

マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー

(1)す べ ての 人を 照 らす 光 ，(2)聖 霊 の 賜 ，(3)ひ とさ=わ確 かな る 予

言の 言 葉

す る兄弟 の皆 さん，私 の語 る問，
愛 キ ，ス トのみたまが注がれるよう

祈 ってい る。 また皆 さん も一緒 に祈 っ

ていただ きたい と思 う。 も しもキ リス

トのみた まが なけ れば， これか ら私 の

、話す事柄 が理解 で きないで あ ろ う。 と

い うのは， これか ら話す テー マが 「キ

リス トの光」 だか らで あ る。 キ リス ト

の光 につ い て，お話 した い ことが3つ

あ る。

その第一 は，世 に来 るすべ て の人 を

照 らす光 で ある。第2は 聖霊 の 賜で あ

り，第3は ひ ときわ確 か な る予 言の言

葉で ある。

教義 と聖 約 第88章 で，主 は次 の よ う

に言 われた 。「こはキ リス トの光 な り。

この光 は，神 の前 よ りさ し出でて広 大

なる宇 宙に満 ち充 て り。」(7，12)

ま た 別の 啓示に は， この光 は 「すな

わちイエ ス ・キ リス トの 『み たま』 な

り……世 に来 るあ らゆ る人 々に光 を与

え， また 『み たま』 はその 声 を聴 く全

世 界のあらゆる人々を照す な り」(教 義

と聖 約84：45-46)と あ る。

この みた まは疑 い もな く人 間の良心

の源 を成す もので あ る。 良心 につ いて

はウェブ スター が この よ うに定 義 して

いる。「正 しいことを行 な わせ る善悪 の

認識 あ るいは感覚 」

モルモ ンは，息子 の モ ロナ イに宛て

た手紙の 中で， このみ た まにつ いて次

の よ うに 言っている。「すべ て善 い行 い

に人 を誘 い導 いて善 い こ とをさせ ，神
つか

を愛 させ神 に事 え させ よ うとす るもの

は，神 のみ こ ころが こ もって い る。

それで あるか ら，私 の愛 す る兄弟 た

ちよ，慎んで悪い ものを神から出た と

思ってはな らない。

私の兄弟たちよ， あなたたちは善悪

を判断す る自由 と権利を与えられてい

るばか りでな く，その判断の方法は真
やみ よ あやま

昼 と暗夜 とを区別す る ように， 過 りな

く完全 に知 れ るほ ど明 らか であ る。
わきま

すべ て の人々 はみ な善 悪 の区別 を弁

えるため にキ リス トの 『み た ま』 を授

か る。」(モ ロナ イ7：13-16)

ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス大管 長 は， キ

リス トの みた まは 「人の子 らに働 きか

け，(も し人がサ タンの誘惑 を拒否 す る

な らば)人 々が 真理 の知 識 を得， よ り

大いな る光 と聖 霊 の証 を得 るまで， 人

人に働 きか け続 け る」(「福 音 の教 義」

第1巻p.87)と 述 べ てい る。

さて， このス ミス大管 長の教 えか ら

話 を次 に進 め よ う。次 は聖霊 の賜 につ

いて であ る。

聖霊 は個性 を有す る霊 で あ り，神会

の第3番 目の御 方で あ る。 また御 父 と

御子 を証す る使 い で もあ る。聖 霊 は 人

人に父 なる神 と御子 イエ ス ・キ リス ト

の こ と， な らびに福音 の真理 を証 した

も う。 そ して人々 の心 に真理 を植 えつ

け た もう。

「聖霊 と聖霊 の賜 は異 な る」 と予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは語 った。「コル ネ

リオ はバ プ テスマ を受 け る前 に聖 霊 を

受け たが， それ は福 音 が真 実で あ るこ

とを確信 させ る神 の 力で あって，バ プ

テ スマ を受 け る まで は聖 霊 の賜 を受 け

る ことが で きなか った。 もし彼が バ プ

テスマ を受 け なか った な らば，神 の真

理 を確信 させ た聖霊 は彼 か ら離 れ たこ

とであろう。」(T6α6隔 η90ゾ 〃尼Pγ0ρ 勿'

ノos6帥S癬 漉 「予 言者 ジ ョセブ ・ス ミ

スの教 え」p.199)

こ れ は私 の 言葉 では な く，予言 者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスの言葉 で あ る。 しか し，

私 は確 か に これが真 実 であ るこ とを知

って いる。

聖霊 の 賜は ，ふ さわ しい人 に， 光 と

真理 を授 け る。それ には 信仰 と悔 い改

め とバプ テスマが 先立 って いなけ れば

な らない。 そ して聖霊 のみ た ま と力 と

導 きを維持す るため には，義 しい生 活

を送 らな けれ ばな らない。す なわ ち，

福 音 の律 法 と儀i式 に従 っ て絶 えず献 身

的 な努力 を惜 しまない こ とで ある。

も う一 度繰 り返 そ う。聖霊 は神会 の

第3番 目の御 方 であ る。聖 霊 につ いて，

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは次 の ように

言 って い る。 「〔神 とイエ ス ・キ リス ト

が 肉体 を有 す るよ うに は〕聖霊 は骨 肉
も

の体 を有 ちたまわず して霊の御方 な り。」

(教 義 と聖約130：22)

聖 霊 は御 父 と御子 の偉 大 な証 人で あ

り，使 いで あ り， 立証者 で ある。主は，
み たま

聖霊 の こ とを 「真 理 の御 霊」 で ある と
み たま

言われ た。 「『けれ ど も真 理 の御霊が 来

る時 には， あな たが た をあ らゆ る真理

に導 いて くれ るで あ ろっ。 それ は 自分

か ら語 るのでは な く， その聞 くところ

を語 り， きたるべ き事 をあな たが たに

知 らせ るで あろ う。

御霊 は わた しに栄光 を得 させ るであ

ろ う。わ た しの もの を受 けて， それ を

あ なたが たに知 らせ るか らであ る。』」

(ヨ ハ ネ16：13二14)

聖 霊 の証 と力に よって，私 た ちは神
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が御 父であ り，その愛す る御 子 イエ ス ・

キ リス トが私 た ちの救 い主 ，瞭 い主 で

あるこ とを知 り，か つ福 音が真 実 であ

るとい う個 人的 な証 を得 るの であ る。

しか し，そうした聖霊 の賜 を得 られる

にもかか わらず ，手 を伸 ばせ ば届 くとこ

ろに いなが ら全 くそれ を無視 して い る

人が なん と多いこ とだ ろ うか 。 この よ

うな悲 しむべ き様 を， 主 は次 の ように

言われ た。「見 よ，われは神 の子 イエ ス ・

キ リス トな り。 われは わが 民 に来れ る

にわが民 これ を受 け ざ りしそ の者 と同

じ者な り。 われは暗 きに輝 け るに暗 き

はこれ を悟 らざ りしその光 な り。」(教

義 と聖約6：21)

共 観 福 音書 の3人 の著者 は， 暗闇 の

中にあ る者が光 を悟 るこ とは いかに 困

難か を次の よ うな典型 的 な例 をあげて

述 べ ている。マ タイの記録 を読んでみ た

い。「イエ スが ピ リポ ・カ イザ リヤ の地

方に行 かれ た とき，弟 子 た ちに尋 ね て

言 われた，『人々は人 の子 をだれ と言 っ

1ているか。』

彼 らは言った，『ある人々 はバ プテス

マの ヨハ ネだ と言 って います。 しか し，

ほか の人た ちは，エ リヤ だ と言 い， ま

た， エ レ ミヤ あ るいは預 言者 のひ と り

だ， と言っている者 もあ ります 』。」(マ

タイ16：13-14)

さ て ， イエ ス を指 して その よ うに.言

った人々は皆 イエス と同時代 の人々 で

あった。彼 らの言葉 は明 らか に， イエ

スの力あ る業 につ いて何が しか を知 っ

ていた ことを裏づ け てい る。 また疑 い

もな く，彼 らはイエ スが御 自分 を神 の

子 であ ると主 張 され るの を聞 いて いた

はず であ る。 しか しなが ら， 彼 らの心

はイエスの真 の姿 を証 す る光 を通 さな

かった。光は彼 らの まわ りを明 る く照

らして いたに もかか わ らず， 彼 らは そ

れ を悟 らなか ったので あ る。

人々 の答 えを聞 いて， イエ スは弟子

たちにこ う質問 された。「それでは，あ

なたが たはわた しをだれ と言 うか 。」(マ

タイ16：15)

そ こ でペ テロは皆 を代 表す るよ うに

弁明 して言った。「あなたこそ，生 け る

神の子 キ リス トです 。」(マ タイ16：16)

こ こでペテ ロは，彼 と仲 間 の使徒 た ち

が霊 的暗黒 の中で輝 く光 を確 か に理 解
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して いる こ とを立証 したので ある。

ペ テ ロに答 えて イエ スは，聖霊 の賜

と力 とに よって光 を悟 る者 だ けが真理

を見い だ一す こ とを強調 してお られ る。

イエス の答 えは こ うで あ る。

「あなた に この事 をあ らわ したの は
，

血 肉では な・く， 天 にい ます わ た しの父

である。… … この岩 の上 に 〔つ ま り，

聖霊 を通 して与 え られ る啓 示め岩 の上
よ み

に〕 わた しの教 会 を建 て よう。 黄泉 の

力 もそれに打 ち勝つ こ とはな い。」(マ

タイ16：17-18)

ヨハ ネは， 暗闇 の中 にあ る者 に光 を

悟 らせ た り，光 が あ るこ とを信 じさせ

た りす るこ とが いか にむ ずか しいか を，

次の イエス とニ コデモの会 話の 中で示

して い る。

「パ リサ イ人の ひ と りで
， その名 を

ニ コデ モ とい うユ ダヤ 人の指導 者が あ

った。

この 人が夜 イエ スの もとに きて言 っ

た，『先 生，わたした ちはあ なたが神か

らこられた教 師で あ るこ とを知 って い

ます。神 が ご一 緒 でな いな ら， あ なた

が なさって お られ る よ うな しる しは，

だれに もで きは し ませ ん』。

イエ スは答 えて言われ た， 『よ ぐよ く

あな たに言 ってお く。 だれ で も新 しく

生れ なけれ ば， 神 の国 を見 るこ とはで

きな い』。

ニ コデモ は言 った，『人 は年 を とって

か ら生 れ るこ とが， ど うしてで きます

か。 もう一度， 母 の胎 には いって生 れ

るこ とが で きま しょ うか』。

イエ スは 答 えられた，『よ くよ くあな

たに言 って お く。 だれ で も，水 と霊 と

か ら生 れ なけれ ば， 神 の国 には いる こ

とは で きない。」(ヨ ハ ネ3：1-5。 ヨハ

ネ3：6-10を も参 照)

人 は，聖霊 の賜 に 内在 す る光 と力 を

実際 に受け， 経験 す る こ とに よって，

新 たに生 まれ変 わ るので ある。

さて，次 に第3の 「ひ ときわ確 な る

予 言の言」(教 義 と聖約131：5)で あ

るが， これは 「召 しと選び 」(IIペ テ ロ

1：10)を 確 か な もの とす る こ とに よ

って得 られ る。 これ に関 して，予言者

ジョセ ブ ・ス ミスは次 の よ うに言 って

い る。

「人が キ リス トを信 じ
， 自分 の罪 を

悔 い改 め， 罪の赦 しを受 け るため にバ

プテスマ を受 けて， 〔按手 に よって〕聖

霊 を受 け たな ら， 次 に神 の前 にへ りく

だ り，飢 えか わ くよ うに義 を求 め，神 の

言葉 一 言一言 に よって生活 させ なさい。

そ うすれ ば主 は間 もな くその 人に， 息

子 よ， あな たは昇 栄す るだ ろ う， と言

われ るであ ろ う。主が その 人 を完全 に'・隔

試 し， その人が どん な困難 にあ って も

主に仕 え る決心 を して いる こと を知 っ

た時 ， その 人は 自分 の召 し と選 びが 確

か な もので ある こ とを知 らされ るであ

ろう。 そ うす る と，聖 ヨハ ネの証 にあ

るよ うに， その 人は主が聖 徒 に約 束 さ

れ た も うひ とつ の慰 め主 を受 け る特権

を得 る。」(「予 言者 ジョセブ ・ス ミスの

教 え」p.150)

教 義 と聖約 第88章 で，主 はオハ イ オ

州 の幾 人か の聖徒 に 啓示 を与 えてい る。

「この故 に
， われ今 更 に別 の 『慰 め

主 』 を正 にわが 友 なる汝 らに遣 わ して

汝 らの心 の 中に共 に在 らしむべ し， こ

れす な わち約 束 の聖 き 』『み た ま』 な り。

この他 の 『慰め 主」 とは， すな わち ヨ

・〉ネの証詞 の 中に誌 さるる通 りわれが

わが 弟子 た ちに約束 したる と同 じもの

な り。

この 『慰 め主 』は， わ れが 汝 らに永

遠 の生 命， す なわ ち 日の栄 の王 国の栄

光 に就 きて約 束す る ところの ものな り。」

(教 義 と聖 約88：3-4)

私 は ，忠 実 な末 日聖徒 であれ ばだれ

で も 「このひ ときわ確 か な る予言 の言

葉 を望 み，天 にお いて結 び 固め られ神

の王 国 で永遠 の生命 の約 束 を得 たい と

願うことだ ろ う」(研曽'oη(ゾ'加C肋7擁

「教 会歴 史」5：388)と 考 えて い る。

聖 な る記 録 をひ もと く時，私 は身 と

霊 に このひ ときわ確 か なる いか りを下

ろ し，心 に平安 を宿 したあ らゆ る神権

時代 の人 々の経 験 を 目にす る。

リーハ イの孫 で あっ たイ ノスは， 心

がi義に飢 えるの を覚 えて， 「一つの声が

聞 こえ て 『イ ノス よ， 汝の 罪はす でに

許 され たれば汝 は祝福 を受 くべ し』 と

仰 せ に」(イ ノス5)な る まで大声 で主

に祈 っ た。 そ して何年 か後 に，彼 は約

束 され た祝福 の本質 を明 らか に して言

った。

「私 はや が て安 息 につ く場所 へ行 く
，
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そ こは私 の贈.い主 の居 た も う所 であ る。

私は腰 い主 に よって安 息 を得 るこ とを

知 って い るか ら， この死ん で無 くな る

はずの 肉体 も不死不 滅 とな って瞭 い主

の御 前 に立 つ 日のあ る こ とを思 って喜

ぶ。その時 にな る と私 は贈 い主 の御 顔

を仰 い で喜 び，賄 い主 は 『さい わい な

る者 よ， われ に来 れ。 わが 父の邸 には

沙のため に備 えた る場所 あ り』 と仰 せ

にな るの であ る。」(イ ノス27)

ま た 主 はアルマに言われた 。「汝 はわ

が僕 な り。 われ は汝 に 永遠 の生命 を授

くるこ とを誓 う。汝 はわれ に仕 えわが

名 に よ り出で行 きてわが 羊 を集め よ。」

(モー サヤ26：20)ま た ， ニー フ ァイ

人の 十二弟子 に 向か って言 われ た。

.「『われが御 父 の所 へ昇 りて後， 汝 ら

はわれに何 をせ られんことを願 うか』…・・

弟子 た ちはた だ三 人 の者 を除 くほか

どれ もみ な 『わ れ らが 人生相 当 の年 を

重 ねて死ぬ 時が くる と汝が その王 国 に

まします所へ 早 く上 れ るよ うに， 汝が

わ れ らに任命 した も うた教会 の務 めが

その時 に終 るこ とを願 いた て まつ る』

と答 えた。

す る とイエ スは これ に答 えて 『汝 ら

はかか るこ とをわれに願 うに よ りて さ

いわいな り。 さ らば汝 ら七 十二才 とな

らば， わが 王国 のわが も とへ 来 りて，

われ と共 に安 息 につけ』 と言 いた も う

た。」(IIIニ ー ファ イ28：1-3)

モ ロ ナ イが ひ と りで ジェ レ ド人の記

録 をま とめ る仕事 を して い た時 ，主 か

ら次の よ うな慰 めに満 ちな確 信 を与 え

られた。

「汝 は忠実 なれ ば汝 の衣 は清 くせ ら

る。 また汝 は 己れの弱 点 を認 む る故 に，

力 を授 け られ てわが 父 の邸 の 中に備 え

ちれたる所 に座 すべ し」(イ テル12：37)

パ ウ ロ もまたテ モテ に宛 てた第2の

手紙 の中で こ う記 して い る。

「わた しは
， す でに 自身 を犠 牲 と しず'

てささげて い る。 わた しが世 を去 るべ

き時 は きた。

わた しは戦 い を りっぱに戦 いぬ き，

走 るべ き行 程 を走 りつ くし，信仰 を守

σとお した。

今や ，義 の冠 が わた しを待 って い る

ばか りであ る。か の 日には，公 平 な審

判者 であ る主が ， それ を授 け て下 さ る

であ ろ う。」(IIテ モ テ4：6-8)

現 代 の神権 時代 に も， 大勢 の人々 が

その ような確 信 を授 か っ た。1839年 の

春，予 言者 ジ ョセブ ・ス ミス とその他

の兄弟 た ちが リバ テ ィー の牢獄 で苦 し

い 日々 を送 って いた頃，私 たちの大管

長の祖 父 であ る ヒー バー ・C・ キンボ

ール は聖 徒 を指導 し
，牢 獄 にい る兄 弟

たちを助 け 出そ うと強敵 に立 ち向か っ

てい った。4月6日 ，彼 は こう記 して

い る。

「家族 を離 れ てか ら2ヵ 月が過 ぎた。

その 間に何 の便 りも届 いて いな い。私

の兄 弟 た ちは牢獄 の 中にお り，私 たち

の行 く先 々に死 と破 壊 の影が つ きま と

って い る。 悲嘆 と寂 しさに暮 れ ていた

時で あっ た。次 の言葉 が私 の心 に浮 か

び， みた まが私に告 げて言 われ た，「記

しなさい」。 私はその場 で紙 を取 り出 し，

ひざの上 に置 いて書 き始 め た。

「まこ とに われ
，汝 ， わが僕 ヒー バ

ーに告 ぐ。汝は わが 息子 に して，喜 ば

しき者な り。・汝 はわ が言葉 に忠実 に し

て， わが律 法 を破 らず， わが 僕 ジ ョセ

ブ ・ス ミスに そむか ざる故 な り。 また

汝 はわが 油注が れ た る者 の言葉 を敬 う

によ り幸 な り， まこ とに汝 はわが言 葉

の 最 も小 さ き部 分 よ り最 も大 い な る

部分 に至 るまで守 りし故 な り。次 の 言

葉 に心 を留 めてほ しい。「汝 の名 は天 に

記 され，永遠 に取 り去 らるる ことなか

らん。」(オ ル ソン ・F・ ホイ ッ トニ ー，

五舵0ゾ 、飽 ろθ7C.κ'〃Zろ α〃「ヒーノく一 ・

C・ キンボール の生涯」p.241)

主 は 予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに言 わ

れた。「わ れは主 な る汝 の神 に して，世

の終 りまで も また永遠 よ り永遠 まで も

汝 と共 にあ るべ し。 われは誠 に汝 が最

高 の栄 に進 む を得 る ことを結 び固 め，

わが父 の王 国に於 て汝 の先祖 なるアブ

ラハム と共 に居 るべ き一つ の王座 を汝

の ために備 うべ し。」(教 義 と聖約132：

49)

愛 す る兄弟 の皆 さん， この話 の結 論

と して，私 は これ まで述べ て きた事柄

が確 か に真 理 であ るこ とをこ こで証 し

た い。私 は， キ リス トのみ た まは 「世

に来 るあ らゆ る人々 に光 を与 え， また

『みた ま』 は その声 を聴 く全世 界の あ

らゆ る人々 を照 らす」(教 義 と聖約84

：46)こ と を知 ってい る。

また， 誰 で もみ た まの ささや きに従

って信仰 を育 み， バ プテスマ を受 け，

権 能 を持 つ者 か ら按 手 に よって聖霊 を

受 け る者 は， 福音 の教 えに従 うこ とに

よ り，聖 霊 の賜 と力 を受 け る こ とを知

って い る。

さ らに証 す る。 この よ うに ここまで

到達 したすべ ての 人々 は， 予言者 ジ ョ

セ ブ・ス ミス の勧 告 に従 って 「神 の前 に

へ り くだ り生活 し， 飢 えかわ くように

義 を求め ，神 の言 葉一 言一 言 によって

生活 」すれ ば，ひ ときわ確 か な る予 言の

言 葉 を得 るで あろ う。(「予 言者 ジ ョセ

ブ ・ス ミスの教 え」p.150)

私 た ちが これ らの偉大 な真理 を理解

し， また 自分 の召 し と選 び を確 かに し

てつ いに キ リス トの完 き光 を受 け るこ

とが で きるよ う，主 が私 た ちすべ ての

神 権 者 を祝福 したまわん こ とを，贈 い

主 イエ ス ・キ リス トのみ 名に よってへ

りくだ り祈 る もの で ある。アー メン。



最大の兄弟愛

第一 副管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

私たち は，原則を教 え，業を行うことによ り互 いに愛を表 わ し

合う

最 近数年間・私は・「キ リス ト教}ユ
ダヤ教 国民会議 」 とい う名 の組織

と関係 して働 いて い る。 これ は， 国 内

全域 の都 市 に評議 会 を持つ 全 国組 織 で

あ って， それ ぞれの都 市に役 員 と各種

の委員会 が置 かれてい る。ソル トレー ク・

シテ ィー で も， カ トリック とプ ロテス

タ ントとユ ダヤ教 とモ ルモ ンが共 同 し

て，親睦 と兄 弟愛 の高揚 のため に働 い

ている。 そこで私が 常々考 えてい る こ

とは， この よ うな親睦 の精神 を， あ ら

ゆ る宗教 に， そ して全世 界 の人 々に及

ぼす こ とが できた ら， どん なに素晴 ら

しいか， とい うこ とであ る。

この組 織 の会長 であ るデ ビ ッ ド ・ハ

ヤ ッ ト博 士は次 の よ うに述べ て い る。

「兄弟 愛
， それは， 他 人の尊厳 と価

値に敬意 を払 う精 神 であ るが， これ は

私 たちの意識 活動 の一 部 とな らな けれ

ばな らな い。 ただ単 に意味 の ない美 辞

麗句 を並 べ た り， あ とか ら理論 をつ け

た りす るの でな く… …。

兄弟愛 とは，民 主主義 が実行 され る

こ とであ る。私 た ちが 自分 で欲 しい と

思 って いる権 利 と敬意 とを，他 人に も

認め るこ とだか らで あ る。兄 弟愛 とは

か くも単純 で，か くも深遠 な もの なの

で あ る。」Cc四 θム馳4】 晦%'oCO吻 ろ碗

動孟679γoゆBガgo㌍ 朋 ゴPγ θ伽漉66"

「宗 派間 のひが みや偏 見 と戦 って欲 し

い」前記会議 パ ンフ レ ッ ト，1974年12月

号，P.3)

この 組織 の会員 をよ く観察 し， その

人々の持つ 目標や理 想 をよ く研 究 して

み る と，彼 らは その 目標達 成 のため に，

人々 と共 に調 和 と一 致 の精神 で働 くこ
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とによって 目標の実現に努めている。

そのような光景を目に して，私はいつ

も深い感銘 を受けるのである。そして，

他に も兄弟愛を求めて働 いている集団

はないか，他に も大きな企画ができな

いだろうか，などと考える時，私の心は

いつ も，神の神権者の組織へ戻 って く

るのである。この組織こそ，全世界で最

大 の， しか も最 も重要 な兄弟愛組織で

ある。その一員である私たちは，何 と

幸 いなことであろうか。

だが，いつ もお話 していることとは

思 うが， この組織の一員であるとい う

こ とには，責任 と機会が伴 う。私たち

は， その一貝であるということで十分

なのではな く， それぞれの定員会内の

数に満足しているので もない。私たち

は，全世界の人々 を， この兄弟愛の組

織の中にまき込みたい と願 っている。

この組織こそ，全人類に最大の賜であ

る永遠の生命をもたらすべ く計画され

た，唯一の組織だからである。

教会貝は，極めて特殊な立場 にある。

それは，教会貝は皆，全人類が文字通

り神の霊の子であること，家族単位は

永遠であって永遠に進歩 し得 ること，

そしてすべ ての人がそれを目標にすべ

きであるということを承知 し，理解 し

ているか らである。私 たちは神が私た

ちの御父であると承知 しているため，

ひとつの家族の子供たちの ように，互

いに兄弟姉妹 と呼び合 うの であ り， ま

た本当の意味での兄弟愛を感 じている

のである。

なぜ組織 された教会が必要なのか，

その理由を尋ねる人がいる。そ ういう

人々 は， 自分 ひ と りで救 いのため に働

くこ とが で きる， そ して，教会 の集 会

に出席 す る必要 もなけ れば， その 外の

条件 を満 たす 必要 もない， ただ正直 で

徳 高 い生 活 をお く り， 同胞 に対 して 良

いこ とを行 なって い さえす れ ばそれ で

よいと感 じて い るので あ る。しか し主 は，

私 た ちに教会 に所属 す る よ うに とい う

指示 を与 え られ た。そ して， この主 の・

教会 は， イエ ス ・キ リス ト御 自身が こ

の世 にお られ た時 に設立 され た教会 と

同一 の組織 を持 ってい るの であ る。数

数 の 細か い指示 が主か ら出 され， この

点 をは っ き りさせ て い る。 また，私 た

ちは互 い に励 ま し合 い， 助 け合 う必 要

があ る と も教 え られて い る。

主 は言わ れた 。「汝 なおさら充 分 に世

の汚れ に染 まざる様 ，祈 りの家 に行 き

てわが聖 日に汝 の聖 式 を捧 ぐべ し。」

(教 義 と聖約59：9)

ま た他 の箇所 でも言 われた。「会 員 は

しば しば 会合 してパ ン と葡萄 液 とに与

り， 主 イエ ス を記念 す るは必要 な り。」

(教 義 と聖 約20：75)

さ らに 言われ た。「またわれ汝 らに一

つの誠 命 を与 う。す なわ ち汝 ら互 いに 、

この 王国 の教 義 を教 ゆべ し。」(教 義 と

聖 糸勺88：77)

ま た 次の ような戒 め も与 え られ た。

「あ なたが立 ち直 った ときに は
， 兄弟.

た ち を力づけ てや りな さい。」(ル カ22：

32)

こ れ らの指 示は皆， 私 たちが この世

の生 活 を楽 しむ助 け となる よ うに， ま

た， 天の御 父 の も とへ 帰 る備 え をす る

こ とが で きるよ うに与 え られた もので
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あ る。 その 目的の ために， 地球 が創造

され たので ある。聖典 の中に も，私 た ち

の ため の神 の計 画 につい て述べ た箇所

が見 られ る。

「わ れ ら降 り行か ん
。か しこに空間

あれば な り。.而 して これ らの材料 を と

りて， これ らの者の住 ま うべ き地 を造

らん。

而 して， これ に よ りて彼 らを試 し，

何にて もあれ， 主な る彼 らの神 の命 じ

た まわ んす べて の こ と脅彼 らが為す や

否や を見ん。」(ア ブラハム3：24-25)

神 の 目的 を達 成 し， 自らふ さわ しい

こ とを立証 す るため に， 私 た ちは， 主

の教 会の 中 で働 き，主 の認め られ た僕

た ちの指示 の下 に働 く必要 があ る。同

じ目標 を目指 して進 んで い る人 々 と共

に働 くこ とか ら生 まれ る強 さが 必要 な

ので ある。

それ を説 明す るため に，ヘ ン リー ・

D・ テ イラー 長老が語 った話 を もう一

度 こ こでお話 してみ たい と思 う。 これ

は，数 年 前の総大 会 で語 られた話 で，

「人は孤立 してい るのでは ない」 とい

う題 がつ け られ てい る。

「あ る少年 が
， 合衆 国北西 部に住 む

木材切 出 し人夫 のお じか ら， 遊び に来

るよ う招待 を受 けた。 ……(彼 が到 着

す る と)お じは停 留所 まで迎 えに来て

くれて いた。 そ して ふた りは， 山小 屋

へ 向か ったが， 少年 は どちち を見て も

巨大 な木 が並 んでい るの で， ひど く興

奮 した。 見 る と， 小 さな丘 の上に た っ

た1本 だ け立 ってい る大 木が あ った。

不思 議に思 っ た少年 は大 声 で叫ん だ。

『ジ ョー ジお じさん
， あの大 木 を見て

よ。 あの木 か らは，良 い材木 が た くさ

ん とれ るんで し ょう。』

ジ ョー ジお じさん は， ゆっ くりと首

を振 って答 え た。『いや，いや 。あの木

カ ミラ ・ア イ リ ング ・キ ンボ ー ル 姉 妹

か らは，良 い材木 は た くさん とれ ん よ。

材 木 はた くさん とれ るか もしれ ないが，

良 い材 木は とれ ん よ。木 とい うものは，

外か ら離れ て それ だけ で大 き くなった

ら，枝 が た くさんつ き過 ぎるん じゃ。

そ うい う枝 とい うのは，材 木に した時，

節に な るか らな。一 番 いい材木 とい う

のは;森 の中 で一 緒に大 き くなった木

か ら とれ るん じゃ。 そ うい う木 は， 丈

も高 くな る し， まっす ぐに伸 び るか ら

な。』」

この後， テ イラー兄弟 は次の ように

言 ってい る。「人 もこれ と同 じであ る。

私 たちが もっ と立 派 な人間に な り， も

っ と役 に立 つ材木 に なるため には， ひ

と りでは な く，一 緒に 成長 す る必要 が

あ る。」(Co⑳76η661～ 砂07'「 大 会 報

告 」1965年4月 ，pp.54-55)

ス ター リン グ ・W・ シル長老 は，「行

進す る人類 」 とい う記事 の 中で， 次の

よ うに書 いて い る。

「人類最 大 の発 明 は
，2500年 前 ， ギ

リシヤの プ ラテア で起 こった と言われ

て い る。 あ る無 名の ギ リシヤ 人が，足

並 み をそろ えて行 進す る方法 を完成 さ

せ たの であ る。動 機 も性格 も異な る大

勢 の人 々の力が ，組織 化 され， 統一 さ

れ て， ひ とつ の もの として機 能 を果 た

せ る こ とが わか ったその 日，文 明が始

ま った の で あ る。」(伍6α4θz駒 功"「 リ

ー ダー シ ップ」 ヱ：222-29)

教 会 の神権者 が皆， 神 の軍隊 として

足並 をそ ろ，えて義膨 を果 た し，互 いに

助 け合 い，教会 の諸事 を執 り行な い，

全 人類 に手 を差 し伸べ る とい う大行進

をす るその 日，私 た ちは神 の計画 を実

現 し，教 会設 立の 際に主が 私 たちに望

まれ たこ とを実行 して いる こ とに な る

と言 ってお こっ。

教会 は福祉 計画 を樹立 した。 そ して

私 た ちは その計画 に従 って，組織化 さ

れた 中で， 困窮 して いる人々 を援 助す

るため に働 くこ とが でき る。 男性 も女

性 も， 限 りな く時間 を費や して， 福祉

事 業の ため に力 を合 わせ て働 いてい る。

これ は， 自分 の ため とい うよ りも，む

しろ他 人が 必要 とす る時に備 え るため

で ある。全教 会 を通 じ， 物資 の生産 と

分配 のため の設備 を持 ち， それが倉庫

に貯 え られ て いて， い ざ とい う時には，
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私 たちの間 で困窮 して い る人々に いつ

で も配 送で きる とい うこ とは， 本 当に

素晴 らしい こ とで あ る。

これ こそ現実 に行 な われて いる真 の

兄弟愛 であ る。 会 った こ とも， 聞 いた

こ ともない 人の ため に働 き， 財政 的 に

援助 してい るの であ る。 自分 の家族 の

ために， あ るいは愛す る人々の ために

仕事 をす る とい うこ とは， むずか しい

こ とではない。 しか し， 見知 らぬ 人が

困窮 してい る時， 自分 の物 を分 け与 え

る とい っこ とは，私 た ちが 同胞 を どれ

程 愛 してい るか とい う， 本 当の試 しで

あ る。

また他 の分 野 で も，私 た ちは， 見知

らぬ人々の益 と祝福 の ため に働 いてい

る。神 殿事業 と系 図の分 野が それ であ

る。私 た ちは， 天 の王 国で進 歩す るた

め に必要 な事柄 を 自ら行 な う機 会 を持

たずに死ん でい った人 々の ため に， 何

万何千 とい う儀 式 を執 り行 なって いる。

教会 活動 の こう した ふたっ の分野 で，

大勢 の男女が， だれ か のため にな にか

を しよう とい う素晴 ら しい精神 を もっ

て，手 に手 を取 り合 って働 いてい る光

景 は， 見て いて心が励 まされ る。 これ

らの事 業に よ り，共 に働 いて い る人 々

は，互 いに個 人的 な関係 を強め， 福音

は真実 であ る との証 を築 き上 げ るの で

ある。福 音 は， 私 たちが兄 弟の 守 り手

である と教 え，「わた しの兄 弟 であ るこ

れ らの最 も小 さい者 の ひ と りに した の

は，す なわ ち，わた しに したの であ る」

(マ タイ25：40)と 教 えてい る。

また，不活 発 な兄 弟 たち に， この よ

うな事 業に参加 して も らうこ ともでき

る。 そ うい う人々が み業 の精神 に触 れ

た時， 彼 らは， 定員 会集会 で兄 弟た ち

と共 に仲良 く働 きたい と思 うよ うに な

るであ ろう。 デ ビ ッ ド・0・マ ッケ イ大

管長 は， かつ て次 の よ うに 語 った。

「これ らの無関心 な長 老 を活発 にす

るため には，彼 らに特別 む ずか しい こ

とをさせ な ぐとも， 方法 はた くさん あ

る。祈 るのが きらいな人 もい るだ ろ う。

人前 で説教す るの をため ら う人 もい

るだ う う。 また， 日曜 日に教 会 に出席

す るよ りも， 魚つ りに行 った り， ゴル

フ をし た りした い とい っ人 もあろ っ。

しか し，これ らの無 関心 な長 老た ちが
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ひ と りとして招待 を断 らない ものが あ・

る。例 えば， 町 の人や定 貝会 の会 員や

その伴侶.の葬儀 へ の参列 を依 頼す る時

が そ うで ある。 もし定貝 会 として参 列

し，定 員会 として共 に席 を とっ た ら，

それは フ ェロー シ ップ の一手段 とな る。

大祭 司た ちは，70人 や長 老 に比べ て，

その ようなこ とを 多 くして い る。

私 も幾度 とな く葬儀 に参列 したが，

式場 には，死去 した兄 弟 を悼 ん で大 祭

司用 の指定 席 を備 えてい る ところ もあ

った。 集団 でフ ェ ロー シ ップす る方 法

もあるので ある。」(Co吻 ア伽06R6ρ07'

「大 会報 告」1951年10月
，p.179)

同 じ ような内容 の話 であ るが ，マ ッ

ケ イ大管 長 は， 別 の機会 に，神 権者 た

ちに 向かい次 の よ うに説 教 した。

「伝道 部
， ス テー キ部 ， ワー ド部，

定 員会 で， 同 じ業 に働 く管理役 員の 皆

様， 兄弟 愛や奉 仕 の精神 を育む 際 に，

定貝 会 を もっ と効果 的 に使 っていただ

きたい。 定員会 とい うの は，神 権 者 を

神 聖 な絆 に よって結 び付 け， 互 いに助

け合 うこ とに よって「致 を高め るはず

の組織 で ある。

特 に成人 のア ロ ン神権 者 に 申 し上 げ

る。皆 さん は実業 界 で成功 を収め た方

であ り， また 自分 の職業 の成 功の ため

に時間 を充分 活用 した専 門家 で あ り，

その結果 ，成 功 して，公 の場 で も政 治

の場 で も人 々 を指導 してい る方々 であ

る。是非 と も， 定貝 会 に もっ と積 極 的

に参加 し，… …互 いに助 け合 って いた

だ きたい。 もし仲 間の ひ と りが病 気 に

なっ た ら， 皆 さんが2人 あ るいは3人

で一 緒 に訪 問 す る こ ともで きる。

長 老の皆 さん， 皆 さん の定 員会 に は

病気 に なって， その上収 穫 の時期 に な

り困って い る人 もい るで あろ う。一 緒

に 出か け てい って，収穫 してあげ な さ

い。息子 が伝 道に 出かけ て，資 金が 底

をつ きそ うに な った親 が いたら， 何か

助 け るこ とは ないか尋 ね てあ げな さい。

そ う した思 いや りが忘 れ られ る こ とは

決 してな い。 こ うした行為 は，救 い主

が 『わた しの兄弟 であ る これ らの最：も

小 さい者 の ひ と りに した のは，す な わ

ち，わた しに したの であ る』(マ タイ25：

40参 照)と 言 われ た時，心 に描 いてお

られ た こ とな のであ る。」(Co瞬 紹η66

Rθρoγ'「大 会 報 告」1955年10月 ，

P，129)

私 た ちは この 兄弟愛 の精神 を全世 界

に及ぼすために，救い主 の 命 令に従 うて，

何万何 千 とい う宣教 師 を送 り出 して い

る。 主は言 わ れた。 「それ ゆえに， あ

な たが た は行 って， すべ ての国民 を弟

子 として， 父 と子 と聖霊 との名 に よっい

て， 彼 らにバ プテ スマ を施 し， あな た

がた に命 じてお いた い っさいの こ とを

守 るよ うに教 え よ。 見 よ， わた しは世

の 終 りまで， いつ もあな たが た と共 に

いるの で ある。」(マ タイ28：19-20)

帰 還 宣教 師 か らは いつ も興 味深 い話

を聞 く.ことが で きる。 彼 らは どの伝 道

部 で働 こ うと， 自分 は世 界で一番 素晴

ら しい伝道部 で働 いた と言 う。 これ は

彼 らが 伝道 活動 の真髄 に触 れ， 人は皆

兄弟 で神 の子 供 で ある.とい うこ とを確

信 したか らに ほかな らない。福 音.を教

え る っちに， 自分 が伝 道 してい る人々

に対 して以前持 ってい た偏 見が， 愛 に

とって変わ る ので あ る。主 のみ た まの

働 きには， 驚 くばか りで あ る。

私 たちは毎 日， 現在宣 教師 に 門戸 を

閉 ざ して 吟る国 々の政府 が その門戸 を

解放 して，福 音 を教 える こ とが可能 と

なる よ うに祈 ってい る。 この福 音以 外

神 が父 であ る こ とと， 人類 が兄 弟 であ

るこ とを完全 に理解 させ て くれ る もの

は ない。私 た ちは， その よ うな国々の

人 々に も， どの よ うにすれ ば御 父 で あ

る神 のみ もとに帰 って共に生 活す るζ

とが で きるか， また家 族 と再 び一 緒に

な るこ とが で き るか，そ して また最 終

的 に は， ひ とつ の大家族 と して永遠 に

暮 らす こ とが で き るか， な ど とい った

こ とを説明 した い と思 ってい る。

私 た ちは偏 見 を抱 い てい る と責 め ら

れ ては いるが ，世 界 中 どこを捜 しても，

末 日聖 徒程 ， 人間性 とい うもの仁関心

を示 し， また強 い愛情 を示 している人

々 はほか にい ない。私 た ちは， 原則を

教 え るこ とと行 ないに よ って，兄弟 愛

を抱 い てい る こ とを表現 す る。 これ ま

で，死 者 のため の神殿事 業，福 祉 活動 ，

伝 道 計画 につ いて お話 して きた。 さら

に また， 私 た ちは， 神権組 織の ホー ム

テ ィー チ ャー と扶助 協会 の家庭訪 問教

師 を通 じて，私 た ちの仲 間に も関心 を
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抱 いて い ると申 し添 えてお きたい。 こ

うした訪 問が，指 示 され る ままに行 な

われ るな ら， 教会 員 たちは， 自分 が大

きな兄弟愛 の輪 の 中に入 って いる と感

じるはず であ る。

私が今 申 し上 げた こ とをは っき りさ

せ るため に， ふ たつ の話 を した い と思

う。私 た ちの教会 員 であ る人が， ニ ュ

ー ヨー ク ・シテ ィーへ転 勤 にな り
， あ

るラ ジオ局 の主任 と して働 くこ とにな

った。彼 はそれ まで一度 もニ ュー ヨー

クへ は行 った こ とが なか ったが，教 会

の近 くの家 に住み ，初 め ての 日曜 日に

集会 に出席 した。 彼 は兄 弟 として， 神

権定 員会 の歓 迎 を受け， 妻 と子供 た ち

も同 じよ うに歓迎 を受 け て， す ぐに う

ち とけ るこ とが で きた。

これ と対 照的 に， 同 じ頃， この人の

知 って いる青 年が ，会 社 の命 を受 け て

他 の局の仕事 のため に派遣 され て きた。

青年 は，私 た ちの教会 の数倍 も会 員が

い る教会 の会員 で あったが， 一度 と し

て うち とけた気分 に な るこ ともで きず，

以前 いた局 へ再 び転勤 させ て くれ るよ

う申請 した。 これ は，青年 の側 に非が

あ るのか もしれ なk・。あ るいは， 教会

の側 に非 が あ るのか もしれ ない。 しか

しなが ら，私 た ちの教会 では， 会員一

人一 人や 定貝 会が， 当然果 たすはず の

役 割 を果 た しさえす れば，教会 員 は皆，

どこへ行 って も幸 せ を感 じ， 必要 とさ

れ てい る と感 じ， 受 け入れ られて い る

と感 じるの であ る。

も うひ とつ の話 は， 最近 あ る神 権者

が私 に話 して 聞かせ て くれた もので あ

る。 その話 を しよ う。

「私 は
，妻 と，十代 の 息子 と娘 を乗

せ た車 で，大 きな事故 を起 こ しました。

妻 と娘 と息子 は， 特別 大 きな 傷 も負わ

ず に車 か ら抜け 出 し ました。車 は完全

に壊 れて い ました。私 は，つ ぶれ た車

の 中か ら引 き出 され た時， シ ョックの
り㌧

ために体が麻痺 し，意識も完全 ではあ

りませんでした。救助 して くれた人た

ちも，私たちが どうして死なずにすん

だのか不思議だったそうです。

・人々が事故現場にやってきた時，ひ

とりの男の人が，麻痺 を起こすおそれ

があるから私 を動か してはならない と

命令 しました。この人は，現場へ最初

に 来て くれた 人で した。彼 は私 の体 を

調べ る と， 私が神 殿 の ガー メン トを着

て い るこ とに気付 きました。彼 はモル

モ ンだ ったの です。私 を無事 救 急車に

送 り込 んだあ と， 隣 りの町 へ行 く途 中

で， 彼 は監 督会 に連絡 を とっ.て くれ ま

した。私が 病 院に到着 す る と，兄 弟 た

ちが そ こで待 って いて くれ ，私 に祝 福

を施 して くれ ました。病 院の担 当医師

は ステー キ部長 で した。

1週 間，私 は危 篤状態 で した。副監 督

の ひ と りは，妻 と子供 たち を自分 の家

へ連 れ て行 き， 食事 と眠 る場 所 を提 供

して くれ ました。3，4日 後， 妻 と子供

たちは， フ ェニ ッ クス にあ る家へ 帰 り

ま した。す る と， こ こで もワー ド部 の

会 員た ちが私 の家族 の所へ や って きて，

で きるこ とは なん で もす ると言 って く

れ ました。ひ と りの善 良 な兄弟 は，私

を家 まで運 ぶ のに， 彼 の 自家用飛 行機

で も移動住 宅 式 バ スで もどち らで も使

って よい と申 し出て くれ ま した。 私 た

ちは， 移動住宅 式 バ スを使 わせ て もら

っ こ とに しま した。 そ こに は， 担架 を

その ま ま入れ るこ とが で きたか らです 。

私 が家 に着 い た時， 友 人が た くさん

出迎 えて くれ ました。 そ して，私 の友

人であ り， 神権 定 貝会 の会 員 で もある

優 秀 な医師が， 私 の面倒 を見 て くれ た

のです 。私は， 様 々な形 で援助 を申 し

出て くれた 人々に， 感謝 の言葉 もあ り

ませ ん 。 しか し，確 か に， 私 たちは神

権 が実 際に活 用 されて い るの をこの 目

で見 たのです 。 そ して，私 た ちは， こ

のような兄弟愛 を培 う末 日聖徒 イエ ス・

キ リス ト教会 の会 員で あ るこ とに，終

生 ，感謝 し続 け る ことで しょ う。」

以前 に大管長 会 で副管長 を務 め たス

テ ィー ブ ン ・L・ リチ ャー ズ長 老 は，

次の よ うに言 ってい る。

「私 は
， 自分な りに 次の よ うな結論

を下 した。 それは， 人が知 的 に どれ程

高 くなろ うと も， また どれ程広 大 で遠

大 な奉仕 を しよ うと も， 聖 な る神 権 を

授 か らな い限 り， 主が 意図 された よ う

に，神 との関 係や 人の 本当の使 命 につ

いて完 全 に理 解す るこ とは で きな い と

い うこ とであ る。 兄弟 た ち，私 は この

こ とが わか ってか ら とい うもの， 私 に

与 え られ たこの大 い なる祝福 に対 し，

生涯 ，主 に感謝 を捧 げ て きた。 この祝

福 は，私 の先祖 たちが受 けて きた祝 福

であ り， また， 何 に も増 して，私 の息

子や 孫や ひ孫 た ちに，私 の遺産 として

受 け継 いで欲 しい祝 福 であ る。」(Co簿

力7伽6θ1～ θρ07'「 大 会報告 」1955年10

月，P.88)

兄 弟 た ち，私 はこれ まで，私 たち全

貝 が， 自分 の義 務 を一層深 く理解す る

ための助 け とな る ように話 を進め て き

た。 これは，私 たちが 「良い忠実 な僕

占， よ くや った」(マ タイ25：21)と 言

って いただ くため なの であ る。』私 た ち

が， 予 言者 スペ ンサー ・W;キ ンボー

ル大管長 を助 け，全 人類 に恵み と祝 福

をもた ら した い と?う ，大 管長 の切 な

る望 み を実現 す る こ とが で きる ように。

大 管長 の第一 の， そ して最 も重要 な 目

標 は， あ らゆ る国家，民族 ，国語 の民

に福 音 を携 えて行 くこ とであ り， また，

信仰 深 い義 人の ため に備 え られ たそれ

らの祝福 を， 天 におい て も地 において

も結び 固め るため に神殿 を建 設す るこ

とで あ る。

心 をつ くし，思 い をっ くし，体 力 を

つ くして，主 の再 臨に備 え，主 の望 ま

れ るこ とを一 生 懸命 果 たす こ とが で き

る よ うに。私 は，主 が降 臨の暁 には，

その栄光 に満 ちたみ業 の完成 を助 け る

ために，'だ れ よ りも先 に，神 権 を持 つ

忠 実 な兄 弟 た ちを呼 び集め られ る こと

を固 く信 じてい る。私 は主 が生 きてお

られ る こ とを知 ってい る。主 は必 ず再

び来 られ る。私 たちが，主 を迎 え， 主

のみ業 を助 け るのにふ さわ しい者 とな

れ るよ う，心 か ら祈 って い る。イエ ス ・

キ・リス トの み名 に よって申 し上 げ る。

アー メ ン。

☆ ☆
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一 の神権時代の2代 目の大管長であ
一
った ブ リガム ・ヤ ン グは， 次 の よ

うに語 った。「主 の民 であ る私 た ちは，

生命 と救 い，昇 栄 のため の あ らゆ る儀

式 を授 け られ てお り， しか もそれ を執

行 してい る と考 える。 しか しそ うでは

ない。私 たちが授 け られ て いるの は，

肉において執行 す る こ とので きるすべ

ての儀 式 なの であ って，次 の世 で執行

されなければ な らない儀式 は与 え られ

ていないの であ る。 それ には どの よ う

な ものがあ るか尋 ねた いこ と と思 う。

そのひ とつ を話 したい。 それ は復 活 の

儀式 とその鍵 であ る。」(ノio躍 纐 ♂げ

1漉60%zsθs「 説教 集」15：137)

私 た ちには復 活の鍵 が あ るだ ろ うか 。

皆 さんは， 二度 と死 な ない体 とな って，

この地上 に戻 って くる こ とが で きるだ

ろうか 。皆 さんの両親 ，祖 父母， 先祖

はど っだろ っか 。

私 は11歳 の時 に母 を亡 くし，20代 の

前半 に父 を亡 くした。私 は今 で も両親

のこ とを非 常 になつか し く思 って いる。

もし私 に，世 の救 い主 の よ うに， 復活

させ る力があ った ら， その 力 を使 って

両親 を もっ と生 き長 らえさせ て いたか

もしれ ない。

私 はこれ まで幾 度 とな く依 頼 を受け

で葬儀 で 話 をして きた。私 の よ く知 っ

ている人々 もいれば，私 の 愛 した人 々

もいた。 また私 の祝 福 に よ り， しば ら

く命 を とりとめ た人々 もいた。 しか し，

私 た ちは， イエ ス ・キ リス トが数 人の

人々 をよみが え らせ た も うた よ うに，

死 者 をよみが えらせ るこ との で き る人

を知 らない。
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私 たち の大 き=な可能性

大 管長

ス ベ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

義人には，「遂 には神 の 如き 者 とな リ，それ につける祝福を受

ける」 ことが一ぐきるという約束が与え られている

その鍵 は，「この現世 とい うステー ジ

を終 えて，再 び肉体 を得 た人々 に与 え

られ るであ ろ う。…… 彼 らは復 活 の鍵

を持 つ者 に よ り聖 任 を受 け て， 聖徒 た

ち を復 活 させ る ことであ ろ う。 それ は

あたか も，私 たちがバ プテ スマ を受 け

た後 ，他 の人々 に罪 の赦 し を受 け るた

めのバプ テスマ を施 す権 能 の鍵 を受 け

るの と同 じで ある。 これが この地上 で

受 ける こ とので きな い儀 式 のひ とつ で

あ り， この よ うな ものはほか に も多 く

あ る。」(「説教 集」15：137)

主 イ エ スが舟 の後部 で ま くらを して

眠ってお られた場 面 を覚 えているだ ろう。

その 時，弟子 た ちは イエス を起 こ して，

「先生
， わた し どもが おぼれ死 ん で も，

おか まいに な らないの ですか」 と言 っ

た。

「イエ スは起 きあが って風 を しか り
，

海 に むか って， 『静 まれ， 黙 れ』 と言

われ る と，風 はや んで， 大 な ぎに なっ

た。… …

彼 らは……互 いに 言った，『いったい，

この方 はだ れだ ろ う。風 も海 も従 わせ

る とは』。」(マ ル コ4：38-39，41)

恐 ら く，将 来，私 た ちが肉体 と霊 と

を完成 させ てい く過程 で学 ん でい くこ

とが， 外に もあ るので あろ う。 それ に

して も， 私 たちは， 何 と頼 りない存在

であ ろ うか。私 たちには ご く限 られ た

力 しか な く， 風 も波 も嵐 も，ほ とん ど

従わせ るこ とが で きな いので あ る。私

たちは聖典 の言葉 を数 多 く知 ってい る

が， その中 で前 の予 言者 ロ レンゾ ・ス

ノー の言葉 を引用 してみ よ う。短 い一

文に凝縮 された言葉である。「人が現 在

あ る ご と くに神 はか つて あ り，神 が現

在 あ るごと くに人はな り得 るのである。」

これ はつ ま り， 私 た ちが 完成に近づ き，

経 験 を積 んで， 自然 界の物 質 を創造 し，

組 織 し，支 配す る力 を得 る よ うになれ

ば， それ に従 って新 た な力 も与 え られ

る とい っこ とで ある。私 た ちは何 と限

られ た存在 であ ろ うか。私 た ちには，

草 を生 え させ る力 も，植物 を生 み出す

力 も， 種 を発芽 させ る力 もない。

再 び ブ リガム ・ヤ ングの言葉 であ る。

「この よ うな儀 式 は この世 で行 なわれ

な い。私 た ちは， この現世 の人 間に適

応 した組織 を作 る。 元素 を組 み合 わせ，

種 を ま くこ とに よ り， 私 たちは，野 菜

や 木や 穀物 な どを育成す る。」 しか し私

た ちは生命 を吹 き込 むのではない。「私

た ちは，現世 の人の ため に用意 され た

主 の計 画 に従 って， この世 で王 国 を組

織 して い る。復 活 した人 々のため に組

織 して い るの では ない。 しか し， 似 た

よ うな組織 で あ るこ とは確 かで ある。」

(「説教 集」15：137)

何 百 万 とい う人類が， これ まで霊 の

創 造 と成長に貢献 してきた。しか し 「こ

の芽 を， 神 は私 た ちの内 におかれ た。

だか ら， 私 た ちの霊 が肉体 を受 け，信

仰 深 い生活 を通 して私 た ちが冠 を受 け

るにふ さわ しい者 とな る時， 霊 と肉体

を生 み 出す権 能が 与 え られ るで あろ う。

しか し， これ らの鍵 を この地上 で受 け

る こ とは で き な い。」(「説 説 集 」15：

137)こ れ もまた， 天の権 能 であ る。

ここで， アブ ラハ ム な る人物 を紹 介

しよ う。 人 として生 まれ， モー セの先

祖 とな り， 「一人の人の別 の 人に語 る如

'
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く主 と顔 と顔 とを合せて」(ア ブラハ ム

3：11)語 った 人物 で あ る。

主は言 われ た。「わか子 よ，……われ

汝 にこれ らのすべ て を示 さん。 …… わ
わざ

れ主 の御 手 に成 る工 を見 たる ところ・・

… そはわか 眼の前 に殖 え増 してその極

を見 る能 わ さ りき。」 ア ブ ラハ ム31

12)

主 は アブ ラハ ムに，諸 々 の星座 と世

界 とを示 され たか ， それは海 の砂 の よ

うに数 限 りなか った。 そ して，主 は言

われた。「アブラハ ムよ，わ れ汝か すべ

て これ らの言 を宣べ んため， 汝 かエ ジ

プ トに入 るに先 だ ちこれ らの もの を見

す るな り。」(ブ ラハ ム3：15)そ れ

か ら，諸 々の創造 物 と星 と世 界 か， 数

限 りな く次 々 と示 され た。

主は これに先立 って天使 を送 り， 祭

壇上の アブ ラハ ムの命 を奪 お うとした

暗殺者 の手 か らアブ ラハム を救 い出 し

てお られた。 そ して主 はア ブ ラハ ムに

彼の知 らなか った こ とを示 された。 そ

れは，「われ は上は諸 天 を支 配 し，下 は地

を支 配 し， あ らゆる智恵 に於 て思 慮に

於 て汝 の太初 よ り見 たる ところのすべ

ての 英智 たちに勝 れは な り， われは太

初 に，汝 の見 た るすべ ての英智 た ちの

中 に降 り来れ り。」(ア ブ ラハ ム3：21)

そ れ か ら主 は， 新 しい世 界 を予 言者

アブ ラハ ムの前 に展開す るの てあ る。

主 はアブラハム に，「この世 に先 だ ちて

組織 され たる英智 た ちを見せ たまいた

りき。而 して， こ れ らすへ ての ものの

中 には，高 貴に して偉 大 な るもの多 く

あ りた り。

神 ， これ ちの霊 を善 しと見た まい，

これ らの霊 の 中に立 ちて言 いた まえ り，

これ らの 者 をわか統治者 とな さん。神，

霊 な りしこれ らの者の 中に立 ちて， こ

れ を善 しと見 た まい たれ は な り。而 し

て，神 わ れに言 いた まいけ るは， アブ

ラハ ム よ， 汝 は これ らの者の一 人 な り。

汝は生れ さる前 に選 は れた り， と。

これ らの者 の中に，神 の如 き者一 人

立 ちて共 に在 りし者 た ちに言 いけ るは，

われ ら降 り行か ん。か しこに空 間あれ

ば な り。 而 して これ らの材料 をと りて，

これ らの者 の住 ま うべ き地 を造 らん。」

そ して次 の ような約 束か続 いて与 え

られ た。「而 して，これに よりて彼 らを試

し，何 に て もあれ， 主 なる彼 らの神 の

命 した まわんすへ て のこ とを彼 らか為

すや 否や を見 ん。

而 して， 最初 の位(つ ま り， 霊 とし

て の生 活)を 保 つ者 は更 に附け加 えら

れ， 最初 の位 を保 た さる者 は， 最初 の

位 を保 つ 者 と同 じ王 国に て栄 を得 るこ

となか らん 。而 して， 第二 の位(こ れ

か現世 の生活 で あ る)を 保つ者 は， と

こ しえに栄光 をその頭 に附 け加 えられ

ん 。」(ア ブ ラハ ム3：22-26)こ れ に

は すへ て条件 かつ け られ てい る。彼 ら

か その位 を保 ち，戒 め を守 り， 主 なる

神 の命 しられたすへ ての こ とを行 な う

とい う条件 てあ る。

神 は， これ らの英知 たち を選 ん て霊

讃美歌を歌う大管長会
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体 を与 え， さらに指 導 と訓練 を施 され

た。 また， 彼 らのため にひ とつ の世 界

を創造 し，霊 で あ る彼 らに肉体 を得 さ

せ るため に，そ こへ 送 り込 まれ た。 そ

のために備 え られ た世 界 だか らで ある。

主は，彼 らを地上 に置 いた後 ， どの よ

っに成 長 に努め れば よいのか， どの よ

うに生活 を整 えて完全 な者 となれ ば よ

いのか とい りこ とにつ いて，彼 らに教

え られ た。彼 らが成長 を遂 げて， 天の

御 父の みも とへ帰 れ る よ うにす るため

であ る。.そ してつ いに，霊体 が地 上 に

送 られて， 肉体 を与 え るこ とを許 され

た両親 の下に生 まれ る時がや って来 た。

しか し， い まだか つて， この地上 で，

霊体 の親 とな った者 はいな い。私 た ち

は， まだ完全 か らはほ ど遠 い状 態 だか

らである。少 し前 に私 の言 っ た言葉 を

思い出 して いただ きたい。「人が現在 あ

るごとくに神 はかつ て あ り， 神 が現 在

あるご とくに人 はな り得 るの であ る。」

霊 た ちは， 自分が神 の ような者 とな っ

たら天 父の も とに戻 る こ とが で き，大

いなる進 歩 と成長 を続 け るこ とが で き

るとい うこ とを完全 に理 解 した上 で，

この地上 に来 たので ある。

皆 さんは，霊 を生み 出す ことが で き

るで あろ うか。皆 さんの知 って い る人

で，霊 を生 み 出 した 人が い るであ ろ う

か。 これ も現 世 の人間 に は与 え られ な

い力 であ る。だか ら，私 たちに は，学

ばなけれ ばな らない こ とが まだ まだ た

くさんあ るの であ る。

「私 た ちは まだ
，霊体 を創 造 した り，

生み 出 した りす る力 は持 って いな い。

(世 界中の専 門家 の 自慢 の知 識 を総動

員 して も， この力は まだ得 られ て いな

い)し か し，私 た ちは(神 の助 け を借

りて，私 た ちの子 供 のため に)こ の世

での肉体 を生 み出す 力は持 ってい る。

この芽 を，神 は私 た ちの 内に おかれ た。

…… だか ら
，兄 弟 たち よ，私 た ちは，1

この地上 にいる間 に仕 事 をな し終 え る

ことはな い し，.完 成 させ るこ ともで き

ない ことが，理 解 で きるで あろ う。 イ

エ スで さえ， この地上 に い る間 に， み

業 を終 えるこ とが なか ったの で ある。」

(「説教集」15：137)

も う ひ とつ の こ とをお話 しよ う。私

たちが この地 上 で肉体 を持 って いる間
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は ， 「王 国 を作った り，物 質 を組 織 した ・

りす る こ とはで きない。 それは，私 た

ちの能 力や 召 しを越 え た もので あ り，

この世 では で きない こ とだか らであ る。

復活 の際， この世 であ らゆ るこ とに忠

実 で勤勉 で あった 人々，す なわち， 第

一 の位 と第二の位 とを保 ち
，神 た る冠

を受 け る，つ ま り神 の息子 とな るにふ

さわ しい人々は，聖 任 されて，物 質 を

組 織す るこ とにな る。 この地球 と， 目

に見 える星 との 問に， どれほ どの物質

があ るか おわか りだ ろ うか。 この地球

と同 じよ うな もの を幾百 万 とな く作 れ

るだけ の物 質が あ る。 ただ，今 の とこ

ろ， それが拡 散 して いて， 汚れ もな く

純粋 だか ら，私 た ちは それ を通 して星

を見て い るの であ る。 それ で も物質 は

そ こに存在 す る。 この概 念が おわか り

だ ろうか 。物質 が どれ程微 細 な もの か，

おわか りにな るだ ろ うか 。」(「説教集 」

15：137)

私 た ちの知 ってい る こ とが いか にわ

ずかか，少 しで も理 解 で きただ ろ うか。

パ ウロが 言った ように，「目が まだ見 ず

耳が まだ聞かず ，人 の心 に思 い浮び も

しなか った こ とを，神 は， ご 自分 を愛

す る者 たちの ため に備 え られ た」ので

ある。(1コ リン ト2：9)』

私 たちは，完 全 な福 音につ い て話 を

す る。 しか し， 私 たちが準備 す るにつ

れ，生活 を完全 な ものにす るにつ れ，

そ して もっ と神 の よ うな者 とな るにつ

れ， まだ 多 くの こ とが与 え られ る こ と

も承 知 して い る。私 た ちはそれ に対 す

る備 えがで きてい るだ ろ うか。教義 と

聖約の 中に は，ア ブラハ ムはす でに神

の如 き者 となった と書 かれ て いる。疑

いな く， 彼 は数 々 の力 を授 か ってい る

に違 いない。私 た ち も， その よ うな力

を授か りたい もの であ る し， また，信

仰深 い，完全 な生活 を続 けて ゆ く限 り，

必ず私 た ちに も授 け られ るはず であ る。

今 日の話 を， 「高 きに栄 えて」の歌 で

終 りに したい と思 う。

高きに栄えて

いっ，かえり行 きて

わが霊かつては

幼 きそのとき

住めるわが父

み顔 を見 るや

みそばに住みて

育てられしか

深きみむねにて

友 と生れ との
「汝は旅人」 と

さらに高 き世 に

み父 と呼ぶべ く

智の鍵受 くまで

み親は一人か

永遠の真理は告 ぐ

われ世に降だし

思い出とめぬ

ささや きありて

在 りしをさとる

みたまにならう

理 を知 らざりし

深 く思えば い

天に母 ありと

この身を横たえ 世 を去 るときに

父母 と高 きにて

仰せ のみわざみな

受入れみそばに

われは会えるや

成 しとげしとき

住 まわせたまえ

(讃美歌140番)

兄弟たち，私たちが完全に向かって

生活 を向上 させて行 く時，神の祝福が

あるように。それは，約束された祝福

にあずかるためであ り，ついには神の

如 き者 となって，それにつける祝福 を

受け るためである。

私は，私 たちが家庭に戻って，子供

たちを訓練 し，彼 らに永遠の福音の原

則を教 える時，主か ら祝福 をいただけ

るよう，主に願 い求める。子供たちは，

幼い内か ら生活 を整 えることができる。

そ うすれば，やがて永遠の将来に主か

ら認め られる完成を目ざすであろう。

こうした祝福 を授か るよう願 い求める

と共に，私 たちの祝福 を皆 さんに残 し

たい。 また， この教会が真実であるこ

と，神が生 きておられること，イエス.

がキ リス トであることを証する。皆さ

ん もそれを知 っているし，私 も知 って

いる。私たちはそのことを身をもって

生活に示 さなければならないのである。

この証 をイエス ・キ リス トのみ名によ

って申し上げる。アー メン。

☆ ☆
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は今 日の話 のテー マ として，万事私
に悲観 的 な世 で あった1918年 に ，

-

陸軍でよ く歌 われていた歌の一節 を選

んだ。その歌は次のような言葉で始ま

る。

雲聞 に漏 れ る銀 色の光 が あ る

(レ ナ ・ギル バー ト ・フ ォー ド)

私 が このテーマ に決 めた のは，や が

て困難 な時代 の来 るこ とを告 げ る兆 が

今見 えてい るが， その裏 に は必ず 「銀

色の光」が あ り， 「私 たちの知 らない薄

暗が りの 向 こ うで神 は絶 えず私 た ちを

見守 って お られ る」 とい うこ とを信 じ

てい るか らで ある(7「勉P解s6窺Cγ 短s

「現代の 危機 」 ジ ェー ム ズ ・ラッセル ・

ローエ ル)。

現在，世 界が 関心 を抱 いて いる事 柄

は，国連事務 総長 の次 の言葉 に最：もよ

く表わ されて い る。

「私 は
，今 日世 界 を取 り巻 いて いる

情勢 を深 く憂慮す る と共 に， この こ と

を各 国の責 任 あ る地位 に あ る方 々に是

非 と も認 識 してい ただ きたい と思 う次

第で ある。現在 の混乱 した発展 が この

まま続 けば ど うな るか とい うこ とに関

して は，世 界 中の 人々が 懸念す る とこ

ろで あ り， また私 たちが完全 に理 解で

きず成 り行 きに任せ て いる諸 現象 を非

常 に心 配す る声が あ る。 未来につ いて

あ らゆ る推 測が な され て いるが， その

大半 は先 行 きの暗 い こ と を示 して いる。

その 中で，私 の心 を非 常な不 安 に陥 れ

てい るのは， なすすべ が な い とい う宿

命論 であ る。 しか しこれ は何 も新 しい

4月3日 出 午前の部 における説教

希 望 の 光

第二 副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

主の戒めに従 うならば平安を得，罪ある状 態に止 まっているな

ら災いが下されるであろう

現 象 ではな い。人間社 会に変化 の時期

が到来 す る徴候 が見 え る と， しば しば

悲惨 な予 言が 発せ られ るか らであ る。

ただ新 しいこ とと言えば， こ うした懸

念 を引 き起 こす問題 が これ までに な く

大 きい とい うこ とであ る。

今 日， そ うした問題に直 面 してい る

文明は 入類 の一 部 に とどま らず， 人類

全体 に 及ん でい る。」(ク ル ト ・ワル ト

ハ イム，1974年8月30日)

深 ま る暮 色 を予示 す る今 ひ とつ の し

るしは， 丁肋E雇 αプ岬 粥η6θ(「繁栄

の片隅 で」)と 題す る新 刊書につ いて取

り上 げた最近 の新 聞記事 の中 に見 るこ

とがで きる。この書物 は，「とどまる とこ

ろ を知 らな い食糧 難の どん底 で あえい

でい る人類 を描 いた もので あ る。」(ポ

ー ル ・エ ル リッヒ夫妻
， ス タンフォー

ド大 学ニ ュー ス，1974年12月17日 付)

世 の人々 は この ような前 兆に狼狽 の

色 を見せ て いるが，末 日聖徒 は決 して

これ に驚か ない。私 た ち末 日聖徒 は，

主が150年 程 前 に， 地の民 が その行 な

いを改 めな けれ ば災いが下 され るで あ

ろう と言わ れた こ とを知 って いるか ら

である。主 はそ の災いが なぜ ， いつ下

され るのか， また災い を避 け るには ど

うす れば よいか につ い て言明 された。

主 は， 今 に も起 こ ろ うとして い る災

いの 原因 を説明 して，次 の よ うに言 わ

れ た。 「そは彼 ら(こ の世 に住 む人々)

わが儀 式 よ り離 れ去 り， わが永遠 の 誓

約 を破 りたれば な り。

彼 らは主 の義 を打建 てん ため に主 を

求めず して， あ らゆ る者 おのが心 の ま

まに振 舞 いおの れ らの神 の姿 を求む れ

ど も……

されば ，主 な るわれ， この世 に住 め

る人々 に襲 い来 るべ き禍 を知 れば， わ

が僕 ジ ョセ ブ ・ス ミス(二 代 目)を 呼

び天 よ り語 りて彼 に誠 命 を下 せ り。

また他 の者 ど もに もこれ を世 の人々

に宣 ぶ る様誠 命 を与 えた れ ど…・・コ(教

義 と聖 約1：15-18)

主 は こ こで， 父 なる神 と御子 イエス・

キ リス トが ジ ョセ ブ ・ス ミス に親 し く

み姿 を現 わ されてか ら11年 の間 に御 自

身 とジ ョセ ブ ・ス ミスの 間に あった交

わ りを指 して言 ってお られ る。 こ うし

た交 わ り，す な わち啓示 を通 して，神

は全人類 が文 字通 り神 の霊 の子供 であ

るこ とを断言 され た。 また， 地球 は神

の霊 の息子 ，娘 で ある私 たちの住むべ

き場 所 として御 父の み こころに従 って

創造 され たこ と， そ して私 たちは これ

で試 され， 父 な る神 が命 じられ る こと

を行 な うか否 か を見 られ ることに なっ

たこ とを説 明 された。

神 は豊 か な経験か ら， 災い を被 らな
'
い よ うにす るには私 たちが ど う振 る舞

えば よいか とい うこ とを知 ってお られ

た。災 い はこれ まで も繰 り返 し地 の民

を悲 しみ に追 いや り，荒 廃 させ て きた。

そ こで神 は，存続 し繁栄 を続 けて行

くため に は ど うい う生 き方 をす れば よ

いか を， アダ ム を始め とす る最初 の世

代 に， またその後 に続 くすべ ての世代

に教 え られた 。神 は また彼 らに， 主の

指示 に従 うな らば祝 福 されて栄 えるで

あろ う と約 束 され， 同時に教 えに従 わ

なけれ ば災 い と不 幸が下 るであろ うと
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警告 された。

これ らの指示 と警告 は， 執念深 い暴

君の気 ま ぐれ な命令 で はない。 いつ も

私 たちの こ とを心 にか け てお られ る愛

に満 ちた天 父の教 えで あ り，勧告 であ

り，願 い であ る。 この地上 に平和 と幸

福 を もた らす 唯一 の方 法か 指示 され て

いるので ある。世 界の平和 と発展 に欠

くこ との てきない不変 の律 法 であ るこ

とを宣 言す る もの てあ る。 地球 自体，

地球 を創造 された神 の教 えに 人類 か従

うか否かに左右 され るの であ る。

従順 とは，「自然 の力か平 和のうちに

相互 に利益 を与 え合 い なか ら作用 し合

う」 ことてあ る。

一方
，不従順 は，「災い とい う破壊 的

現象の形」 て現 わ れ得 る し， これ まて

に も繰 り返 し引 き起 こ されて きた。

ノアの時代 の人 々の不従順 は，「大洪

水 をもた らしたの てあ った。」(ジ ェー

ムズ ・E・ タル メー ジ，1窺 ργo肥耀 窺

Eγα 「イ ンプ ル ー ブメ ン ト・エ ラ」1921

年6月 号 ，p.738)

こ こで， もし従順 て あ るな らは平和

と繁栄か もた らされ るであ ろ う とい う

神 の基本 的 な教 えにつ いて，少 し考 え

てみ よ つ。

アタム とイブ かエテ ンの 園を出た後，

ふ た りか神 か ら最初 に受 け た戒 めは 「主

なる汝 らの神 を礼拝 せ よ」 とい うもの

であった(モ ー セ5：5参 照)。 この戒 め

には大 きな意義か あ る。 とい うのは，

これ か神 の他 の すべ ての戒め の土台 と

なるか らであ る。主 なる神 を礼拝 す る

こ との大切 さを， 主か繰 り返 し強調 し

て言 ってお られ る こ とに注意、して いた

たきた い。

「わたしはあなたの神
，主であって・・…

あなた はわ た しの ほかに， なに もの

を も神 として はな らない。

あなた は， あなた の神 ，主 の名 を，

みだ りに唱 えてはな らな い。」(出 エ ジ

プ ト20：2-3，7)

「先 生
，律 法 の中 で， どのい ま しめ

かいちば ん大切 なの てすか」 と質問 し

た律法 学者 に， イエ スは こ う言われ た。

「心 をつ くし
， 精神 をつ くし，思 い

をつ くして，主 な るあ なたの神 を愛せ

よ。」(マ タ イ22：36-37)

主 は 暗 に先の戒 め の こ とを指 して，

現代 の 人々 について，予 言者 ジ ョセブ ・

ス ミスに次 の ように言われ た。「彼らは

主の義 を打建 て んため に主 を求 めず し

て， あ らゆ る者お のか心 の ままに振舞

いおのれ らの神 の姿 を求 むれ ど も， そ

の姿 は人の世 の像 に して その本 質 は一

個 の偶像 な り。」(教 義 と聖約1：16)

こ れ らの戒 め には， それ を守 る時 に い

祝福 か 与 え られ る とい う約 束 が伴 って

いる。そ の こ とか ， この神 権 時代 の聖

徒の ため にジ ョセ ブ ・ス ミスに与 え ら

れ た主 の戒 め の中に はっ き りと述べ ら

れてい る。

「汝 ら偽 りを言 うなか れ
。」(教 義 と

聖約42：21)

「汝 心 を尽 し
， 勢 力 と思 い と体 力 と

を尽 して主 な る汝の神 を愛すべ し。 ま

た， イエ ス ・キ りス トの名 に よ りて神

に仕 うべ し。

汝 己れ の如 く汝 の隣 りを愛せ よ。汝

盗む なか れ。 また，姦 淫 を犯 す なかれ。

また， 人 を殺 す なか れ， また何事 にて

もこれに類 す るこ とを為す こ となかれ 。

すべ て の事 に就 きて， 主 な る汝 の神

に感 謝すべ し。… …

6
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汝 なお ざら充分 に世 の汚 れに染 まざ

る様，祈 りの家 に行 きて わが聖 日に汝

の聖式 を捧 ぐべ し。∵…

而 して汝 ら感謝 と愉快 な る心.と顔 容

とを以て これ を為 さば，… …

地 に満つ るすべ ての ものは汝 らに与

えらるべ し。……

され ど汝知 るべ し。正 しき業 を行 う

者は よ き報 い を得 ，す なわ ち この世 に

在 りては平和 を得 ，次 の世 に在 りては

永遠 の生 命 を得 ん。」(教 義 と聖 約59・：

5-7，9，15-16，23;)

現 代 の人々 は， この戒め を守 る こと

によって上記 の聖 句にあ る よ うな報 い

を得 てい るだ ろ うか 。主 は次 にあげ る

聖句の 中で，.私 たちが悔 い改め をせ ず，

悪の道に 弓.1き続 き止 まってい るな らど

の よ うな報 い を受 け るか につ いて述べ

てお られ る。
こら

「そは，無人の境 となるほ どの懲 し

めこの世の人々の中に出で来 り，世の

人々悔い改めずんば度々引 きつず き懲
こうむ

しめ を蒙 りて この世 は空 し くな り，世
かがやき

の人々はわが来る時の光輝により焼 き

つくされてことごとく亡び失するに至

ればな り。 、

見よ，この言はわれまたエルサ レム

の滅亡に就 きて正にその民に告げたる

如 く語るな り。この事のかつて今 まで

に実証せ られし如 く，今 またわが言は

実証せ らるべ し。」(教 義 と聖約5：19
-20)

教義 と聖約88章 の中で，主は次のよ

うな勧告 と予言 を与えておられる。「汝

らの束縛 を解 きたる自由を守 り，罪に

陥ることな くして主の来るまでその手

を清浄にな し置 くべ し。

今 より日ならず して，地は震いて酔

いたる人の如 くよろめき， 日輪は面を

か くして光 を与 うることを拒み，月輪

は血を浴び，諸星激しく怒 りていちじ

くの樹より落つるいちじくの如 く落ち
ず'

下 らん 。」(教 義 と聖 約88：86-87)

いか な る政府 の働 き， 国家 の軍隊，

人間の学 識 と知 恵 を結集 して も， これ

らの災 い を逃れ るこ とはで きな い。 災

いを避 け る唯一 の道 は， 天 父な る神 に

よって示 され た生活 を受 け 入航 それに

従 うこ とで ある。災 いは， あ る原因が

あ りその結果 として起 こるので ある。

従 って，「人類が罪 を犯 し，神 に背 き続

け るな らば当然」 災 いは起 こる(タ ル

メー ジ 「イ ンプ ルー ブメ ン ト ・エラ」

1921年6月 号，p.739)。

だ か らと言 って，主が これ らの災 い

を楽 しんでお られ る とはお考 えにな ら

な いよ うに 。主 は その よ うな御 方で は

ない。主 は 入々に悔 い改め て災い を避

けるよ う説 き勧 め るため に， 罪の結果

が どうな るか を写 実的 な表現 で予言 し

てお られ るの であ る。

さて，最後 に少 し，初め に述べ た希

望 の光 につ いて考 えてみ よ う。

主 は これ まで度 々，主 の戒 め を破 る

な らば災 いが下 され るであ ろ っと警告

して こ られ たが， 同時 に，戒め を守 る

な らば 災いは避 け られ，祝 福が もた ら

され る と約 束 してお られ る。

不従順 の結果 大洪水 が起 きた ように，

従順の結 果エ ノクの シオ ンは聖 別 され

た。

「主 は その土 地を祝 したまいたれば
，

民 は… …誠 に栄 えた り。

主， その民 をシオ ン と呼 びた まえ り。

彼 ら心 を一 に し，精 神 を一 に し，義 に

住みたればな り。」(モ ー セ7：17-18)

キ リス トが十字架 にか け られ た時，

古代 ア メ リカに住 む不従順 な民 は， 地

震や旋風 火事 に よって滅ぼ された。

その一方義 人は生 き長 らえて繁栄 し，

民の 間には100年 以 上咬間何 の不 和 も

なか った。(IVニ ー ファイ2，16参 照)

主 はマ ラキ を通 して約束 してお られ

る。「イスラエルはその忠実 さの故 に相

応の時季 を与 え られ，慈 雨 に も恵 まれ

て，倉 に納め切 れ ない程の収穫 を得 る

であ ろ う。」(タ ル メー ジ 「インプルー

ブ メン ト ・エ ラ」1921年6月 号，p.738;

マ ラ キ3：8-12参 照)こ の末の 日に も

これ と同 じ保証 が与 え られ てい る。

ニー フ ァイは この時代 を先見 して，

次の よ うに語 って いる。「神が ・…・火 を

もってその敵 を亡ぼ さねば な らな くと

も神 はその能 力 で必 ず義 人たち を守 り

た もう。故 に義 人は恐 れ るに及ば ない」

(1ニ ー フ ァイ22：17)

イ エ ス は現 代 につ い て，使徒 たちに

次の よ うに言われた。「……地に浴 るる

懲 しめ を見終 りて後 ・… ・世 を滅ぼ すべ

き疫 病， 地 を覆 うべ ければ な り。

され どわが弟子たちは，聖地に立ち

て動 くことなかるべ し。されど悪 しき

人々の中には，声 を挙げて神 をのろい

死ぬ る者たちあらん。

また地震 も至る所に起 り多くの荒廃

は来らん。され どなお人々はわれに向

いて≠ ろを蹟箇に し，互いに剣 を執

りて殺 し合 うべ し……

さて主なるわれ，これらのことを弟

子たちに語 りし時彼 らこころを悩ませ

り。

さればわれ彼 らに言えり。汝らここ

ろを悩 ますこ となかれ。そはすべてこ

れらの事起る時は，汝 らに為せ る約束

の成就するを汝らの知 らんが故な り，

と。」(教 義 と聖約45：31一一35)
「……われは人々を偏 り見る者にあ

らざれば，すべての人々をしてその 日

の速に来 るを知 らしめん と思えばな り。

而して地 より平和の取 り去 られ，悪魔

自らの領土を支配す る時はなおいまだ

しといえども今や近きにあり。

されど(こ こに希望 の最 も明るい光

がある)主 もまたその聖徒 らを支配 し，

その真中にありてこれを統治せん。」(教

義 と聖約1：35-36)

以上の主の約束を固く信 じ，信頼す

るためには，私たちは戒めを守 り，「郵

たちの知 らない薄暗が りの向こうで神

は，絶えず私たちを見守っておられる」

とい うこ とを知 って励む必要がある。

これが，私の心か ら望むことである。

さて，私の兄弟姉妹である皆様に，

私はこれか ら述べることが真実である

ことを証 申し上げる。私たちは父なる

神の子供 である。神 は私たちをこの地

上に送 って下 さった。神の簡潔明瞭な

み言葉に従 って私たちが何を行なうか

によって， これから起 こることが決ま

るのである。悔い改めて主の戒めに従

うならば，私たちは世にあって平安を

得，罪ある状態に止 まっているならば

災いが下 されることを私は知 っている。

神が私たちと共におられて，私たちが

平安 と安全 を得るこ とができるよう，

贈い主 イエス ・キ リス トのみ名によ り

お祈 り申し上げる。アー メン。
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仲 保 者

十二使徒評議員会会員

ボ イ ト ・K・ バ ツカ ー

深 く罪を悔いる人々のため に，正義の要求に応 し，憐れみを施す

ことの一ぐきる順 い主，仲保 者がお られ る

㌧ ・

ム 日の私 のお話 は，皆 さん と私 のふ一7

た りだけ であれ ば私 自身 もっ とよ

くお話 しす るこ とが で き，皆 さん に も

理解 して いただけ る と思 う。 また，私

たちがお互 い を知 って いて， ま じめ な

問題， それ も神聖 な事 柄 を も話 し合 え

るよ うな， その よ うな信頼 関係 に あれ

ば もっとお話 しや す い と思 う。

もし私 た ちがそ の よ うな親 しい関係

にあった ら，今 日の話 の 内容 か ら言っ

て，私 は皆 さんの表情 に注 意 を払 いな

が ら話 を進め てい くと思 う。 そ して，

もし全 く興味 が なか った り，心 に混 乱

を来す ようであれば， す ぐに もっ と平

凡な事柄 に話題 を変 え るで あろ う。

しか し私 の記憶す る限 り，私 は これ

以上 大切 な こ とをお 話 した こ とは ない

と思 う。私 は今 日，私 たち の主 で ある

イエ ス ・キ リス トにつ いて， イエ スは

実際 に何 を行 なわ れたか， また その こ

とが現在 どの よ うな意味 を持 つのかに

つ いてお話す るつ も りであ る。

人か ら次 の よ うに尋 ね られ た としよ

う。「救 い主 が社会 にお与えになった影

響は別 として， あな た 自身 は救 い主 か

らどの よ うな影響 を受 けて い ます か。」

この質 問に答 え るため に， まず 皆 さ

んに次の こ とをお尋 ね した い。 あな た

はこれ まで経済 的に ひ ど く困 った経験

がお あ りだ ろ うか 。 また思 わぬ 出費 に

迫 られた り，借金 の返 済期 限が来 て，

金策 が つかずに 困って しまった とい う

よっな経験 を した こ とは ないだ ろ っか 。

この ような経験 は愉快 な もの では な

いが， 永遠の計画 の 中で は非常 に有益

な もの とな り得 る。 もし， これ まで そ

う した経験 か ら何 も学 んでいなけれ ば，

道 に迷 った り， 試験に失 敗 した時 の よ

うにわか るまで努 力 しなければ な らな

い。そ うしては じめ て霊 的 な成長 を遂

げ るこ とが で きるのであ る。

主が 次の よ うに言わ れたの は， その

こ とを指 してい るので はな いだろ っか 。

「富 ん でい る者 が神 の国 にはい る よ

りは， ら くだが針 の穴 を通 る方が， も

っ とや さ しい。」(マ タイ19：24)

請 け 戻 し権 喪失 とい う問題 に直面 し

た経験 の あ る人な ら， 問題 に直面 して

いる人が どこか 困 った様 子 で， だれか

が救 いに来 て くれ るの を待 って いる よ

うに見 える こ とを知 って いる。

ここで大切 な教 訓 を学ぶ ことが で き

る。す なわ ち，私 た ちに は霊 の収 支計

算書が あって， たえず残高 が記 され不

足分 につ いて は必ず清算 しなければ な

らないので ある。

この霊 的 な債務 を理解 す るため には，

どうして も愛，信仰 ，憐 れ み，正義 と

いった実体 の ない ものにつ いて お話 し

せ ざるを得 ない。

これ らの徳は 耳にす るこ とも 目にす

ること もで きない ものでは あ るが， こ

れの実在 す るこ とをこ こでわ ざわ ざ皆

さんに説 く必要 は ない と思 う。私 た ち

は しば しば，視覚 や聴覚 以 外の感覚 に

よって それ らの徳 を知 るので ある。

私 た ちは， あ ま りに も視覚 ，聴覚 ，

嗅覚 ，味覚 ，触覚 とい う五感 を通 して

知覚 す る こ とに慣 れす ぎて い るため，

これ以 外の方法 で は知覚 で きない よ う

な人が い る。

しか し， 霊的 な事 柄 はそ の よ うな感

覚 では決 して知覚 で きないの であ る。

心で受 け る感 じは触覚 で受 け る感 じと

は異 な る。心 に触 れ るよ うな感 じを受

け るの であ る。

物事 ， 霊的 な事柄 は純粋 な知 識 とし

て私 た ちの心 に刻 みつ け られ， 記憶 に

残 る の で あ る。知 識 とは，「す でに起

りた る こ と，今 有 るこ と，近 く必ず起

らん とす るこ と」 に関す る知識 であ る

(教 義 と聖約88：79，93：24， ヤ コブ

4：13参 照)。

私 たちは物 質 的な事柄 につ いて知 っ

てい る。 それ と同 じよ うに確か に，霊

的 な事柄 につ いて も知 る こ とが で き る。

私 た ちは み な例 外 な く， いつ の 日か

霊 的 な事 柄 につ いて清算 す る。 その 日，

私 た ちは現世 で の行 ないに対す る裁 き

に臨み， 抵 当権 の行 使 とい う問題 に直

面 す るで あ ろ う。

そ の こ とに関 して私 にわか って い る

こ とは，私 た ちは公正 に扱 われ る とい

うこ とで あ る。正 義す な わち永遠 の正

義 の律 法が ，私 た ちが霊 に 関す る清 算

を行 な う際 の尺 度 とな るの であ る。

正 義 の女神 は普 通， 手に はか りを持

ち，偏 り見 た り同情 した りす るこ との

な いよ う目隠 しを した姿 で描 かれ る。

正義 に同情 が あ って はな らない。正 義

は正 義 で あ る。 現世 の生涯 は， 正義 の

はか りに よ って 計 られ るであ ろ う。

予 言者 アルマ は次 の よ うに断言 して

い る。「正義 は人に要求 して律 法 を きび

し く行 い，律 法 は この者に罰 を与 え る。

もしそ うでなけ れば，正 義 の働 きは空

し くな り，神 は神 たる資格 がな くな る

ので あ る。」(ア ルマ42：22)
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私は皆さんに，アルマ書42章 をお読

みになるようお勧めす る。42章 には正

義の働 きが明 らかにされてお り，ひ と

りの詩人が真理について述べた言葉 を

確認するものである。「正 義 だけ を押

し通すのでは，われわれは誰 も救 いに

はあずかれない。」(シ ェイクスピア，

「べ芦 スの商人」第4幕 ，菅 泰男訳)

これか ら皆さんにひとつのたとえ話

をお話 したい。

あるものが欲 しくて欲 しくてたまら

ない人がいた。彼に とって， それに勝

る大切 なものはなかったのであろう。

彼は， 自分の望み をかなえるため 多額

の借金 をした。

借金は しないように，.特に貸主には

注意す るように警告 されていたにもか

かわらず， 自分の思い通 りにした。欲

しいものをす ぐ手に入れることの方が，

稼にとっては重要だったのであろう。

借金はいずれ返済できると思い込んで

いたのである。

彼は契約書に署名をした。借金はそ

の うちに返せると思っていたので， さ

して気に もかけなかった。支払期限は

遠い先の ことのように思われたか らで

ある。欲 しいものを手に入れるこ とだ

けが大切に思われたのである。

貸主のことが いつ も彼の心の片隅に

あり，時々借金の一部を返済 した。け

れども，決算 日のことは全 く考 えにな

かった。

そうしている間に契約は満期 になっ

たが，、借金の返済はまだ全部は終わっ

ていなかった。 しか し貸主 は彼 のとこ

ろにやって来て，全額支払 うように要

求した。

その時初めて彼は，貸主に，自分の財

産を残 らず取 りあげ， 自分 を投獄す る

力があることに気づ いた。

そこで彼は，「お返 しすることはでき

ません。私には返済する力がないので
げ'

す」 と言 っ た。

す る と，貸主 は言 った 。「それでは契

約に従 って も らい ま し ょう。 あ なたに

獄に入 って も らい ます。 あ なたは この

契約 に 同意 しま した。 あなたが お決 め

にな ったの です 。 そ して署 名 しま した。

ですか ら契 約 に従 うのは 当然 です。」

借主 は請 い求め た。「支 払期 限 を延 ば

していただ くか，許 していただ くわけ

にはまい りませんでしょうか。お取 り

計らい下さい。獄入 りさせないで下さ

い。世の中には憐れみ もな くてはなら

ないと思います。どうか憐れみをおか

け下さい。」
「憐れみというものはいつでも一方

の側だけに働 くものです。つ まりあな

たにだけ働 くのです。もし私があなた

に憐れみを施せば，あなたは返済をし

な くてもよいことにな ります。しかし，

私が要求 しているのは正義なのです。

あなたは正義 を信 じますか。」

「はい，契約書に署名 した時は信 じ

ていました。でもあの時は契約書があ

るか ら大丈夫だと思ったのです。あの

時，私は憐れみ を必要 としなかったし，

永久に必要ないとも思っていました。

私は思 ったのです。正義は私たち双方

に同じように働 くのだ と。」

貸主は言った。「正義の要求に応じる

方法はふたつです。借金 を返済するか

罰を受けるかです。これが律法という

ものです。あなたは律法に同意したの

ですから，律法には従わなければな り

ません。憐れみが正義の働 きを奪 うこ

とはできないのです。」

こうして一方は正義を要求 し，一方

は憐れみ を請 うた。 しか し， どちらも

相手が折れなければ主張を通すことは

できない。

借主は嘆願 した。「もしあなたが負債

をお許 し下 さらないならば，憐れみは

あ りません。」

すると貸主は言.った。「もし私がそう

したならば正義はな くな るで しょう。」

正義 も憐れみ も共に働 くことができ

ないように思われた。 どちらの律法 も
一見相反するような永遠の原則である

。

正義の要求 を満たし，同時に憐れみの

働きをも満たす道はないのだろうか。

否，道はある。正義の律法 を完全に

満た し，かつ憐れみの効力をも完全に

及ぼす ことのできる道がある。しか し，

この方法は仲介者を必要 とする。

借主にはひとりの友人がいた。そこ

で彼が助けにや って来た。その友は借

主をよ く知っていた。彼は，借主が先

の見えない人間であることがわかって

いた。こんな苦境 に陥ってしまうとは，

何 と愚かなことだろ うと思った。しか

しそうは思っても，やは り借主を愛 し

ていたので，助けてや りたいと思 った。

彼はふた りの間に入る と，貸主に向か

って次のような申し出をした。

「もしあなたが私の友人の契約 を解

除して下 さるのでしたら，負債は私が肩

代わ り致 します。そうすれば，彼も財

産 を失わず，獄に も入らずにすみます

か ら。」

貸主が 申し出をあれこれ考えている

と，仲介者はさらに次のように言った。
「あなたは正義 を要求 されました。 し

か し私の友は支払 うことができません

ので，私が代わってお支払いします。

これな ら公正で異存はないでしょう。

ですか らあなたはこれ以上彼に請求す

ることはできません。」

貸主は仲介者の申し出に同意した。

す ると，仲介者は今度は借主の方に

向か って言った。「私があなたの負債を

肩代わ りしたら，あなたは私 を貸主 と

して認め ますか。」
「はい， もちろんです。あなたは私

を獄か ら救い，憐 れみを施 して下さい

ました。」借主は泣いてそう答 えた。

すると，彼の恩人は言った。「それで

は私に負債 を支払いなさい。条件は私

が決めます。条件はや さしくはあ りま

せん。 しかし果たせ ないほ ど難しくも

ありません。方法は私が用意 します。あ

なたはもう獄に入る必要がないのです。」

こうして，貸主は全額支払いを受け

た。公正な扱いを受け，契約 も破 られ

ずに済んだのである。
一方
，借主の方は憐れみを受け， ま

た正義 も憐 れみの律法 も共にその働 き

を全 うした。ひ とりの仲保者がいれば

こそ，正義はその一切の要求 を満たし，

憐 れみの計画は完全に成就 されたので

ある。

私 たちはみな一種の霊の負債を負っ

て生 きている。いつか勘定が打ち切 ら

れ，精算 をしなければならない 日がや

って来るだろう。今は気にとめなくと

もそれでよいかも知れないが，やがて，

決算 日が来て，抵当権の行使を迫 られ

る。その時私たちは助けて くれた人を

泣きなが ら捜 さなければならないので

ある。

487



永遠の律法によれば，私たちの負債

を負い，その代価 を払いかつ私たちの

貝費いの交渉 をして くれ る人がいない限

り，憐みは及ぼされない。

もし仲保者がいなければ， また友人

がいなか ったならば，正義の要求する

無1青の厳 しい重荷はすべて私 たちの身

に降 りかかるのである。 しか し，罪の

大きさや程度は違 っても，私 たちがす

べての罪に対して完全な償 いをするな

らば，強要 されるものは何 もない。

栄えある真理は，仲保者の存在 を次

のように宣言 している。

「神は唯一であり，神 と人 との間の

仲保者もただひ とりであって， それは

人なるキリス ト・イエスである。」(1

テモテ2：5)

私たちが永遠の正義の律法 を拒まな

い限 り，憐れみが仲保者キ リス ト・イ

エスを通 して一人一人に完全 に及ぶ。

この真理は， キリス ト教の教義の根

本である。あなたは枝が繁った木の よ

うに福音に対する知識は豊富かも知れ

ないが， もし枝葉の部分 しか知 らず，

しか も，それが根 に関係のない，真理

から離れたものであるな らば，そこに

生命 も実質 も蹟 いもない。

憐れみはだれにで も自動的に及ぶ と

いっもので はない。主 との契約を通 し

て及ぼされるのである。憐 れみはすな

わち主の条件，主の寛大な条件 に従 っ

て初めて与えられ るのである。そして，

その条件 として絶対に欠 くことのでき

ないのが，罪の赦 しを受けるために水

に沈められるバプテスマである。

人は皆正義の律法の保護 を受けるこ

とができる。またそれ と同時に憐 れみ

によ り罪か ら貝費われ，心の癒 しを受け

ることもできる。

このような正義 と憐れみに関する知

識は，実際に則したきわめて価値ある

ものである。その知識は私 たちに直接

に役立つものであ り，一人一人が霊の

負債 を残らず返済できるように道を開

くものである。

多分，あなたもそのような霊的な悩

みを抱 えたひとりであろう。多 くの人

は避けて通ろうとす ることであるが，

自分 自身を真正面か ら見つめた場合，

あなたには悩みの種 となっている未解
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決の問題があるだろうか。

何か気にやむ ことがあるだろうか。

また，程度の差はあるが，何か罪を犯

した状態にはいないだろうか。

私たちは 自分の犯 した罪 を大 したこ

とでないと人に話す ことによって，そ

れを解決 しようとす ることがよくある。

しか しどういうわけか，私たちは心の

奥底か ら信 じ合 ってはいないし，'私の

口か ら言 うのもどうか と思 うが， 自分

自身も信 じていない。私たちは自分の

ことは自分が一番 よく知 ってい る。罪

はゆゆしい問題なのである。

犯した罪はすべて私たちの計算書に

付け加えられる。私たちがいつかその

罪 を適切 な方法で解決 しなければ，バ

ビロンのベルシャザルのように，はか

りにかけ られて不足を明らかにされ る

であろ う。

深 く罪を悔 いる人々のために，正義

の要求に応 じ，憐れみを施すこ とので

きる腰 い主，仲保者がおられる。なぜ

なら，「メシヤは真にへ りくだった心 と

悔いる精神のあるあらゆる人たちのた

めに律法の要求する所に応 じようとし

て，人問の罪を願 うために自分の身 を

犠性 とな したもうのである。メシャは

上に述べ たような人々のほかには誰に

も律法の要求する所に応じたまわない」

(IIニー ファイ2：7)か らである。

メシヤはすでに全人類を死 よ り贈 わ

れた。復活は無条件ですべての人に与

えられる。

メシヤはまた第二の死，すなわち天

父のみ前から断ち切 られるとい う霊の

死からの贈 いを可能にして下 さってい

る。この順 いは清い人々にのみ及ぶ。

清 くないものは神の王国に入ることが

できないからである。

もし正義によって私たちが罪のため

に神の王国に入 る資格がないと判断さ

れた場合，私たちは憐れみによって猶

予期間が与えられる。すなわち， 罪を

悔 い改め，神の王国に入 る準備 をする

機会 を与 えられるのである。

私は，主イエス ・キ リス トについて

証 を述べたい という強い望み をもって，

この大会に臨んだ。私は主が何 をされ

たか， また主が どういう御方であるか

を，できるだけわか りやすい言葉でお

話 した い と思 ってい る。

言葉だ け では とて も言 い尽 くせ ない

こ とはわか ってい るが， 同時に， その

よ うな気持 ちは言葉が な くて もみ た ま

によって通 じるこ とが 多々 あ るこ とを

知 って い る。

私 は 時々， 自己の不完 全 さの故 に苦

しむ こ とが あ る。 しか しそれ で も，私 い

は主 が生 きてお られ るこ とを知 って い

るめ で， 最終 的 には幸福 と喜 びに立 ち

返 る こ とが で きる。

私 に はひ とつ特 に弱点 とす る ところ

が あ る。 人 を決めつ け た り， 人 を傷つ

け た り， 感情 を害 したこ とが わか った

時，特 にそれ を感 じる。 その時，、私 は

苦 悶 す る とい うこ とが ど うい うことで

あ るか を知 るの であ る。

その よ うな時，主 が生 きておゐ れ る

こ とを改 めて確 信 し， 自分 の証を再 び

認め るこ とは どん なに快 い ことであ ろ

う。私 は皆 さん に心 か らお伝 え したい。

落 胆や 罪 の負担 を主 の前 に差 し出すな

らば， 主 の寛大 な条件 に よって一つ 一

つ の事 柄 に 「支 払済」 とい う印が押 さ

れる ので あ る。

十二 使徒 の兄 弟 たちは主 の特 別 な証

し人 であ る。私 た ちの証 は真 実 であ る。

私 は主 を愛 してい る。 また主 を遣 わ し

て下 さ った御 父 をも愛 して い る。

最後 に， エ ライザ ・R・ ス ノーが 深'

い 霊感 を受 け て書 い た詩 を読 んで終 わ

りに した い。

高きに満ちたる 智恵 と愛 よ

苦 しみ死にた もう 主 をたまいぬ

とうとき血流 し 命すてて

罪な き犠牲にて 罪の世救 う

救いの計画 如何に とうとし

あわれみ と愛の 神のめ ぐみ

(讃美歌72番)

イ エ ス ・キ リ ス トの み 名 に よ っ て ，

ア ー メ ン 。

☆ ☆
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入福の教えと私たちの完成

七十人第一定員会会員

ロイデ ン ・G・ デ リック

救い主の入福の教えに従って完全な者になる

1820年 初 春の よ く晴 れ た 日の こ と・
14歳 の少年 が ひ とP森 の 中にひ ざ

まず き， 自分 の思 い と心 を一 心 に神 に

打 ち明けた。 これ に続 く彼の経験 は，

1800年 代 に起 こった 出来 事 の中で最 も

重要 な もので あった。 父 なる神 とその

御子 イエ ス ・キ リス トが彼 の前に その

み姿 を現 わ されたの であ る。

その後， ジ ョセブ ・ス ミス とい う名

のこの少年 を通 して，神 は，御 自身の

教 会 と完 全な福音 を回復 され た。

ジ ョセブ ・ス ミスの経験 が重大事 と

して扱 われ るのは， この 回復 が あ るか

らにほか な らない。私 は， このこ とが

真実 であ るこ とを， イエ ス ・キ リス ト

のみ名に よ って証 申 し上 げ る。私は，

ジ ョセ ブ ・ス ミスが 神 と言葉 を交 わ し

福 音が 回復 され た こ とを知 って いる。

聖霊 が私 に この こと を証 したか らであ

る。 これ を語 る私 の心 に は少 しのため

らい もない。私 は回復 が確 かに行 な わ

れた こ とを確信 してい る。

すべ ての教会 幹部 は これが真実 で あ

るこ とを確か に知 って いる。教会 員 の

皆 さんは是 非この こ とを心 に銘 記 して

いただ きた い。個 人の啓 示につ いて，

救 い主はペ テ ロに 次の よ うに語 って お

られ る。「そ して，わ た しは この岩の上

に(す なわち個 人の啓示 の岩 の上に)

わ た しの教 会 を建 て よう。」(マ タイ16：

18)

主 に 仕 え る とい うこ とは，個 人の問

題では ない。家族 の務 めで あ る。妻 は

夫が教会 の責任 を果 たせ るよ うに夫 を

支持す る必要が あ る。 また夫は妻 が そ

の務め を果 たせ るよ うに妻 を支持 し，

子供 は両親 を，両 親は子供 を， 兄弟 は

姉妹 を， そ して姉妹 は 兄弟 をそれ ぞれ

支持 しなければ な らないD

こ う した態度 が， 永遠の家族 を築 き

上 げ るので ある。

私 は， 常 に私 の良 き伴侶 であ り， 素

晴 ら しい母親 であ り， 献 身的 な妻 であ

り，際 立 った伝 道 の同僚 であ る愛す る

妻に心 か ら感 謝 してい る。 また義 に適

った家 族 を育 ん で きた彼女 の両 親 をは

じめ， 長年私 たち と共 に主の業 に励 ん

で きた子供 た ち， 常 に支 え手 とな って

くれた高潔 な家族 ， そ して救 い主の特

別 な証 し人 と しての私 の 召 しを理解 し

て くれ てい る私 の素晴 ら しい両親や 兄

弟 に感謝 して い る。天 国 の よ うな彼 ら

の家庭 か らこの こ とを確信 す るこ とが

で きる。伝道 の業 か ら受 け る報 いは大

きい。

私 た ち夫妻 は，3年 間 イギ リス北部

に おけ る伝道 活動 のお手伝 い をさせ て

い ただい た。 この召 しを終 えて 自宅に

戻 った私 たち は， わず か2日 後に， ア

イル ラン ド共和 国に新 設 され た伝道部

に で きるだけ速や か に着任す るよ うに，

とい う召 しを受 け た。何 と栄 えあ る こ

とで あろ うか 。

ア イル ラン ドに おけ る社会 的圧 力は，

想 像 を絶 す るほ ど激 し く， あ る父親 は，

ほお に涙 しなが らこう語 っていた。「世

間の 人々は私 を愚 か者 と呼 ん でい ます。

私 の家族 も， 友 人 も私 を馬鹿者呼 ばわ

りし ます。 けれ ども，私 はいか に彼 ら

にの の し られ よ うと，私 を真 の教 会に

導 いて下 さった救 い主 に忠実 に 日々 を

過 ご して い くつ もりです 。」

か つて 非常 に懐 疑的 であ ったひ と り

の人が， バ プテ スマ を受 け た夜 に次の

ように語 って いた。「この教会 は真 実で

す 、 ま ぎれ もな く真 実です。真 実以 外

の何 もの で もあ りませ ん。」私 たちもこ

の回復 の メ ッセー ジ を世 に宣 言 しよ う

では ないか 。

私 は回復 され たイエ ス ・キ リス トの

福音 を説 く機 会 に恵 まれれば 恵まれ る

ほ ど，何年 も前 にひ とりの友 人の語 っ

た八福 の教 えの概 念 を ます ます 深 く心

に感 じる。 その概念 をもっ と多 くの 人

人に知 って いただ きたい と思 う。八福

の教 えには， 完全 な者 となるための秩

序立 った進 歩の過程 が具体 的に示 され

て いる。 また，昇栄 を得 る資格の あ る

者 とな る方 法が説 かれ てい る。 この こ

とは八福 の教 えの最 後 の言葉か ら明 ら

か であ る。「それだか ら，あ なたが たの

天 の父が完 全 であ られる よ うに， あな

たが た も完 全 な者 とな りな さい。」(マ

タイ5：48)

救 い 主 は次 の よ うな言葉 で八福の教

え を説 き起 こ してお られる。「こころの

貧 しい人た ちは， さいわ いであ る，天

国は彼 らの もの である。」(マ タイ5：3)

救 い主 は また，「へ りくだ りた る心に て

われ に来 る者 た ちはその住 むべ き所 天

の王 国な るが故 に さい わいなり」(IIIニ

ー ファ イ12 .：3)と い う言葉 をもって，

古代 ア メ リカの民 に同 じ教 えを与 え ら

れ た。 「われ に来 る者」 とい う言葉 は，

この聖 句 の意味 を明確 に してい る。

私 が子供 の頃， 州議 会議事堂 の北 の

エ ンサ イ ン ・プラ ッッでは 馬の群 れが

走 り回 って いた。夏 にな る と私 た ちは，
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1877年 の建築中のソル トレーク神殿 。撮影者 は， タハナクルの屋根にカメラを据えて撮

影 している。

双眼鏡 を手 に山腹に腰 を下 ろ し， 眼下

に広 か る台地 て馬か いなな き，草 をは

む様子 を， 目を こら しなか ら見 てい た

ものてあ る。 ほ とん どの馬 は汚 れて い

たか， 一頭 たけ優 雅 て威厳 のあ る、 リ

ーター格の 馬か いた 。私 たちは この駿

弓に ロープ をか け よ うと幾度 も試 み た

結 果， ある 日つ いにこの 馬 を捕 え るこ

とかて きた。 しか し間 もな く， この 馬

には私 たちの手 に とて も負 えない狂 暴

性 かあ るこ とを知 った。 い くら試 して

みて も， その馬 を乗 りこなす こ とは て

きなか った。そ こて結局私 た ちは あ き

らめて その馬 を放 してや った。 私 たち

の試み は徒労 に終 わ った。

私 は最：近， ア ラ ピア 篤を数 ヵ月間の

うちに訓練 す る トレーナー の話 を読 ん

た。 それに よる と， 訓練 期 間の終 りに
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は 、 罵に数 日問 え さ も水 も一切 与 えす，

たた遠 くか らそれ を眺 め させ るたけ と

の こ とてあ る。や か てケー トを開 け る

と， 馬は一 目散 に その えさの置か れて

いる場 所 に突進 す る。 ところか え さ と

水 の ある所に着 く問 際に， トレー ナー

は笛 を吹 くの てあ る。 この時 にその笛

に応 えた馬は， 駿 馬 と して選 り分 け ら

れ る。主 人の呼 ひか けに従順 てあっ た

か らてあ る。今 や主 の命 の下 に25，000

人 の 青年 か，主 に従 い，聖 きみた まの

ささや きに従順 な人々 を捜 す ため に，

世 の 人々 をふ るいにかけ てい る。 これ

に応 え る入の数 は世 界 的に増加 しつ つ

あ るか， そ れて も非 常 に 多 くの 人々 は，

自分 の欲 求 を満 たす こ とに心 を向け ，

主の方 法 とは異 な る自分 な りの方法 て

人生 を歩 んてい る。

しか し主 を愛す る人 は， 主 の計画 に

従 い， 心 と勢力 と思 い と体 力 を尽 くし

て主 に仕 える てあ ろ う。 これか 第一の

ステ ソプ てあ る。私 た ちは昇栄 を得 る

資格 の ある者 とな るために， ます この

ステ ノブ を踏 まなけれ はな らない。私

た ちか 悔 いる精神 を持 って歩 む時に，

変化 とい う奇跡 か起 こ るの であ る。'"

次 に救 い主 はこ う言 って お られ る。

「悲 しん てい る人 たちは さいわい てあ

る，彼 らは慰め られ るてあ ろ う。」(マ

タイ5：4)こ れ か 第2の ステ ノブ てあ

り，非 常 に大切 てあ る。使徒パ ウロは，

罪 に対 す る， 神 のみ こ ころに添 った悲

しみ につ いて次 の よ うに語 ってい る。

「神 のみ こ ころに添 うた悲 しみは
，…一

救 い を得 させ る悔 改め に」導 く(IIコ

リン ト7：10)。 罪 の赦 しを受 け， イエ

ス ・キ・リス トの壇 いを効 果 あ るもの と

す るため に，私 た ちは 自分 の罪 を悔 い

改 め る必要 か あ る。 自分の 罪 を悔 い改

め， バ プテ スマ の水 に入 り，神 の 王国

に 来 る人 と共 に働 ける とい っこ とは，

何 と喜 ば しい こ とてあ ろ りか。世 か理

解 す るこ との て きない この清め の過程

を通過 した人 々 と交 わ るこ とに よ って，

私 た ちは愛 と一 致 の絆 を強 め るこ とか

て きる。

次 い て救 い主 は言 ってお られる。「柔

和 な人 たちは， さいわいて あ る， 彼 ら

は地 を受 けつ くで あろ う。」(マ タイ5：

5)柔 和 とは，素 直 とい う意 味で あ る。

積極 的 に耳 を傾 け る人は， 多 くの事 柄

を学 ぶ こ とか て きる。 しか し耳 を傾 け

よ う としな い人は， 大 いな る祝福 を 自

ら否定 して い るの であ る。皆 さんは欺

か れ るこ とを憂 える必要 はな い。 予言

者 モ ロナ イは次の ように言 ってい るか

らて ある。「聖 霊 の力に よって一切 の事

の真実 で あるか ど うか かあな たた ちに

解 る。」(モ ロナ ィ10：5)皆 さ んは，真

実 の教義 と偽 りの教 義 とを区別す る受

信 機 を内に備 え てい る。 八福 の教 えに

示 された過程 に従 うな らは，皆 さんの

受 信機 は完全 に波長 か合 うて あ ろ う。

そ して答 えか得 られ るよ うに真心 か ら

神 に祈 るな らば，受 信機 か働 いて，真

理 を見分 け るこ とか で きる。 これか神

の方 法て あ る。

さ らに救 い主 は言 ってお られ る。「義



に飢 えか わいて い る人 たち は， さいわ

いであ る。 彼 らは飽 き足 りる ようにな

るで あろ う。」(マ タイ5：6)ま た ， モ

ルモン経には，「すべ て義 を渇望 す る者

は聖霊 に満 た さるべ き故 に さい わいな

り」(IIIニ ー フ ァイ12：6)と 記 されて

い る。 これ は大切 な こ とで あ る。聖 霊

は偉大 な教 師 であ り， あ らゆ る事柄 に

つ いて真理 を私 た ちに教 えて下 さ る。

神 は，聖典 の 中に救 いの計 画，す なわ

ち私 たち を救 うため の計画 を明 らか に

してお られ る。その ため，「聖典 を調べ

な さい」(欽 定訳 ヨハ ネ5：39)と 主 は

命 じてお られ る。救 い の計 画 は複雑 で

はないが， 広範 な理 解 力が必要 とされ

る。従 って私 た ちは，美 し く簡 潔 な福

音 を絶 えず 学び続 け な くて はな らない。

主 のプ ロ グラム に従 う者 は完全 な者 と

な る 日まで 「規 則に規 則… …誠 命 にい

ましめ」(教 義 と聖約98：12)を 学 ぶ こ

とが で きる， と主 は私 た ち全 貝に約 束

してお られ る。

この約 束はすべ て の人々 に対 す る も

の である。私 たちは救：いに 関わ る知 識

を得 るたあに飽 くこ とな き探 求 を続 け

なけれ ばな らない℃ 主 は こ う語 ってお

られ る。「永遠 の命 とは，唯一 の， まこ

との神 で いますあ なた と， また， あ な

たがつ かわ された イエ ス ・キ リス トと

を知 るこ とであ ります 。」(ヨ ハ ネ17：

3)世 界 の創造主 と，私 た ちの ため に備

えられた主の 計画 につ いて学ぶ こ と以

上 に， 重要 であ り，精 神 を高揚 させ る

ものはな い。

私 たちは救 い主 の教 えに従 い始 め る

と， 思い と心 を他 の人 々に向 ける よ う

にな る。救 い主 は さ らに，「あ われみ深

い人 たちは， さい わい であ る， 彼 らは

あわれみ を受 け るで あろ う」(マ タイ5：

7)と 教 えてお られ る。幸せ は， 他の 人

人 を助 け る時 に副産物 として得 られ る

もの であ り， 自分 の こ とばか りを考 え

て い る人は決 して これ を見いだせ ない

の であ る。真の幸せ は， 私 たちが 自分

自身 を忘 れて他 の 人々に奉仕 す る時，

す な わち周囲の 人々 に思 いや りを示 す

時に もた らされ るので ある。

他 の 人々に対 す る思いや りは，心 の

清 さに通 じる もの であ る。救 い主 は「心

の清 い人た ちは， さい わいで ある， 彼

らは神 を見 るで あろ う」(マ タイ5：8)

と言 ってお られ る。

清 い心 を持つ 入には， 心の平安 が祝

福 され る。続 いて 主は， 次の ように 言

って お られ る。「平 和 をつ くり出す人 た

ちは， さい わい であ る， 彼 らは神 の子

と呼 ばれ るで あろ う。」(マ タイ5：9)

心 に 平安 を得 た 人は， 家族に， 地域社

会 に， 国家 に， そ して世 界 に平安 が も

た らされ るこ と を願 うので ある。

私 が最：近 妻 と共 に アイル ラ ン ドの ダ

ブ リンか ら リム リ ックに車 を走 らせ て

いた時の こ とで あ る。私 た ちは，行 く

先 々のへ いやバ スの停 留所 に，「イギ リ

ス人 を締め 出 し， 平安 を取 り戻 そ う」

とい う文字 がペ ン キで書か れて いるの

を 目に した。 しか しそれは， 平安 を得

る方 法 では ない。平安 は個 人の内部 か

ら もた らされ る もの であ る。 人々 の心

と思 い の内に平安 キ塵 きな さい。 そ う

す れば国家 に平安 か あ るだ ろ う。予 言

者 ジ ョセ ブ ・ス ミスを通 して回復 され

たイエ ス ・キ リス トの福音 の原則 に則

って生活す るな らば， 人々 の心 に は平

安 が もた らされ， ひ いては世 界の国 々

に平安 が もた ら され るこ とを， 私 たち

は世 に向か って宣 言す る もので ある。

いつの 時代 にお いて も，救 い主の教

え を説 く者 は反対 にあ って きた。社会

の圧 力 と批 判 に立 ち向か い， 主に仕 え

続 け る者 につ いて， 主は次 の ように言

ってお られる。「義 のため に迫 害 され て

きた 人た ちは， さいわ いであ る。天 国

は彼 らの もの であ る。

わ た しの ために 人々が あなたが たを

の の しり， また迫害 し， あなたが たに

対 して偽 って様 々 の悪 口を言 う時 には，

あなたが た は， さいわい であ る。

喜び， よろ こべ， 天に おいてあ なた

が たの受 け る報 いは大 きい。 あな たが

た よ り前 の預 言者 たち も， 同 じよ うに

迫害 されたの であ る。」(マ タイ5：10-

12)こ の よ うに救 い主は， イエス ・キ

リス トの福 音 を受 け入れ る者 の人生 に

変 化 とい う奇 跡が もた らされ るこ とを

述 べて い る。実 に， イエ ス ・キ リス ト

の福 音 は美 しく，奇 跡 を もた らし，心

を満 たす 神 の賜 である。

救 い主 は， 八福 の教 えを結 ぶに 当た

り， これ らの教 えに従 って生 活す る人

人につ いて， 次の よ うに語 ってい る。

「あ なたが たは
，地 の塩 であ る。……

あ なたが たは，世 の光 であ る。……

そ の よ うに， あなたが たの光 を人々

の前 に輝か し， そ して， 人々があ なた

がた の よいお こない を見 て， 天に い ま

すあ なたが たの 父をあがめ る ように し

な さい。」(マ タイ5：13-14，16)

ま た予 言者 ニー フ ァイは，救 い主 に

つ いて次の ように語 って い る。 「主 は

……万 人が主 の御許 へ来 て主のめ ぐみ

に あずか る ように招 きた もうて いる。

それ であ るか ら， 主の御許へ くる者 は

……誰 を拒 み た もうこ ともな い。」(II

ニ ー フ ァイ26：33)

私 た ちはすべ ての方 々に， 救 い主 の

示 された方 法 でそのみ もとに来 て， 主

の 恵 み にあ ずか り， 「この世 に於 て」

(モ ーセ6：59)「 神 の あ らゆ る賜 の中

最：大 な る」(教 義 と聖約14：7)「 永 遠の

生命 の言 を受 け， 来 るべ き世 に於 て永

遠 の生命 ， まこ とに不死 不滅 の栄光 を

受」(モ ー セ6：59)け る よ うに と，繰

り返 し呼 びかけ る もので ある。 これ ら

の こ とをイエ ス ・キ リス トのみ名 に よ

って 申 し上 げ る。 アー メン。
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「そ して・御言を行 う人にな りなさ

い。おの れ を欺 いて， ただ聞 く

だけ の者 となっては いけ ない。

おお よそ御言 を聞 くだけ で行 わな い

入は， ち ょ うど， 自分 の生 れつ きの顔

を鏡 に映 して 見 る人 の よ うで あ る。

彼は 自分 を映 して見て そ こか ら立 ち

去 る と， その とたん に， 自分 の姿 が ど

んなであ ったか を忘 れ て しま う。

これに反 して， 完全 な 自由の律 法 を

一心 に見つめ てたゆ まな い人 は
， 聞 い

て忘 れて しま う人 では な くて， 実際 に

行 う人であ る。 こ うい う人は， その行

いによ って 祝 福 され る。」(ヤ コブ1：

22-25)

聖 典 を学 んでわか っ たこ とであ るが，

主は度 々私 たちに， 主か ら様 々な祝福

が与 え られ てい るこ とを思 い起 こさせ

よっとして お られ る。 また， それ らの

偉 大な賜 を どの よ うに使 うべ きか も度

度思 い起 こさせ よ うと してお られ る。

地球 の創造 を終 えて， その 出来栄 え

をお調べ に なった主 は，す べ て を善 し

とお認めに な った。 そ して， 男 と女 と

を創造 し， 彼 らを祝 福 され た。 この最

初に創造 された子供 た ちに与 え られ た

第一の教 えは，「生め よ，ふ え よ，地 に

満 ちよ，地 を従 わせ よ」 と言 っもので

あ った。 この教 えは 「モル モン経」 の

中に も見 られ る。 勤勉 に働 く義 人は，

地 に属け る もの に豊 か に恵 まれ，逆 に

怠惰 な者 は， 欠乏 と不安 と悲 しみ に苦

しむの であ る。

現代 の聖典 の 中で主 は再 び次の よう

に戒め てお られる。「汝怠惰 な るこ とな

かれ， お よそ怠惰 な る者 は働 く者 のバ
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「そ し て
， 御 言を行う人 に

な りなさい」

十二使 徒評 議員会 会員

L・ トム ・ヘ リー

私たちは，家庭や地域社会て道徳上の標 準を守 り，絶えず 人々

にその感化を及ぼさ'なければな らな い

ン を食す るこ ともな く， またその衣 服

も着 るべ か らざれば な り。」(教 義 と聖

糸勺42：42)

また 主 は私 た ちに，地 に豊 かに満 ち

てい る原 料 を利用す るよ う望 ん でお ら

れ る こ とが聖典 には っ き りと記 されて

い る。 この世 で導 き と恵み を施 してお

られ た救 い主 は， 模 範 と勧告 とた とえ

話 に よって この原則 を教 え られ た。特

に， タラ ン トのた とえ話の 中に， この

原則が非 常に 明確 に示 されている。(マ

タイ25：14-30)

こ こ で救 い主は， 僕 を呼 び寄せ て各

各に タ ラン トを渡 してか ら遠 い国に旅

立 った人につ いて語 って お られる。 こ

の人は， ひ と りの僕 に5タ ラン ト， も

うひ とりに2タ ラン ト， さ らに もうひ

と りに1タ ラ ン トと， それ ぞれの能力

に応 じてお金 を与 えて 自分 は旅 に出 た。

さて，5タ ラ ン トと2タ ラン トを受

け取 った僕 たちは勤 勉に働 い て， 各々

の持 ち分 を2倍 に したが，1タ ラ ン ト

を与 え られ た僕は，行 って地 を掘 り，

主人 の金 を隠 してお いた。 しば ら くし

て戻 って きた主 人は，5タ ラン トと2

タ ラ ン トを もうけ た僕 た ちに 向か って，

それ ぞれこう言 った。「良 い忠実 な僕 よ，

よ くや った。あ なたは わずか な もの に

忠実 であ ったか ら， 多 くの もの を管理

させ よう。 主人 と一 緒 に喜ん で くれ 。」

(マ タイ25：21)

とこ ろで1タ ラ ン トを受 け取 った僕

は，地 中 に隠 してお いたその金 を持 っ

て来 て，増や さなか った 口実 を言 った。

す ると主 人は この僕 に向か って 「よ

くや った」と言 わずに，「悪 い怠惰 な僕

よ」(マ タイ25：26)と 言 った。 さらに

主 人は こ う言 ってい る。「さあ，その タ

ラ ン トをこの者か ら取 りあ げて，十 タ

ラ ン トを持 って い る者 にや りな さい。

お お よそ，持 って い る人 は与 え られ

て， い よい よ豊か に な るが，持 ってい

な い人は， 持 って いる もの まで も取 り

上 げ られ るで あろ う。」(マ タイ25：28

-29)

愛 に あふ れ た思 いや り深 い父で あ る

主 は， このた とえ話 に よって子供 であ

る私 た ちに;物 事 を達 成 した時 に得 ら

れ る喜び と満 足感， それ に報 い につい

て教 えられた。

福 音 の光 を受 け 入れ た者 として 私た

ちは，特 に最善 を尽 くす よ うに とい う

他か らの励 ま しを必要 として いる。 そ

こで，私 は皆 さん に， 主か ら恵み とし

て 与 え られ た機 会 を十分 に生かす こ と

が で きる よ う5つ の分野 で特別 な努力

を払 う ように チ ャ レンジ した い。

まず 第一 に， 夫 お よび妻の立場 に あ

る私 たちは， この 永遠 の関係 をよ く知

って， この世 に おけ るこの大切 な責任

を立派 に果 たそ うと決意 しなけ れば な

らな い、

キンボー ル大管長 は こ う語 って いる。

「結婚 に伴 う決 断は
， あ らゆ る決断 の

中で最 も大切 で あ る と思 われ る。 また

この世 の幸せ だけ で な く， 永遠 の喜 び

に も関 わ るこ とだけに， その影響 力 は

測 り知 るこ とが で きない。結婚 は 当事

者 だ けで な く， その家族， 特 に子 供 た

ち，孫 ， さ らに は子 々孫々に まで影響

を及ぼ す もの であ る。」(ス ペ ンサー ・

W・ キンボール，ル勉γγ如96碗4D勿oプ06

』

露

聴



讐

「結婚 と離女昏」p .10)

と こ ろが今 日， この基本 的かつ 重要

な組織の根 底 を砕 こ うとす る・悪魔 の計

画 が あま りに も広 く行 き渡 って い る。

人類 を滅 ぼ そ うと狡 猜な はか りご とを

め ぐらす 悪魔 は，私 た ちの家庭 の神聖

な領域 に まで侵 入 して きた。 そ して不

義 を魅力 的に見せ かけ， 離婚 を当 り前

の こ とと思わせ， 結婚 の誓約 に基 づか

.ない 男女 の関係 を一般 化 させ よ う とし

てい る。 こ うした方 法が 人間 を破 滅 さ

せ る こ とは，数 多 くの歴 史が物 語 って

いる。従 って私 た ちは， 夫婦 間 の神 聖

な一致 は 永遠の もの であ る とい うこ と

をしっか りと心 に留め た上 で，結婚 を

日の光 栄 の祝福 をあ ずか るにふ さわ し

い もの とす るために， 全 力 を尽 くして

努 力 しなけれ ばな らない 。

予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスは，最 も素

晴 らしい方法 で，夫 婦 間の問題 を処理

してい る。 彼 と妻 エマ ・ス ミス との生

活上 のあ る出来事 につ いて，デ ビッド・

ホイ ッ トマ ーは次 の よ うに語 ってい る。

「ある朝
，翻訳 に と りかか ろ うと し

てい たジ ョセ ブ ・ス ミス は， 何か不 都

合 なこ とが あ り， その こ とに心 を捕 わ

れて いた。原 因は妻 のエマ で あっ た。

オ リバー と1私が 二階 に上 が って間 もな

くす る と， ジ ョセ ブがや って 来て翻 訳

に取 りかか ろ う としたが ，一文 字 も訳

す こ とが で きなか った。 そこで彼 は階

下 に降 りて森に行 き， 主に 懇願 した の

であ る。1時 間 ほ ど して戻 った 彼は，

エマに赦 しを求 めてか ら， 私 たちの い

る二 階 に上 が って きた。 その後 翻訳 は

順調に進 ん だ。」(B・H・ ロバ ー ツ，

Co隅 ρ7餉6窩 勿θ燃'oηoゾ 魏6C伽 γ漉

「教会概 史」1：131)

夫 婦 間の 問題が生 じた時 に， 怒 りを

静め て理性 を取 り戻せ るよ うに主 に助

け を求め， 主の み前に ひ ざ まず いて，

赦 しの力 を得 るこ とが で きるよ うに願
ず'

うならば，私たちは どれほど窺時間の

内にふた りの問題を解決す ることがで

きるであろうか。

私は今 日皆 さんに，各々の結婚生活

を特別 なもの とす るようにチャンレジ

す る。聖句に記されている勧告に従っ

て，イエス ・キ リス トに対する信仰を

土台 とした結婚生活 を築 き，愛に根 ざ

し愛 を基 として生活 していただ きたい。

(エペ ソ3：17)

第2に ，永遠の一致に関わる祝福の

中で最 も大いなるものは，永遠の家族

を持つ権利 を得 ることである。主のみ

こころに従い，正義に適った結婚生活

を営んで子供 をもうけるようにすべき

である。子 供 た ちには気 高い血統 を

通 じてこの世 に来る特権があるのであ

る。

教会幹部は1年 に30な いし40回 ，各

地のステー キ・部 を訪問し，ステーキ・部

長の家庭に迎えられる。これは私 たち

に与 えられた素晴 らしい特権のひ とつ

と言えよう。その時に私たちは，世 界

各地の最 も素晴らしい家庭を直接 に目

にするこ とがで きるのである。

あるステー キ部大会に出席 した時の

ことである。 そこのステーキ部長は歯

科医師であった。その住居や調度品か

ら，仕事が順調であることは明 らかで

あった。子供 たちの欲 しいものはほ と

ん ど何で も与えてやれそうであった。

しか し子供たちをこよな く愛す る彼は，

そのようにせず，彼らに各々が果たす

べ き責任について よく教 えたのであっ

た。町 を出ていなかに移 り住んだ彼は，

そこで家族に労働の尊 さを教 えたので

ある。

子供 たち と腰 を下ろした私は，彼 ら

かち，各人の分担によってどのような

産物 を得ているか を聞いた。彼 らは，

日々鶏が産む卵の個数や，とうもろこし

の生長具合いや，農場での家畜の様子

などを私に誇らしげに話 して くれた。

この家族は，「汝 ら組織 して必要なる物

をことごとく調えよ。而して，祈 りの

家，断食の家，信仰の家，学問の家，

栄光の家，秩序の家，神 なる一つの家

を建つべ し」という教義 と聖約88章119

節 を，モッ トー としていた。

私は皆 さんに，各々の家庭を，神の

家とす るようにチャレンジする。

第3に ，愛と理解 と誠実に基づ く結

婚生活 を確立した後に大切 なのは，家

族の経済的安定である。主は夫 と父親

に，家族の扶養者 としての責任 を与え

られた。父親は健全な心 と強じんな体

をもつ限 り，その才能 を発揮 し，成功

を重ね るであろう。こういう確信のあ

る家族は成長するであろう。そのため

には快適 な家庭生活を営めるように，

父親は自己の備えに最善 を尽 くし，功

績をあげる必要がある。

父親の皆 さんは，仕事の取引きにお

いて正直であ り，雇用主に誠実であっ

大 管 長 会 ，1925-31。 ヒ ー バ ー ・J・ グ ラ ン ト大 管 長(中 央)， ア ン ソ ニ ー ・W・ ア イ ビ

ンズ 第 一 副 管 長(右)， チ ャ ー ル ズ ・W・ ニ ブ レー 第 二 副 管 長(左)(ユ タ 州歴 史 協 会 提

供)
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て いただ きたい。 また各々 の選 んだ分

野 で第一 人者 とな るよ う決 意 して， 日

日に実績 を積 み重 ね る こ とが でき るよ

うに、絶 えず全 力 を尽 くしてい ただ き

たい。私 は皆 さんに， 各々 の職 場 の指

導者 となる よ うチ ャレン ジす る。

第4に ， 私 たちは イエ ス ・キ リス ト

の福 音をいただ いて い る。私 た ちは進
すき

ん で 自らの手 を鋤 の上 に置 いて， この

地上に神 の王国 を建 設 す る責 任 を引 き

受け た。聖典 には，「だが，あ なたが た

は，更 に大 い なる賜物 を得 よう と熱心

に努め な さい。 そ こで， わた しは最 も

す ぐれた道 をあ なたが たに示 そ う」(1

コ リン ト12：31)と 記 され て いる。確

かに，教会 にお け る各々の責 任 を果 た

す場合 に私 たちの 目標 とす る とこ ろは，

最 も優 れた標準 に達す るこ とをおいて

ほか にない。私 は皆 さん に熱意 を持 っ

て教会 の召 しを受 け 入れ，最 高 の功績

をあげ るため 勤勉に， 絶 ゆ まず努 力す

るよ うにチ ャレン ジす る。

最後 に， 私 た ちの子 供 た ちには，清

く健全 な環 境 の下 で成 長す る権 利が あ

る。私 た ちは子 供 たちの ため にこの特

権 を保護 す る義 務 と責 任が あ る。

私 は以前 にひ と りの母親 か ら興味 あ

る手紙 をいただい た。 その手紙 には，

200年 祭 の一 環 と して地域 社会 に奉仕

す る彼女の様子 が書 かれ て あった。 そ

の一部 を御紹 介 しよ っ。

「新 学期 の初め にP .T.Aの 集 会 に行

った私 は，6年 生 の娘が学 校 か ら読書

課題 を与 え られて い るこ とを知 りま し

た。私 はその 時に。 そ の本が子供 たち

に望 ま しい もの であ るか ど うか を知 る

ため に私 自身 が読む 必要 が ある， と強

く感 じたの で， 読 ん でみ ま した。す る

と，6年 生用 としては ひ ど く不 適 当で

あ るこ とが わか りました。神 に対す る

冒 と くや， 暴 力，大 人特 に両親 に対 す

る不 敬が 取 り上 げ られ ていて， 全体 的

に陰気 で重苦 しい雰 囲気 のす る本 で し

た。 しか も愛， 美， 善 とい った事柄 は

これ っぽ ち も書 か れて いな いのです 。

そこ で私 は その本 につ いて校長 先生 と

話 し合 い， 私 の考 え をお 話 しました。

す ると校 長先生 は， 批評 す る前に その

本 の シ リー ズ を全部 読ん では どうです

か， とおっ しゃ ったの です。 それ で も

私 の気持 ちが変 わ らなけ れば， 手紙 を

下 さい とい っこ とで した。

そ こで私 は校 長先 生 の言 う通 り，他

の本 も読 ん でみ ま したが ，読 ん で行 く

うちに，や は り子供 た ちには不 適 当で

あ るこ とが わか りました。 そ こで私 は

最後 の本 を読 む まで もな く，校 長先 生

に手紙 を書 くこ とに な りま した。

その後 ，教頭 先生 か ら電話 があ って，

学校 に来て ほ しい とのこ とで した。 そ

こで，喜 ん で行 ってみ ます と， 神 を冒

と くす るよ うな書 物 を読 書課題 とす る

ことは， 学校側 の 方針 に添 わな いの で，

早 急 にその本 を校 内か ら締め 出す こ と

に した との こ とで した。 また， 学校 外

の 人か ら本 の不 適格 性 を指摘 され なの

は残 念で あ った こ とと，今 後 は本 を吟

味す る人に もっ と慎 重 な選 択 を して も

らう旨 を話 して下 さい ま した。」

私 た ちは 恵ま れて，導 き と生 活の指

針 を与 えて くれ る福 音の光 をいただ い

て い る。 また， 聖典 を学 び，理解 す る

こ とに よ って， 私 た ちは この世 的 な事

柄 を管理 す るのに必要 な主の律 法に 関

す る知 識 を得 るこ とが で きるのであ る。

しか しこの大 い なる祝福 を受 け る と同

時 に私 た ちは， 自分 の属 す る地域 社 会

の一 貝 としての義務 を負 うこ とに なる。

自分 た ちの住 む村 で，町 で，都 市 で，

す なわ ち，世 界の あ らゆ る地 にお いて，

私 た ちは道徳上 の標 準 を守 り， その影

響力 を人々に 及ぼ さな ければ な らない。

私 は皆 さん に， 各 々の属 す る地 域社会

の道 徳上 の標 準 を高 め る力 とな るよ う

にチ ャレ ンジす る。

私 た ちが福音 の光 を受 けて， 主か ら

賜 った偉 大 な可能性 を見い だす こ とが

で き るよ うに願 って いる。正義 に適 っ

た生 活 を送 る者 には力が あ るDこ こで

私 た ちは 改め て， み言葉 を行 な う者，

す な わち御 父の天 のみ 国 を打 ち建 て る

にふ さわ しい者 とな る決 意 を しよ うで

はな いか 。 い ま，私 たちの 人生 が達 成

の喜 び で満 た され， いか な る召 しに あ

って も福 音 の知 識 をもって最善 を尽 く

す こ とが で き るよ う， イエ ヌー キ リス

トのみ名 に よ って申 し上 げ る。アー メ

ン 。
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神は不思議な方法で

奇 しさみ業を行なわれる

十二使徒評議員会会員

リグラ ン ド ・リチャーズ

理解の眼をもって見 る人 は，今の時代 に予言が成就 しているの

を認めるであろう

い主 は復 活後 ，エマ オに向か っふ

救
た りの弟子 に同行 され た。 しか し，

弟子 た ちは 「彼 らの 目が さ えぎ られ て，

イエス を認 め る こ とが で きなか った」

(ル カ24：16)。 ふ た りの弟子 が御 自分

の こ とと， そ の生涯 と十字 架上 の死 に

つい て話 して い るの をお 聞 きにな った

救 い主 は， このふ た りが教 え を理解 し

ていない こ とに気づ い て こ う言 われ た。

「ああ
， 愚か で心 のにぶ い ため，預 言

者 た ちが 説 いたすべ ての事 を信 じられ

ない者 たち よ。」(ル カ24：25)

そ して モー セや その ほか の予 言者 を

は じめ， 予言者 たちが御 自身につ いて

証 した事 柄 をすべ て説 き明 か された 。

その予 言が， 十字架 にかけ られ た主 の

衣が くじ引 きに され る とい った詳 細 な

事柄 に まで及ん で いた こ とは， 周知 の

通 りである。(詩 篇22：18)

次 に ルカは， 弟子 た ちが聖書 を理解

で きるよ うに主 は彼 らの理 解の 眼 を開

かれ た と語 って いる。 ここ で今 日ここ

にお集 ま りの皆 さんに お尋 ね したい。

皆 さん は予言者 の 言葉 をすべて信 じて

お られ るだ ろ うか 。信 じてお られ るな

らば，主 は 「終 りの事 を初 め か ら 告

げ」(イ ザヤ46：10)ら れ る と 言った

イザ ヤの 言葉 の意味 が お わか りだ ろう

か 。

救 い主 は，末 日に， 王の 王， 主の 主

として，聖 な る天使 をすべ て従 え，権

威 と大 いな る栄光 を もって降臨 され る。

予言者が予 言 して いる よ うに， この時

のため の備 えこ そ最 も大 い なる もので

ある。聖典 や世 界 の歴史上 の偉 大 な出

来事 はすべ て， この こ とと関 わ りを持

って いる。

明 らかに私 た ちは，救 い主 の降臨 に

備 える必要が あ る。

私 の話 を始 め るに 当た って，「神は不

思議 な方法 で奇 しきみ業 を行 なわれる」

とい うウィ リア ム ・クーパー の歌 の一

節 を御 紹 介 したい。私 は今 日，予 言者

た ちが 予言 した，神 の独 り子 の栄 え あ

る再 臨に備 えて， 主が過 去 に また は現

在行 なわ れて い る奇 しきみ業 をい くつ

か 取 り上 げてみ た い と思 う。 中には こ

の 大会 です で に話 された事柄 もあ るが，

その点 は御 了承 いただ きた い。

まずマ ラキの言葉 をみ てみ よう。主

は予言者 マ ラ キを通 して，主 の降 臨に

先立 って道 を備 え る使者 を送 るこ と，

主は速や か に御 自分 の宮 に おい でにな

るこ と， そ して金 を吹 き分 け る者 の火

のよ うに， また布 さ らしの灰 汁の よ う

に主 が降 臨 され る時 に耐 え得 るのは ど

のよ うな人か につい て明 らか に され た。

(マ ラキ3：1-2)こ の 予言 がベ ツレヘ

ムでお生 まれ にな った主の最：初 の降臨

に 関す る もの でな い こ とは明 らかで あ

る。主は速やか に宮 に来 られ なかったし，

この世 を清め るため に降 誕 されたの で

もなか っ た。 しか し，末 日に主 が降 臨

され る時 には，悪 人は岩 に向かって「わ

れわ れ をおお って，…… 小羊の怒 り… …

か ら， か くまって くれ」(黙 示6：16)

と叫 ぶ， と言わ れて いる。

主 は御 自分 の前 に道 を備 え るため に

使者 を遣 わ され るとあ るが， この使 者

とはほか で もない予言者 を指 してい る

ことは明 らか であ る。主 は時 の 絶頂 に

降臨 され た時 に，バ プテ スマの ヨハ ネ

をお送 りに な り，彼 こ そイス ラエル の

最 も偉 大 な予言 者 であ る と証 され た。

先程 デ リッ ク兄弟 が，主 の予言者 と

して少年 ジ ョセ ブ ・ス ミスが世 に現 わ

れ，1820年 に 天父 と御 子 の訪 れ を受 け

た こ とを話 され た。 この神 権i時代 の幕

をあけ るため に御 父 と御子 の訪 れ を受

けた こ とに よって過 去200年 の 間に こ

の世 が著 し く変 化 した こ とを，私 た ち

は知 ってい る。 それで はなぜ500年 前 ，

あ るいは1，000年 前 に， この大事 が起

こ らなか っ たの であ ろ っか。

いずれ にせ よ，今 は備 えの時代 であ

る。そ こで主 は，道 を備 え るため に使

者 を遣 わ し， その 人に， 御 自身の教会

と王国 を組織 し， キ リス トの初期 の教

会 にあったと同じ聖 なる神権 と使 徒 職 の

権能 を確 立す るための鍵 を授 け られた。

さて， ここでパ ウロの言葉 を取 り上

げ てみ る こ とに しよ う。パ ウロは，主

が み 旨の奥義 を示 され た こ とにつ いて

次 の よ うに言っている。「それ は，時の

満 ちるに及 ん で実 現 され るご計画にほ

か な らな い。〔現 代が そ の時代 で ある〕

それ に よっ て， 神 は天に あ る もの地 に

ある もの を， こ とご と く， キ リス トに

あ って一 つに帰せ しめ よ うとされ たの

で あ る。」(エ ペ ソ1：10)

主 が み 旨の奥i義 を示 されること，また

主 はす で にその奥 義 を現 代の予 言者に

示 してお られ る こ とを知 って， 少なか

らず思 いめ ぐらす こ とが あるで あろ う。

私 たちは， この世 の他 の いか な る教

会 も知 り得 ない真理 をいただいて いる。

また地上 の神 め王国 と天 の王 国のすべ

て を統合 した ひ とつ のプ ロ グラム を持
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つ唯一の教会に席 を置いて， この世 と

来るべ き世のあらゆる王 国が偉大な王

である世の救い主の管理の下に置かれ

ることに心 を向けている。 これらは予

言のご く一部で，主の再臨に関する予

言はほかにも数 多くある。

予言者ジョセブがわずか18歳 でまだ

教会も組織されていない時に，彼の も

とを3度 訪れたモロナイは，備 えの時

代に成就するはずのい くつかの予言に

ついて語っている。ひとつはイザヤ書

11章 から引用 したもので， この中で主

は 「再び手 を伸べて」， イスラエルの追

いやられた者を集め，ユダの散 らされ

た者を集めて，「国々のために旗 をあげ

る」 と言ってお られ る。(イ ザヤ11：

11-12)主 は，イスラエルの追いや ら

れた者 を集め る証 として，末 日聖徒 を

ロッキー山脈のこの谷間に集め られた。

また現在ユダヤ人は，2千 年に及ぶ放

浪と迫害の時代 を乗 り越えて，故国に

戻 りつつある。そして今や イスラエル

は，独立国 としての名乗 りを上げてい

る。これ らはすべて，末 日における救

い主の降臨に先立つ予言の成就 である。

イザヤは末 日について，さらに多 く

のことを述べている。(イザヤは非常に

多くの出来事 を見ていることか ら，彼

は過去の人というよりは現代人である

ように思える〉イザヤは，終 りの日に

主の家の山が諸々の山の頂(私 たちの

いるところ)に 立 ち，すべての国がこ

こに流れて来るの を見た。聖典 には次

のように記されている。「多くの民は来

て言う。『さあ，われわれは主の山に登

り，ヤ コブの神の家へ行 こう。彼はそ

の道をわれわれに教 えられる，われわ

れはその道に歩もう』と。」(イザヤ2：3)

多くの人々が，異国の地からこの美

しい神殿のあるこの盆地 に自分たちが

どのように集め られて来たかを証する

ことができる。交通の不便なこの遠隔

の地で，何の道具 も持たず素手でこの

ような大建造物の建設に着手 した聖徒

たちを想像 していただきたい。荒涼た

るこの盆地に入ったブ リガム ・ヤング

大管長はまず，この神殿用地にステッ

キをついたのである。イザヤは何千年

も前にその全貌を目にしている。 また

予言者たちは，主の再臨に先立って起 こ
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るそのほかの事柄について述べている。'

ではここで再び予言者マラキの言葉

に戻ろ う。マラキは次のように言って

いる。「主の大いなる恐るべ き日が来る

前に， わたしは預言者エ リヤ をあなた

がたにつかわす。〔私たちの生きている

現代がその備えの時代である〕

彼は父の心 をその子供 たちに向けさ

せ，子供 たちの心をその父に向けさせ

る。これはわた しが来て，のろいをも

って地 を撃つこ とのないようにす るた

めである。」(欽 定訳マラキ4：5-6)キ

ンボール大管長は，開会の説教の中で

このことについて話 された。

ところで私 たちは，エ ライジャの訪

れが真実意味することにつ いて理解 し

ているだろうか。この世には，人の思

いや心を操 る， 目に見えない力がある。

それは，草木の生長を助け，種子の発

芽 を促す太陽の光のように実在するも

のである。エライジャは，1836年4月

3日 に， カー トラン ド神殿でジョセフ

ス ミスとオ リヴァ ・カウ ドリの前に姿

を現わ した。そして，先祖の心をこの

地上にいるその子 らに， また子 らの心

を先祖に向けさせる鍵 を手渡 したので

ある。 このこと自体，有史以来の偉大

な奇跡のひ とつ と言えよう'。

エライジャが訪れた結果， どのよっ

なことが起 こったか，皆 さまはお気づ

きだろうか。当時世界にはひ とつ も系

図組織なるものは存在 しなかったが，

現在では世 界の各地に設立 されている。

また先 日インディアナポ リスで発行 さ

れた新聞には，紙面いっぱいに系図の

収録に関する記事が載 っていた。そこ

には当教会の系図部に関す る事柄が取

り上げ られていたので，バー トン兄弟

と共に系図部について調べた ところ，

この部門の職員数は600人 にのぼ り，

その内本国や ヨーロッパなどから送ら

れて来 る記録 をマイクロフィルムに収

める作業に携わっている人の数は80人

であった。彼らの手を通 して製作され

たフィル ムは，グラナイ ト山の大記録

保管庫に 保管 されている。このような

設備は世 界に類を見ない。また図書館

には400万 巻の系図記録が収められてい

る。これだけそろえるのにどれほど多

くの人々の手がかかっているであろう

か。 この ことを心に留め るならば，世

界中の人々の上にみたまの力が働 いて

いることに気づかれ ることだろっ。

私 が伝道部長 として南部に滞留 して

いた時の ことである。改宗 して間もな

いある兄弟が系図図書館に行って調べ ，

ていた ところ，一族の名前を見いだ し

たそうである。その記録の提出者はテ い

キサス州に住む判事夫妻で，序文には

このような事柄が記 されてあったと言う。
「私たち夫婦 は多大の労力 と時間 と

金銭 を費や して， この本 を作成 した。

私たちには この ことを行 なった理由が

わか らない。しかし神の摂理によって，

いつの 日か有益な目的のために役立つ

ものと確信 している。」

このようにみたまはこの世の人々に，「

神殿儀式のための系図を集めるように促

している。この種 の話はほかにも数多い。

ここで， 日々神殿内の活動に携わっ

ておられる何千人 もの人々につ いて考

えていただきたい。これは まぎれ もな

く，エライジャが もたらした大 いなる

奇 しきみ業の一部である。

数年前にイスラエルに行った時，3

カ所めユダヤ人会堂 を訪れた。そのひ

とつ の会堂 では，壁の側面にひ じかけ

椅子 が くくり付 けてあった。私はそれ

が何のためのものかを知 っていたが，

あえてラビに 「あの椅子はなぜあそこ

にあるのですか」 と尋ねてみたも

する と彼 はこう答えた。「エライジャ

がお出でになった時に，これを降ろし

て，ここに座っていただ くのです。」

彼 らはエライジャがすでにこの世 を

訪れていることを知 らないのである。

もし彼らが この世 に起こっていること

を知 った らどうであろ うか。この世 を

訪れたエライジャが全世界の人々の心

に触れた ということは，この世 におけ

る偉大 な出来事のひとつである。ダニ

エル もこのことについて語 っているが，

時間の都合でこの辺 りで私の話 を閉 じ

ることに しよう。

私は予言者の言葉 を信じている。また

この教会は，救 い主の再臨に備 えるよ

うに という聖なる予言者たちの言葉に

従 って備えをしている。主の再臨が早

め られるように，主 イエス ・キリス ト

のみ名によって申し上げる。アー メン。
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兄 弟姉妹 私は聖霊の導きを願うし
だ いであ る。最 近!雑 誌や テ レビ

が教 会 を好 意的 に報 じてい たの を喜 ん

だ人は 多い と思 う。

一例 をあげ る と
，先 月，広 く普 及 し

てい るあ る雑 誌 が， タバ コ， ア ル コー

ル， 茶， コー ヒー をや めて健康 増進 を

はか るモルモ ンの生活 を高 く評 価 して

いた。 またテ レ ビの ネ ッ トワー クで，

教会 の膨大 な系 図事 業 を紹介 していた。

教会 は福祉 計画や 家庭 の タ.ベプ ロ グラ

ムな ど，教 会の 組織機構 に関 してほか

に も肯定 的な評価 を聞い てい る。

しか しこれ らの記事 に軒 なみ 欠け て

い るのは， その慣 習 の起源 と理 由の説

明であ る。

最 近 のあ る出版物 では， 教会 の設立

や 発展 に神 のみ 手 を見ず， それ が時代

の社会状勢 に即 した 自然 の成 り行 きだ

とい う論評 まで載せ て い る。

先 日，私 の知 入が こ う言っ た。「あ な

たの教会 は非常 に素 晴 らしい と思 いま

す。た った ひ とつの こ とが なけ れば，

あ とは全 部受 け入れ られ る と思 うの で

すが， ただ ジ ョセ ブ ・ス ミスの こ とが

ね。」 それ に対 して， 私 は答 えた。 「そ

れは矛 盾 です 。啓示 を受 け 入れ るな ら，

啓示 を受 け た人 を受 け 入れ なけ れば な

りませ ん。」

教会 や教会 の活動 に感心 す る 口振 り

で いなが ら， その 同 じ口で，教 会 自体

や教 えや 教会 の 中身の骨格 を作 った主

の しもべ であ るジ ョセ ブ ・ス ミス を さ

げす む人が い る とい うのは，何 と も不

思議 で な らな い。彼 らは木 の根 を掘 り

おこしなが ら，実 を成 らせ て取 ろうとする

4月3日(日)午 後の部における説教

聖見者ジョセブ

十二使徒評議員会会員

ゴー ドン ・B・ ヒンク レー

教会は，イエス ・キ リス トの福音の 回復者である ジョセブ ・ス

ミスの使命をはっきりと証する

よ うな もので あ る。癌や 心 臓病 の研 究

の盛 ん な現代 に広 く賞 賛 されて い る，

い わゆ るモル モ ンの健康 法 は， そ もそ

も1833年 に ，主 か ら 「智 恵の言葉」 と

して ジ ョセブ ・ス ミスに下 され た啓示

で あ る(教 義 と聖 約89：1)。 ど う考 え

て みて も， 当 時の栄養 学 の文 献か ら出

た可能 性 は ない し， それ を唱道 した 人

問 の頭が ひね り出 した考 えで もない。

現在，医学 的見地 か ら して，大勢 の人 を

苦痛 や 尚早 に過 ぎる死 か ら， 救 って い

るこの知 恵の 言葉 は， 実 に奇跡 であ る。

系図研 究は ア レッ クス ・ヘ イ リー氏

の 「ルー ツ」 をきっかけ に， にわか に

趣味 と して人 気が 出た。合 衆国 内外の

何千 何万 とい う人 の熱い視 線が， モル

モ ンの 系図資 料の宝 庫に 注が れてい る。

しか し， 教会 の この大事 業 は趣味 を 目

的に始 まっ たの ではない 。 これ も， モ

ルモ ンの予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミスの教

えの延長 で あ る。福 音 を知 らず， そ の

ため に福 音 の求め る ところに応 え られ

ず， 機会 さえなか った私 た ちの先 祖 な

くしては，私 た ちの救 い もない と教 え

たの は ジ ョセブ ・ス ミスで ある。

多 くの関心 を集め て い る教会 の素晴

らしい組 織 は，啓示 に導 かれ て彼が構

想 した もの であ り， 予言 者の述べ た 啓

示 を研 究せ ずに は模 倣 も応用 もで きな

いの であ る。

また， 一部 に は近 年 の発足 と見 られ

が ちな福 祉計 画 も， 教会 初期 に ジ ョセ

ブ ・ス ミスが宣 言 した原 則に忠 実に 則

って設 立，運 営 されて い るの で ある。

それ は家庭 の夕べ の プロ グラムにつ い

て も同様 であ る。家 庭 の夕べ は，子供

たち を 「光 明 と真理 」(教 義 と聖 約93：

40)の 中 で育 て る とい う両 親の責任 に

関す る初期 の啓示 に 従 った ものに過 ぎ

ない。

それ ほ ど以前 の こ とで はないが，飛

行機 の 中で隣 りにす わ った青年 と話 を

した こ とが あ った。 い ろいろ と話 が出

て， 宗教 の こ とも話題 に なった。彼 は

モルモ ンにつ いて過去 にか な り本 を読

ん だ。 モルモ ンの実 践 してい るこ とは

立 派な こ とが 多い と思 うが， ただ教会

の 成立 に まつ わ る話や 特 にジ ョセ ブ ・

スミスにつ いてどうしても偏 見を拭 えない

と語 った。彼 は別 の教会 の熱心 な信者

で， 私 がモル モ ンにつ いて どこか ら知

ったのか 尋ね てみ ると， 自分の教会 の

出版物 で読 んだ とい うこ とで あった。

彼 の会社 は ど こか と聞 くと， 彼は誇 ら

しげにIBMの セ ー ル スマ ンです と答 え

た。 そこで私 は， あ なたのお客 にゼ ロ

ックスのセー ル スマ ンか らIBMの 製 品

を説明 して もら うのは どんな もの です

か と尋 ねた。彼は笑 い なが ら，「いや あ，

ご指摘 の点 はわか りま した」 と言 った。

私 はかば んか ら教義 と聖約 を出 して，

ジ ョセ ブ ・ス ミスが述べ た主の言葉 を

読 んだ。 その若 い友 人が ほめ ていた習

慣 が， そ もそ も彼 の敬遠 して いる立案

者 か ら出 てい る とい う箇所 を。 こ うし

て別 れ る前 に， 彼は私 が送 る本 を読 ん

で くれ る と約 束 した。私 は， よ く祈 っ

て読 むな らば，興 味の あ る教 えや 習慣

だけ でな く， それ らを世 に紹 介 した 人

物 につ い て も真実 か どうかが わか る と

彼 に言 った。 そ して ジ ョセ ブ ・ス ミス

の予 言者 としての召 しにつ いて， 確信
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していることを証 した。

私たちは予言者 を礼拝 しない。私た

ちが礼拝す るのは永遠の父なる神 と，

夏活された主イエス ・キ リス トである。

しかし私たちは，全能者のみ手の内の

器 として，古代における神の福音の真

理を地上に回復 し，神の権能 を教会の

諸事や民を祝福するために役立てる神

権を回復したジョセブ ・ス ミスを承認

し，公に宣言 し，敬い，尊ぶものである。

ジョセブの生涯は，奇跡の生涯であ

る。彼は貧困の中に生 まれ，逆境の中

で育 った。ここか しこで虚偽の非難を

受け，不当に投獄されて，追 い立てら

れた。そして，38歳 で殉教 した。しか

し生前の短い20年 間に，世 人が一生か

かっても成 し遂げ られないことを果た

して行った。彼が出版 した522ペ ージ

〔英文〕のモルモン経は20を 越える言

語に翻訳 されて，数百万の人々に神の

み言葉 として読まれている。 また，彼

が受けた啓示や彼の著わした書物はこ

れ ら数百万の人々に とって聖典 となっ

ている。書物のページ数 を総計すると，

ほぼ旧約聖書全体に相当し，それがた

だひとりの人によってわずか数年で世

に出されたのである。

またこれ と同時期に彼は教会を設立

し，その教会は丸1世 紀半にわた り不

遇 とチャレンジを乗 り越 え，今や145

年前に3，000人 であった教会員数は，

世界中で350万 を越え，依然 として発

展を続けている。この素晴 らしい組織

を時代の所産 と言い張る懐疑者 もいる。

しか し， この組織は現代同様過去 にも，

独特でユニー クで非凡であった。これ

は時代の所産ではな く神からの啓示に

よって成ったものであった。

人の永遠性に関するジョセブ ・ス ミ

スのビジョンは，前世の存在から墓の

かなたの永遠にまで及んでいる。彼は，

救いが万人に及び，全人類は救い主の

瞭罪によって復活の恵みにあずか ると

教えた。 しか しこの賜 にまさるのは，

福音の原則に従順に従 うことと，それ

によりこの世の幸福 と来世での昇栄が

約束されることである。

彼が教えた福音は，同世代の人々や

将来の人々だけにあてたものではなか

った。天の神に指導されたジョセブ ・
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ス ミスの精神 は， あ らゆ る時代 のあ ら ・

ゆ る人間 を包含 してい た。生者 も死者

も福 音 の儀 式 に あず か る機会 を持 た な

けれ ばな ちなか ったの であ る。1.

古 のペ テロは言 った。「死人 に さえ福

音が宣べ 伝 え られ たのは， 彼 らは肉 に

お いては人 間 と して さば きを受 けるが，

霊 におい ては神 に従 って生 きる ように

なるため であ る。」(1ペ テロ4：6)死

者 の場合 ，彼 らが 肉 において 人間 とし

て裁 きを受 け るにほ代理 の業が 必要 で

あ り， そのため にほ死者 が実在 した こ

とを明 らか に しなけ れば な らな い。 そ

のために 末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教

会 の大規 模 な系 図 プ ログラムが あ る。

それ は趣 味 のため では な く，神 の永遠

の 自的 を達 成す るために設 立 された の

であ る。

ジ ョセブ ・ス ミスは死 に先 立つ20年

間 で，福 音、を世 界各 国に携 え行 く「ため

の事 業 を開始 した 。私は 彼の思 い切 っ

た決断 に驚 く。教会 が まだ一人立 ち し

て間 もない 頃に， しか も逆 境の 闇の 中

で， 人々が 召 されて家や 家族 をあ とに

残 し， 海 を渡 ってイエ ス ・キ リス トの

福音 の回復 を宣べ伝 えに出か けたの で

ある。彼の心 ，彼 の ビジ ョンは全地 を

包 んでい たので あ った。

き ょうこの会場 に は， 北米， 中米，

南米， 英 国諸 島， ア フ リカ， ヨー ロ ッ

パ諸 国，太 平洋 の島や 陸地，豊 か な歴

史 を持 つ ア ジア諸 国か らや って きた入

人が着席 してお られ る。近隣， 遠来 の

皆 さん， あ なた こそは，神 の予言者 ジ

ョセ ブ ・ス ミスの ビジ ョンの結実 で あ

る。彼 は今 の時代 と， さ らに これか ら

主 のみ業 が全地 に広 まる素 晴 ら しい時

代 を見 た偉大 な聖 見者 であ る。

教会 の華 々 しい開花 は，1§44年6月

の うだ るよ うな 日に， 卑怯 な襲撃 で無

防備 の予 言者 を銃殺 した， あの顔 を塗

りた くった男た ちに驚 異の 目を見張 ら

せ るこ とであ ろ う。 また， 予言者 を守

る と誓 いなが ら彼 を無慈 悲 な暴徒 の な

すが ままに したイリノイ州 の トー マ ス ・

フ ォー ド知 事 を驚 かせ る こ とであ ろ う。

「イ リノイ 州 史」の 中で
，ジ ョセ ブ ・ス ミ

ス は 「将 来 の永遠 の成功 をめ ざした政

略的 な組 織 の確立 に成功 しなか った」

と結論 したのは この トーマ ス ・フ ォー ド

であ る。(ト ー マ ス ・フオー ド，・4」田b'

めη(ゾ1Z♂ 勿o空 「イ リノイ州 史」，B・H・

ロバ ー ツCo窺 ρ7幼θ%s勿θ 撚'oγyo∫

伽C伽 γ碗 「教会概 史」2：347に 引用)

彼 が 失敗者 と断 定 した人物が い まだ

に感謝 を込め て記 念 されてい る一 方で，

トーマ ス ・フ ォー ドは イ リノイ州 ポー

リア の墓 地 の奥 まった所 にひ っそ りと い

眠 ってい るので あ る。

私が12歳 の時，.父 が ステー キ部 の神

権 会 に連れ て行 らて くれた。私 は後列

にす わ り， ス テー キ部長 であった 父は

壇上 にす わっ た。そ の よ うな集会 に出

席す るの は初 め てで あったが， 集会 が

始 まる時会場 に集 まった数 百 人の 人々

は一斉 に起 立 した。 人生経験 も違 い，

職 業 も異 な る人々で あ ったが， だれ も

が心 に同 じ確 信 を持 ち，、その確 信 を胸

に声 を合 わせ て こ う歌 った 。.

た た え よ，主 の 召 した まい し

主 と語 りし予 言者 を

末の時 をは じめ た る

わ ざ を世 み な崇め よ

(讃 美歌144番)

信 仰 を持 って歌 う人々 の声 を.聞 く私

の心 に何 かが 起 こった。 少年 の心 に，

聖 きみ た まに よって， ジ ョセ ブ ・ス ミ

スが本 当 に全 能者 の予言者 で ある とい

う知識が 植 え られたので あ る。 それか

ら何年 もたち， ジ ョセ ブ ・ス ミスの言

葉 や功 績 を数 々読 む うちに， その知 識

は次 第に強 く，確 かに な って いっ た。

この 国 を岸 か ら岸へ ，北 の大陸， 南 の

大陸， 西や 東の大 陸に， ジ ョセブ ・ス

ミスが神 の予言者 ，主 イエ ス ・キ リス

トの た くましい しもべ，証 人で ある こ

とを証 で きるの は私 の特 権 であ る。

神 権 とみ さか え を もて

鍵 を永 遠に 彼持 つ

古 き予 言者 とともに

主 の王 国に 入 らん

(讃 美歌144番)

こ の証 を，私 は き ょ う皆 さん に再 び

申 し上 げ る。 また， この大会 の管理 者

が， 今話 を した予言者 の正統 の継承 者

であ るこ とを証 す る。私 は確 か にその

こと を知 ってい る。 この証 を， ジ ョセ

ブ ・ス ミスが証 し，私 も証す る。 主 イ

エス ・キ リス トのみ名 に よって 申 し上

げる。 アー メン。



明 瞭 さ の 力

十二使徒評議員会会員

マ ー ビン ・J・ アシュ トン

「神 は
，真理がけばけば しい飾 りをつけず，明瞭 にわか りやす

く教えられる ことを喜 ばれる」

だって私は，大学生の年頃の研究先
グループから，「聖典や 教会 歴 史に

出て くる言葉 の 中で，霊 的 に 自分 を一

番発奮 させ た もの は何 で したか」 と質

問された。 その よ うな状 況 でそ うい う

質問 をされた こ とが以前 に もあったか

どうか は覚 えて いな いが， その 時は た

め らいな くは っ き りした確信 を持 って，

「教 会歴 史の 中で一番 力 強い言葉 とい

うのは，『ジョセブ よ， こはわが 愛子 な

り。彼 に聞け』(ジ ョセ ブ・ス ミス2：

17参 照)だ と思 います」 と答 えて いた。

私 た ちは さ らに， この 神聖 な会話 の

持つ 力 と， まわ りの状況や 呼 びか けの

言葉 ，紹介 の言葉， 誘 いの言葉 の平 明

さにつ いて話 し合 っ た。

木 の茂 るあの森 の中 で，14歳 の少 年

の熱 心 な願 い と固い信仰 に 応 えて天上

の御 二方が 姿 を現 わ され た。簡素 な美

しい森 の中で， 名 もない少年 が神 か ら

自分 の名 を呼ば れ，救 い主 イエ ス ・キ

リス トに紹 介 され，世 に教 え られ るこ

との うちで も最 も重要 な事 実が 理解 で

きるよ うに， わか りや す い簡 明 な言葉

を聞か され たの であ る。

この示現 の生 き生 きした さまは， 簡

明さにつ いてニー フ ァイが語 っ た次 の

言葉 に，新 たな意義 を加 えて くれ る。

「私 の身 も心 も明瞭 な こと を喜 ぶ 。何

故な らば主 な る神 が人 間に為 した も う

ことは 明瞭 で あるか らで あ る。」(IIニ

ー ファイ31：3)「 私 は明 白な こ とを喜

んで誇 りとし， 真理 を喜ん で誇 り とし，

またわが イエ スが私 の身 も霊 も地 獄か

ら贈 いた も うたか ら， イエ ス のため に

喜 んで誇Lりとす る。」(IIニ ー ファイ33：

6)「 ま こ とに私 が民 に学ばせ るために

明瞭 な言葉 で話 す のは私 の心 が楽 しみ

とす る ところであ る。」(IIニ ー フ ァイ

25：4)私 た ちは この偉大 な予 言者ニ

ー ファイや
， その他 の指導 者や 賢明 な

教師 たちか ら，原 則 を明瞭に教 え た り

説 明 した りす る と， よ く理 解 で きるこ

とを教 え られ てい る。 ブ リガム ・ヤ ン

グは， もしも聖徒 た ちの祝 福 とな るこ

とがた ったひ とつ 自分 にで きる とした

ら，「物 事 をあ りのままに 見 るこ との で

きる目」(「説教 集」3：221)を 与 え る

ことだ と思 うと述べ た。

明瞭 さは， つつ ま しさ，学 びや す さ，

聡明 さ， 賢明 さ，従順 さであ る。 しか

し，時 々平 明な真理 は，気取 りや粗 野，

低俗 ，批 判的 ，議論 好 き， ご う慢 ，不

正 と曲解 され る。現代 は教 会歴 史上 こ

れ までに な く， 聖徒 た ちが積 極 的に イ

エ ス ・キ リス トの福 音 を明瞭 な方法 に

よって教 え る必要 に迫 られて い る。神

は，真 理が けば けば しい飾 りをつけず ，

明瞭 にわ か りやす く教 え られ るこ とを

喜 ばれ る。生活や 言葉や 行動 の明瞭 な

ことは永遠 の美徳 で ある。 キ リス ト教

の教 えや 生 き方 の明瞭 さが失 われ た時

に， 背教や 受難 が生 じる。明 白な光 が

人々の生 活か ら消 え去 っ た時， 人 々は

暗闇 を歩 く。「誰 にもわか る非常 に 貴い

多 くの部分 を子 羊の福音 か ら取 り去 り，

また主 のな した も うた 多 くの誓約 を取

り去 って しまったか らで ある。かれ ら

が これ をしたのは，主 の正 しい道 を曲

げて 人の 目を暗 ませ その心 をか た くな

にす るため であ る。」(1ニ ー ファイ13：

26-27)

イ エ ス ・キ リス トの福音 の真理 は，

わか りや す く， 尊 く， 力強 い。立 派な

人々の生 活 は， わか りや す く， 尊 く，

力強 い。私 の絶 えず感謝 す るこの明瞭

さにつ いて，学 んだ教 訓 を2，3お 話 し

た い と思 う。幾 つか教 えられたのは，

純粋 な信仰 を もって受 け 入れ る謙遜 な

幼 な子 たちか らで ある。救 い主は，天

国 で最 も大 きな者 とな るには幼 な子 の

よ うに な らなけれ ばな らない と教 え ら

れ た。 そ こで， 明瞭 な祈 りの模 範 につ

い てお話 したい。

何週 問か前 に， 「飢饒，病 気，寒波，

かんば つ(国 内， 国外， 現在，将 来に

わ たって)の 災害が緩 和 されるように」，

教会員 に週 の初 め の祈 りを大管長会が

要請 した際，こういう報告 が あった。そ

の1週 問の 終 り頃 に家庭 の夕べ で8歳

の 少女 が， 「いっぱい水 が たまって夏に

家 族み ん なで泳 ぎに行 け ます ように も

っ と雪 を降 らせ て下 さい 」とお祈 りし

た。8歳 の少女 の 目には，家族 で夏に

泳 ぐため の水が一 番大事 に映 ったの で

あ る。家族 一緒 に楽 しめ るよ うに願 っ

た明瞭 な子 供 らしい信仰 の祈 りは，最

も喜 ば れた のでは ないだ ろ うか。

率 直 なあ りの ままの証の 力強 さは，

いつ も私 の胸 を打つ 。 ある12歳 の少年

が証 を述べ よ う として大勢 の人々の前

に立 った 。彼 は胸 が いっぱ いなの とあ

が って い るの とで震 えなが ら立 ったま

ま， 声が 出て 来なか った。 無言で立 ち

つ くしてい る彼 を，私 たちは何 とか し

て あげ たい と思 った。張 りつめ た沈 黙

の数秒 間 がゆ っ・くりと過 ぎた。私 たちは

祈 る気持 ちで，彼 が落着 いて証 を言葉
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に出せ るように と願 った。そのような

場面の少年たち特有の心配や高ぶ りを

感じた後，彼は うつむいていた頭を上

げ，おだやかにこう言った。「兄弟姉妹，

ぼくの証はまだ小さいです、」彼は口を

つぐみ，着席 した。証はそれだった。

その時も今 も思 うのだが，何 とふさわ

しい言葉であったことか。だれの証が

まだ小さ くはない と言えるだろう。 も

っと大 きくする必要のない証があるだ

うりか。 この一言を聞いて，私は会衆

に自分の証 もまだ小さいので，機会あ

るごとに もっ と証 を大 きくしたいと語

った。私は明瞭で簡潔な言葉か ら教 え

られてきた。

末 日聖徒イエス ・キリス ト教会では，

明瞭で簡単な行為によって証が成長 し，

教えが説かれ る。 日曜 日の朝に，子供

日曜学校 を卒業 したばか りの少女が髪

をきれいに とかしてよそゆきの服を着，

顔を輝かせて面はゆそ うに壇上に向か

う。小 さな手 を伸ば してマ イクを顔の

高さに下げ，そっと母親の顔 を見て勇

気を得たように，聖餐の聖句を読んで
一同の聖句復諦 をリー ドす る

。時間の

たつ うちにこの単純な行為が踏み台と

なって，会の落着 きと人々の証 と聖句

の知識が得 られるのである。

毎 日曜 日，世界中で聖餐台を前に，

祭司が， さっぱ りした服装で身だしな

みを整えて，聖餐 を祝福する名誉にあ

ずかる。執事は誇 りを持 って敬度に，

秩序正しくいつ もの簡潔な方法 で聖餐
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の しるしを くばる。このアロン神権者

たちは，全教会員がこの神聖な儀式に

あずかるように気 を配ることを教 えら

れている。その少年 たちは，やがて監

督会の一員 として仕える日に備えて，

今，いろいろな形でワー ド部の全教会

員を見守 り，世話 しているのである。

十代の少女たちは，病人や外出でき

ない人々を見舞い，教会員でない友人

をフェローシップす るなど，簡単では

あるが，実に大切 な奉仕活動に携わ り

ながら， これ らを良い踏み台 として，

やがて 目的を持った力強い女性 に成長

して行 くのである。

日々に思 いや りの心 をもって御父の

仕事 をす る時に，人生最大の教訓の幾

つかが体得 される。

教会 中で大勢の教師たちが，「私は神

の子」 という言葉の簡潔で うるわ しい

意味 を子供たちに教 えようと，家の遠

い子供たちを車を都合 して学校から初

等協会に送っている。また教会に入っ

て間 もない改宗者は扶助協会の レッス

ンや活動の手伝 いを頼 まれ，人前に立

った経験がない人でも，理解 ある仲間

たちの励 ましと支えによって，ひとつ

のなにげない簡単な責任が果たせ るよ

うになる。それ を踏み台 として，彼女

は家庭でも個人的に も，実行 したり教

えた りす る機会 を待ちなが ら成長 して

行 く。

イェス ・キ リス トの福音 の定める懲

らしめの明瞭 さは，その力をとか く見

逃 しがちだが，後悔 して悔い改めた人

に とっては大 きな祝福である。教会に

おける懲 らしめは簡潔で，悔い改め も

赦 しも次のようなはっきりした段階 を

経て行なわれる。先頃，ひとりの賢い

教会貝がワー ド部の建物のホールで呼

び止められて，何々兄弟が教会を破門

になったことを聞いているか と，ひそ

ひそ声で尋ねられた。尋ね られた姉妹

が知っているという様子 をする と，告

げ口の主は「すごいことねえ」と言った。

その言葉に，姉妹はこう答えた。「い

いえ，私は素晴 らしいことだと思 うわ。

やっと重荷が下 りて， これか ら私たち

みんなが愛して，手伝ってあげて，ス タ

ー トをや りなお しで きるのですから。」

有害無益な会話 を助長す る代わ りに，

簡潔 に愛 の教 えが説 かれ たの であ る。

イエ ス ・キ リス トの生涯 は， 歩 まれ

た道 の ひ とつ ひ とつ の段階 が私 たち人

の教 え とな るよ う明 瞭に記 され，教 え

られ て いる。マ タイ伝 か ら簡 潔 に力強

く語 られ てい る主の 言葉 を幾 つか思 い

出 してみ よ う。

「柔和 な人 たちは
，さいわいである，」 い

(マ タ イ5：5)

「あ われ み深 い人 たちは
， さ いわい

であ る，」(マ タイ5：7)

「敵 を愛 し
，」(マ タイ5：44)

「自分 を愛 す る ようにあ なたの隣 り

人 を愛せ よ。」(マ タイ22：39)

「自分 の命 を得 て いる者は それ を失

い， わ た しの ため に 自分 の命 を失 って

い る者 は， それ を得 るであ ろ う。」(マ

タイ10：39).1

「耳 の あ る者 は聞 くが よい
。」(マ タ

イ11：15)

「た とい人が全世 界 を もうけ て も
，

自分 の命 を損 した ら，'何 の得 に なろ う

か 。」(マ タ イ16：26)

「こ の幼 な子 の よ うに 自分 を低 くす

る者 が，天 国 でいちばん偉 いのであ る。」

(マ タイ19：4)

「あ なたが た の問 でか しらにな りた

い と思 う者 は，僕 とならねばな らない。」

(マ タイ20：27)

救 い 主 は，私 た ちに理 解 で きる よ う

に と簡潔 に語 って お られ る。救 い主 の

み言葉 は， 簡潔 に して雄 弁 であ る。

神秘 化 され た不可 思議 な言葉 は永遠

の 生 命へ導 くもの では ない。 ある人々

は 永遠 の生 命 の賜 や救 い主 に関す る知

識 は飾 りたて た神 秘 な言葉 で しか得 ら

れ な い と感 じて， 福音 か ら得 られ る大

きな報 いや喜 び を見逃 して い る。主 は，

言 葉 を言葉 の まま， 概 念 をその概 念 の

ま ま学 び取 る よ うに と私 た ちに教 えら

れ た。指 導者 の語 る簡潔 明瞭 な方 法に

従 うこ とに よって， わか りや す い平 明

な真理 を私 たちが知 るよ うに。果 た し

て行 くひ とつ ひ とつ の責 任が， 学 んで

行 くひ とつ ひ とつの教 えが， 華麗 さや

儀 式や 派手 な行事 よ りももっ と確 実 に，

人々 を 日の光栄 の王 国へ導 くので ある。

神秘 を見 よう とせ ず に， 毎 日の奉仕 の

業 の 内に ある謙遜 さを見 な・さい。 従順

を学び，福 音 の明 瞭な真理 か ら理解 を



得 て， それ を率 直で は っき りした言葉

と行 動 に よって人々 に教 え なさ い 。

簡潔 で力強 い生 き方や教 えは，天 父

のみ こ ころや み 旨にか な う もの であ る。

ジ ョセブ ・ス ミスは神 の予言 者 てあ る。

この ことを簡 潔 に， へ りくだ って皆様

に申 し上 け る。恐 れ を知 らな い彼 の は

っき りした真 理 の言葉 は，批 判 者 たち

を乗 り越 えて今 も生 き，彼 を知 る人々

に力 と慰 め を もた ら して い る。

私 たちは世 の人々 に衿 を正 して率 直

に， 父な る神 と御子 イエ ス ・キ リス ト

はジ ョセ ブ ・ス ミスに姿 を現 わ された

と宣 言する。「そ してその中 のお一 人か

私 に言葉 をかけ て私 の名 を呼 びた まい，

他 のお一 人 を指 して 『こはわか愛子 な

り，彼 に聞 け』 と仰せ られた 。」(ジ ョ

セブ ・ス ミス2：17)

私 た ちはあ らゆ る国 の人々 に， この

天か らの至 上 の示 しに引 き続 いて啓示

され た真理 を，祈 りをもって研 究 して

い たた きたい とお願 いす る。 その ため

以後予 言者 ジ ョセ ブは大 きな あ さけ り

と侮辱 を受 け，つ いに は殉 教 をしたか ，

それ で も彼 か勇気 をもって間違 いの余

地か な いはっきりした言葉 て，「しか し

なか ら， これに も関わ らす私か 先に示

現 を受 け たことは事 実 である」(ジ ョセ

ブ ・ス ミス2：24)と 宣 言 した こ とを，

私 はへ り くた って神 に感謝す る。 これ

らの栄 光 に満 ちた， しか し簡 潔 な言葉

か真実 であ る こ とを， 心か らの証 とし

て皆様 に申 し上 け る。 イエス ・キ リス

トのみ名 に よ って， アー メン。
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何 界 前に私たちのワー ド部の断食
証 会 で， 若 い父親が初 めて の子供

に誇 ら しげに命名 し，祝福 を授 けた。

そのあ とで彼は証 を述べ るため に立 っ

た。彼は その長 男につ いて感謝 し， ち

ょっとまごつ き気味 に，赤 ん坊 は何 を

言って もわ か らない よ うなので， 自分

な りの交流 の しか たか ら感 じ取 ってほ

しい と思 う と言 った。彼は，「私 たちに

で きる こと とい えば， この子 を抱 いた

り， そ っと抱 きしめ た り， ほおず りを

した り， 愛 してい るこ とを耳 も とで さ

さや いた りす る こ とだけです」 と言っ

た。

私は集 会が終 わ ってか ら父親 に なっ

たばか りのその 兄弟の ところへ 行 き，

あ なたは証 の 中で健 全 な子供 た ちを育

て る良 い方 法 を教 えて下 さいま した と

話 した。 彼がそ のこ と をいつ まで も覚

えてい る ように，子 供 たちが大 き くな

ってか らもその習慣 を続 けてほ しい と

思 った もの であ る。

毎 日私 たちが身 の まわ りで 目にす る

悲劇 は，大勢 の子供や 大 人が毎 日の愛

の糧 を食 さない ため に飢 えてい るこ と

であ る。私 たちの間 には，何 にか えて

も人の暖か い愛 を感 じ， 暖か い言葉 を

聞 きたい と思 って いる人々が 大勢 い る。

人か ら声 をかけ られ ない孤独 な，失意

の内にあ る人々は どこにで もい るもの

である。

数年前 の こ と，私 は他 国の伝 道部 に

出か ける 責任 を受 け た。 そ こで宣 教師

た ち と最 初の集会 を持つ 前に，伝 道部

長に特に 注意す る必要 の あ る問題 があ

るか ど うか尋 ね た。 す る と伝道部 長は，
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健全な子供を育てるには，毎 日子供たち に私たちの 暖かい愛を

伝え，愛ある言葉を語る ことである

途 中で帰 国 しよ うと決 め たひ と りの宣

教師 の こ とを話 して くれ た。伝 道部長

は非常 に 困っていた。「私 でお役 に立 て

るで しょ りか」 と聞 いたが，伝 道部長

の返事 は はっ き りしなか った。

集 会の前 に宣教 師 たち と握手 をして

い る時に，帰 国 したが ってい る宣 教 師

はす ぐに わか った。私 は伝 道部長 に，

集 会 のあ とで彼 と話 を したいが どうで

しょ うか と尋 ね た。集会 の間， 彼 を観

察 してい る と， 口い っぱ いに ほおば っ

た ガム ばか りが気 にな った。集会 が終

わ る と， その 背の高 い宣・教師 は壇 の と

こ ろへや って きた。

「お話 したいが ど うですか
」 と， 私

は尋ね た。

彼は ど うで もよい とい ったふ うであ

った。

私 と彼 は礼拝堂 の端 の方へ行 って，

並 んです わ った。 そ して私が， 宣教 師

は途 中で帰 国すべ きでな いこ とを一生

懸命 に話 したが， 彼 は馬耳東 風 といっ

た状態 で窓 の外 を見続 けて いた。

それか ら2日 聞， 私 た ちは集 会で時

時 一緒 に なったが， 一度 な どは私 が話

している問， 彼は最 前列 にすわ って新

聞 を読 んで いた。私 は 当惑 し，気 落 ち

して しま った 。彼 は帰 国す る方が 良 い

と， それ もで きるだけ早 い うちに帰 国

した方 が良い と思 わ れた、 その2日 間

に， ど りにか して彼 と心 を割 って話せ

る ように祈 っ ていたの だが，何 の成果

もなか ったの であ る。

集会 を終 えた最 後の晩 に，私 は礼拝

堂 の正 面 で数 人の 人々 と話 していた。

す る とわ きの方に あの長老 が いるのが

目に入 った。 その瞬 間それ まで彼 に対

して感 じた こ との ない気持 ちが胸 に広

が った。私 は 申 しわ けな く思 い，彼 の

ところへ行 って彼の手 を取 り， 目を見

つ め て こ う言 った。「長老 ，あなた と知

りあえて本 当に良 か った。私が あ なた

を愛 して いる こ とを，是 非知 って いた

だ きたい。」

別れ 際に はそれ 以上何 も言 わなか っ

た。私 が教会 堂の ドア をあけて車 に向

か う時 に， 彼は またそ こに立 ってい た。

私 は もう一度 彼の手 を取 り， 腕 を まわ

して， 彼の 目 を見上 げ なが ら言 った。

「これ まで あなた にお話 した こ とは
，

心か らの私 の気 持 ちです。 あな た を愛

してい ます。私 の こ ともど うか ，心 に

か けて いて下 さい。」

心 と心が 通 いあ った。そ の時 ， この

青年 は 目に涙 を浮かべ， た だこ う言 っ

た。「ピー ター ソ。ン副監 督，私 は生 まれ

て このか た『あなた を愛 してい ます 』な

ど と言 われ た覚 えが ないん です。」

その 時私 は， 彼が なぜ動揺 や不安 を

感 じ，伝 道 をや め たい と思 ったか， そ

のわけが わか っ た。

あ る人々は 息子や娘 のことで，「私 が

愛 して い るこ とは 当然わか るはずだ 。

何 で も してや ってい る。服 を買 い与 え，

暖か い家庭や 教育 を与 えて…… 」 と言

うが， 思 い違 い をしてはな らない。心

の欲求 が満 た されて いる と感 じない う

ちは， 親 と しての責 任 を果 た した とは

いえ ないの であ る。

私 たちは問題 の あ る子供 に本 当の 愛

を伝 える努 力 を， もっ と払わな ければ

な らな い。 親の子供 に対 する愛 は，子



供の言動に左右 されずに注がれるもの

でなければならない。愛を受け るに足

りない と考 える子供に，一番愛が必要

だという場合が多い。

親たちに対す る聖典の勧告 を思 い出

していただ きたい。「またお前たちは，

自分の子供 らを飢えさせた りはだかの

まま置いた りは しないであろう。また

お前たちは 自分の子供 らが神の律法に

背き互いに争った り戦った りして，私

たちの先祖が言った悪魔すなわちあら

ゆる義 しさの敵 であって罪の頭である

悪魔に仕 えることを許 さず，

お前たちは自分の子供 らに真の道 を

行 う事 と真面目でなければならぬ事 と

互いに愛 し互いに助 けねばならぬ事 と

を教 えるであろう。」(モーサヤ4：14-

15)

親の教えは，愛 という金の縫い糸で

かがられてこそ，熱心によ く聞いて も

らえることを申し上げたい。親の言葉

を覚 えていてほしければ，忘れ ること

のできない思いや りのある行為がそこ

に伴わなければならないのである。

初めの一歩 を踏み出 して最：初の行動

を起こすことを，他人に頼 って待って

いる人々が多い。 もしあなたが最：初の

行動 を人に期待 している親，あるいは

子供，あるいは夫や妻であったら，是

非聞いていただきたい。

幸福になる最 も有効な秘訣のひとつ

は， ヨハネ第一の手紙の4章19節 にあ

る。短い文章だが， よく聞いていただ

きたい。「わたしたちが愛 し合 うのは，

神がまずわたしたちを愛 して下 さった

か らである。」この言葉の通 り，愛は変

化 をもたらす。

いわん とす ることがおわか りだろう

か。「神が まずわたしたちを愛 して下 さ

ったからである。」子供 たちはあなたを

愛す るであろ う，兄弟姉妹があなたを

愛するであろう，永遠の伴侶があなた"'

を愛す るであ ろ う， まず あな たが 彼 ら

・を愛 したな らば。 それが1日 で， ある

いは1週 間や1年 でそ りな る と言 っつ

も りはない。 ただ あな たが途 中でやめ

なけ れば， そ うな るの は確 か であ る。

愛 を常時表 現す る習慣 の ない人 は，

初め は 目薬 の1，2滴 ほ どの小 さな こ と

で もよい と思 う。気楽 に始め な さい。

目新 しいことを始めたばか りの時には，

グラス1杯 でも完全に溺れてしまうで

あろう。耐薬力が大 きくなるにつれて，

投薬量を増してゆ きなさい。

何 をす るにも，真心か ら正直に気持

ちを表現することである。

人か ら本当に愛されているとい う自

信 を持った人は不可能 と思われる山を

征服す る。刑務所な どの施設や，時に

は私たち 自身の家庭にさえ，愛情に飢

えている人が大勢いる。

世界や まわ りの社会でサ タンが人の

子らに狂暴な攻撃 をしかけている現在，

私 たちの武器 としては純粋無私のキ リ

ス トのような愛にまさる武器 はない。

私たちの背景，文化，習慣 は違 って

いて，ある人々に とっては愛を表現す

るこ とが簡単ではないだろうとも思 う

が，あなたにとってむずか しいかどう

かの問題は抜 きにして，救 い主はすべ

ての人にそのことを命 じてお られる。

ある国の少数の人や， また別の国のひ

と握 りの人，こ の家族， あの家族では

な く，あらゆる地に住む神の子 らのす

べてに対して，救い主は命 じておられ

る。今，愛 を表現 しなさい。今，愛を

示 しなさい。私たちが家族 として共に

永遠 を受け継 ぐために。

ヨハネ伝の中で，救 い主は私たちに

こう言われた。「わたしは，新しいい ま

しめ をあな たが た に与 える， 互 に愛 し

合 いな さい。 わた しが あなたが た を愛

した よ うに， あな たが た も互に 愛 し合

いな さい。

互 に愛 し合 うな らば， それ に よって，

あ なたが たが わた しの 弟子 であ るこ と

を，すべ て の者が 認めるで あろう。」(ヨ

ハ ネ13：34-35)

私 た ちはみ な救 い主 の弟子 に なるこ

とが で き る。

2週 間前， あ る集会 に急 いで い ると，

キ ンボー ル大管 長が私 を追 い越 して行

か れた 。彼 は立 ち止 まって私 の手 を取

り，目 を見つ めて こ う言 われ た。「忙 し

い こ とが 多 くてす み ませ ん。 あなた を

愛 してい るこ と， 感謝 して い るこ とを，

久 し くあ なた にお話 して いなか った と

思 い ます。」

私 には彼 の心 が感 じられ た。彼 の言

葉 が信 じられ た。私 の霊 は新 たに高 め

られた。

兄 弟姉妹 ，心 か らの行動 で あれ ば，

それは受 け入 れ られ る。悩 め る心 に平

安 と幸せ を もた らす の であ る。 どうか

実行 してい ただ きたい。 うまず たゆ ま

ず ，繰 り返 し，繰 り返 し。そ れ をせ よ

と教 え られ た御方 は生 きてお られ る。

イエ ス ・キ リス トで ある。 この証 を，

イエ ス ・キ リス トの み名 によ って 申 し

上 げ る。 アー メ ン。
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私 のこ勉 らの性 を仁 ス.キ リ
ス トの証 を述べ， イエ ス ・キ リス

トの王国 を建設 す る ことに捧 げ る特権

を， おそれおお い気持 ちと， 身に あ ま

る召 しとい う気持 ちで受 け取め てい る。

私 は これか ら共 に生 活す る教 会幹部 の

兄弟た ちを深 く愛 し，尊 敬 してお り，

彼 らの召 しの神 聖 さ を強 く感 じている。

私 は 自分が， 丈 高 く気高 い 巨大 なか し

の木の森 に芽 を出 した どん ぐりの よう

に感 じてい る。

私 は感 謝 と愛 で胸が い っぱい であ る。

5入 の息子 に正 しい模 範 とい う貴 重

な遺産 を残 して くれ た愛す る両親 に対

す る感謝 。私 の兄弟 た ちには，それ ぞ

れの強 さ と証 に対 す る感 謝。

愛す る尊 い妻 と愛 す る子供 た ちへ の

感謝 。ジーニ ンは純粋 な証 と愛 と献 身

の手本 ，私 の力 の よ りどこ ろで あ る。

私 の知 る立 派な若 者た ち， 特 に伝 道

に携 わ って いる若者 た ちに対 す る感謝。

その中に は， 心か ら愛す る私 の友 だ

ち もい る。

また ここにお られ る兄弟 た ち と愛す

る予 言者に対す る感謝 。 彼は地上 の あ

らゆ る神の子 らの ため の神 の代弁 者 で

あ る。私は キ ンボー ル大管長 を心か ら

愛 して いる。

身に あまる召 しだ と感 じては い るが ，

しか し心 は平安 であ る。 主が こ う言 っ

てお られ るからである。「もし入われ に

来 らば， われはか れ にその弱点 を認 め

させ ん。 見 よ， われ は人 を謙遜 にす る

ために 人に弱点 を与 うれ ど，す べ てわ

が前にへ り くだ る者に は充分 わが恵 み

を授 くるに よ り， かれ らがわが 前にへ
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七十 人第一 定員会会 員

リチ ャ ー ド ・G・ ス=]ツ ト

教 会幹部に支持さ'れて， 「主のみ業」に献身す る決意

りくだ りわれ を信 ず る時 には その弱 き

を強 きに変 えん。」(イ テル12：27)

ま た 主は この よ うに も言っ てお られ

る。「然 り，見 よ，われ今汝 に来 りて汝

の心 の中に留 るべ き聖 霊 に よ りて汝の

智 と情 に告げ ん とす 。」(教 義 と聖約8：

2)

私 は 聖 霊の ささや きが現 実に あ るこ

とを知 って い る。特 に必要 な場合， 熟

考 した後選 び抜い た 自分 の道 を確 認 し

て も らうため祈 りを捧 げ ると，聖霊 の

ささや きが それは正 しい とい う安 らぎ

の気持 ち を与 えて くれ る。 そ うで な く

安 ら ぎの感情 が ない時は，聖 霊 の力に

よって勧告や 指示や 確信 が与 え られ る。

また時には， その ま ま進 んだ ら危険だ

とい う警告 が，心 に どっ と湧 き上 が る。

私 は スペ ンサー ・W・ キ ンボー ルが

神 の予言者 で あ るこ とを知 ってい る。

イエ ス ・キ リス トは生 きて，私 た ち一

人一 人 を愛 してお られ る。永遠 の父 な

る神 は，私 た ちがふ さわ しけれ ば必 ず

はっ き りと祈 りに答 えて下 さ る。私 は，

自分 の生涯 と全精 力 と自分のすべ て を

主 のみ業 とみ 国の建 設の ため に捧 げ る

決心 であ る。 イエ ス ・キ リス トのみ 名

に よって， アー メン。

テンプルスクェアの最初 の案内所。1897年 の ヨベルの年の祝 いにあたって建てられたも

のである。



あなたが歩むエ リコへの道

十二使徒評議員会会員

卜一マス ・S・ モ ンソ ン

人生 は数々の経験 をもたらす。私 たち はエ リ]へ 向か うそれぞ

れの人生の道に良きサマ リヤ人 とな る機会を見いださな けれ ば

ならな い

愛 する兄弟姉妹 私はこれからしば
しの間話 をす るに あたって， 天父

の助 け を求 め る しだ いであ る。 この大

会 には遠路 は るば る と集 って来た 人々

が大勢 い る。北や南，西 や東 か ら，皆

さん は ソル トレー ク ・シテ ィーへ の道

を旅 して来 た。

道 とい う言葉 は はなは だ興 味深 い。

ひ と世代 前に ボブ ・ホ ー プ， ビン グ ・

クロスビー， ドロシー ・ラモー とい っ

た人気俳優 を主演 に 「リオの道」， 「モ

ロ ッコへ の道」， 「ザ ンジバ ルへの 道」

などの映 画が あった。 さらにそれ 以前

ラ ドヤー ド ・キプ リン グが 「マ ンダ レ

ーへ の道 にて」 を書 いて
， また別 の道

を有名 に した。

き ょう，私 はイエ スが た とえに引か

れて有名 にな った一 本 の道 の こ とを考

えて いる。それ はエ リコへ の道 であ る。

ルカに よ る福 音 書 を開 いて， エ リコへ

の道 を有名 に した あの印象 的 な出来事

を一 緒に思 い返 してみ よ う。

ひ と りの律 法学 者が 立 って，救 い主

を試みて こう言った。「何 をした ら永遠

の生命が受 け られ ま しょ うか 。」

「彼に 言われた
， 『律法 にはなん と書

いて あるか 。 あなた は ど う読 むか』。

彼は答 えて言 っ た， 『「心 をつ くし，

精神 をつ くし， 力 をつ くし， 思 い をつ

くして， 主な るあ なたの神 を愛せ よ」。

また，「自分 を愛 す るように，あなたの

隣 り人を愛せ よ」 とあ ります 』。

彼に言 われた，『あなたの答 は正 しい。

その とお り行 いな さい。 そ うす れば，

いの ちが得 られ るJ。

す る と彼は 自分 の立 場 を弁 護 しよ う

と思 って，イエ スに言 った，『で は，わ

た しの隣 り人 とはだ れの こ とですか』。

イエスが答 えて言 われた，『ある人が

エルサ レムか らエ リコに下 って行 く途

中，強 盗 ど もが 彼 を襲 い， その着物 を

はぎ取 り，傷 を負 わせ， 半殺 しに した

まま，逃 げ去 った。

す る とた また ま， ひ と りの祭司が そ

の道 を下 って きたが， この 人 を見 る と，

向 こ う側 を通 って行 った。

同様 に， レビ人 もこの場所 に さ しか

か って きたが， 彼 を見 ると向 こ う側 を

通 って行 った。

ところが， あ るサ マ リヤ 人が旅 を し

てこの人の とこ ろを通 りかか り，彼 を

見て気 の毒 に思 い，

近寄 って きて その傷 に オ リブ油 とぶ

ど っ酒 とを注 いでほ った いを してや り，

自分 の家畜 に乗 せ，宿 屋 に連 れ て行 っ

て介抱 した。

翌 日，デ ナ リニつ を取 り出 して宿 屋

の主 人に手渡 し，「この人 を見てや って

くだ さい。 費用が よけ いにかか った ら，

帰 りがけ に， わ た しが支払 い ます」 と

言った。 この三 人の うち， だれが 強盗

に襲 われ た人の隣 り人 にな った と思 う

か』。

彼が言った，『その人に慈 悲深 い行 い

をした 人です』。そこでイエスは 言われ

た，『あなた も行 って 同 じよ うに しな さ

い』。」(ル カ10：25-37)

私 た ちはみ んな， 人生 の旅路 で 自分

のエ リコへ の道 を旅 す るの であ る。 あ

なたは どん な経 験 をす るだ ろ うか。 ま

た，私 は どんな経験 をす るだろ うか 。

私は， 強盗 に囲 まれ，倒 れ て助 け を求

めて いる人に 気づ か ない で通 り過 ぎる

だ ろ うか。 あな たは ど うだろ うか。私

は，傷 つ いて いるの を見， 助け を求 め

る声 を聞 きなが ら， それ で も向 こ う側

に通 るだ ろうか 。あなた は どうだろうか。

私 は， それ を見て， 聞いて，立 ち止

まって，助 け てあげ るだ ろ うか 。あな

たは ど うす るだ ろ うか 。

イエ ス は私 たちのモ ッ トー ともい う

べ き大 切 な言葉 を残された。「あなたも

行 って，同 じように しな さい。」私 たち

が この言葉 に従 う時，永遠 の視野 に比

類 ない喜 びの展望 が開 け る。

さて，エ リコへ の道 はは っき りと示

されて いな いか も しれな い。傷 ついた

人が それ とわか る よ うに泣 き叫 んでは

いないか もしれな い。 しか し私 た ちが

良 きサマ リヤ 人の道 を歩む時， その道

は完全 へ と通 じて い るの であ る。

救 い主が示 され た多 くの模 範 に 目を

留めな さい。ベ テ スダの池 のほ とりに

いたか たわの 男，姦 淫 を してつ か まっ

た女， ヤ コブ の井戸 にい た女， ヤ イロ

の娘， マ リヤ とマ ル タの兄弟 ラザ ロ，

み んなエ リコへ の道 で倒 れ てい るけが

人 であ る。

イエ スはべ テス ダにい たか たわの男

に ，「起 きて， あなたの床 を取 りあげ，

そして歩 きな さい」(ヨ ハ ネ5：8)と

言 われた。 罪深 い女 には， 「お帰 りなさ

い。今後 は もっ罪 を犯 さない よっに」

(ヨ ハ ネ8：11)と 諭 された。水 を汲

みに来 た女 に は， 永遠 の生命 をもたら

す水 が湧 き出 る井戸 を教 え られ た。ヤ

イ ロの死 んだ娘 には，「少女 よ，さあ，

起 きなさい」(マ ル コ5：41)と 命 じら
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れ た。葬 られた ラサ ロに は，「ラサ ロよ，

出て きな さい」(ヨ ハ ネ11：43)と い う

忘 れか た い言葉 をかけ られ た。

しか し，「これはみんな世 の腰 い主 の

こ とた。 この よ うな こ とか私 の生活 に，

私のエ リコへ の道 に起 きるだろ うか 。

こん な貴重 な経験 か」 と，鋭 い 質問 を

す る人 もあろ う。

それに対 して，私 は 「そ うです。起

こります」と声 高 く言いた い。その よ う

な例 をふ たつ ，お話 しよ う。 ひ とつ は

傷つ いて助 け られ た人の話 で あ り， も

っひ とつはエ リコへ の道 を旅 して教訓

を得 た人の話 であ る。

何年か 前に， 親切 な人柄 て人々か ら

深 く愛 され，世 に恵み を加 えたひ と り

の 人か永遠の来世 に旅立 って行 った。

ル イス ・C・ ジャコブセ ン兄 弟か その 人

てあ る。彼 は 困って いる人 のため に働 き，

移 民 の職 捜 しを手伝 い， 私 の知 って い

る限 りで とむ らいの説教 を一番 た くさ

ん した人てあ る。

そのル イス ・ジャ コブ セ ン兄 弟か，

ある 日なつか しむ よ うな面持 で， 彼 の

少年 時代 の話 を私 に して くれ た。彼 の

母 親はテ ンマー ク人の貧 しい未亡 人だ

った。 ルイス は背 か低 く， 外見 も格 好

良 くはな く， クラス仲 間か らよ く痛烈

な冗談の 的 に され て いた。 あ る安 息 日

の朝， 日曜学 校 で， 子供 たちかル イ ス

のつ ぎのあ たった ズボ ン とす り切 れ た

シャ ッを話題 に した。泣 くこ とは プ ラ

イ ドか許 さす， 小 さなル イス は逃 け る

よ うに教 会 を出て， 息 を切 ら しなか ら

ソル トレー ク ・シテ ィー のセ カ ン ドウ

ェス トまて来 て立 ち止 まった。 ル イス

か腰かけ た縁 石 のわ きの溝 を， きれ い

な水か流 れて いた。彼 は ポケ ッ トか ら，

日曜学校 の レ ノス ン をメモ した紙 切 れ

を取 り出 し，上手 に紙 の舟 を折 っ て，

水 の流れ に浮かべ た。傷 つ いた少 年の

胸 には，「も う教 会 に戻 る ものか 」とい

う決意か湧 いて いた。

す る と突 然に，涙 で ぼ うっ とかす ん

て見 える水 面に， みな りの きちん とし

た大柄 な男性 の影か 映 った。 ル イスか

顔 を上 け る と， 日曜学校 管理会 長 の ジ

ョージ ・バー ビソク兄 弟 だっ た。「一 緒

に腰 をお ろ して いいか い?」 とや さ し

く聞い た。

ルイスはこっ くりとうなすいた。溝

の縁石 に良きサマ リヤ人か腰 をおろし，

本当に助けの必要 な少年の力となった。

幾つも舟 を造 り，水に浮かべて会話が

続いた。やかて指導者は立ち上か り，

少年の手 をしっか りと握 って，ふた り

は日曜学校に向か った。

その後，ルイス自身同じ日曜学校を

管理 した。彼は長い奉仕の生涯の間，

エリコへの道て 自分 を助けて くれたそ

の旅人のことを決 して忘れなかった。

私か初めてその大 きな経験のこ とを

知った時，次の言葉 を心に思った。

彼，十字路にひとり立つ

顔に陽を受けて。

未知の世界に思いを向けす

たた雄々しい競争に向かって。

道は東に延び，西に延ひ，

どの道 を行 くべ きか，それ を

知 らす。

か くて彼は下る道 を選び，

勝者の栄冠 を失った。

ついに彼は怒れるわなにかか る

十字路に道 を告ける人の

立っていなかったために。

㍉

瀦6鷲 響1

細漏 ：撫轟

、

またある日， その同 じ場所に

理想をかかけた少年か立った。

彼 もまた雄々しい競争に向か って。

彼 もまた良 きものを求めて。 『

今は道 を知る者か十字路にいた

どの道を行 くべ きか を告ける人か。

か くて彼は下 る道に背を向け

勝者の栄冠 を得た。

彼は今，清 らかな道を歩む

十字路に立ち， より良い道を

告 けた者のゆえに。

私 は， 自分のエ リコへの道を初めて

旅 した時のことをお話 したい。10歳 の

ク リスマスか近ついた頃のことだった。

当時の少年 の夢は電気 じかけの汽車で

あった。私の夢は， どこにでもある安

いぜん まいじかけの汽車ではなく，電

気で動 く不思議な汽車だった。

ちょうど不況の時代たったか，父母

は何 とか工面 したのだと思 う。クリス

マスの朝にすてきな電気 じかけの汽車

をプ レゼン トして くれた。私は機関車

に車両 を引っぱ らせ て前進させ，後退

させ何時間も遊んた。

やかて母か居間に入ってきて，道の

献1蘭 麟 思麗 ，
離職蝋_幅 怖瓢

鐘捧 慧静 欝 粛

》蝿

戴
騨糊

殖

靴

187i-72年 頃 の ソル トレーク神殿建築現場。石 材の加工に精出す聖徒たち。後方 はタバ
ナクルで，右の建物 はエ ンダウメン トハ ウス
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向 こうに住 ん でい るハ ンセ ン未亡 人 の

マー ク とい う子供 にぜ ん まい じかけ の

汽車 を買 って きた と教 えて くれ た。私

は見せ てほ しい と頼 んだ。機 関 車は ゴ

ツゴツ としてず ん ぐり と， 私が 買 って

もらった高価 な汽車 の よ うにすべ すべ

とスマー トでは なか っ た。

しか し，安 い方 の汽車 につ いて いた

オィル タンカー が気 に 入っ た。私 のに

はその ような車 両が つ いて お らず， ね

たま しい気持 ちが起 こって きた。私 は

その気持 ち を母 にぶつ け， 母 は それに

負 けて私 に オイル タンカー を渡 しなが

ら，「マー クよ りもあ なたの 方に要 る と

い うな ら， 使 い なさい」 と言 った。私

はオイル タンカー を自分 の汽車 に くっ

つ けて してや った りと思 った。

母 と私 は残 りの車両 と機 関車 を持 っ

て， マー ク ・ハ ンセ ンの ところを訪 ね

た。マー クは私 よ り1，2歳 年 上 だ った。

彼には思 い もか け ないプ レゼ ン トなの

で， 言葉が 出 ないほ ど喜 ん で くれ た。

彼は早速ぜ ん まい を巻 き，機 関 車が動

いて2台 の車両 と車掌 車が レー ル を走

り出す と， 私 の よ うに電気 じか け では

ないの に， 大喜 び した。

母は私 に，「トミー，マー クの汽車 は

ど う?」 と聞 いた。

私 は罪の意識 を鋭 く感 じ， 自分 のわ

が ままが よ くわか った。私は母に，「ち

ょっ と待 っていて， す ぐ来 るか ら」 と

言 った。

そ して， 急い で家 に 走 って帰 り， オ

イル タンカー と自分 の車 をひ とつ持 っ

て，ハ ンセ ン家 に戻 った。 そ して うれ

しげに，「君 の につ いて いたのが もうふ

たつ あ ったの，忘 れ てい たんだ」 とマ

ー クに言 った。

マー クは も う2台 の車両 を 自分 の セ

ッ トにつ け加 えた。機 関車 が重 そ っに

レール を走 るの を見 なが ら，私 は言 い

ようのない決 して忘 れ られな い大 きな

喜 び を感 じた。

母 と私 はハ ンセ ン家 をお い とま し，

通 りをゆ っ く り歩 いて帰 った。母 は神

のみ手に 身 を委 ねて死 の影 の 谷へ 入 り，

息子の私 と共 に命の橋 を渡 り，手 を取

って私 と一 緒 に 自分 た ちのエ リコへ の

道 を家路につ いたの で あった。

子守歌 を歌 って くれた母親 を覚 えて

いる人 もあ ろ う。 ピア ノを弾 いて くれ

た母 親，歌 を歌 って くれた母親， 思 い

や りを示 して くれた母親 ，話 を して き

かせ て くれ た母親 ，母親 は いろ いろな

姿 で心 に残 るだ ろ うが， 私の心 に一番

鮮 明 なのは， その 日に良 きサマ リヤ 人

の よ うに愛 を示 す機会 を得 て， 一緒 に

エ リコへの道 を歩 いた母 親 の姿 で あ る。

兄 弟姉 妹，今 ，励 ま しを待つ 人々が

いる。 しなけれ ばな らない こ とが ある、

救 わなけ れば な らな い大切 な 人々が い

る。病 む人，疲 れ た人， 飢 えた 人，裸

の 人， 傷つ いた 人，孤 独 な人，老 い た

人， さ まよ う人， みん な私 た ちの助 け

を求め てい る。

世 問の道 しるべ が旅 人 を巧妙 に誘 っ

て い る。 名声へ の道， 富へ の道， 人気

をつか む道，快 楽へ の道， しか し，道

を進 む前 に， 十字路 では立 ち止 ま りな

さい。 「ついて来なさい。 こち らが エ リ

コへ の道 です 」 とささや く静か な細い

声 を聞 きな さい。

私 たちが主 に従 ってエ リコへ の道 を

歩 む こ とが で き るよ っに， イエス ・キ

リス トの み名 に よって祈 る もので ある。

アー メ ン。
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その通 り他人にせよ

十二使徒評議員会会員

マーク ・E・ ビータ ーセ ン

救い主は，公平，あわれみ，忠実，愛な ど人間関係 にとって

さ'らに大切な ことを説 いておられ る

'請

モ ン ソン長老 と私 は・ これ までか なり
の距離 を， それ もか な りの年 月，

一緒 に旅 して きた
。モ ン ソン長 老 と私

とル イス ・ジェ ィコブセ ン兄 弟 は， こ

れ まで数年 間一緒 に旅行 した。ここで

私 は， モン ソン長 老 のお許 しをいただ

いて，彼 と一緒 にエ リコへ の道を もう

少 し歩 きたい と思 う。

昔， イエ スはパ リサ イ人 に こ うお尋

ねに なった。「あなたが たはキ・リス トを

どう思 うか。」(マ タイ22：42)

そ の パ リサ イ人た ちは間違 った考 え

方 をしていたので，「イエスにひ と言 で

も答 え うる者 はなか った」。(マ タイ22：

46)こ の 時， もし彼 らが答 え を知 って

いたな らば， この質問 は彼 らに とって

大 きな意味 を もつ こ とにな ったであ ろ

う。 それは現在の私 たちに とって も非

常 に大切 な質問であ る。

あなたが たは キ リス トを ど う思 うか 。

これ を私 たちの時代 に置 きか えて， 自

分は キ リス トをど う思 うか， 考 えてみ

ようでは ないか。

末 日聖徒 は， す ぐさ まそれに答 え る

ことが できる。 キ リス トは， ベ ツ レヘ

ムでマ リヤか らお生 まれに なっ たナザ

レのイエス であ る。私 た ちの腰 い主 ，

創造 主， 聖 なる神 の御子 で あ る。

しか し， キ リス トが どな たで あるか

を知 った私 たちは， キ・リス トに関 して

どんな ことを した らよいのだ ろ うか 。

私たちはキ・リス トを完全 に受 け入れ て

いるだろ うか。 背 を向 けては いな いだ

ろ うか。中途半端 な態度 で， い ろいろ

な圧 力が かか る と自分 の信 念 を曲げ た

りしてはいない だろ うか 。

誤 まった考 えに凝 り固 まったパ リサ

イ人 たちは，儀 式や慣 習 を誇 りなが ら，

律法 の もっ と大切 な事柄 ，義 しい行 な

い をもた らす公 平， あわれ み，忠 実 な

行 な いをな いが しろに していたの で，

主か ら非 難 され た。

救 い主 はそれ らの もっ と重要 な事柄

につ いて話 され た時に， モ ン ソン兄弟

が先 ほ ど言 われ たよ うな人間関係 に触

れ られ た。主 が その よ うな人 間関係 を

福 音の重 要 な一 部 とされ た こ とは大切

な こ とであ る。私 た ちが隣 人に どう対

するかが， 天 の王 国の どこに行 くか を

大 き く左右 す る とい うこ とは，注 目す

べ きこ とであ る。

それはつ ま り， 私 たち 自身 も昔 のパ

リサ イ人 の よ うに なるか もしれな い と

い っことであ る。私 たちは儀試 や 慣 習

を大切 に しなが ら， 兄弟 愛に よる親切

や正直 ， あわれみ， 徳行， 誠実 な どの

もっ と重 要 な こ とを見逃 して いるか も

しれ ない。 それ らの大切 な こ とを生活

か ら省 いた ら， 主 のみ前 に行 く資格 が

ない とい うこ とを忘 れ ない よ うに しよ

うでは ないか 。

ここで，隣 り人 を自分 を愛す る よ う

に愛せ よ とい う第二 の大切 な戒 め につ

いて考 えてみ よう(マ タ イ22：38-39)。

どれだ けの人が この戒 め を守 って いる

だ ろ うか 。 この戒め は，心 をつ くし，

精神 をつ くして神 を愛せ よ とい う第一

の戒 め と同 じよ うに大切 で ある と主が

言 ってお られ るこ とを心 に留め てい た

だ きた い。、

また， 自分 が 人か ら してほ しい こ と

を人々 にす る よ うに とい う戒め に も，

心 を留め て いただ きたい。 どれだけ の

人が この律法 に従 って い るだろ うか 。

どれだ けの 人が， エ リコへ のあの道 を

歩いて い るだ ろ うか。

もう一度 ，良 きサ マ リヤ 人の た とえ

話(ル カ10：30-37)を 読 ん でい ただ

きたい。特 にマ タイ伝25章 の最後 の部

分 を読 み合 わせ てほ しい。

この聖 句 は，隣 り人に正 しい こ とを

しなけれ ば，救 われ るの はむずか しい

と教 えて いな いだろ うか 。主 の言葉 に

注意 しよ う。'

「あ なたが たは
， わ た しが空 腹の と

きに食べ させ ず， かわ いて いた と きに

飲 ませ ず，

旅 人 であ った ときに宿 を貸 さず ……

ま た病 気 の と きや ，獄 に いた ときに，

わ た しを尋 ね て くれ なか った……』。

『あ なたが たに よ く言 ってお く
。 こ

れらの最 も小 さ吟者 のひ と りに しなか

った のは， す なわ ち， わ た しに しなか

った ので あ る』。」(マ タイ25：42-43，

45)

主 が 語 られ た これ らの事 柄 を怠 る人

人は， 主の 羊の群 れ に数 え られ ない。

主 の右 に立 つ こ とを許 されず， 左 に立

って 泣 き叫 び，歯 ぎし りす るであ ろう。

聖書 には，「そして彼 らは永遠 の 刑罰 を

受 け る」(マ タイ25：46)と 記 され て い

る。

ヨハ ネの 第一 の手紙 には，現 に見 て

いる隣 り人 と良 い人 間関係 を持 たない

で， 目に見 え ない神 を愛 す る こ とはで

きな い と言 われ てい る。(1ヨ ハ ネ4：

20)

私 た ちは時 々， 山上 の垂 訓 を読 む よ
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うに してい るだ ろ うか 。 山上 の垂 訓の

大半 は， 隣人 との 人聞関係 で ある。語

られ てい る原 則 を，2，3ご 紹介 しよ う。

モル モン経か らその説教 を引用 した い。

「故 に
，汝 らが もしわれ に来 る時，

またはわれに来 らん と欲 す る時， その

兄弟 に汝 らを訴 うる心 の あ るを思 い 出

さば，

まず行 きて その兄弟 と和 ぎ， それ よ

り真心 を以 てわれ に来れ 。 さ らば， わ

れは汝 らを受 け容 るべ し。」(IIIニ ー フ

ァイ12：23-24)

こ の よ うでな い私 た ちで も主 は受 け

入れて下 さ る と，寸 時 であ ろ うと考 え

られ るだ う りか。

また，こ うも言われて い る。「汝 らも

し人 の罪 を赦 さば， 汝 らの天 の御 父 も

また汝 らの罪 を赦 した も うべ し。

され ど，汝 ら もし人 の罪 を赦 さず ば，

汝 らの父 もまた汝 らの 罪 を赦 した まわ

じ。」(IIIニ ー ファ イ13：14-15)

何 と大切 な原則 が ここに言 われて い

るか， この原則が私 た ち一 人一 人 に ど

んな影 響 を及 ぼすか を考 えて いただ き

たい。

「汝 ら もし人の 罪 を赦 さば
， 汝 らの

天の御 父 もまた汝 らの罪 を赦 した もう

べ し。」つか の間 歩みを止めて，私 たち

が赦 され ない罪 を背 負 った ままで主の

王国に入 るこ とが で きるか ど うか 考 え

てみ ようではな いか 。

主 は こ う言 われた。「己 れが さばかれ

ざるため に， ほか の人 を さば くこ とな

かれ。

なん となれ ば，汝 らは人 をさば くご

とく己れ もまた さばかれ， また汝 らが

人に与 うる物 をはか る と同 じ升 にて 己

れの受 くる もの もはか らるべ ければ な

り。」(IIIニ ー フ ァイ1411-2)

教 義 と聖約 の第1章 に は，

「誠に主来 りて あ らゆる人 にその為

せ る行為 に従 いて応報 を与 え， また彼
ザ 」

らがその同胞 を計 りし秤 を以て彼らす

べての者を計るべき日」(教 義 と聖約1：

10)と 書かれている。

この教えは最 も注意を払 うべ き教え

である。裁 きの 日に，主は私たちが完

全に悔 い改めない限 り，隣人をはかっ

たそのはか りで私たちをはか りた もう

からである。これは一瞬たじろぎを覚

え るよ うな こ とか も知れ ないが， しか

し主の裁 きに必 須 の要素 で あ る。私 た

ちは その広 い意 味 を認識 して いるだ ろ

うか 。 自分 の まい た もの を刈 る とい う

こ とを知 ってい る だろ っか 。

神 の裁 き方 を教 え るこの原則 は， 自

分 を愛す る ように隣 り人 を愛せ よとい

う戒 め を新 た な光 で照 らし， この律 法

を真剣 に受 け とめ よ と私 た ちに勧 めて

いる。

それは また，黄 金律 の深 い意 味 を教

えるものでもある。「すべ て汝 らが他 人

をして 自分 に為 さしめ ん と思 うこ とは，

汝 らまず その通 り他 人にせ よ。」 この戒

めを強調 して，主 は さ らに こ う告 げ て

おられ る。「これすなわち律法 に して ま

た予 言者 の道 な り。」(IIIニー ファイ14：

12)こ れ は軽々 し く無視 で きないことで

あ る。 これ に よって，マ タイ伝25章 が

もっ とよ く理 解 で きるのでは ないだ ろ

うか 。主が 隣 り人に不 親切 な人々 を と

が め られ たその意 図がわか る。

これ を もっ と重大 な ものに してい る

のが， 山上 の垂訓 の 中の も うひ とつの

主 のみ言 葉 であ る。私 に とっては 恐ろ

しい言葉 で あ る。 主は この よ うに言わ

れ た。 「まこ とに われ 汝 らに告 ぐ，われ

が今汝 らに下 した るこの命 令 を守 らず

ば，決 して天 の王 国に入るを得ず。」(III

ニ ー ファ イ12：20)

これ は大変 な こ とで はない だ ろ うか 。

この聖 句 と並 ん で， 私 たちは も うひ

とつ の神聖 なみ言葉 を心 に留 めな けれ

ばな らな い。「そ もそ も，清 か らざ るも

のは御 父の王 国に 入 るこ とを得ず 。信

仰 を し，すべ ての罪 を悔 い改 め，終 り

大 管 長 会 ，1945-51。 ジ ョ ー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス 大 管 長(中 央)，J・ ル ー ベ ン ・ク

ラ ー ク ・ジ ュ ニ ア 第 一 副 管 長(左)， デ ビ ッ ド ・O・ マ ッ ケ イ 第 二 副 管 長(右)(ユ タ 州

歴 史 協 会 提 供)
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まで誠 をつ くし，以 て わが血 に よ りて

その衣 を洗い し者 の ほか に は御 父 の安

息に入 り得 る者 な し。

終 りまで忍ば ざる者 は， また切 り倒

され て火の中へ投 げ こ まるべ し。 その

者は御 父の正義が要 求するに よりて，い

つまで も火の 中 よ り出 るこ とを得 ず。」

(IH二.一 フ ァイ27：19，17)

こ れ を聞 いてあな たは 恐れ を感 じな

いだ ろ うか。私 た ちは主 の戒 め を真 剣

に受けとめるべ きだと思 わない だ ろ うか。

「あなたは キ リス トをど う思 うか 」

と問 う時 に，主 の王国 に入れ るよ うに

主が定め て下 さった生活 の高 い標準 を

自分 が 正 し く受 け入 れて い るか ど うか

も反省 すべ きでは ないだ ろ うか 。 それ

を受 け入れ るこ とは， 主 のた とえ話 に

よるな らば， ラ ンプに油 を満 たす こ と

である。

主の王 国に入 りたい な らば， 基本 的

なこれ らの戒 め を 自由裁量 の戒 め と思

ってはな らない。主 は，「これ は道 だ，

これに歩 め」(イ ザヤ30：21)と 言 って

お られ る。

私 たちが不親切 ，不正 直， 不潔 で無

慈悲 であ ったな ら， また外 見 は敬 慶 で

あ りなが ら心 は罪深 い偽 善者 であ った

な らば， 真心 か ら悔 い改め な いか ぎ り，

救 いの望 みは 四方に散 って行 く。

救 い主 はニー フ ァイ人 に語 った中 で，

「汝 らはいか な る人物 にてあるべ きか」

と尋 ねてお られ る。 そ して， す ぐさま，

「われ と同 じ人物 な らざるべ か らず」

と自答さ れた。(IIIニ ー ファイ27：27)

だ れ で もこの言 葉 は よ く知 ってお い

でで あろ う。「われ に主 よ，主 よ，と言

う者 のこ とご とくが天 国に入 り得 るに

あらず。天 に ま します わが父 のみ こ こ

ろを行 う者 のみ天 国に入 り得 るな り』」

(IIIニー フ ァイ14：21)こ れ も私 た ち

を立 ち止 ま らさせ る言葉 であ る。「主 よ，

王 よ， われ らは汝の名 に よ りて予 言 を

し，汝 の名 によ りて悪 鬼 を追 い 出 し，

汝 の名 によ りて もろ もろの不 思議 な る

業 をな した るにあらずや 」(IIIニ ー ファ

イ14：22)と 言 った とこ ろで，単 な る

信仰 を とな えるだけ では王国 に入 れて

いただけな いか らで ある。

私 た ちが隣 人 と正 し く接 して， もっ

と重要 な律法 に従 わ なか ったな らば，
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主 は きっと， 「われは汝 ら を少 し も知 ら・

ず。 罪悪 を行 う者 よ， わが前 を去 れ」

(IIIニ ー フ ァイ14：23)と 言 われ るで

あろ う。 この こ とか ら， パ ウロの次 の

言葉が よ く理解 で きる。「た といわた し

が， 人々の言葉 や御 使 た ちの言葉 を語

って も， もし愛が なけ れば， わた しは，

やか ま しい鐘や 騒 が しい鏡 鉢 と同 じで

ある。

た とい また， わ た しに預 言 をす る力

があ り， あ らゆ る奥義 とあ らゆる知 識

とに通 じて いて も， また， 山 を移 すほ

どの強 い信仰 が あって も， も し愛 が な

ければ， わ た しは無 に等 しい。

た とい また， わ た しが 自分 の全財 産

を人に施 して も， また， 自分 のか らだ

を焼 かれ るため に渡 して も， も し愛が

なけれ ば，いっさい は無 益 である。」(1

コ リン ト13：1-3)

で は ，愛 とは本 当の意味 で どん な も

の なのだ ろ うか 。.それ は私 たちが神 と

隣 人 を愛す るよ うに導 く， キ リス トの

純粋 な愛で ある。

アルマ書 の 中に， こ う説 明 され てい

る。「もし忘 れずに慈善 を行 わないな ら

ば， あな たた ちは金銀 を精製 す る人た

ちに(価 が な いか ら)棄 て られて， 人

の足 で踏 まれ る鉄 かす の よ うな者 であ

る。」(ア ルマ34：29)

主 は私 たちに，神 と富 とに兼 ね仕 え

るこ とは で きな い と教 えてお られ るが

(IIIニー ファイ13：24)， 何 と大 勢の 人

が それ をしよ う として い るこ とか。

主は なぜ こ う も厳格 に， 細か い こ と

まで従順 を要求 してお られ るのだ ろ う

か。 それは，私 たちに御 自分 の よ うに

完全に な るこ とを期待 してお られ るか

らであ る。神 の子供 で ある私 たちの存

在 目的 は，神 の よ うに な るこ とであ る。

だが，清 くない ものはみ前 に入 る こ と

がで きない。 その ため，私 た ちは この

現世 に始 まって，不 完全 な方法 では完

全 にな り得 ない こ とを心 に留めつつ ，

自分 を完 成 させ なけ れば な らな いので

ある。

これが， 神が か くも厳格 であ られ る

わけで ある。神 が罪 をい さ さか も許 さ

れない わけで あ る。

私 た ちのひ とつの大 きな欠点 は， 戒

め を守 るの に腰が重 い こ とである。 こ

れにつ いて主 は次の よ うに言われ た。
ごとごと

「われ汝 らにすべ ての事 を悉 く命ず る

は至 当な らず。 そは， すべ ての事 巳む

を得 ざれば為 さざ る者 は怠惰 な り，賢

き僕 にあ らざれ ばな り， これ を以 て彼

は良 き報 い を受 くるこ とな し。

され ど命令 を受 くる までは何 事 をも

なす こ とな く，疑 いの心 を以 て命令 を い

受け これ を不 精不 精 に守 る者 は救 われ

ず。」(教 義 と聖約58：26，29)

予 言 者 ア ビナ ダ イは， さ らに この重

要な 原則 を次の よ うな言葉 で教 えて い

る。 「主 は，主 に逆 らって罪 を改 めない

ままに死ぬ よ うな者 た ちを賄 い た まわ

ない。 それ で あ るか ら， あなた らは当

然恐 れおの のか な くては な らな い。世

の始 めか らこのか た， わ ざ と神 に そむ

き， 神 の命令 を知 りなが らこれ を守 ら

ず， 罪の あ るま まに死 ぬ者 は第一 の復

活 にあ ずか る こ とが で きな い。

…… なぜ な らば
， あなた らの よ うな

者は救 われ な いか らであ る。主 はこの

よ うな者 を腰 いた まわ ないばか りか，

この よ うな者 を腰 い た もうこ とが で き

ない。」(モ ーサ ヤ15：26-27)

しか しごの よ うな言葉 に もか か わ ら

ず， 主 は， 悔 い改 めて主 の もとに来 る

よう万 人 を招 いてお られる。「すべ て重

荷 を負 うて苦 労 して いる者 は.わ た し

の もとに きな さい。 あなたが た を休 ま

せ て あげ よ う。

わた しは柔和 で心 のへ り くだ った者

で あるか ら， わ た しの くび きを負 うて，

わた しに学 びな さい。 そ うすれ ば， あ

な たが たの魂 に休 み が与 え られ るで あ

ろ う。

わ た しの くび きは 負 いや す く， わ た

しの荷 は軽 いか らで あ る。」(マ タイ11：

28-30)

私 た ちは何 を した らよいのだ ろ うか。

「まず神 の 国 と神 の義 とを追 い求 め る」

こ とであ る(IIIニ ー フ ァイ13：33)。 私

たちは生活 の 中で 自分 の宗教 を最優 先

させ ，心 を尽 くして神 に仕 え，エ リコ

へ の道 を旅す るときに， 人か らして ほ

しい と思 うこ とを人々 に しなけ れば な

らな い。 私 た ちすべ てが そ うで きる よ

りに とい りの が，私 の心 か らの切 なる

祈 りで あ る。聖 な る主 イエ ス・キ リス ト

のみ名 に よ って 申 し上 げ る。アー メン。



蕾 的に高 揚 され た栄 えあ る数 日聞 も
皿 い よいよ終 りが近づ い たが

， この

問私 た ちは権 能 を持 つ 兄弟 たちか ら霊

感 と啓示 の言葉 を聞 いた。 また， タバ

ナ クル合 唱団の 主 を賛 美す る歌 を聞 く

祝福 に あずか った。

私 たちは主 のみ名 に よって集 ま って

礼拝 し，聖 霊 の 力に よって教 え を受 け，

全貝が 主のみ た まが 注が れ るの を感 じ

た。聖徒 たちの集 まる場 は どこで もこ

の通 りであ る。 モル モ ン経 に次の よう

なモ ロナ イの 言葉 が あ る。

「教 会 員の集会 は教会 の責任 で 『み

たま』 の導 きに従 い， また聖霊 の 力に

よって行 われ た。 それ であ るか ら集 会

の 時かれ らは聖霊 の力 が導 くままにあ

るいは道 を説 き，あ るいはすす め，ある

いは祈 りあ るいは乞 いねが い， あ るい

は讃美の歌 をII昌った。」(モ ロナ イ6二9)

私 た ちは正 しい道 を勧告 され，神 の

戒 め を忠実 に守 って主 と隣 人 を愛 す る

ように と励 まされ た。 また， わなには

まってサ タンの道 に落 ちない ように警

告 され，謙 遜 に祈 りをもって絶 えずみ

た まの さ さや きに従 い， それ に よって

悪 と対抗せ よ と勧 め られ た。私 た ちは

この時代 に主か ら大 きな約 束 をい ただ

いて いるD

「汝 あ る知 識 を受 くべ し と信 じて信

仰 を もて真心 よ り求 む る如何 な る事 の

知識 をも， これ を得 ん こ とは汝 の神 に

して汝の贈 い主 なる主の 今生 きて在 る

が如 く正 に確 な り。

然 り， 見 よ， われ今汝 に来 りて汝 の

心の 中に留 るべ き聖 霊 に よ りて汝 の智

と情 に告 げん とす 。

啓示 主が予言者に

伝えるみ言葉

大管 長

ス ベ ンサ ー ・W・ ‡ ンホ ー ル

はな ぱな しい ことを期待する入 は，現在の教 会に下される 「絶

えざる啓示の流れ に十分な注意 の足 リない ことがある」

そ もそ も， 見 よ， これ は啓示 の 『み

た ま』 な り。」(教 義 と聖 約8：13)

なか で も私 た ちが現在 最 も感謝 すべ

きこ とは， 天が実 際 に開かれ て， イエ

ス ・キ リス トの 回復 された教会 が啓 示

の岩 の上 に築 か れて い るこ とで ある。

絶 え ざる啓 示 こそ，生 け る主 な る救 い

主 イエ ス ・キ リス トの福音 の活力源 で

ある。

私 た ちは世 に向か い，信仰 箇 条 とし

て こう宣 言す る。「われ らは，すべ て神

の これ まで に啓示 した まい しこ と，す

べ て今 啓示 した も うこ とを信 じ， な お

今 よ り後，神 の王 国につ きて 多 くの偉

大に して重要 なる ことを啓示 した も う

こ とを信ず 。」(信 仰 箇 条第9条)

古 代 の聖典 も高 らか に こ う告 げ てい

る。「まこ とに主 な る神 は その しもべ で

あ る預 言者 に その隠れ た事 を示 さない

で は， 何事 を もな されな い。」(ア モス

3：7)

予 言 者 ア モスへの この確 かな み言葉

は古 か ら今 に伝 わ り， 「イエ ス・キ リス

トは， きの う も， きょ うも， いつ まで

も変 るこ とが ない」(ヘ ブル13：8)と

い うその主 の こ とを語 って いる。

主が変 わ る こ とのな い御 方 であ るこ

とは，聖典 か ら明 らかで ある。「われ ら

は，正確 に翻 訳 され た る限 り， 聖書 は

神 の御 言葉 な りと信 ず 」(信 仰 箇条第8

条)と 主張 す るその聖 書の， ア ダムか

らマ ラ キに至 る旧約 の予 言者 た ちは，

主 イエ ス ・キ リス トと天父 の神性 を証

してい る。イエ ス ・キ リス トは 旧約 の

神 であ り， ア ブラハ ムや モーセ と語 っ

た御方 であ る。 イザヤ やエ レ ミヤ に霊

感 を授 け た御 方， それ らの選 ばれ た人

人 を通 じて末 日の 時代 まで も遠 い将 来

の出来事 を予 言 した御 方 であ る。

そ して新約 聖書 は，そ の名の通 り，

御 子 な る神 と御 父な る天 父 と， み業 の

神 聖 な こ と， 主が 教 え られた福音 に従

うこ との大切 さ を， あ らため て証 す る

新 たに追加 され た証 の書 であ る。

私 た ちは， 旧約 聖書 に神の予 言者の

言葉 がすべ て語 られ てい る とい う， キ

リス ト教 のい わゆ る教 師た ちの説 を受

け 入れ ては いない。 また，新約聖 書 で

啓示 が終 りだ とも信 じて いない。私 た

ちは，神 の啓 示は終 わ ってお らず， 人

人の ため に今 もなお神 か ら啓示が下 さ

れて い る と証 す る。

私 は古のペ テ ロの この 言葉 を信 じて

い る。「なぜ な ら，預 言 は決 して人間の

意志 か ら出た もので はな く，神 の聖者

が聖霊 に感 じ，神 に よって語 った もの

だか らであ る。」(欽 定訳 ペ テロ1：21)

こ の 混 乱 した現代 に， 神か らの啓示

はいか に必要 な こ とか。戦争や 疫病，

飢饒 ，貧 困，荒 廃， 汚職 や不 正や不道

徳 が ます ます はび こ る今，世 の 人々に

は過 去 に もまして神 よ りの啓示が 必要

であ る。主が パ レスチナ のほ んの少数

の人 々 と旧約世 界に だけ啓示 に よって

貴重 な教 え を授 け，今， それ を非常 に

必要 と してい る私 た ちには天 を閉 じら

れ る とあれば， 実に不 合理 であ る。

しか し， 予 言者や 民の方 で手 を伸べ

なけ れば， よほ どの こ とが ない限 り主

は彼 らに対 して 沈黙 を守 られ る とい う

のが 悲 しい事実 で ある。 人間に 自由意

志 を与 え られ た天 父は，子 らを呼 び，
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勧め，正 しく導 こ うとされ るか， それ

て も人々か手 を伸へ ，真 剣に祈 り，真

心か ら熱心 に主 に近つ いて来 るの を待

ってお られ る。 本来は真 昼の 太陽の下

に出 られ る もの を， 民か無 頓着 てあれ

は，夜の暗闇 て もか くま まに しておか

れ るのてあ るD

イ スラエ ルの民か戒 め に従 わす， 主

を信 しす，主 の計画 に も背 を向け た時，

主 はこ う言 われた。「わたしはあ なたか

たの誇 とす る力 を砕 き， あなたか たの

天 を鉄 の よ うに し， あな たか たの地 を

青銅 の ようにす るてあ ろ う。

あなたか たの力は， むた に費 され る

てあろ う。」(レ ヒ26：19-20)

も し も聖書 て 「予 言者 たちの終 り」

となるな らは， それ は信 仰 と忠実 さの

欠けたせ いてあ る。天 か閉 さされ て鉄

の よ うにな り，地 か青銅 の よ うに なっ

た時代 かあ ったの もその ため て あった。

天 か封 しられ る時， 霊的 な闇 の暗 さは、

ニー フ ァイ人の歴 史の 中て 「ろ うそ く

もたい まつ も火 をつけ る ことか て きす ，

よ くよ く乾 か した薪 て も火 をつけ る こ

とか て きなか った」(IIIニ ー フ ァイ8：

21)実 際 の暗闇 と違い は しない。

主 は民 に無 理強 い をな さらない。民

は信仰 かな ければ 啓示 を受 け 入れ ない

て あろ う。 自分 の限 りあ る思慮 ，判 断

に頼 って満 足 してい るな らは， 当然，

主は彼 らを 自らの選 択 に まかせ られ る。

モ ルモ ン経 の予 言者 モ ロナ イは，奇

跡 と啓 小 につ いて こ う告 け てい る。

「奇 蹟
，天 使 の導 き と恵 み を与 える

こ とな どかす で に無 い時は信仰 もまた

絶 えたの てあ って，世 の人 は恐 ろ しい

有様， す なわ ちあたか も瞭 いか な いか

の よ うな有様 に な る。」(モ ロナ イ7：

38)

時 の 絶頂 に，世 の光 てあ る神 の御子
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か 降 臨 して天の幕 を上 け，地 と天は再

ひ通 い合・うよ うにな った。

しか し， その光 明の世 紀か過 ぎる と，

暗い 闇に再度 見舞 わ れ， 天 は封 じられ

て 「暗黒時代 」 に突 入 した。

今 日，私 は世 の 人々に証す る。今 か

ら1世 紀半 を越 える前 に，鉄 の天井 は

砕か れて，天 か再 ひ開か れて以来 ，啓'

示 は続 いて い る。

ひ と りの 人間か 心か らの願 い を込 め

て 神 の導 き を祈 った時 に，新 しい時代

か 始 ま った 。人 目につか な い静 か な場

所 を選 ひ， ひ さます いて心 を低 くし，

願 いを告 け， 真昼 の太 陽 よ りも明か る

い光 に世 界 か照 らされ て 。 一幕 は も

はや 再 ひ下 りるこ とは ない。

きょ うも数 人 の兄 弟か話 をされた不

屈 の信仰 を持 つ 少年 シ ョセ ブ ・ス ミス

か，その 呪縛 を解 き，「鉄 の天」 を砕 き，

交 通 を再 開 した のて ある。天 は地に 口

つ け し，光 か闇 を散 ら し，神か再 ひ人 に

語 って，「しもへ てあ る預 言者に その 隠

れた事 を」(ア モス3：7)改 め て啓示 さ

れた。新 しい予言者 か この地 に誕生 し，

彼 を通 して神 は王 国 を築 かれ た。 もは

や 滅 ひす，別 の民 の手 に渡 るこ ともな

く， 永遠 に立っ 王国 を。

この王国 を世 に もた らした啓示 の永

続す るこ とは， 全 くの真実 で あ る。太

陽は決 して 沈 まない。 人 と造物：主との

交流 を資格 な しと打 ち消 し去 るこ とは

決 して て きす， 神 は もはや 地上 の神 の

子 らか らみ姿 を隠 され ない。啓示 は こ

の地 に続 くのて ある。

新 たに確 立 された神権 時代 の初期 に，

主 は継承 の神 聖 な律法 を定め た もうた。

そ して予言 者は代 々続 き， これか らも

終 りな く神 に任せ られて引 き継 かれ て

行 き， 主 の奥 義 は際 限な く啓示 され る

て あろ う。

神 の力 に よって，他 の聖典か 示 され

た。 キ リス トの教 え とキ リス トの神性

を証 す る古 代ア メ リカの貴重 な記録 ，

聖書 と並 ふ， また聖 書 を支持す る神聖

な聖典 であ ると私 た ちの宣 言す るモル

モ ン経 か それ てあ る。

1820年 の あの 記念すへ き 日か ら，数

多 くの重要 な啓示 か，神 か ら地 上の予

言者 に限 りな く下 され ， 聖典 に追加 さ

れ てい る。その 啓示 の 多 くは，「教義 と



聖約」 と呼ばれるもうひ とつの聖典に

記録 されている。また，私たち末 日聖

徒の聖典には，古代 と近代の予言者た

ちの啓示，あるいは記録の翻訳が載 っ

ている。これが 「高価なる真珠」であ

る。

これらの製本された神聖な記録 で，

「予言者たちは終 り」だとする人々が

いる。 しか し，啓示は続 き，時々刻々

ともたらされ る啓示が教会の保管庫や

ファイルに収められる とい っことを，

私たちはまた世 に証する。1830年 に末

日聖徒 イエス ・キ リス ト教会が組織 さ

れて以来，過去にも将来に もわたって

時が続 く限 り，神 とその民に認め られ

る予言者が絶えることな く主のみ旨と

みこころを説 き続け ることをも，私た

ちは証す る。

さて， これは警告である。昔なが ら

の過ちを繰 ワ返 さないように しよう。

現在は大勢の信徒 がアブラハム， モー

セ，パウロを信 じながら，現代の予言

者を否定 している。古代の民 もそれ以

前 の予言者たちを受け入れなが ら，同

時代の予言者たちを非難し，呪 っていた。

今の時代 も昔 と同じように，啓示が

下 る時には，地が震 え，怖 るべ き示 しを

伴 うはずだと考える人々が大勢 いる。

従って，モーセの時代，あるいはジョセ

ブの時代，あるいは私 たちの今の時代

に下される数 多くの啓示は， 多くの人

にとって啓示 として受 け入れがたい。

実は，啓示 とは予言者たちに抗 し得な

い深い印象 としてや ってきて，天 より

下 る露 夜の闇を払う朝 日の ように予

言者の知 と情に告 げるものなのである。

はなぱなしいことを期待す る人は，

絶えず下される啓示の流れに十分な注

意 を払っていないと思う。私は深 くへ

りくだ り， しか し心に力強い燃える証

をもって，回復の予言者か らこの現在

の予言者まで，天 との交流の糸は絶え
ず'

ず，権i能 は続 き，光 は鋭 く鮮や か に輝

き続 けて い る と申 し上 げ る。 主の み声

は 間断な く奏 でる調べ ， とどろ く力 で

あ る。1世 紀半の 間，中断は なか っ た。

一人は孤立 を要 さ ない。信仰 篤 い人は

だれ で も 自分 の世 界の ため に霊 感 を受

け る こ とが で きる。 しか し， 主 は現 在

は っき りと予 言者 た ちを召 し，奥 義 を

彼 らに啓 示 してお られ る。 昨 日も，今

日も，そ して明 日も。それが 道 であ る。

午 後 の部 の初 め に 「感謝 を神 に捧 げ

ん，予 言者 の導 き」 と歌 った時， 以前

に お話 した こ との あ るひ とつの思 いが

胸 を よ ぎった。 皆様 もジ ョセ ブ ・ス ミ

スや ブ リガム ・ヤ ン グや ウ ィル フ ォー

ド ・ウ ッ ドラフ， その他 の大管長 た ち

の こ とを思 い浮かべ た こ とであ ろ う。

デ ビッ ド ・0・ マ ッケ イ大 管長や ジ ョ

セ ブ ・フ ィー ルデ ィング ・ス ミス大管

長，ハ ロル ド ・B・ リー大 管長 な ど，

この責 任 に あった 人々の こ とを。

彼 らは偉 大 な奉仕 を した。地上 の民

の ため に大 きな仕事 をした。彼 らは教

会 を組織 し，教 会 を発展 させ ，教 会は

彼 らの もとでめ ざま し く成長 した。

私 た ちが常 にその こ とを覚 え，単 に

現在 生 きて働 いて いる人 々 を注 目す る

だ けに終 わ らない よ うに と願 う。 なぜ

な ら， 神 のみ業 は広 くすべ ての分 野で

続 いて いるか らで ある。

話 を終 え る前 に， あ とふ たつ の こ と

をお話 した い。 その ひ とつ は皆様 に教

会本部 ビルの広場 に置 かれ た4つ の美

しい彫 像 を是非 ごらん いただ きたい と

い うこ とであ る。 これは ノーブー の訪

問者 セ ンター の扶 助協 会公 園に来年 建

て られ る予 定 の女性 をた たえ る13の 記

念像 の一部 で あ り， 多 くの 方に鑑 賞 し

て いただ こっ と， この一角 に置 いた し

だ いで ある。実 に美 しい像 なの で，』ソ

ル トレー ク滞在 中 に是 非立 ち寄 って い

た だ きたい。

私 は ゴー ドン ・B・ ヒン クレー長 老

が ジ ョセ ブ ・ス ミスにつ いてや さ し く

暖か く語 られ るの を聞い て感 動 し， イ

リノイ州 の カー セー ジでの あの最 後の

晩 を思 い浮かべ た。 暴徒 に周囲 を包囲

された 中で，予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミス

は兄 弟の ひ とりに 「悩 め る旅 人」 を歌

ってほ しい と頼 んだ 。

悩 め る旅 人 われ の前過 ぎて

わ れの断 り得ぬ 助 け を もとむ

いず この ものか その名 も聞 き得

ね ど

故知 らず そ の眼に わが愛 惹か る

食べ物少 きとき かれ来た りて

食事 を求めぬ われはみな与 う

彼は祝 して食べ

ぬ

す ぐそれ食べれば
魅き

われに も分け

屑はマナな り

泉に彼，力なく 伏 していぬ

水はただ渇ける 彼 をあざける

馳け寄 り 飲ませば 三たび飲み

ほして

汲みかえす を飲めば 長 く渇かず

冬のあ らしすさび 洪水の夜に

外の声聞 きて 彼 家に迎え

あたため慰め わが床に臥させ

われ地に伏せ れば エデンの夢

見ぬ

裸で傷つ き 死ぬばか りの彼

道に見つけ 彼の息吹 きかえし

薬 もて直せば わが うちにある

傷のいたみ忘れ 心はなごむ

獄舎に謀叛の刑 を 受 く彼を見ぬ

われは嘲の中 彼 をたた う

われは彼のため 死ぬか と問わ

れて

身は弱けれど 霊は 「死ぬ」 と叫

びぬ

この旅 人見 る間に 姿 かわ り

救 い主 とな り わが前に立 ちぬ

「恐 るな
， わが ため 恥 じず なせ

しわ ざ

お ぼ え らる」 とわれ 呼 びて言

いた まいぬ

(讃 美歌149番)

兄 弟姉 妹，神 の祝 福 が あ るよ うに。

素 晴 らしい大会 であ り， 皆様 と共に集

えたこ とは喜 び であ る。平安 が皆様 に

あ るよ うに 。主の喜 び と平安 が 引 き続

き皆 様 にあ る よ うに。 この こ とは真実

であ る と，私 た ちは知 ってい る。 主は

生 きてお られ る。主 はみ 旨 とみ こころ

を毎 日私 た ちに啓示 してお られ る。そ

れに よ って， 私 た ちは どの道 を行 くべ

きか， 霊感 を受 け るこ とが で きるので

あ る。

私 たちは皆様 を愛 し， これ らの こ と

をお願 いす る。イ エ ス ・キ リス トのみ

名 に よ り， アー メ ン。
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愛する兄弟姉妹，総大会の福祉事業
集会で再び皆様にお会 いできるこ

とは大きな喜びである。今朝，私は 「主

の方法によって援助する」 というテー

マでお話 したい。それぞれの監督が会

員の必要 を満たすために利用できる援

助手段 をもう一度明らかにし， また従

来とは多少異なった面か ら援助手段を

強調することが，今 日の話の 目的であ

る。

現在得 られる援助手段 を考える時，

私たちは古代か ら根底に流れている幾

っかの基本的な指針を忘れてはならない。

予言者アルマは次のように記 している。
「各々みなその財産の 多い少いに応

じて，貧乏な者や病気にかかっている

者や苦 しんでいる者たちに施 しをした。

かれらは高価な衣服で身 を飾 らなかっ

たがその服装は見ても気持が良 く小ざ

っば りした服装であった。

このようにかれらは教会の万事 を整

えて， 多くの迫害を受けたに もかかわ

らず またひきつず き平和を保つ ように

なった。……

そして，このように栄えていたとき，

かれらは着る物のない者，飢えている

者，渇いている者，病気をしている者，

栄養の足らない者などを追い払わず，

富に執着 をせず，貧乏な者があるなら

年よりと若い者， 男と女， 自由の民と

奴隷 とを区別せず，教会員であると非

教会貝であるとの差別な く誰に も同じ

ように惜 しまず物 を施 した。」(ア ルマ

1：27-28，30)

教義と聖約 にたびたび説かれている

ように，監督は貧しい人々を捜 し，彼
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4月2日(土)福 祉事業集会

主の方法によって援助する

管理監督

ビクタ ー ・L・ ブラウン

教 会の福祉制度を構成する6つ の要素 ：監督の倉庫，生産事業，

地元での福祉援助，末 日聖徒社会福祉，デゼ レト産業，教会雇

用制度

らの必要 を満たすように命 じられてい

る。これは，物質的に貧 しい人々を指

すに とどまらず，情緒的な問題をかか

えている人々，あ るいは 日常生活にま

っわる数 多くの問題 をかか えている人

々をも含む ものである。そのために必

要 な情報は主に，神権個人面接 と，扶

助協会役貝からの報告 によって監督の

もとに届 く。私たちに与えられている

教 えに よれば，問題 を解決する第一の

責任は個人にあ り，次いで家族にある。

そして，彼らがな し得 る限 りのこ とを

行なった後，教会 とその福祉活動組織

が援助 を与えるこ とになる。

これ らの基本原則を踏まえ，今 日教

会には，主の方法に従 って，助けの必

要な人々に援助を与 える組織が設けら

れている。 この制度は6つ の要素から

成っている。第1は 監督の倉庫制度，

第2は 生産事業，第3は 地元での福祉

援助，第4は 末 日聖徒社会福祉，第5

はデゼレ ト産業，最後に教会雇用制度

である。これらの援助手段は，教会の

備えと総称 されている。

監督の倉庫制度は，物品を支給する

施設 と，輸送機構か ら成っている。こ

の制度は，教会員の奉仕によって準備

された物品の受理，保管，交換， なら

びに支給 を行なうものである。

監督の倉庫制度は営利事業ではない。

従って， そこに納め られている物品は

販売す るものではな く，ただ監督が指

デゼ レ ト

産 業

教 会 の 備 え

雇用制度

監督の
倉庫制度

'過

末 日聖徒

社会福祉

福祉援助

生産事業
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定 した人々にだけ， それも扶助協会会

長が記入 し，監督の署名がある監督の

出荷指示書があって初めて支給 され る

のである。将来について言うならば，全

世界の教会でさらに多くの監督の倉庫

が設け られることだろう。教会のワー

ド部，ステーキ部の発展に伴なってま

すます増加するはずである。 しか も計

画に従い，秩序立った方法で達成され

るはずである。監督の倉庫の典型は，

ソル トレー ク ・シティーのウェルフェ

アスクェアにある監督の倉庫である。

関心のある方は，いつでもこの監督の

倉庫 を見学 していただきたい。

監督の倉庫で働いているのは， この

制度で物品の支給 を受けている人がほ

とんどであり，常勤の者は最少限にと

どめられている。このプログラムの精

神が活動に反映する時にどんな幸せが

得 られるか を如実に示すひとつの例は，

32歳 のひとりの兄弟の場合である。彼

は監督の倉庫に来たが，字 を読むこと

も，書 くことも，また話す ことさえで

きない状態で，精神の安定 もなか った。

だが，彼 と共に働 く人々の愛 と理解に

よって訓練され，簡単 な仕事 をこなす

ようになった。品物 を棚に並べる在庫

係 となった。彼は字 を読め なかったの

で，仲間が箱に絵 を描 き， その絵を見

て棚にきちん と商品を並べ られるよっ

にして くれた。こうした人々の忍耐 と

愛によって，この兄弟は棚 に正 しく品

物 を並べ ることができるようになった

のである。またその報酬の一部 として，

彼には両親や他の家族に必要なだけの

食料品が支給される。この知恵遅れの

青年が家族の もとに持 って帰る食料品

を受け取 るときの喜ぶ様 を見るとき，

だれもが心を動かされるのである。

物品を扱 う監督の倉庫がない所では，

金銭で運営される制度が用い られる。

この場合，監督は扶助協会会長が作成
"'

した指示書に署名 をして， あらか じめ

取 り決め をしている地元の商店にそれ

を持参させ る。これら日用品の購入費

用は，必需品生産運営基金か ら支払わ

れる。

福祉生産事業は，監督の倉庫に置か

れている 日用品のほとんどを供給 して

いる。この生産事業では，穀物や酪農

製品，牛肉，蜂蜜，野菜，果物などの

生産が行なわれている。 また，食料品

以外の製造 も行なわれている。教会が

発展して くると，各ステーキ部は，監

督の倉庫に保管され，そこで支給 され

る各種の品物の生産に何 らかの方法で

参画す ることになる。この生産事業の

取得 と運営に関心のある方々は，1976

年10月 の福祉事業集会におけ るH・ バ
ーク ・ピー ター ソン副監督の説教を読

んでいただきたい。

光熱費や医療費等の支払いには，な

にが しかの現金が必要である。この場

合の現金は，断食献金か らまかなわれ

る。しか し，これまでたびたび言われ

てきたように，金銭による前に， まず

物品で援助す るようにすべ きである。

またここで もう一度，断食の律法 を教

えることの重要性 を強調 したい。そ う

すれば教会員は現在以上にもっと献金

を喜んで納めるようになり，別に2食

分 と限定する必要 もなくなって くるで

あろう。

福祉援助の中で特筆すべきもののひ

とつは，福祉活動宣教師プログラムで

ある。このプログラムによって，現在

約300名 の福祉活動宣教師が39の 伝道

部で働いている。彼 らは専門的な技術

をもって神権指導者に技術的な援助 を

与えるわけであるが， その分野 として

は，農業，医療，職業訓練，財政管理

があげられる。私たちはこれ らに直接

的あるいは間接的に関連 を持つ分野に

おける技術 を有す る教会員の夫婦， ま

たは独身女性に，監督かステー キ部長

の もとへ行 き，この宣教師活動に従事

するようにしていただきたいとお勧め

するものである。

さて，末 日聖徒社会福祉についてで

あるが，この組織が設け られたのは，

社交性あるいは情緒の面で援助 を必要

としている会買を神権指導者が助ける

ことのできるようにするためである。

これらの機関は主にふたつの面で援助

を与える。ひ とつは一般的な社会 福祉，

もうひ とつは医療福祉である。この社

会福祉の中には法律の規制 を受ける，

養子縁組，里子，インデ ィアンのための

里親プログラムなどが含 まれる。他方，
『医療福祉 としてあげ られるものには

，

..一一一一一一一一一『 ■「

個人や家族のための専門的な治療を施

すことがある。

末 日聖徒社会福祉機関のない所では，

監督は，同じような福祉 を提供 でき，

かつ教会の標準に従っている，信頼で

きる専門家の名簿を手 もとに備 えてお

くべ きである。また，先の福祉に関連

して養子縁組や未婚の親，里競等の福

祉 を取 り扱 うにあたっては，神権指導

者は国の法律によ く従わなければなら

ない。

専門的なカウンセ リングが行なわれ

ているところでは，監督は，その会員

と親 しく交わっていつ も状態を把握 し，

他 にも問題がないかどうかを見守るよ

うにす る。

最近 ある母親か ら，監督 と，彼女の

家族に援助 を与えて きた民生委員に感

謝す る，心暖まる手紙 をいただいた。

ここでその手紙 を一部お読みしたい。
「今年の夏は，ロザ ンナ とデビッド

にとって最良の夏 としていつ までも忘

れないことでしょう。

このふたりの子供たちには，特別な

問題があ りました。人 との交流を嫌 う

デビッ ドと，努力 をしながらも反感を

買い，友だちのできないロザンナ を見

るにつけ，私の心は うず くのでした。

ふた りの身体上の問題について助け

て下 さる方々はいます。息子 を活発に

し，活発な娘 をお となしくさせ る薬物

治療 を施 して下 さる方々はいます。 し

か し，その原因となっている情緒的な

問題を理解 し，助 けて下さる方は どこ

にいるので しょうか。

監督か ら教会のキャンプを勧め られ

た時，私 は 『これだ.ノ』 と思い ました。

『ふた りにとって楽しい夏になるし，

子供の世話をする問題が解決できて，

私は働 くことができるわ』 と考えまし

た。 このふたつの利点 を考えると，お

金を出す価値が十分にあると思いまし

た。けれ どもこれは祝福のに んの一部

でしかあ りませんでした。その夏が終

わる前に，息子は リーダーになって漢

谷にハイキングに出かけるほどになっ

たのです。これまでは，人の後につい

て行 くことしか知 らなかった息子がで

す。私はまた，彼が ロープを使って建

物 を伝い降 りる姿 を見ました。友達 と
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笑み を交 わす時 の 自信 に満 ちた顔 はい

くらお金 を出 して も買 え る もので はあ

りませ ん。 そ して ロザ ンナ まで も，夏

の終 りには， 満 たされ ない こ とが あれ

ば， それ を 口に 出 して言 って くれ るよ

フにな りま した。 そ して問題が あれ ば，

私 と話 し合 って解決 す るこ とが 日一 日

と多 くな って きま した。 これ は私 た ち

に とって初 めて の こ とです。

元気の あ り余 ってい る子供 を育て る

とき， ど うしよう もない立場 に立 た さ

れ るこ とが あ ります 。友だ ちは理解 し

よ うと努 め て も理解 で きませ ん し， 彼

女が仲 間はず れに なって い るに は何 か

問題が あ るか らだ と.普通考 え るため で

す。 こ うした時 に，理解 して下 さる方

方 と毎週 お会 いで きるこ とは私 に とっ

て大 きな心 の慰 めです 。」

デゼ レ ト産業 の施 設が あ るのは， 大

勢の献 身的な教会 員が い る所 に限 られ

て いる。 この施 設は，高 齢や精 神的 あ

るいは 肉体 的な障害 等 で就職 で きない

人々に仕事 を提 供す るために設 け られ

大管長会と十二使徒評議員会，1898

たものである。ここでは，倹約の原則

のもとに与え，働 き，分かち合うとい

う精神が貫かれている。従って献身的

な教会貝が多 くなった時，私たちは神

権指導者に，デゼレ ト産業の施設を設

けることができるか どうか，十分な調

査 を要請するこ とになっている。

そ して最後に雇用制度である。雇用

は，兄弟については神権定員会に，ま

た姉妹については扶助協会に主にその

責任がある。仕事 を必要 としている人

人にその機会が与 えられるように，円

滑かつ迅速に組織 を活動 させ ることが

大切である。雇用の問題が際立って大

きい地域では，常勤の職 員がいる雇用

センターが設け られている。 しか しこ

れは，定員会な らびにステーキ部やワ
ー ド部の福祉活動委貝会がその責任 を

果たせるように援助するものであ り，

教会本部の承認があって初めて運営さ

れるものである。

教会の監督は， ワー ド部福祉活動委

貝会 と共に， これ ら適切 に運営されて

い る援 助手段 を用 いて，貧 しい人や 困

っ てい る人の世話 をす る とい う主 よ り

託 された仕事 をな し遂 げなけ れば な ら

な いので ある。 これ を行 な う時， 私 た

ちは実 際 にアルマ の勧告 に従 うこ とに

な るの で ある。

「そ して
， この ように栄 えて いた と

き， か れ らは 着 る物 の ない者，飢 えて

い る者， 渇 いてい る者，病 気 を してい

る者， 栄養 の 足 らない者 な どを追 い払

わず， 富 に執着せ ず， 貧乏 な者が あ る

な ら年 よ りと若 い者， 男 と女， 自由の

民 と奴隷 とを区別 せず， 教会 貝で ある

と非教 会員 で ある との差 別 な く誰 に も

同 じよ うに惜 しまず物 を施 した。

この よ うに して教 会貝 は栄 え……」

(ア ルマ1：30-31)

「貧 しい者 をか え りみ る 人は さい わ

いで ある。」(詩 篇41：1)願 わ くは，詩

篇 の述べ られて いる幸 いが 皆 さんに も

与 え られ るよ うに。 イエ ス ・キ リス ト

の み名 に よって祈 る。アー メン。

1901。 後 列 左 よ り， ア ン ソ ン ・H・ ル ン ド， ジ ョ ン ・W・ テ イ ラ ー ， ジ ョ ン ・ヘ ン リー ・ス ミス ，ヒー バ ー ・J・ グ ラ ン ト
， フ ラ ン シ ス ・M・ ラ イ マ ン， ジ ョ ー ジ ・テ ィ ー ズ デ ー ル ， マ リナ ー ・W・ メ リル 。 中 央 ダlj左よ り， ブ リガ ム ・

ヤ ン グ ・ジ ュ ニ ア ， 第 一 副 管 長 ジ ョー ジ ・Q・ キ ャ ノ ン， 大 管 長 ロ レ ン ゾ ・ス ノ ー ， 第 二 副 管 長 ジ ョセ ブ'F・ ス ミス ， フ ラ ン ク リ ン ・

D・ リチ ャ ー ズ 。 前 列 左 よ り， マ シ ア ス ・カ ウ リー ，A・ オ ー エ ン ・ウ ッ ドラ フ の 各 長 老 。 ラ ッ ジ ャ ー ・ク ロ ー ソ ン長 老 は 不 在(ユ タ

州歴 史 協 会 提 供)



主の倉庫制度によって

入々の必要を満たす

十二使徒評議員会会長

工ズラ ・タ フ ト ・ベ ンソン

貧 しい兄弟，姉妹たちの世話をするため に設 けられた監督の倉

庫の 「利用 と拡充」

す る兄弟姉妹，私は大管長会か ら愛
この大切 な福 祉事業 集会 で話す責

任 をいただ いた こ とを心 か ら感謝 して

いる。

私 は 「主 の倉庫制 度 に よって人々 の

必要 を満 たす」 とい うテーマ でお話 し

たい。

過去40年 以上 の間，教 会 の指 導者 は

教 会員 に， 不測 の事態 と災害 に対 して

備 え をす る よ うに勧 告 を与 えて きた。

そ して大勢 の会 員が その勧告 に従 って

きた。 しか し中には耳 を貸 さな い人々

もい る。 けれ ど も時 の流れ と世 の状 態

を考 える と，私 た ちは， 主 が1832年3

月 に予 言者 ジ ョセ ブ ・ス ミスに言 われ

た言葉 を繰 り返 さず にはお れな いの で

あ る。

「誠 に
， わ れ汝 らに告 ぐ， 時 来れ り，

今や その時 は近 づけ り。… … わが民 の

中の貧 しき者 のため に庫の 事務 を規定

し確立 して必ず わが 民 を組織せ ざるべ

か らず 。・・… ・

これ， 汝 らに如何 な る難 難下 るとい

え ど も， わが摂 理 に よ りて 日の栄 の世

界の下 に在 る他 の一切 の生 くる者の上

に わが教 会 貝の 自立せ んが ため に して

……」(教 義 と聖 約78：3 ，14)

教 会 倉庫制 度 は， 物 品の保管 施設 と

輸送施 設 を持つ 組織 で あ り， そ こでは

管理 と運営 に従事 す る入々が働 い てい

る。 この制度 は， 貧 しい人々 のため に，

食料 品や 食料品以 外の 日用 品 を受理 し，

保管 し，輸 送 し， 交換 し， 支給 す るた

め に設け られた もので あ る。

教 会倉庫制 度 の基本単位 は各地 の監

督 の倉庫 であ る。監督 の倉庫 は教会 所

有 の施 設 であ り，監 督は， 独 力で生計

を立 て るこ との で きない貧 しい人 々の

ため に， ここか ら食料 品や 衣類， その

他 の 日用品 を支給す る。 デゼ レ ト産業

も， 食料 品以 外の 日用品 を提供 す る施

設 と して活用 されて いる。教会 の各監

督は， 教会 員 の必 要 を満 たす ため に，

教 会 プ ロ グラム で生産 され た基 本物資

を地 元の 倉庫 に備 え る ようにす べ きで

あ る。

主 は啓示 に よって， 倉庫 を設立す る

よ う命 じてお られ る。 協同制 度 の下 に

奉献 された資産 か ら得 られた余剰 す な

わち 「余 り」は，「貧 しき人々 お よび 乏

しき人々に給 与」す るため， その倉 庫

に保 管す る ように とい うもの であ っ た

(教 義 と聖 約42：34)。 後 に主 は， 管 理

監督 は 「この教会 に一 つ の倉庫 を指 定

し， この民 の必要 以一.ヒに余 れ る金銭 糧

食は両 つ なが らすべ て此 所 に保 存 し，

監督 の手 に於 てこれ を管 理すべ し」 と

告 げてお られ る(教 義 と聖約51：13)。

現 在，教 会 倉庫制度 には78の 監督 の

倉庫 が あ る。 これ らの倉庫 は，協 同制

度 の 時 と， 全 く同 じ目的 で利用 されて

い る。教会 貝 は， 自分 の時間 と才能 と

資産 を捧 げて， 貧 しい人々 の生活 に必

要 な 日用 品 を生産 し，加 工 し，包装 し，

製造 し， 購 入 して い る。 この 倉庫 の た

めに，世 界各地の3，000以 上 の ワー ド

部 の会 貝た ちが，野菜や 穀物 ，果 物，

その他 の食料 品や 食料品以 外の物 資 の

生産 と加 工の 仕事 に 従事 して いる。 こ

れ らの 日用 品の 中のあ る物は，運 営 費

をまかな うため に一 般 の市場 で売 られ

てい る。そ して残 りは倉庫 に保 管 され，

倉 庫制度 を通 じて 貧 しい人々に支 給 さ

れ る。1976年 度 中の この 倉庫か らの援

助 総 額 は， 数 百万 ドル に も及ん で い

る。

しか し当教会 の監督 の 倉庫は，教 会

貝 全貝 の必要 を満 たすに十 分な 日用 品

を保 管 す るこ とを意 図 して設け られた

もの ではな い。監督 の倉庫 は貧 しい人，

乏 しい人の必要 を満 たす ため だけに設

け られ るものであ る。 この理 由 で法 的

に許 され る ところの教会 貝は それ ぞれ

1年 分 の 食糧 と衣類 ， で きれば 燃料 を

も貯蔵 す るよ うに指 示 されて きたので

あ る。 この勧告 に従 う教 会員 は， 自分

と家族 の必要 を満 たす備 之が で き， 実

際に必要 を満 た し， さ らに必要 な時に

他 の 人 々 に も貯 蔵 品 を分 け与 えるこ

とが で きるので あ る。

監督 は貧 しい人， 乏 しい 人 を扶養す

るよ う主か ら任命 された管理者 で ある。

「貧 しい教 会貝 を助 け る際 の決 定は
，

(監督 に)委 ね られてい る。…… だれ に，

いつ， どの よ うな方法 で， どれだけ，

教会基 金か らワー ド部 の援 助 として ワ

ー ド部 会 員に与 え るか を決め るのは
，

監 督の義 務 であ り， しか もそ れ を決定

で きるのは監 督 をおいて ほか にい ない

の であ る。

これ は主御 自身か ら与 えられた気高

く貴い義務 で あ る。監 督は この義務 を

回避 す るこ とが で きな い し， 後込みす

るこ と も許 されな いのであ る。 また，

これ を他 のだれか に委 譲 して， 安穏 と

してい るこ と もで きないの であ る。 ど

の ような手段 を講 じよ う と，責 任は な

お監督 にあ るの で ある。」(J・ ルーべ
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ン ・クラー ク ・ジュニ ア副管長 の未 公

開 の記事 か ら，1941年7月9日)

主 は啓示 の中 で， 貧 しい人々 を積 極

的 に捜 す よ う監督 に指示 してお られ る

(教 義 と聖約84：112参 照)。 監督 の倉

庫 は， 監督 にこの義務 を果 た させ るた

め に， 神の導 きに よ り設け られ た もの

である。

では監 督 は， どの よ うな手続 き を踏

ん で倉庫 の物資 を利用 すれ ば よいのだ

ろ うか。 まず， 貧 しい 人々や 乏 しい人

人が ワー ド部 内にい た ら，具体 的 に何

が必要か を明 らか にすべ きであ る、 こ

れは神権指 導者 と扶 助協 会指導 者の協

力 を得 て行 な うこ とが で きる。次 に監

督は これ らの必要度 を評価 し， そ の人

が 自分 で必要 を満 たせ る よ うに， また

家 族が互 いに援 助 で きる よ うにす る。

倉庫に保管 され てい る 日用品 は，監

督 の指 示書が あ っては じめて支給 す る

ことができる。

倉庫では 日用品を決 して販売 しない

し，支給 も指示書に監督の署名があっ

ては じめて行なわれ る。 また 日用品の

支給量を決めるにあたって，監督は扶助

協会会長に協力を求めることができる。

監督の倉庫 と倉庫の物資は主の もの

であ り，主の僕である監督 が援助の必

要な人々の用に供するためのものであ

る。従 って，主の所有物 を取 り扱 うに

あたっては，細心の注意 を払 う必要が

ある。 また倉庫の責任者は， 日用品や

現金が提供 された際，所定の受領書を

発行 しなければならない。生鮮品以外

の物品は，常時少な くとも1年 分 を在

庫 してお く。 また余剰分は，無駄にな

らないよう適切に処理 しなければな ら

ない。倉庫の保管係は食物 を一つ一つ

チェックし，季節に合 ったものを入荷

し，食品の質が低下 しないようにする。

また在庫品の品質を維持 し，無駄が出

ないようにするためにも，適宜物品の

回転 を行なう必要がある。いつも倉庫

は整理整頓 しておかなければならない。

どの倉庫も，能率 と整頓，奉仕の模範

を主に， 示せ るようでなければならな

い。

もう一度繰 り返すが，監督の倉庫は

すべての監督が利用す るものである。

現在， 中央福祉委貝会は， もっと多く

の生産事業 と加工事業 を進め， さらに

多くの倉庫 を建てるために，拡張計画

に着手 している。福祉事業部は，地域

担 当教会幹部 と十二使徒会地区代表，

地域ならびに地区福祉指導者の指示の

下に，地元の人々がこの活動 に従事で

きるよう援助 を与えるであろう。この

件について不明な点があれば，神権役

貝へ問い合 わせていただきたい。

次に， ステーキ部長 と監督の皆 さん

1930年 の 十 二 使 徒 定 員 会 。 前 列 左 よ り， ラ ッ ジ ャ ー ・ク ロ ー ソ ン， リー ド ・ス ム ー ト， ジ ョ ー ジ ・ア ル バ ー ト ・ス ミス 会 長 ， ジ ョー ジ ・
F・ リチ ャ ー ズ 。 中 央 列 左 よ り， オ ル ソ ン ・F・ ホ イ ッ トニ ー ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッケ イ ， ジ ョセ ブ ・F・ ス ミス ， ジ ェ ー ム ズ ・E・

タ ル メ ー ジ。 後 列 左 よ り， ス テ ィ ー ブ ン ・L・ リチ ャ ー ズ ， リチ ャ ー ド ・R・ ラ イ マ ン， メ ル ビ ン ・J・ バ ラ ー ド， ジ ョ ン ・A・ ウ ィ
ッツ ォ ー の 各 長 老(ユ タ 州 歴 史 協 会 提 供)
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に申 し上 げた い。 倉庫 を設け るため の

資金獲得 活動 を始 め る場合 は， あ らか

じめ相談 して いただ きたい。 そ して，

綿 密 な計 画 を立 て， 目標 を設定 してい

ただ きたい。着 手す る前に， 何 を， 何

のため に行 な うのか を知 るこ とであ る。

主の み業 にお いて は， 重大 な過 ちが あ

って はな らない。従 って，計 画 を立て

る時 に最 も大切 なのは， ひ ざまず いて

祈 る こ とであ る。 倉庫制度 を拡張 す る

時， 教会 のイ メー ジ を害 うよ うな こ と

が決 して あ って はな らないの であ る。

どの よ うな福祉 プ ロ グラム を進め る

時 も， それ を設 け るに至 った第一 の 目

的 を常 に忘 れ ない よ うに しなけれ ばな

らない。 その 目的 とは，.「可能 な限 り，

い まわ しい怠惰や 施 しの もた らす悪 弊

を除去 し， 自立，勤勉 ，倹約 ， 自尊心

を再 び私 たちの間 に確 立 す る体制 を築

くこ とで ある。教会 の 目的は， 人々の

自立 を助 け るこ とに ある。勤労 が再 び

教会 員の生 活 を貫 く原則 に な らなけ れ ・

ばな らない。」(ヒ ーバー ・J・ グラン

ト。「福祉 活動 の手 引 き」1973年 版 ，

P・1：)

福 祉援助 を受 け た者 は， 自己の能 力

の範囲 で物品 の援 助 あ るいは断食献 金

に よる援 助 に相 応す る分 を働 い て返 す

べ きであ る。仕 事の機 会を与 え ず， ま

た働 くよ う奨励 もしなけれ ば，施 しが

不 当に行 な われ るこ とにな り，福祉 プ

ロ グラムが設 け られ た 目的 が害 われ る

こ とに な る。 自分で で きる こ と， また

しなけ れば な らな いこ とを代 ってあ げ

て いては， いつ まで も永 久 にその 人 を

助 け るこ とが で きない ので あ る。 これ

は まだ この世 で完全 に理 解 されて い る

とは言 えな いが，それ が 天の律 法である。

監督が援 助 を与 える時， で きれば，

当人の お金は現 金の 出費 に当て させ る

よ うにす る。 そ して， 監督 の倉庫 の物

資 で 日用品 の必要 を満 たす よ うにす る。騨り

しか しいかなる場合 も，援助を受けた

人は， 自分の能力の及ぶ範囲で，受け

た援助 に対 して返済をしなければなら

ない。そのための仕事の割当ては，担

当の副監督あるいは扶助協会副会長が

行なう。またできれば，断食献金からの

現金の援助ではな く，物資の援助を行

な うようにする。断食献金の代 りに物

資を使 うようにすると，福祉制度下の

物資の流通が よくな り，生産が促進 さ

れ，無駄がな くなる。それ以上に大切

なことは，この話で私が引用 した主の

教えに従 う時，教会は 「日の栄の世 界

の下に在る他の一切の生 くる者の上に」

(教義 と聖約78：14)自 立 して立つ と

い うことである。これこそが私 たちの

目指す ところである。

時折，私 たちは教会の援助 よりも，

政府の援助 を受ける方が教会員にとっ

て良いのではないか という質問を受け

る。ここで基本原則をもう一度申し上

げたい。各人は，できる限 り， 自分 自

身で必要 を満たすべ きである。そ して，

自分で必要 を満たせ なければ，家族が

援助す る。さらに家族ができなければ

教会が援助 を与える。

末 日聖徒は，様々な組織か ら不労の

援助 を受けないようにすべ きである。

神権指導者 と扶助協会指導者は，教会

貝に，教会福祉プ廿グラムに従って，

たとえ少な くはあっても， このプログ

ラムを通して自分に必要 な食料品やお

金の援助を受けるよう奨励すべ きで あ

る。そ うす るならば，教会員は霊的に

強 くな り， 自らの威厳 と自尊心 とを保

つこ とができるであろう。

私たちは全世界の末 日聖徒に，不労

の援助を受け ることのないよう勧める。

あなたが受けた分だけ働 きなさい。

今 日，経済状態 と社会状態は全世界

的に非常 に悪化 している。しか し私た

ちには啓示 と予言が指針 として与 えら

れている。そこに述べ られていること

は， まさに私 たちの時代のことである

と言 って も言いす ぎではないと思 う。

従って，私たちには準備 をする十分な

時間も残 されているとは言えないので

ある。切迫した危機 を目前にして私は

あえて申し上げる。私たちの霊 と物質

の備 えが極限まで試 される時が来 るで

あろう。しか し主は，「もし汝らに備 え

あらば怖 るることなからん」(教義 と聖

約38：30)と 述べてお られる。.

私たちが貧しい人 と乏 しい人の世話

をす る主のプログラムを支持す る時，

私たち個人に も主の教会 にも，豊かな

祝福が注がれるのである。私は第2次

世 界大戦後，苦 しみ悩むヨー ロッパの

教会 貝へ の食料 品や 衣類， 寝具等 の支

給 に携 わ り， このプ ロ グラム の もた ら

す祝福 を直接 に肌で感 じた。私 は餓死

した人 々， 衰弱 しきった 人々，素 足 で

さ迷 う人々 をこの 目で見て きた。実 に

いた ま しい光景 であった。苦 しみ悩 む

天 父 の子 供 たちが哀 れで，』私 の胸 は張

り裂 けんばか りだった。

私 は教 会 の福祉 プ ログ ラムに よる援

助 物 資の 第一 便がベ ル リンに届 いた時

の こ とを鮮 明に記憶 してい る。私 は伝

道部長 代行 で あ った リチ ャー ド ・ラン

グラ ック兄弟 と共に，今 に も壊 れて し

まい そ うな古 い倉庫へ 出か けた。 そこ

に， 武装 した見張 りに守 られ， 貴重 な

福祉 援助 物資 が保管 され ていたの であ

る。倉 庫の奥 の方 には，天井 まで達 す

るほ どに箱が積 み上 げ られてい た。

「あれは みな 食糧 ですか。」リチャー

ドは 言 った 。

「え え
， 兄弟 。そ の通 りです よ。食

糧 と衣類 と寝具 です よ。医薬 品 も少 し

ある と思 い ます 」 と私 は答 えた。

リチ ャー ドと私 は箱 をひ とつ 取 り出

し， ふ た を開 け た。 入 って いた もの は

食料品 としては ご くあ りきた りの， 乾

燥 豆 であ った。 とこ ろが この兄弟 はそ

れ を見 る と， 両手 で何度 もす くい上 げ，

うれ しさのあ ま りまるで子 供 の ように

泣 き出 したで はな いか 。

私 た ちは別の 箱 を開 けた。 それに は

ひ き割 り小 麦が 入 っていた 。主 が作 り

た もうた， ま ぎれ もない小麦 で あった。

彼 はそ の少 し を口にあて た。そ して次

の瞬間， 涙 で潤ん だ 目で私 を見 た。 ま

た私 も目に涙 して いた。 それか ら彼は

頭 をゆっ くり左右 に振 る と，「ベ ン ソン

兄 弟， まだ 会 った こ ともない方 々が こ

れ ほ どの こ とを して下 さ るなん て， と

て も考 え られ ませ ん」 と言 った。

これ こそ，主 の制度 であ る。 兄弟愛

と自発的 な犠牲 に よる援 助， 人々の 自

立 を促す援 助， そあ ような援助 が なさ

れ ては じめて 人々 の威厳 と自尊心が保

たれて い くのであ る。願 わ くは， 現在

あ る倉庫 を適切 に利 用 し， これ を拡張

す るこ とに よ って， 生 活苦 にあえ いで

い る兄 弟姉 妹 の世 話 が主 の計画 に従 っ

て賢 明に行 な える よっイエ ス ・キ リス

トの み名 によって祈 る もの であ る。

519



兄 弟姉妹の皆 さん・ これ までに皆 さ
んは， 洪水や 地震 に見舞 わ れた会

員たちに教会が 多大 の援 助 を与 えた と

い う話 に感動 した こ とが おあ りだ と思

う。 これ ら援助 の必要 な 人々 に私 た ち

は同情 を寄せ る。 しか し， この よっな

自然 の災害 と同 じくらい大 きな災厄 を

もた らす ものが ほか に もあ る。 それ は，

社会 的， 情緒 的な要求 が満 た されて い

ないこ とで ある。 これ らの要 求 は， ト

ラックー 杯の 食糧 や衣 類 を もって きて

も満 たす こ とはで きない。 今 日私 はこ

の こ とにつ いて少 し皆 さん にお話 した

い と思 う。

まず初 め に， 神の戒 め の中 で も最 も

神聖 な戒 め を破 るに至 った若者 の悲惨

な心 の内 を綴 っ た手紙 をお読み したい。

「どうしてこの手紙 を書 く気持 ちに

なったのか よ くわか りませ んが， 多分 ，

最後の頼み として わ らを もつか む心境

に な ったか らだ と思 い ます 。 僕 に は

助けが必要 です。 で もそれが得 られ る

とは思 って い ませ ん。だ か ら とい って，

教会 が真実 であ るこ とを疑 ってい るわ

けでは あ りませ ん。 これ は僕 自身の 罪

か ら生 じて い るこ となの です。 僕 は両

親 を愛 して い ます し，両 親 をで きる限

り助 け るよ うに して います。 けれ ども，

僕の力は弱 くな って きま した。です か

ら，僕 に残 され てい る霊 的 な生 活 の明

滅す る光 の中で， か ろ うじて この手 紙

を書 いてい る次 第です 。」

さらにこの若者 は続けている。「幼 な

い頃か ら， 僕 は父か ら愛 されて いな い

と思 うように な りま した。 それ は， 僕

がおや すみの挨 拶 に行 った晩に， 父か
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会員の社会面，情緒面の要求を地元で得られる援助手段を用い

て満たす

ら無視 され た こ とに始 ま ります。 父は

その こ とを きっ と覚 えてい ないで しょ

う。 父に は大 した こ とでは なか ったの

です。 で も僕 に は シ ョックで した。 そ

れ まであ った心 の安 定 が ガラガ ラ と音

を立 てて崩 れて い くの を，感 じま した。

僕 はい て も立 って もい られ ず， いわ

れの ない恐 れ を感 じてす ぐさま母 の と

ころに駆 け て行 き ました。 そ して その

出来事 を小 声で 母 に話 しました。 とこ

ろが母 は， そん な こ とは ない と言 いま

した。 けれ ど も僕 は納得 しませ ん で し

た。

その 晩，僕 は明 か りの消え た寝室 の

暗 が りに立 って， 父の様子 を うかが い

ま した。父が捜 しに くる まで ドア を閉

め て， 口 も き くまい と思 い ま した。

しか し父は そんな僕 の態度 に も気 が

つき ませ んで した。 また，気 がつ いて

いた として も， その理 由 を問 うよ うな

父ではあ りませ ん で した。言 りまで も

な く， それ か ら とい うもの，僕 は何 か

につ けて は父 に反抗 し， 父の注意 をひ

こ うとし ました。 そ して それ は次 第に

父の怒 りを買 うとい うか たちの行為 へ

と僕 を走 らせ たの で した。す ぐに，僕

は同性 愛 な ど堕落 した行為 に陥 り，や

がて 自分 で 自分 を縛 り付 ける よ うにな

って しま った のです 。長 い間 自分 は主

か らも愛 され てい ないの だ と思 ってい

ました。17歳 か ら23歳 に か けて，麻 薬

もや るよ うに な りま した 。」

皆 さんは彼 の生活 がそ の後 ど うな っ

たか，想 像 で きる もの と思 う。 この若

者は次 の よ うな言葉 をもって手紙 を結

んでいる。「あなたの時問 を割 いて下 さ

りあ りが とうございます。僕を助けて

下さいませ んか。立ち直る機会 を与え

て下 さいませんか。僕に確信 を与えて

下さいませ んか。僕 を助けて下さいま

せんか。僕はもう一歩 も退けないので

す。」

この若者にも助けを与える道がある。

私たちは，主が私たちすべ てを愛 し

ておられると同じようにこの若者を愛

してお られ ることを知 っている。この

若者はその後，神権指導者 を通 じて末

日聖徒社会福祉機関 を紹介 された。や

が て，神権指導者 と末 日聖徒社会福祉

機 関のケースワーカーは手 を取 り合 っ

て，彼が父のひざで学ばなかったこと，

す なわち主が彼 を愛 しておられ，悔 い

改 めと赦 しの福音の計画が万人に与え

られていることを彼に指導 して下 さる

に違いない。

もうひとつの例 をお話 したい。 この

話に出て くる女性 を仮にジャネッ トと

呼ぶことにす る。彼女は独身であった

が，重大な罪を犯 して しまった。彼女

が妊娠 していることを知った監督は，

彼女 を末 日聖徒社会福祉機関に紹介 し

た。彼女は 自分がその職員か ら責め ら

れるのではないか と恐れたが，予期に

反 して，彼女が受けた ものは，悔 い改

めを起 こすに必要な愛 と理解 とであっ

た。そして彼女 は，監督 と社会福祉機

関の援助の下に，主に赦 しを求め始め

た。彼女は養父母に紹介され，彼らの

家庭に快 く迎 えられた。それか らは定

期的に教会に集い，福音 を学ぶように

なった。さらに，教会の後援す る未婚

の親の グループが，彼女に 自分の犯 し



「

た罪の大 きさを自覚させ，新 しい生活

を始め る決意 を固めるよう助け を与え

た。こうして彼女は自分 自身のことと，

天父に対する自分の関係 をこれ まてに

なくよく理解するようになった。

彼女はこう述懐 している。「私はこれ

まで恐 ろしい過 ちを犯 してきました。

けれども，この重荷 も私のことを理解

して下 さる方々と分かち合 うことによ

って，軽 くなった ように感 じました。

天父か与えて下さったすへての助けに

心か ら感謝 してい ます。」

最：後に もうひ とついつ も元気はつ ら

つ としたアパ ソチの少女ベ リンダの話

をしよう。彼女はインテ ィアン学生里

親制度の世話になった後，次のような

証 を述べていた。
「私か初めてこのプログラムに参加

したのは8年 前の ことてす。私は数着

の服 と，靴箱に入れたわすかな小物だ

けを持ってバスを降 りました。私の家

は貧しく，部族 も貧乏てした。けれ ど

も，皆さんは私に心 を開いて下 さいま

した。そのこ とを感謝 しています。今

私は，服の入った立派な新 しいスーツ

ケースを持 って故郷に帰ることかてき

ます。けれ どもこれは私 の宝てはあり

ませ ん。私の宝はこの世 の中のどの宝

よりも貴重な心の宝てす。私には福音

の証かあ ります。イエスか生 きておら

れ，神か祈 りに答えて下さる実在の御

方であることを知っています。今の私

には 目標かあ ります。努 力す ることの

できる何かかあるのてす。」

兄弟姉妹の皆 さん， これ ら3つ の例

は，私たちを取 り巻 く世界 とは好対照

をなす ものてある。今 日，私たちは肉

体的な公害だけてな く，精神的な公害

も被っている。私たちの本質的な価値

を害 う倒錯行為か 「ニュー ・モラル」

として提唱 されている。 また，個人や

集団の望み を達成す る手段 として，不

正な取引きや暴力行為か受け入れ られ

ている。さらに，母親は家庭外に職 を

求め，父親は多忙 を極めて，共に親の

責任 を放棄 している。夫婦はほんのさ

さいな口論か ら離婚 をし，人間本来の

愛 というものか冷却化 しつつある。私

か監督であった当時，ある夫婦にこん

な事件かあった。この夫婦にはまだお

むつ の とれ ない子供 と， 学齢前 の子 供

のふ た りの幼 な い子供 たちかい た。彼

らは保護 者 としての義務 を怠って いた。

父親 も母 親 も， 子供 た ちを鍵 のかか っ

た家の 中に残 したま ま，毎 日仕事 に 出

か けた のて ある。その こ とを判事 に問

われ た時， その母親 は全 く心 外た とい

わんは か りに，夕 食の時間 まて持 つ よ

うに十分 食べ物 を与 えて いた と答 えた

のて あ った。皆 さんは この ような親の

心 を想像 で きるてあろ うか 。

偉大 なア メ リカの予言者 モ ロナ イは，

この よ うな 「(人間)疎 外の時代 」を予

見 し， 「地 の面 に恐 ろしい汚れた行 いの

ある時，す な わち人殺 し， 強盗，虚 言，

詐偽， み だ らな行 い， お よび さ まざま

の憎 むべ き行 いか あって」(モ ルモン8：

31)と 現 代 の こ とを述べ て いる。

ほ とん どの場 合， この よ うな社会 の

悲惨事 は， イエ ス ・キ リス トの福 音の

永遠 の原 則に従 わ ない結 果 として生 じ

た もの てあ る。

この よ うな社 会の傾 向は私 た ちに も

影 響 を及ぼ してい る。現 に 多 くのステ

ー キ部 に
， 未婚 の親か お り，保護 観察

道具 を手 に して神殿の表階段に立つ聖徒 たち。1890年 頃 。当時，神殿の内装が進め られていた。
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中あるいは拘留中の青少年が いる。ま

た，親か ら虐侍されたり，無視 された

りしている子供，麻薬やアルコールの

問題，重大な結婚問題，性の逸脱 をか

かえている入々， また精神病院や刑務

所に入っている会員たちがいる。これ

らの問題は驚 くほどである。私 たちは

皆これらの問題のない世の中を希望す

る反面，現実 に存在するこの問題 を決

して回避す ることはで きないのである。

神権指導者および扶助協会指導者 と

して，私たちはこれら社会的，情緒的

に問題をかかえている会員 を助ける責

任を負っている。実際に主は，「弱 きを
たす

扶け，垂れたる腕 を挙げ，か よわきひ

ざを強うすべし」(教 義 と聖約81：5)

と言っておられる。教会幹部の兄弟た

ちはこの責任の重大さを知ってお り，

私たちが主の方法で援助で きるように

価値 ある手段 を備えて きた。その手段

とは福祉事業の一貫 として末 日聖徒社

会福祉課から提供 されるものである。

この大切な仕事について，1970年 ハ

ロル ド・B・ リー大管長は地区代表に

次のような指示 を与 えている。
「当教会の社会福祉プログラムは，

すでに教会員に大 きな祝福 をもたらし

ている。 このプログラムは，豊かな社

会の中で私たちの会員 を悩ましている

多くの問題に応えようとするものであ

る。また今後必ずこのプログラムの価

値は増す ことだろう。 というのは，こ

の機関が取 り扱 う数多 くの問題こそ，

現代杜会の象徴であるか らである。会

員には衣服よりもカウンセ リングが必

要 となることだろ う。そ して，監督を

通して社会福祉プログラムの機関に紹

介される会員は，神権福祉プログラム

を通 して援助を要請す るのに比べ ると，

はるかに気軽にこの種の援助 を求める

ようになるにちがいない。」(十 二使徒

会地区代表セ ミナー，1970年10月1日)

末 日聖徒社会福祉の目的すなわち使

命は，教会員に社会的あるいは医療的

援助を与えることによって神権指導者

を助けることである。これは，福音なら

びに教会の秩序にかなった価値や知識

専門技術を備えた，十分な資格 を持つ

職員およびボランティアによって達成

される。末 日聖徒社会福祉機関が設立
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されたのは，監督や定員会指導者が霊

感を受けないためだ とい うわけではな

い。逆に，地元の神権指導者に，社会

面，情緒面の要求 を満たす手段 を与 え

るよう予言者に霊感が下 されたために，

この機関が設け られたのである。 しか

しなが ら，「福祉活動の手引き」の27ペ
ージの記述に注意すべきである。「監督

とメルケゼデク神権定員会および グル
ープの指導者は，主の教会の管理指導

者である。彼らはそめ責任を他の人や

機関に代理 させ ることはできない。 ま

たしてはならない。社会福祉機関は，

教会の指導者が活用す るために設けら

れるものである。監督や定員会，グル
ープの指導者が与える霊感あふれる助

言 と神権 による祝福に代 ることのでき

るものはない。」(「福祉活動の手引き」

P.27)

私 たちはまた，教会の目的が教会員

を自立 させることにあるということも

覚 えなければな らない。これ を考えず

に世話 をすることは，害 こそあれ益は

ないと，ロムニー副管長は語っている。

またボイ ド・K・ ンでッカー長老はその

ことは物質の施 しだけでな く霊的ある

いは情緒的な施 しについて も言えるこ

とであると語 っている。・
「教会指導総合手引 き」に記 されて

いるように，末 日聖徒社会福祉機関は

実質的に教会の腕であ り，特に法律的

に関係す る福祉活動 を執 り行なう。未

婚の親への働 きかけ，養子縁組，里親

の手配，インディアン学生里親制度な

どが これに含 まれる。

これ らの活動 に関連 して，私たちが

心配 している幾つかの事柄 について申

し上げたい。自主的に里子の世話が行

なわれているが，法に適 っていないこ

とが往々にしてあ り， しかもこれらは

正式に認可 された機関の管理 と保護に

よらず になされている。その結果，様

様な問題が生 じて，子供たちや実親だ

けでな く里親や養親に対 しても言葉に

尽 くせぬ悲劇 を被 らせ ている。教会員

や教会の役員がこのように勝手な手段

を講 じると，政府関係者その他は，教

会がそのような手配をしたものと考 え

ることだろう。その結果，伝道活動や

その他の教会プログラムが危害 を被 る

炉

こ とになる。従 って私 たちは，教会の

機関 とは別に里子の手配 をしようとし

ている神権役員全員に，手引 きを研究

し，大管長の指示に照 らして個人め関

与の適否 を判断するよう勧めたい。「教

会が関与す る，あるいは関与すべ き子

供たちの養子縁組 と里子の手配に関し

てはすべて，末 日聖徒社会福祉課がそい

れ を取 り扱 う。」

ふさわしい生活を送 っている末 日聖

徒の家族は，すべての法律に準拠 し，

末日聖徒社会福祉機関 を通 して養子 を

迎えることができる。養子 を迎えたい

家族のためにはその道が開かれている。

社会福祉機関は，ふさわ しい家庭に子

供たちが送 られ，関係者全員が幸福 を

得 られることを目標 としているのであ

る。

未婚 の親への福祉は，結婚前に妊娠

した独身者 を援助す るために行なわれ

ている。これは地元の神権指 導者の指

示の下に，公的機関の認可を受ける必

要のない範囲内で活動する。 カウンセ

リング，養親の紹介，教育援助，医療

の手配等 を行ない，特に人々から白い

眼で見 られた り，疎外された りするこ

とのないように心 を配る。そ して，子

供 を養子に出す ことが最善で あると生

みの親が判断 した ら，福祉機 関はその

子供がふ さわ しい末 日聖徒の夫婦の家

庭にもらわれるように手配す る。 しか

しいかなる場合 もすべての活動は厳密

に秘密が守 られ，このプログラムへの

紹介があらゆる ところか らな されるよ

うになっている。

また末 日聖徒社会福祉課は，インデ

ィアン学生里親 プログラムによって，

地元の神権指導者か ら紹介を受けた8

歳か ら18歳 までのインデ ィアンの子供

たちに，教育の機会，霊的，文化的，

社会的な成長の機会 を与え，インディ

アンの親たちを援助する。・このプログ

ラムの下に置かれた子供 たちは，注意

深 く選ばれた活発な末 日聖徒の家庭に，

学校に通 う期間だけ預け られることに

なる。

そして認可を受けた里親は，一時親

元を離れて暮 らすその子供たちに，援

助 と指導 を与えることになる。霊的な

教育 と専門的な指導の伴 うこの経験は，



親にとっても子供たちに とって も，家

族の一致をもたらす上て大 きな助け と

なることだろう。

また社会福祉課は，社会的 ・情緒的

問題の相談，評価，解決等 も行 なう。

神権指導者の要請かあれは，専 門のカ

ウンセラーかその問題の原因を調べ，

解決を図 り，会員を援助す る。

現在の末 日聖徒社会福祉機関数は21

にのぼる。 しか しまた社会福祉機関 を

持たない地域の神権指導者は，その機

関の必要 性 を検討 していたた きたい。

必要性か高 く，地区と地域の福祉指導

者か機関の必要 ありと判断 したら，社

会福祉機関か設置 されるであろう。

新たに機関か設置 されたら，専 門家

か雇用 される。そのほか， よく訓練さ

れたボランティア もこのグループに加

ある。そのため，ステーキ部長は機関

と協力して，ボランテ ィア として奉仕

てきる人を見つけ，協力を要請する。

末 日聖徒社会福祉機関か設けられて

いない地域ては，神権指導者は，同等

の奉仕のてきる人々の リス トを，教会

員てあるとなしとを問わす持つ ように

すべ きである。 しかし，考慮の対象 と

なる個人 と機関は，教会の標準 と価値

観から外れないものを維持 していなけ

れはならない。養子縁組，未婚 の親の

世話，里子の手配等は，必す法律に準

拠して行 なわなけれはならない。

両親か もっと時間をかけて子供たち

を教え，育てていれは， これ らの問題

の多くは当然起こらなかったことであ

ろう。私か冒頭て述べた事例 にして も

全 く同じことか言える。 この ような事

例を850も 調へたある研究家は次のよ

うに語 っていた。「父子の関係か通常通

り愛に満たされていれは，同性愛に走

ることもなかったてあろ う」 と。正義

に従 う人々は，このような問題に関係

するのを通常 は避けるものてある。

これまての私の話はいすれ も，神権

によって導かれる時の末 日聖徒社会福

祉課の真価 を物語 っているもの と思 う。

1973年 に， リー大管長は次のように語

っている。「今 日，私か 目にす る最大の

奇跡は，必す しも病める肉体の癒 しで

はない。……心に病いを持ち，落胆し

て取 り乱 し，正に精神的に挫折する一

歩手前にいる人々の癒 しである。私た

ちはそのような人々にもすべて，援助

の手 を差 し伸べている。それは，そのよ

うな人々も主の 目には大いなる者たか

らてあり，まただれひとりとして，自分

は忘れ られているのた と感 しることか

開 拓 時 代 の 写 真 家C・R・ サ ベ ー ジ の 撮 影 した ソ ル トレ ー ク 神 殿 。1892年 。

ないよう私 たちも望んているか らてあ

る。」(「聖徒の道」1974年3月 号，p.140)

彼らは忘 れられていない。父親 と疎

遠な若者，妊娠 している17歳 の少女，

美しく輝や く目をもったインティアン

の少年，彼 らのことを考 えて欲 しい。

兄弟姉妹，彼らは現実に助 けを必要 と

しているのてある。

神権指導者 として， また扶助協会の

指導者 として，私 たちはこれらの人々

に手 を差 し伸へ る責任かある。そして

いまその手段か与えられている。医者

か体の病気 を治すように，末 日聖徒社

会福祉機関は，神権指導者の霊的な指

導の下 に，社会的，情緒的必要 を満た

す助けを与 えている。

この機関の利用法を考える時に，暗

い寝室か ら父親 をじっ と見ている若者

のことを考 えていたた きたい。彼のよ

うな若者か何 と多いことたろうか。私

たちは どのように してその入口の扉を

開けれはよいたろうか。私は神権指導

者である私たちか各自の召しを全力を

尽 くして遂行 し，みた まの導 きの下に

末 日聖徒社会福祉機関の利用 を十分に

行な うことかてきるよう祈 るものであ

る。イエス ・キリス トのみ名によって

申し上ける。アー メン。
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福祉活動における

ステーキ部監督評議会の役割

十二使徒評議員会会員

L・ トム ・ヘ リー

ステーキ部監督評議会の6つ の責任

愛 する兄弟姉妹の皆さん論 絵 で
皆 さんにお会いできるということ

はまことに素晴らしいことである。私

は要請に応えて，ステー キ部監督評議

会とその議長の役割についてお話 した

い。この評議会の存在 目的は大きい。

しかし，私たちは，その意義 と力 を認

識 して，王国 を築 き上げ，その業 を推

し進めるのにこれを十分活用 して いな

いのではないか と思 う。

そこでステーキ部監督評議会につい

て正 しく理解 して もらうために，まず

現在，福祉の問題を定期的に扱 ってい

るステー キ部の集会 を簡単に振 り返っ

てみたいと思 う。第一は， 多分最 も大

切であろうが，ステー キ部福祉活動委

貝会である。この会は普通， ステーキ

部役員会の直後に開 く。この会の第一

の目的は， ステーキ部高等評議員会 と

扶助協会指導者がワー ド部に帰って指

導を与えられるように彼 らに計画 を与

え，訓練し， さらに，プ ログラム全体

の相互調整を図ることである。

第二は，月例監督会訓練集会である。

この会では，監督会が関係す るすべて

のプログラムの具体的な事項について

指導が与えられる。福祉活動の原則や

義務，活動が定期的に取 り上げ られる。

第三は，ズテーキ部監督評議会であ

る。この会では主に運営上の事柄が取

り扱われる。ほかのことは ともあれ，

この会は物事の処理 を行 なう集会であ

る。福祉活動の現状報告 と分析が行 な

われ，また福祉の原則が主の意図され

た通 りに応用 されて，教会員に恵みが

もたらされるよう，今後の行動が決定

される。

ではこの評議会 を詳 しく見てみよう。

御存知のように，評議会はステーキ部

内の監督全員で構成される。そして，

ステーキ部長会に よって指名されたひ

とりの監督が議長 を務め る。通常，議

長はアジェンダを準備 し，神権個人面

接の際に与えられるステー キ部長会の

指示の下に，評議会の集会を司会する。

また議長は，ワー ド部監督の全貝を代

表 してステーキ部福祉活動委員会に出

席す る。具体的に集会の頻度は定めら

れていない。 しか し，3ヵ 月に1度 以

上は会合すべ きであ り，状況が許せば

毎月会合 を開 くとよい。

ステーキ部監督評議会の第一の責任

は，主の倉庫が適切 に運営されるよう

にす ることである。評議会の会貝は，

議長 を通 して，倉庫の管理 と運営の状

況を定期的に評価 し，報告す る。 また

監督は，ステーキ部，地区，あるいは

地域の倉庫を利用 していると否 とを問

わず， この評議会 を通 して，倉庫に関

する事柄を発言す ることができる。 さ

らに監督は，ステーキ・部および地区監

督評議会を通 して，具体的な改善策 を

提案す ることができる。また監督は，

倉庫に物資が十分な量，品質の良いも

のが保管され，財政管理が適切に行な

われるよう， さらに倉庫がきれいに整

然 と保たれるようにする。評議会議長

は，監督が倉庫を定期的に訪れ，倉庫

の機能に通 じるよう手配 をする。また，

倉庫が物品を供給す る神の宮としてふ

さわしい正 しい運営がなされるように

する。

ステーキ・部監督評議 会に とって非常

に大切 なのは，監督が ステー キ部内の

援助 を必要 としている人々に物 品を支

給す る，その支給方法の均等化 を図る

ことである。

以上 のことから，監督には倉庫に対

す る管理の責任のあることがわかる。

あの不況の時代 にパ イオニア ・ステー

キ部長 であったハロル ド・B・ リー兄

弟は，福祉委員会 を組織 して，ひとつ

の倉庫を建 てそれ を献堂 した。 この特

別集会で， リー ステーキ部長は監督た

ちに倉庫の鍵 を渡 して次のように言っ

た。「兄弟たち，ここに主の倉庫の鍵が

あります。 そして今，皆さんに倉庫に

対する管理の責任が 託されたのです。

私たちはこうして倉庫を建てることが

できました。ここに適宜，適切 な方法

で貧 しい人，乏 しい人のために良質の

日用品を備 えるのは，皆さんの責任 で

す。」

この倉庫は主の倉庫である。これは

貧しい人々の世話ができるように監督

を助け るものである。それが倉庫 をも

つ目的であ る。各倉庫は，貧しい人々

の世話に努め る監督 に必須の，神聖な

施設である。皆さんの多 くは倉庫を利

用す ることがないかもしれない。 しか

し，監督が物品を支給す ることのでき

る倉庫を持つ ようにというのが，教会

の指示である。皆さんは，神権の系統

ならびに福祉事業部 を通 して，皆 さん

の地域 に倉庫 を設置するために必要な

援助 と指示 を受けることができるので

ある。

ステーキ部監督評議会の第二の責任
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は，年 間の日用品生産 目標 を伸ばす援

助を与え，計画に従って必要な 日用品

の供給を支援することである。ステ7

キ・部監督評議会は，、各ワー ド部の需要

を満たすために必要な 日用品を予測 し

て目標 を立てる。次いで，福祉事業に

従事 し，労働 を提供す るようワー ド部

会貝 を促す。労働提供 の要請は監督会

にくる。そして， これにつ いての話合

いと割 当ては，ワー ド部福祉活動委員

会の集会で行 なわれる。定貝会は定員

会の会員 と家族 を組織 して，事業に対

する労働提供を行 なう。こうして，貧

しい人々のために 日用品の生産 を行な

う。

ステーキ部監督評議会の第三の責任

は，生産事業の取得 と運営 についてス

テー キ部長会に助言し，提言すること

である。監督は事業 の適否 と生産品の

質に関して， その事業が ワー ド部の事"'

業であると， ステーキ部 あるいは地区

の事業であるとを問わず， 自分の意見

を述べ る責任がある。生産事業に関す

る次の問いに対 し，監督はそれぞれ 自

分の考え方 を持つ ようにすべ きである。

1。 ワー ド部会員に，経済的また時

間的にどれだけの もの を求めるこ

とができるか。

2.そ の事業は会員に容易に受け入

れ られるか。

3.そ の事業の規模 と種類はワー ド

部会員にとって適当か。

ステーキ部福祉活動委員会の主な責

任は，生産事業 を地域の計画原案に従

って確立す ることである。しか し監督

評議会は，倉庫と各種の生産事業 との

関係が緊密に保たれるようにす る義務

を負っている。

ステーキ部監督評議会の第四の責任

は，断食献金の収支 を検討することで

ある。キンボール大管長は私たちに，

惜しみな く断食献金 をするように勧め

ている。議長 と評議会，ならびにステ

ーキ部長会は， この神聖な基金の収支

の原則のすべ てをもう一度検討すべ き

である。 このプログラムが正 しく実施

されているか どうかを検討するのに，

これは理想的な会 と言える。監督はそ

の責任上，献金 された基金 を正 しく管

理し， また倉庫 とデゼレ ト産業の物質

を必ず現金に先立って使用するように

すべ きである。

第五は最 も大切なことであるが，教

会か ら援助 を受けた会員に，能力の及

ぶ範囲で働 いてもらうということであ

る。イエス ・キ リス トの福音の原則は，

人は額に汗して自分の 日々の糧 を得る

べきであるとい う考 え方である。評議

会議長は， この主の援助計画を主の方

法に従 って実施する最：善の方法につい

て話 し合 うよう奨励する。

監督評議会の第六の責任は，福祉活

動の具体的事項について監督に訓練を

施す ことである。これには，監督の指

示書の書 き方，会員の必要の分析方法，

家族の援助 力の評価方法，教会の提供

する援助の範囲の調べ方，ワー ド部扶

助協会会長会の活用法，および断食献

金の利用方法 と援助時期がある。でき

れば，雇用制度，監督の倉庫制度，生

産 ・加工事業，福祉活動宣教師，医療

関係の援助提供，末 日聖徒社会福祉，

およびデゼ レ ト産業に関しても詳しく

教える。そうすれば，監督はこれらの

援助手段 を適正に用いて，必要な人々

に助け を与える方法 を知ることができ

るであろう。

ステーキ部長会は，福祉活動の原則

を教 え， また会員に同じことを教 える

よう監督 を励 ます義務 を負っている。

愛 と奉仕，労働 と自立，管理の職 と奉

献，個人の備 えと家族の備えから生み

出された慎み深い生活，貧 しい人や乏

しい人の世話，これらは会員が，星の
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光栄の世界で 日の光栄の生活 を送ろう

とする場合に学び，踏み行 なわなけれ

ばならない原則である。また定員会指

導者を通 しても同じ原則を教 えるよう

にする。

次にステーキ部監督評議会は，ステ

ーキ部 と地区の福祉事業の運営 と問題

点について，監督に話 し合 う機会 を与

えることが大切である。この集会にお

いて，監督評議会議長は監督 たちに，

福祉に関する事柄の情報を与え，教え，

励ます。

以上6つ の責任を心に留めるならば，

ステーキ部監督評議会議長は，ステー

キ部長の指示の下に，ステーキ部監督

評議会の各集会のために有意義 なアジ「

エンダを作成す ることが容易にできる

であろう。これら6つ の責任 をまとめ

ると次の通 りである。

1.主 の倉庫が適切に運営 されるよ

うにする。

2.貧 しい人々のために必要 な日用

品を供給す るための，基金を増額

するよう支援する。

3.生 産事業の取得 と運営について

ステーキ部長会に助言し，提言す

る。

4.断 食の律法 をワー ド部会員に教

える方法， ならびに断食献金の適

切な取 り扱い方についてステーキ

大 管 長 会 ，18&9-98。 ウ ィ ル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ 大 管 長(中 央)， ジ ョー ジ』・Q・ キ ャ

ノ ン第 一 副 管 長(左)， ジ ョ セ フ ・F・ ス ミス 第 二 副 管 長(右)(ユ タ 州 歴 史 協 会 提 共)
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部長会か ら指示を受け，それに従

う。

5.教 会か ら援助 を受けた会員に，

能力の及ぶ範囲で働 いてもらう方

法 を計画す る。

6.福 祉活動の原則 とプログラムに

関 して監督 に訓練 を施す。

私は福祉計画に携 わる時に成長の機 い

会があることをいつ も感謝 している。

この計画が始 まった時，私の父は監督

であった。父はいつ も家族 と一緒に教

会から割 り当て られた仕事に参加 した。

そして，若 く，感化 を受けやす い年齢

にあった私は，教会の奉仕にた くさん

の祝福が伴 うことを教わったのであっ

た。

私 はいつ も，父が貧 しい人々に示 し

た尊厳 と忍耐 とを思い出す。特に，伴

侶を失 った小柄な老人 と彼に対する父

の穏やかな心 とをよく思い出す。私の

父は監督の責任だけでな く，友として

の責任 も立派に果たした。 しか しこの

体の小さな老人は家族に とってはや っ

かい者のよ うに思われていた。彼は孤

独であったため，よ く私の父に会いに

来た。夜の10時 であろ うと，朝の5時

半であろうと，彼は一向に頓着 しなか

った。父はいつ も彼 を快 く.家に迎え入

れ，何か食べ る物を出 し，それか ら彼

を家 まで送 ったものであった。

また私は，彼が亡 くなった時，父宛

てに一通の手紙 を残 していたの を思 い

出す。「私の友，ペ リー監督」 と書 き起

こしたその手紙には，生前 自分に関心

を示 して くれたことに対する最後の感

謝の言葉が書かれでいた。その手紙 を

読む父のほおに涙のつたわるの を見た。

私が福音の奉仕の もたらす報いを知っ

たのは，この時が初めてだ と思 う。

監督の皆 さんに申し上げる。主の豊

かな祝福が常に皆 さんにあるように。

天父の王国において与えられる奉仕 に

伴うこの妙なる報いの一時が，大いな

る尊い召 しにある皆 さんを支えるもの

となるよう， イエス ・キ リス トのみ名

によってへ りくだって祈 るものである。

アーメン。
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する兄弟姉妹の皆様，福祉活動に愛
関する大管長会の勧告 をじっ くり

と考えてみ ますに，私たちはみな，大

管長会より，行動の呼びかけを受けて

いるように思います。1976年4月 の総

大会の福祉部会で，キ・ンボール大管長

は次の主の言葉 を引用なさいました。

「わたしを主 よ，主 よ， と呼びなが

ら，なぜわたしの言 うことを行 わない

のか。」(ル カ6：46)

今年の2月2日 に開かれた教会の中

央福祉活動委員会の集会で，マ リオン・

G・ ロムニー副管長は次のよっにおっ

しゃいました。
「幼稚園児から大祭司ならびに扶助

協会の姉妹に至るまで，すべての教会

員にわか りやす く，正確に， また気持

ちを鼓舞す るように福祉の原則 と手続

きを教え，彼 らが個人の生活で も，家

族 と教会の責任において も， それをで

きる限り実施するように促 してほしい。」

全 くその通 りだ と思 います。大管長

会は私たちに，教会の福祉活動 を行 な

い，実施 し，成し遂げるよう求めてい

らっしゃるのです。私 たちはこの分野

における扶助協会の姉妹たちの大切 な

役割について再評価 してきました。そ

して，教会の女性には，神権者 と心 と

力を合わせて，この大切な活動 を助け，

教え，実施 し，推 し進める大 きな責任

があることを感 じました。

あるワー ド部にこの責任をよく理解

していた と思われる扶助協会の会長が

いました。彼女は週例 ワー ド部福祉活

動委員会で，ひとりの年老いた未亡人

が御主人の亡 くなった後，不便な生活

行動の呼びかけ

扶助協会中央管理会会長

バーバラ ・B・ ス ミス

思いや りと愛をもって援助 を施す素 晴ら しい機会 を受け入れる

を強いられていると報告 しました。彼

女の健康はす ぐれず，脚が弱 くなって，

動 くことも自分の身の回 りの世話 もむ

ずか しくなっていました。彼女は非常

に孤独であり， また荒れ放題の庭を気

にしていました。その上，彼女の食事

は全 く粗末でした。このように報告 し

た後，その会長は，訪 問教師 とワー ド

部の他の姉妹 たちに慈善奉仕の割当て

を与 えたことを話 しました。彼女たち

は未亡人の家の庭 をきれいに し，毎 日

栄養に富んだ食事 を3回 準備 し，彼女

の許可を得て必要 な家事 を行なったの

で した。またホームティーチャー も，

特別な祝福を受けるかどうか彼女に尋

ねてみることにしました。さらに彼 ら

は庭 をいつ もきれいに手入れ し，その

ほかに助けることがないか どうか気を

っけました。

数週間後，祝福 と愛ある助けを受け

た彼女は，勇気 を得， 自立の望みを持

ったのでした。

この話か ら，ワー ド部の会貝の必要

を満たす ために，ワー ド部福祉活動委

員会は何 をす ることがで きるかがわか

ります。

ステーキ部 と地方部の扶助協会会長

会は，ワー ド部 と支部の会長会が福祉

に関する務めを十分 に理解 し，それを

効果的に実施 できるよう，教える事柄

を計画する必要があります。特に，ワ
ー ド部扶助協会会長に，次の事柄 をど

のように行 なえばよいかを教えるよっ

にします。

1.必 要 と援助手段 を判断し，調整

する監督を助ける。

2.家 庭 を訪れ，監督の指示に従っ

て家庭の状態を把握する。

3.扶 助協会内の援助手段 を用いて

慈善奉仕 を行なう。

4.訪 問教師に，彼女たちので きる

援助 を伝 える。

5.す べての事柄に関 して厳密に秘

密 を守 り， また他の人々に も同様

にするよう勧める。

6.監 督の倉庫の保管品目あるいは

商店か ら購入しなければならない

品 目をよ く知 る。また，何 を購入

し， どのように使 うかを被援助家

族の姉妹に助言する。

7.地 域社会の援助手段に通 じ，そ

れ を有効に利用する。

8.会 長会の福祉の義務について副

会長 と話 し合 う。

9.監 督の指示の下に，扶助協会に

割 り当て られたすべての福祉活動

の相互調整 を図る。

予 言者 ジ ョセブ ・ス ミスは，「貧 しい

人，未亡 人，孤 児 を世 話 し， あ らゆる

慈善 を図 る」(撚'oηoゾ 伽C伽 プ漉

o〆ノiθs螂C〃 観oゾ 加 舵 処磁夕5厩 η孟s

「末 日聖徒 イエス ・キ リス ト教 会歴 史」

4：567)こ とが扶 助協会 の 目的 であ る

と語 ってい ます。扶助 協会 会長が先 に

述べ た務 め を果 たす 時， この扶助協会

の第一 の 目的は果 た され るこ とで しょ

う。

また私 たちが よ く奉仕 をす る時 に，

1946年10月 の 福祉 集会 でハ ロル ド ・B

リー長 老 の言 われ た， 神権者 の期待 に

添 うこ とがで きるのです。

「私 は次の よ うに考 え.たい。一家 の
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主婦 であ る女性 は…… 家族 の 中で知 性

と活気 に富んだ一 員 であ ってほ しい。

福祉 プロ グラム におけ る扶助協 会 の立

場 もこれ と全 く同 じて あ る と思 う。…

私た ちか望 んで い るこ とは，姉 妹 た ち

か福 祉 プロ グラムの計画 に も知 性 に富

んだ一 員 として参加 て きるよ うに とい

うことである。 その期 待 とそれ を行 な

う場 か与 え られ なければ， 私 た ちは，

ほかでは得 られ ない よ うな共 同一致 を

達成 す る こ とか で き な い て あ ろ う。」

(1～61妙So6ゴ θ砂 ル勉g磁 吻6「 扶助 協会

誌」1946年12月 号 ，p.814)

タナ ー 副管長 は，1976年6月 に， こ

の協力 の原則 につ いて次の よ うに語 っ

てい らっ しゃい ます 。

「扶助協 会 には
， それか 組織 され た

時に教会 の大管長 よ り具 体 的 な責 任か

課せ られて いた。扶助協 会会 長会 は，

夫 と協 力 して家族 の事 柄 を処理 す る妻

の ように， メル ケゼテ ク神権 者 のパー

トナー と考 え るべ きてあ る。」(C加 γ地

八をωs「チ ャーチ ・ニュー ズ」1976年6

月5B，p.3)

福 祉 活動 につ いて， ステー キ部 の メ

ルケゼテ ク神権 指導 者 と扶助協 会指 導

者ほ この協 力体 制 の模 範 を示 し， ワー

ド部役員の訓練計画の相互調整 を図 り

ます。そしてワー ド部の指導者は，ワ
ー ド部福祉活動関係者の訓練を行 ない，

プログラム を実施 します。

この関係 をよく理解できるようにす

るため，私の友だちの体験 を紹介した

いと思います。彼はこの ような話 をし

て下さいました。「家内と私は家の前庭

に石 を入れるこ とにしました。そこで

私は近 くを見てまわ り，石 を手に入れ

ることのてきる場所 を捜 しました。

私か トラックて出かけようとする と，

家内か私 を呼びとめて，『私 も一緒に行

きますわ。あなたのお手伝いをしたい

の』 と言いました。

私たちは石 のある場所 に着 きました。

しか し石 は山の上にあ りました。それ

で私は 『あれを降ろすのは大変な仕事

たなあ』 とつふや きました。

すると家内か，『私か山に登って岩 を

転か しますわ。だからあなたはそれ を

トラックに積み込んて下 さらないこと』

と言いました。

それは良い考 えだ と思いました。私

は家内か 山に登るのを見守 っていまし

たか，間 もな く姿か見えな くなりまし

た。すると上の方か ら大 きな声か聞こ

挟 助 協 会 会 長 会 。 ハ ー ハ ラ ・B・ ス ミス 会 長(右)， ジ ャナ ス ・R・ キ ャ ノ ン第 一 副 会 長

(中 央)， マ リア ン ・R・ ホ イ ヤ ー 第 二 副 会 長(左)

えてきました。『あなた，石 を転かすわ

よ。いいですか。まあ，この石は きれい

たわ。重そうたけど，大丈夫か しら。』

そこで私は答えました。『君か転か し

てよこす ものは何ても運ぶよ。』

すると家内か また叫びました。『この

石を見て，本当の人間のようだわ。私，"

これか一番気 に入ったわ。』

私 は石 か 転 かって くるの を待 ち切

れない気持 ちでした。彼女はいつ もそ

うですか， この度 も，私に必要な助け

のほかに，男では見逃 しかちの夢 を与

えて くれたのてす。」

私はすべ ての姉妹 たち，特に扶助協

会会長の皆さんにお願い します。福祉

援助 を与 える時，是非神権者の助け手

となって下さい。

私たちに課せ られた福祉 の務め を果

たす ように とい う神の予言者の呼びか

けに応えるよう，全世 界の扶助協会の

指導者の皆 さんにお勧め します。協力

の原則 を覚 え，助け手 として神権者 と

力を合 わせ て働 くことかてきますよう

に。 また，福祉活動の基本 を効果的に

教え， この活動のビジョンを大 きく持

ってこれ を実行て きますように。特に

慈善奉仕にこれか応用てきますように。

マ リオン ・G・ ロムニー副管長はかつ

て次の ようにおっしゃいました。
「貧 しい人に有効 な扶助の手を差 し

伸べ ることは芸術である。献身的な扶

助協会の姉妹たちか自らの完成を目指

す芸術である。」(「扶助協会誌」1961年

2月 号，p.77)

助けの必要な人々に思いや りと愛を

もって援助 を施すことは，私たちに与

えられた素晴 らしい機会であ り，義務

てす。私は，すべての扶助協会の姉妹

たちと指導者か このこ とを認識 して下

さるよ うに祈 っています。主は次のよ

うにおっしゃいました。
「互に愛 し合 うならは

， それによっ

て， あなたかたかわたしの弟子 である

ことを，すべての者か認めるであろう。」

(ヨハ ネ13：35)

イエス ・キ リス トか教えられたこの

ような気持 て人々に援助か与えられま

すよう，イエス ・キ リス トのみ名によ

って申 し上けます。アーメン。



教会福祉活動の目的

第 二副管 長

マ リオ ン ・G・ 日 ム ニ ー

偉大な教会福祉プログラムで働く私たちの目的は，奉献の律法

と管理の職を再び確立することである

愛 する兄剃慨 私の話の間・些
みたまを受けることができるよっ，

一緒に祈 っていただきたい
。私 は今朝

のこれまでの説教に深 く感動 している。

これか ら話す私の話 もそれ らの説教に

準ずるもの となるように願 っている。

また監督ならびに支部長の皆 さんは，

教会福祉活動 を進め る上で助けとなる

多くの援助手段 をよく理解 し， それ ら

を積極的に活用 していただきたい。私

は，主に捧げるすべての時間，労力，

金銭をどの ように取 り扱えば，与える

者 と受ける者が共に聖め られ，かつ苦

しみが取 り除かれるかを皆さんに理解

していただきたい と思 う。主の倉庫の

果たす役割 と生産事業がその倉庫を満

たすのにどのように役立つかについて

これまで説明があった。

この集会において私たちはこれまで

主の道にかなった運営方法 を中心に考

えてきた。従って私は，私 たちがこの

偉大なプログラムに携わる理由に焦点

をあてて話をすすめたいと思 う。教会

福祉活動に従事するようになった当初

から，私は，私たちがこの福祉活動で

行なっているこ とは，協同制度の下で

要求される奉献の律法 と管理の職 を再

び確立す るための準備 であると確信 し

てきた。私たちが この活動の目標 を常

に覚えるなら，この偉大な業に対する

証 を失 うことは決 してないであろう。

この業は新 しい ものではない。福音 と

同様にその歴史は古い。民が福音を受

け入れ，それに添った生活をす る時に，

主は必ず協同制度 を制定 された。主が

エノクの民の間にこの制度 を制定され

たこ とが， 次 の よ っに記録 されてい る。

「主 は その土 地 を祝 した まいたれば，

民 は山の上 と高 き所 にて祝 福 を受 け誠

に栄 えた り。

主， その民 を シオ ンと呼 び た まえ り。

彼 ら心 を一 に し，精神 を一 に し， 義 に

住み たれ ば な り。 されば 彼 らの中に貧

し き者 一 人 もなか りき。」(モ ー セ7：

17-18)

も し私 た ちが 主の求 め られ るこ とを

行 な うな ら，私 た ち もまた引 き続 き祝

福 を受 け， 義 にかな った成長 を遂 げ る

で あ ろ う。予 言者が ，「教 会 の 律 法 を包

含 す る啓 示」(教 義 と聖 約42章 前 書 き)

と して明 記 した啓示 の中 で， 主 は次 の

ように語 ってお られ る。

「見 よ
， 汝 ら貧 しき者 の こ とを思 い

起 し， 彼 らに与 えざるべ か らざる扶助

の ために， … …己が財 物 を神 に奉 献せ

よ。

また汝 らの財 物 を貧 し き者 に分 ち与

うれ ば汝 らこれ をわれに為 す な り，汝

らこれ らの財 物 を， わが教会 の監 督 と

その 副監督 … …の前 に捧 げ よ。

これ らの財 物わが 教会 の監督 の前 に

捧 げ られ た る後，… …折 々持 た ざる者

に施 す ために貯 え置 き， か くてすべ て

必要 あ る者は皆 充分 に給与せ られて そ

の足 らざ るに従 い て受 くる様 にすべ き

な りσ

この故 に，すべ ての余 りは これ をわ

が倉 庫 に貯 え置 きて，… …貧 しき人々

および乏 しき人々 に給 与 し……」(教 義

と聖約42：30-34)

「ま たわが 民 を救 わん がた めに これ

をなす な り。」(教 義 と聖約42：36)

予 言 者が 「教会 の律法」 と定め たこ

の啓示 の 中で， 主 は協同制度 の本 質 を

明 らか に してお られ る。協 同制 度 は，

人々 の間 の不 平等 をな くす ために 設け

られ た主の プ ログラム である。 そ して

この制 度は， この地 と地 に満 ちるすべ

て の ものは主 の ものであ り，私 た ちは

主 に責 任 を委 ね られ た管理人 として こ

の世 の 資産 を所有す るとい う概 念 を基

として い る。

「主 な るわれ は諸 々 の天 を拡 げ
， …

この地 を築 きた り。 され ば， その中に

あ るよ ろず の もの はわが ものな り。

あ らゆ る もの はわが ものなれば， わ

が 聖徒 ら牽扶養 す るは わが 目的 な り。

され ど もその事 た るや， 必ずわ が道

に 適 いて行 われ ざるべ か らず。」(教 義

と聖 約104：14-16)

主 の 道 にはふ たつ の基本 原則が あ る。

(1>奉 献 と，(2)管 理 の職 である。

協 同制 度 に加 わるため に，「破 るべ か

らざる誓約 と証文 」 とを もって人は 自

分 のす べ ての財産 を教会 に奉献 した。

す なわ ち， 自己の全財産 を教会 に譲 渡

したので あ る。

その よ うに 自己の財産 を奉献 した者

は，一 種 の 「貸与 」証 書 をもって教会

か ら管 理 の責 任 を与 え られた。 この管

理 を委 託 され た資産 は，「この民にその

家族数 と財政 状 態 と乏 しき と必要 とに

応 じて，すべ ての 人に平 等に その配当

を指定 」(教 義 と聖約51：3)す る こ と

を 目的 として いるため， 奉献 した財 産

よ り多 く受 け る者 も少 な く受 け る者 も

い る。

この よ うに して，すべ ての 人に 自己
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の財産 を所有 し管理す る権利が与えら

れた。実 にこの制度の基本原則は資産

の私有であった。

協同制度に参加 した人々は絶対的な

権利証書をもって各 自の配当あるいは

相続財産，すなわち管理 を委託 された

資産 を所有 し， 自由に譲渡，維持，売

却， また奪換することができた。教会

はすべての資産 を所有 していたわけで

はない。予言者 ジョセブ ・ス ミスが言

っているように，協同制度の下での生

活は共同生活ではなか ったか らである。

協同制度の目的は， 自己と家族の生

計を各自の資産で賄 うことにあった。

協同制度 にあっては，家族の欠乏 と必

要 を満たした余剰分は，教会に奉献 し

た。そしてこの余剰分は倉庫に納め，

貧 しい人々に供給された。

これらの神聖 な原則は非常 に簡潔で

あり，容易に理解 できる。しか しこの

理想 を実現す るためには，順序正 しく

踏み行なわなければならない概念が幾

つかある。その主な概念 として，次の

ものがあげられる。

1.神 を信 じる信仰 を持ち，主をこ

の世の主，協同制度の創始者 として受

け入れる。私たちはその ようにして，

義 と霊の成長 を求め るのである。主は

次のように述べておられ る。「汝 らもし，

この世の物に於て平等ならざれば天の

物を受 くるに於て も平等なること能わ

ざるなり。

汝らもし， 日の栄の世界に一つの所

を得んことをわれに願わば，わが命 じ

て汝らに求むるところを行いてその備

えを為さざるべか らず。

また汝 らが来 りて汝 らのために備 え

られたる冠を得て，多 くの王国の統治

者 とせ られんためな り。」(教 義 と聖約

78：6-7，15)

2， 協同制度は人の自由意志によっ

て実施 され，神の教会にすべての財産

を奉献することによってその意志 を示

す。そこにはいかなる強制 もない。

3.財 産に関 しては，教義 と聖約で

定められている次の教会の信条に添 っ

ていなければならない。「政府は各個人

に対 し良心の自由なる行使，財産の所

有権 とその管理，および生命の保護な

どを保証す る如 き法律 を制定 し，且つ
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これを犯さざるこ とな く保持するにあ

らざれば，如何なる政府 も平和に存立

するを得ず。」(教 義 と聖約134：2)協

同制度は財産の私有 と個人の管理の原

則に基づいて実施 される。従 って，財

産 を私有 し，それを管理する協同制度

では，神か ら与え られた自由意志が保

たれた。 こうして神は，協同制度に参

加す る人々に各 自のなせ る業 と生産 を

報告する責任を課 してお られるのであ

る。主はこう言われた。
「そは，.わが生 くる者の為に造 りて

備えたるこの世の幸福 を掌 どる者 とし

て，すべての人をしてその責に任ぜ し

む るは主なるわれ必要 とす るところな

ればな り。ゴ(教 義 と聖約104：13)

このことか ら，次のクラー ク副管長

の言葉が真理であ ることがわかる。
「協同制度は，共産主義的な社会体

制ではな く教会お よび貧 しい人々を援

助するために必要以上の余剰分 を奉献

す るという完全かつ きわめて個人主義

的な ものであった。」(J・ ルーベ ン・

クラー ク・ジュニア?eT加 乙碗舵4074θ7

αη4LαωげCoηsθ6名纏o%・4sSθ'0厩

勿 魏6R6肥 伽 づ0η50ゾ魏θLoγ4"「主の

啓示で定め られた協同制度 と奉献の律

法」パンフレッ ト，pp.26-27)

4.協 同制度は政治組織ではない。

5.協 同制度には義人が必要 である。

6.協 同制度は貧 しい人々 を高め，

富める人々を謙遜にす る。協同制度に

あって，両者 は共 に聖め られる。貧し

い人々は貧窮 と屈辱の鎖から解かれ，

自由の民 として物質的に も霊的にも十

分に高め られる。一方，富める人々は，

不承不承でな く，快 くその余剰分 を貧

しい人々のために捧げることに より，

モルモンが同胞に説いた 「キリス トの

純粋な愛」(モ ロナ イ7：47)を 示すの

である。 この ようにして，人々は 「神

の子 らとなる」(モ ロナイ7：48)資 格

を得 るのである。

私たちはこれ らの概念を心に留める

なら，現行の福祉活動 と協同制度お よ

び主がその実現を心に描いておられる

シオンの理想の姿 との関係を十分理解

することができる。この制度が与えら

れた当時，人々は協同制度に従 って生

活する準備がまだ完全にできていなか

ったため，主は協同制度を廃止 し， こ

う言われた。
「彼 らはわが彼 らに要求 したるとこ

ろにお とな しく従 うこ とを覚 らず して

あらゆる悪に満 ち，彼らの中の貧 しく

して苦 しめる者たちに聖徒 たるにふさ

わしく物資を頒 たず。

日の栄の王国の律法の要求す る和合い
一致に従いて一致協力せず。

およそ 日の栄 の王国の律法の諸原則

によらずんば， シオンを建てること能

わず。これによりて建てずば， シオン

をわれに受け入るることか なわざるな

り。」(教 義 と聖約105：3-5)

主は さらに次のように言われた。
「わが長老たちは暫 しの間シオンの

賄いを猶豫す るこ とわがために必要な

り。

そはわが民をして備えをなし，更に

完 き教 えを受け，経験 を持 ち， その義

務 とわが彼 らに求むることを更に完 く

覚 らしめんがためな り。」(教 義 と聖約

105：9-10)

この啓示による、と，協同制度はシオ

7が 賊 われた後に完全に行なわれるこ

とになる(教 義 と聖約105：34参 照)。

従 って，私たちがさらに完全な教えを

受け，経験 を重ねている間は，什分の
一，断食献金，福祉計画，倉庫，およ

びその他の原則や活動な ど，現在教会

で要求 されている ものの範囲内で，協

同制度の原則に厳密に従った生活 をし

なければならないのである。私たちは

これらのプログラム を通 して，協同制

度の基本に従った生活をすべきである。

例 えば，什分の一の律法は奉献の律

法 と管理の職 を実施す るという偉大な

機会 を私たちに与えている。什分の一

の律法は協同制度が廃止された4年 後

に制定 され，主は人々に「その剰余の財

産 をことごとく……監督の手に納め」

るよう求め られた。そ の後，人々は 「毎

年彼 らの得る全利益の什分の一を納め」

るよう命 じられた(教 義 と聖約119：1，

4)。 現在の什分の一の律法は，管理の

職 に関しては協同制度の原則 を最低の

段階で実施 しているにす ぎない。つ ま

り， 自己とその家族の必要 を満たすた

めの財産を私有 し管理する権利を人々

に託 しているのである。クラー ク副管
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長の言葉 を再び引用 しよう。
「協同制度の下に蓄財 された剰余の

代 りに，今 日私たちには断食献金，福

祉資金，什分の一 があり，それ らはみ

な貧 しい人々の世話や教会の活動およ

び事業 を行なうために使用される。

私たちは，かつて協同制度の下に監

督の倉庫 を持ち，倉庫には貧しい人々

の必要 と欠乏を満たすために集めた物

資が保管 されていた。現在，監督の倉

庫は福祉計画の下に同 じ目的で利用 さ

れている。

現在私 たちは，貧 しい人々のために

準備 されたプログラム を……福祉計画

の下で教会全体 にわたって行なってい

る。

このように，私たちは福祉計画 を，

協同制度の広範な基本に倣って実施 し

ているのである。」(Co乖7例661～ 勿oγ'
「大会報告」1942年10月 ，pp.57758)

私たちが什分の一および断食の原則

を正 し く守 り，福祉計画を十分に発展

させ実施する時は，明らかに 「協同制

度の偉大なる基本原則を正に実行 しよ

うとしている」のである。(同 ，p.57)

ただひとつの限界があるとすれば，そ

れは，各自の心の中にある。

以上の事柄に加えて，次の3つ の点

について祈 りたい。

1.主 が，主 と交わした奉献の誓約

について私たちの理解 を深めて下さる

ように。キンボール大管長は私たちに

必要な もの と望みを剰余 と比較 して検

討するように勧めている。
「人々は永遠の幸福 を願 って，多く

のお金，株，債券，有価証券，土地，

クレジットカー ド，家具， 自動車，そ

の他この世 の安易な生活 を保証するも

ので身 を固め るためにほとんどの時間

を費や している。私たちの務めは，与

れ られた豊富な資源を家族や定員会で

用いて神の王国を築 くことであるとい騨㍉

う事実 を，見落 としているのである。

すなわち，伝道，系図，神殿活動 を推

し進め，子供 を立派な主の僕に育て上

げ，祝福 をあ らゆる方法で他の人々に

分1ナ与えることが務めなのである。 し

か しなが ら，私たちは自分の欲望のま

まにその祝福 を誤用，モロナイの言 う

ように，『生命のない物を自分の身に飾

りなが ら，飢 えて い る者 ，貧 しい者，

は だか でい る者，病 ん でい る者， また

悩 んで い る者 た ちが あなた たちの前 を

通 り過 ぎて行 くとき憐 まない』(モ ルモ

ン8：39)の で あ る。

主 はこの末 日に次の よ うに言 われ た。

『彼 らは主 の義 を打建 てん ため に主 を

求 めず して， あ らゆる者お のが心 の ま

まに振 舞 いお のれ らの神 の姿 を求 むれ

ども， そ の姿 は人 の世 の像 に してその

本 質 は一個 の偶像 な り。 そは古 びてつ

い にバ ビ ロンにて， す なわちつ い に亡

ぶべ き大バ ビロ ンに て朽 ちん。』(教 義

と聖約1：16)」(「 聖徒 の道」1977年8

月 号，p.351)

2.こ の 大会 の説教 を研究 し，福祉

計画 ，特 に主 の倉庫 の設置 をみ た まの

導 きに よって実施す るよ うに。

3.什 分 の一 ， 断食お よび福祉 プ ロ

グ ラム の原 則 を忠実 に守 り， シオ ンを

贈 うため に 自らを備 える ように。最後

まで協 同制 度に従 った生 活 をす るこ と

が，私 の祈 りであ る。私 た ちの主 イエ

ス ・キ リス トのみ名に よ り， アー メン。
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教 会 ユ ス

ρ晒

七十人第一定員会会員

G・ ホ ー マ ー ・ダ ラ ム

1935年6月 ・バ ー ミンガム南部 の キ
ダ ミンス ター でMIA大 会 が開催

され た。英 国諸 島のすべ ての聖徒 が，

一堂 に会 す るの はこれが初 め てで あっ

た。この大会に は，イ ングラ ン ドや スコ

ットラン ド，ウェールズ ，北 アイル ラン

ドか ら大勢 の聖徒 が集 まった。 この大

会 の計画 には何 ヵ月 もの期 間 を要 した。

しか も最初 の企画 か ら最終 日の しめ く

くりまで，す べ て を担 当 した のが， 当

時英国伝道部YMMIA会 長 で あっ た宣

教師のG・ ホー マー ・ダラム長老 だ った。

ダ ラム長老 は伝道部 中 を巡 って， こ

の大会に対す る聖徒 の意欲 を駆 り立て

た。 その他 の宣教 師は キダ ミンス ター

市の家々 を一 軒一 軒訪 れ た。 それは求

道者 を捜す ため ではな く， 大会 に訪 れ

る人の宿 をお願 いす るため で あった。

3日 間に わた る大会 は，成功 の 内に幕

を閉 じた。 それは特 に，英 国の聖徒 た

ちが一堂 に会 し，互 いに強 め会 う初 め

ての機会 だったか らであ ろ う。

当時は不況 で，一 晩の宿泊 費が7シ

リング6ペ ンス もした。 しか し，大会

に出席 し，「美 しきシオンを築 き」 とい

う讃美歌 を歌 った時 には，7シ リン グ

6ペ ンス もそれ ほ ど高 い と感 じなか っ

た。ダ ラム長老 は その時の こ とを涙 な

がらにこう回想する。「聖徒 たちが あれ

ほ ど集 まったのは初め ての こ とだ った

と思 い ます。建物 を震 わす ほ どの合 唱

でした。 あの素 晴 ら しい経験 で だれ も

が証 を抱 いた こ とで しょ う。」

ダ ラム長老 の伝道 は，将 来の生 活 を

築 く基 となった。 ヨー ロッパ伝 道部 の

部長 で あった使 徒 の ジ ョセブ ・F・ メ

リル長 老 と旅 をして いた時 に， 彼か ら

こう言われた。「あなたは博士 号 を修得

す る必要 が あ ります ね。」

「で も
， メ リル長 老，私 に で きるで

しょ うか。」

「問題 は ない で しょ う」 メ リル長老

は こ う答 えた。

実際， 何の 問題 もなか った。 ダラム

長 老は博士 号 を修 得 したば か りか，大
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1

学 で教 え，管理 面 で も働 き，(ユ タ大 学

の副学部長 と して)そ の後 ア リゾナ州

立大学 の学長 となった。1969年 か ら76

年 の7年 間 は， ユ タ高等教 育機 関の委

員長 お よび実行 委員 を務 め た。

ダラム長老 は1911年2月4日 ，ユ タ

州 パ ロワ ンで生 まれ， ソル トレー ク ・

シテ ィー で育 った。父 の 鍔 ヨー ジ ・ヘ

ン リー ・ダラムは， マサ チ ュー セ ッツ

州ボス トンのニ ュー イ ングラ ン ド音 楽

学校 で5年 間教鞭 を執 った後 ， ソル ト

レー ク ・シテ ィーにや って きた ので あ

る。 ダラム家 は音楽一 家 であ る。G・

ホーマー ・ダ ラム長 老 は音楽 の道 に進

まなか ったが，大 学院 時代 は トラ ンペ

ッ ト， また後 には ダンスバ ン ドの ピア

ノ演奏 を して，生 計 を立 てたほ どで あ

る。音楽教 育 を受 けた こ とは，伝 道 中

に も大 いに役 に立 った。

伝道 は， ダ ラム長 老 の教 会 での活動

や教育 面 でのす ぐれた業績 の先 駆 け と

なっただ けでは ない。 それ は また，長

老が生涯 で最 も重 大 な こと と考 えて い

るこ との スター トに もなった のであ る。

とい うのは， ダ ラム長 老 は，伝道 を通

じて， 当時 ヨー ロ ッパ伝 道部 を管理 し

ていた十二使 徒評議 員会 の ジ ョン・A・

ウ ィ ッツ ォー 長老 の末娘 リア ・ユー ド

ラ ・ウィ ッツ ォー姉 妹 と出会 ったか ら

で あ る。 ふた りは， ウ ィッツォー長老

がユ タに帰 ってか ら も文 通 を続け， ダ

ラム長老 の伝道 が終 わ る と間 もな く結

婚 した。 彼 らはふ た りの娘 と息子 ひ と

りに， そ して現 在18人 の孫 に 恵まれ て

いる。

ダ ラム長老 は，20年 以上 に及 ぶ 「イ

ンプ ルー ブ メ ン ト ・エ ラ」 誌へ の寄稿，

また ジ ョン ・テ イラー ，ウ ィルフ ォー

ド・ウ ッ ドラフ， デ ビ ッ ド ・0・ マ ッ

ケ イ各大 管長 の書 き物や 説教 のす ぐれ

た編集 に よって，教 会貝 に広 く知 られ

てい る。 ダ ラム長 老 は， エ ミグレー シ

ョン， マ リコパ， テ ンペ ， ボンネ ビル

各ステー キ部 の高等評議 員， ソル トレ

一 クセン トラルステーキ部のステーキ・

部長， 日曜学校中央管理会会員，十二

使徒会地区代表 を歴任 している。

教育 に半生 を捧 げてきたダラム長老

は，末 日聖徒の若人に次のような励 ま

しを与えている。「できる限りの教育 を

受 け，そこか ら学びなさい。世の中は

『プロの学生』を必要 としているので

はな く，プロの働 き手を求めているの

である。しか もどの学生に も，学園を

去 り，働かなければならない時がいず

れ来る。

教育が個人に大 きな力をもたらすこ

とは疑 う余地がない。同時に教育は社

会 にも計 り知れない恵みをもたらして

いる。私たちは，世の中 と教会のこと

をひたむ きに考 え，働 くことのできる

よく訓練 された人を求めている。その

ために十分 な教育が必要か どうかは，

個 人の望み と， その人が進 もうとして

いる方向によって決 まる。この教会の誇

ることのひ とつは，教育の振興である。」

七十人第一定員会会員

ジ エ ー ム ズ ・M・
　

ハラモア

「本当の喜びは福音に完全に従った

生活 をす るところにあ ります」 と， ジ

ェームズ ・M・ パ ラモア長老は言 う。

そして大好 きな聖句を引用した。「人は

努めて善 き業 に従 い，多 くの事 をその

自由意志によりて為 し，多 くの正 しき

事を為 し遂げ よ。そは人 自らの中に 自

由の意志ありて……」(教義と聖約58：

27-28)
「私は街頭で人々が，福音に完全に

従っていると言える宣教師を振 り返っ

♂、て見 る光景を目に したことがあ ります。

宣教師自身もそれ を自覚 していたこと

でしょう。キンボール大管長は福音に

完全に従ったことによって，数 多くの

生命に関わる業 を行 なって きました。」

そして，パラモア長老は福音を実践

する喜びについて次のように証 してい

る。「どのような召しでもそれを遂行す

るためには，福音に完全に従 うことが

必要 とされます。それはみたまの賜で

あ り，備えをなし，愛を示すな らだれ

にでも与えられる賜であると，私1ヰ思

います。」伝道をして以来50以 上の召 し

を受けてきたパ ラモア長老は次のよう

に語っている。「私はこう感 じています。

それぞれの召 しは義 しく，大切 なもの

で，それを全力を尽 くして行なうなら，

常に平安 と真の喜びが もたらされ，人

格 も霊性 も高められます。大学 を卒業

してか らも，教会は私 にとって最 も素

晴 らしい教育の場です。」

パラモア長老は，監督 を解任 され，

ホームティーチャーに召された ときの

ことを語 っている。担当家族の中に父

親が会員でない家族が あった。その父

親がバプテスマ を受けた時のことをこ

う回想 している。「監督であることと同

じように，大 きな喜びでした。主が私

たちに理解させ ようとしてお られるの

は， どの よ うな職 に あるか ではな く，

どの よ うに それ を行 な うか， とい うこ

とな んです ね。」

パ ラモ ア長 老 は広範 囲 にわた って責

任 を果 た して きたが， そ の中に あって

常 に家族 を支 えて きた。1928年5月6

日生 れの 彼が監督 会 に召 された時，一

番 上 の子供 は わずか1歳 半 だ った。 そ

ん なわけ で子供 たちは教会 の社会奉仕

活動 を 「人生 の道 しるべ」 として成 長

して きた と言 え る。パ ラモア長老 は，

プ ロ ボサ ンセ ッ ト第ニ ワー ド部 とオ レ

ム 第14ワ ー ド部 で副監督 として， また

1959-63年 に か けて はオ レム 第14ワ ー

ド部 の 監督 として働 いた。 その後， ブ

リガム ・ヤ ング大 学 第3ス テー キ・部 の

高 等評議 員 として働 いた。 また， フラ

ンス ・ベ ル ギー伝 道部 の部長 に召 され

る まで，教 会 中央伝道 委員会 の会員 と

して その責 任 を果 た した。夫 人のヘ レ
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ン ・ヘ ス リン トン ・パ ラモア姉妹 は，

伝道部 に到 着 して6週 間後 に第6子 の

ポール を出産 した。 パ ラモア長 老 はこ

う語って いる。「姉妹 は6人 の子 供の世

話 に追 われて い ました。 それで も子供

たち と一 緒 に毎週 大会 に 出席 して くれ

ました。 言葉が わか らない のに，姉妹

は補助組織 の監督 をした り， また依頼

を受け た時 に補助組 織 の司会 が で きる

よ うに とフラ ンス語 を勉強 した りしま

した。 そ して人々 に よい励 み を与 えて

くれ ました。」

子供 た ち も宣 教師 を手伝 って， 印刷

や事務 ，庭 の手 入れ を した とい う。パ

ラモアー 家は よ く家族 そ ろって歌 を楽

しんだ。特 にパ ラモア長老 と3歳 の娘

リサ とのデュエ ッ トは， 心温 か い もの

を感 じさせ た。

伝道 部長解任 後 は， オレム第29ワ ー

ド部 の執事定 員会 で教 えた。 その後，

1972年 に 十二使徒 会地 区代 表に 召 され

るまで， ユ タ州 オ レム ・シ ャロン西 ス

テー キ部 の ステー キ部長 として働 い た。

そ して七 十人 第一 定員会 会 員に 召 され

るまで， ユ タ州 ロイ地域 担 当の十二 使

徒会地 区代表 として その責 任 を果 た し

た。

パ ラモア長老 はU ，S.スチ ール社 の技

術部 で8年 近 く働 き， その後 セ ミナ リ

ー教 師
，ユ タ子 供 ・青 少年 委貝 会の役

貝，伝 道管理部， 内務伝 達部 ，十 二使

徒評議 員会事務局 ，教会 指導 者訓 練役

員会 において様 々な仕事 に携 わ って き

た。「これ ら教会の責 任 のひ とつ ひ とつ

が祝福 であ り， 人生 におけ る備 え とな

って います 。私 を訓練 して くれ た人，

助けて くれた人 に感 謝 して います。」パ

ラモア長老 は こ う語 ってい る。

また， この度の新 しい召 しは 「あ ま

りに大 き くて」 自分 たち家族 は圧 倒 さ

れ そ うで ある， と語 って いる。パ ラモ

ア姉 妹 は，夫 が この 召 しを受 け る数週

間前， それにつ いて の予 感が したが，

「ま さか と思 って心 に留めなか
った」と

い っ。パ ラモ ア長 老 も以 前同 じような

経験 をしてい る。十 二使徒評 議員 会の

幹 部書記 に 召 され る2週 間前 の こ と，

パ ラモア長老 は， キンボール 大管長 の

傍 らに腰 掛 けて いる夢 を見 た。 あ ま り

に強烈 であ ったため， 目が覚 めて し ま

った。 しか し気 に も とめ なか った。す

る とその夜 また同 じ夢 を見たの であ る。

こ っ、して，その夢 は現実 となった 。「私

は 自分 な ど とて も向い ていな い と感 じ

てい ま した。 現に十分 な技術 も備 えて

い ませ んで したの で。 です か らそのこ

とを事 前 に知 らせ てい ただ いた こ とを

本 当に感謝 しています。」 これ までの7

年 間， 教会 幹部 の兄弟 た ち と毎 週会 うい

こ とに よって，全 力 を尽 くして仕 えよ

う とい う気持 ちが強め られ た とい う。

これ こ そ福 音 に完 全に従 うこ とであ る。

七十人第一定員会会員

リチ ャ ー ト ・G・ ス コ ッ ト

「私は先輩の兄弟たちに対する感謝

の気持ちで一杯です。」新 しく七十人第

一定貝会会員に召された リチャー ド・

G・ ス コッ ト長老 は こ う語 った。「私 は

先 輩の兄 弟 たち を心か ら尊敬 してい ま

す。 これか らもそ うで し ょう。彼 らと

一緒 に働 け るこ とは光 栄 の至 りです
。」

ス コ ッ ト長 老は，1928年11月7日 ，

ア イ ダホ州 ポカテ ロで生 まれた。七十
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人第一定 員会会 員に 召 され るまで， コ

ロンビア， メ リー ラン ド， バー ジニ ア

地方の キ ャピ トル， ポ トマ ック， リッ

チモ ン ド地域 担 当の十 二使徒 会 地区代

表 として働 い た。 この地域 は， 彼が40

年 間に わた って 「故郷 」 と呼 んで い る

所で ある。ス コ ッ ト長 老 とジニ ー ン ・

ワ トキンス ・ス コッ ト夫 人(米 上 院議

貝故 アー サー ・V・ ワ トキ ンスの娘)

との間 には5人 の子供 が い る。 メア リ「

一 ・リー22歳
，ケ ネス14歳 ，リンダ13歳 ，

ミッチ ェル9歳 ， マ イケル6歳 。現 在

スペ インで伝 道 中の メア リー ・リー は

父親 の新 しい召 しの知 らせ をす ぐに 聞

くこ とはで きなか ったが， ワシ ン トン

D.C.に い る他 の5人 の子 供 は，支持 の

直後 ，電話 で この知 らせ を受 け た。 リ

ンダは この知 らせ を耳にす るや ，飛 び

上が って喜 んだ とい う。

ス コ ッ ト長 老 は，1950年 に ジ ョージ・

ワシン トン大学 の機械工 学科 を卒 業 し，

す ぐに ウル グァイで31ヵ 月伝 道 に従 事

した。 スコ ッ ト長 老 は次の よ うに語 っ

ている。「教授 や友 人 たちは私 に伝 道 に

行かないように，伝道に出ることは技

師 として進む上で大 きな障害になると

忠告す るのでした。しか し，伝道 を終

えると間 もな く，私は海軍核 プログラ

ムの一員に選ばれました(こ の分野は

最高機密で，テネシー州オー クリッジ

において，科学分野の先駆者が与える

初めての最高の訓練であった。)私が派

遣 され指導にあたった会には，私に伝

道 を思い止まらせ ようとした教授がい

ましたが，彼はそのプログラムでは私

よりもはるか下の方で働いていたので

す。私が主のことをまず行なったこと

で，主が私 を祝福 して下さっているこ

とを強 く感 じ，証 を強めるこ とができ

ました。」

スコッ ト長老は，12年 間海軍核プロ

グラム と港湾原子炉のために核燃料の

考案，実験，生産 を指導 して きた。そ

して原子力を一般の企業でも幅広 く用

いることに成功 した。

しか し，スコッ ト長老の生活では，

教会の仕事 を常に第一としている。「私

がもっと若い頃」 と， スコッ ト長老は

話 し始めた。「主 とひそかにある約束を

交わ しました。主のみ業のために最：善

を尽 くす とい う約束です。私は毎年 そ

の約束 を果たしてきましたが， 自分の

全時間 を主のために捧げられるという

祝福が与えられるなどとは夢にも思い

ませんで した。これは言葉では言い表

わすことのできないこの上 ない祝福で

す。」

スコッ ト長老はこれ まで，七十人定

員会会員，ワシン トンD.Cス テー キ部

書記，同ステーキ部長会会員を歴任 し

ている。また，1965-69年 の4年 間は

コル ドバに本部を置 くアルゼンチン北

伝道部の部長 として働いた。その時の

ある経験は今 でもスコット長老の目を

輝かせ る。
「伝道部長時代の素晴 らしい経験の

ひとつですが，少年少女が立派な男性

女性へ と成長する様子 を目のあた りに

す ることができました。彼 らは無私の

奉仕 を通 して，主から力をいただき，

その力によって，隠された能力 を開発

し，才能 を高め， 自信 を強めているの

です。 また，宣教師一人一 人や会員の

皆 さん と深い友情の絆 を結べるという

こ とも大きな祝福です。

この ような経験に家族全員が感謝し

ていることを，スコッ ト長老はほほえ

みなが らこう語った。「ある宣教師 と最

後の面接 をした時，私は彼が伝道を通

して一段 と成長 したことを話 しました，

す ると彼は 『伝道部長 と知 り合いにな

れたか らです』 と言って くれました。」

隣人に とって よき宣教師であるスコ

ットー家は，ワシン トン神殿の献堂に

先立って，非教会貝や友人，隣人を週

に2，3度 自分の家に招き蚕「神殿集会」

を開いた。 この集会の後，その中の1

組の夫婦は監督 を訪れ，家庭集会を申

し出た。それか ら5週 間後に彼 らはバ

プテスマを受けた。最：近では，スコッ

ト姉妹がワシン トンD.C訪 問者センタ
ーに案 内したふた りの隣人が教会に加

わった。
「私 たちは主 を愛 しています。また

主に対する証 を世の人々に伝える神聖

な特権があることを感謝 しています。

私 たちの将来のために主の王国の建設

に参加 できることを感謝 しています。」
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初等'協会中央管理会第二副会長

ドロ シ ア ・ロ ウ ・ク リス チ ャ ン セ ン ・マ ー ドッ ク

「私 は指 導者 に従 い ます 」 と
， ドロ

シア ・ロウ ・ク リスチ ャ ンセ ン ・マー

ドック姉 妹 は言 う。4月2日 ， マ ー ド

ック姉妹 は，初 等協会 中央管理 会 第二

副 会長 として教 会貝 の支持 を受 けた。

会長 のナ オ ミ ・M・ シャム ウ ェイ姉

妹 はマ ー ドック姉妹 を木 曜 日の 中央 管

理 会 の集会 か ら呼 び 出 した。マ ー ドッ

ク姉妹 は話 に熱 中 して いた ため，事務

所 ではな く， エ レベー ター の方に 向か

って いることに全 く気 づか なか った。

そ して， キンボール大 管長 の事 務所 の

ある階 で止 まった時， 初 め て 自分 が ど

こにい るのか に気づ い た と言 う。 その

時シャム ウェイ姉妹か ら，「キンボー ル

大管長が あな た と少 しお話 したい そ う

です 」 と言 われた。

マー ドック姉 妹 は次 の よ うに語 って

いる。「シャムウェイ姉妹 は握手 をす る

と，『では また後 ほ ど』 と言って行 って

しまい ま した。 目の前 が明 か る くな っ

たような気が しま した。 キ ンボー ル大

管長 は事務 所か ら出て来 られ る と， 力

強い握手 を して くだ さいま した 。大管

長が最：初 に言 っ た言葉 も私 に大 きな力

を与 えて くれ ま した 。それ は私 の両 親

の こ とで した。両親 が物事 を扱 う時 の

穏や か で静 か な方法 また力 強 さ と謙遜

さが頭 に浮か んで き ました。」(彼 女 の

親 は，故エ レル イ ・L・ ク リス チャ ン

セ ン とレウェ ラ ・リー ズ ・ク リスチ ャ

ンセンである)「 大管長 の部屋 を出 る時，

私 は主 の助 けが あ った こ とを感 じま し

た。 そ して， キ ンボール大 管長 とシャ

ムウ ェイ姉 妹 の信頼 を裏切 るこ とは で

きな い と思 い ました 。」

初 等 協 会 会 長 会 。 ナ オ ミ ・マ ッ ク ス フ ィ ー ル ド ・シ ャ ム ウ ェ イ 会 長(中 央)， コ ー リ ン ・

ブ ッ シ ュ マ ン ・レ モ ン第 一 副 会 長(左)， ドロ シ ア ・ル ー ・ク リス チ ャ ンセ ン ・マ ー ドッ

ク 第 二 副 会 長(右)

マー ドック姉妹は教会のあらゆる組 い

織における教 師や役員の責任 を通 して

得た経験を，この召 しに生かしている。

ステーキ部扶助協会会長であったマー

ドック姉妹は1967年 に初等協会中央管

理会会員 に召されて以来，10年 間に渡

って，3，4，5歳 向けのテキス トの作

成に携わってきた。 また地区集会委員

会 として3，4年 働 き，明るい少女およ

び開拓者のテキス ト計画委員会の委員

長 を務めた。

初等教育課程 を専攻 したマー ドック

姉妹は，1966年に図解の本 「71θα碗1晩

(教 えてほしいの)」 を著わし，両親や

教師の役 に立つ レッスンや詩，話 を書

いている。

マー ドック姉妹が 目指 しているもう

ひ とつの;と は，結婚 と家庭 カウンセ

リングである。初等協会会長会 と家族

の助けに よって，彼女は再び学校に通

い，1975年6月 にカウンセ リングの課

程 を終了 し，ファイ ・カバ ・ファイ(学

業優秀者で組織する会)の 会貝 となる

名誉 を得，ユタ大学大学院の社会学か

ら奨学金 も受 けた。マー ドック姉妹は

LDS病 院でカウンセラー として働 き

始め，助産婦や婦人科の患者 と共に，

病院内のカウンセ リングプログラムを

作成 した。そのプログラムは退院後も，

患者が母親 としての責任 をよく果たせ

るよう助ける仕組みになっている。ま

た外来患者の精神病治療などのために，

個人的なカウンセ リングや，結婚，家

庭 カウンセ リングも行なっている。

夫のロバー ト・グレン ・マー ドック

兄弟 と5人 の子供たちは，姉妹のこの

新 しい召 しに感激 し，で きる限 り援助

したい と語 っている。
「私は初等協会が大好 きです」 とマ

ー ドック姉妹は喜びの声 を上げる。「本

当に好 きなんです。両親が子供に福音

を教えるのを助ける， これほど素晴ら

しい召 しがあるで しょうか。」
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こ の 説 教 は ，1977年2月27日 ， ペ ル ー の リマ で マ ッ コ ン キ ー 長 老 が 述 べ た も の で す が ，・

ス ペ ン サ ー ・W・ キ ン ボ ー ル 大 管 長 の要 望 に よ り本 大 会 特 集 号 に 掲 載 しま す 。

な お ， 地 域 に よ っ て は9月 号 と重 復 す る と こ ろ が あ り ま す 。 御 了 承 下 さ い 。

イ ス ラ エ ル よ ，

シオ ンを 築 こう

十二使徒評議員会会員

フル ース ・R・ マ ッコ ンキ ー

ρe噛

私 たちは・ひとつの基本的な回復の
教義 に関 連 して変 化 と調 整 の時代

のた だ中にい る。

ジ ョセブ ・ス ミスの時代， 教会 貝 は

イスラエ ルの集合 とシオ ンの建 設に関

して ひ とつの事柄 を行 な うように指示

され た。 そ して今 日，私 たちは昔 とは

全 く異 なった事柄 を行 な うように勧告

され ている。

私 たちは， 時 の絶頂 にお け る弟子 た

ちと似 てい る。 イエ スは弟子 た ちに初

め， イスラエ ルの家の失 われ た羊 にだ

け福 音 を宣べ 伝 え るよ うに命 じられた。

弟子 た ちは， 異邦 人 に救 い の メッセー

ジを携 え行 くこ とを禁 じられ たの であ

る。その後， 主 はこの指 示 を180度 転

換 し， 全世 界に 出て行 って， ユ ダヤ 人

に も異邦 人に も，すべ て の人 に福音 を

宣べ伝 えるよ うに命 じられた ので あっ

た。

新約聖 書の 記事 が示 してい る ように，

初期 の聖徒 たち ペ テ ロ， パ ウ ロ，

ヤ コブ， 十二使徒 ， その他 の指導 者 も

含め て一 が主 の新 しい命令 を完 全に

理解す る まで に， お よそ4分 の1世 紀

を要 した。選 ば れ たイス ラエル の民以

外の 人々 も福音 の祝福 に あずか る権 利

があ り， 異邦 人 も同 じよ うに救 い を望

む こ とが で きる とい うのが，新 た に授

け られ た・命令 であ る。

これ と同 じよ うな こ とが今 日の教会

に も，見 られる。1836年4月3日 ， カー

トラン ド神殿 にお いて モーセが ジ ョセ

ブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カウ ドリに現

われて以来， す なわち その神の予 言者

によって，イスラエル人の集合 と北の

国より十支族 を導 き来る鍵が彼 らに授

けられて以来，私 たちは 自らの才能 と

資産 と力を，神がその昔愛 してお られ

た民の残 りの者 を回復するために用い

て きたのである。

私たちの働きはかな りの成果を収め

ている。私たちは諸々の山の頂に主の

聖なる家を建ててきた。そしてすべて

の国民は主の家に流れてきている。と

く走る使者は，イスラエルの失われた

羊を捜 して国から国を駆け巡り，「主の

山に登 り，ヤコブの神の家へ行 こう」

と招いている。彼 らが主の道 を教わり，

その道 を歩んで，「律法はシオンか ら出，

主の言葉はエルサ レムか ら出る」大い

なる日に備 えることができるようにす

るためである(イ ザヤ2：3参 照)。エフ

ライムの家の多 くは集合 している。他

の支族 もやがて祝福 を受けるために来

て，「シオンに於てエフライムの子孫 な

る主の僕 らの手により栄の冠 を受け」

(教義 と聖約133：32り るであろう。

さて，再びイスラエルの羊の群れの

中に集められた私たちが，主の民に関

する永遠の ドラマの中で与えられた役

割を果たすことになっているとすれば，

私たちは過去，現在，そして未来のイ

スラエルの集合に関する事柄を知 って

お く必要がある。同じような立場にあ

った新約聖書の時代の聖徒たちのよう

に，4分 の1世 紀 も悩み通 して決意す

る必要はないが， シオンの建設のため

に私たちはどの ような役割 を果 たすべ

きであろうか。

この末 の 日にお け るイス ラエ ルの集

合 とシオ ンの確 立 は，3段 階に分 け ら

れ る。 第一 段階 はす でに終 わ り，私 た

ちは今 第2段 階に いる。 そ して 第3段

階が 行 く手 に待 ってい る。 これ ら3つ

の段 階 につ いてはすべ て予 言 され てい

る。 も し神 の み言葉 を正 し く理 解 しな

け れば， パ ウロが言 ってい る よ うに，

私 たちは 混乱 に陥 り， は っき り とした

確信 が持 て な くな るであ ろ う。 一方，

果 たすべき役 割 を正 し く心に描 き，今

日なすべ き こと を知 るな らば，私 た ち

は王 国 を建 設 し， 人々 を人の子 の再 臨

に備 え させ るため に，時 間 と才能 と資

産 を最 大限 に活用す るこ とが で きるで

あ ろ う。

イスラエル の集合 とシオンの確立 と

い うこの 大 いな る末 日のみ業 は，次 の

3段 階 に分 けら れ る。

第1段 階一 最 初の示現 ，1830年4月

6日 の王 国の設 立， お よび1836年4月

3日 のモー セの現 われ か ら合衆 国 とカ

ナ ダに教会 が確立 され る まで の約125

年 間 。

第2段 階一1950年 代 に始 まった海外

にお け るステー キ・部 の設立 か ら人の子

の再 臨 まで。期 間 は不明。

第3段 階一主 の再 臨か ら王 国が 完全

に確 立 され，水 が海 を覆 うよ うに神 の

知識 が地 を覆 うまで。 また その後福千

年 が 終わ るまでの千年 間。

私 た ちは回復 の時代 に住 ん でい る。

ペ テ ロは この時代 を，「更 新の時 」と述

べ て い る。過 去 にあ った ものがすべ て

もとの完 全 な状態 に回復 されて栄 え を
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受ける時代 という意味である。そして

ペテロは，「神が聖なる預言者たちの口

をとお して，昔から預言 してお られた

万物」(使 徒3：21)が 回復 されるはず

であると言っている。ヤコブの家が末

の 日に集合す ることと，彼らが シオン

の建設に果たす役割以上に，イスラエ

ルの予言者たちが非常な熱意 をもって

予言してきたことはない。

多 くの ものはすでに回復 された。 し

か し，まだ回復されていないものも多

い。イスラエルの集合はすでに一部行

なわれている。けれ ども， 多くの点で

イスラエルの集合の最 も重要 な部分は

将来に残されている。また，シオンの

基は据 えられたが，約束の聖なる市は

まだ建てられていない。私たちは， こ

れまでこの神権時代に成し終 えるよう

に定められた幾つかの事柄 を果たして

きた。そして今 も，私たちの時代のた

めに取っておかれた事柄を遂行 してい

る。 しかし多 くの事柄は将来，私たち

の子供や孫，現在私たちが据えている

基の上に建てる人々によって成 し遂 げ

られるだろう。

では現在，合衆国とカナダ以外の地

に住む教会貝はなぜアメ リカ大陸のシ

オンに集合せず， 自国に止まるように

勧告 されているのだろうか。私はその

理由を彼 らに説 くため，上に述べた原

則に照 らして，ペルー ・リマ地域大会

で次の ように述べ た。

私たちは， この南米の教会 で行 なわ

れている非常に素晴 らしいみ業 を言葉

では とうてい言い尽 くせないほどに感

謝 している。十二使徒会地区代表，ス

テーキ・部長，監督，な らびにステーキ

部，ワー ド部 で責任を持 って働 いてお

られる方々に，心か らの賛辞 を呈 した

い。私たちは，ここに大いなる発展 と

成長の基礎が据えられた と感 じている。

南米諸国に教会が多大の影響 を及ぼす
腎㍉

日を，今 か ら予 見 してい る。 シオ ンの

ステー キ部が この地 に組織 された こ と

は大 きな喜 びであ る。私 た ちは， これ

らのステー キ部が数 ，質 と もに発展 す

るこ とを願 って い る。

私 は今 日， 末 日にお け るイス ラエ ル

の集 合 とシオ ンの建 設 につ いてお話 す

るつ も りであ る。御 存知 の ように， 主

は戒 め を破 って主 を捨 て去 っ たイス ラ

エル を，地 上 の万国 の中 に散 らされ た。

そ して現 在， 主は その イスラエ ルの失

われ た羊 を呼 び集め ，彼 らに末 日の シ

オ ンを建 設す る責任 を負わせ てお られ

る。

この末 日におけ るイス ラエ ルの集合

とシオ ンの建 設 は， 今 まさに進行 中で

あ る。 この大事業 の序幕 は，合衆 国へ

の集合 と北 米に おけ る シオンの ステー

キ部 の建 設に よって， す でに完遂 され

た。そ して今， 私 たちは世 界各 国にお

け るイスラエ ルの集合 と，地 の果 てに

シオ ンのステー キ部 を確立 す る仕事 に

従事 してい る。 これが，現 在南米諸 国

で進め られ てい るみ業 であ り，私 が こ

れか らお話 しよ うと思 ってい る ことで

あ る。

今か ら3千 年 の昔 ，主 は ひ と りの 予

言者 の 口を通 して私 たちに ひ とつの 教

えを伝 え られ た。 この古えの聖 人は，

聖霊 に促 され る ままに こう語 った。「き

たるべ き代 の ために， この事 を書 きし

る しま しょ う。 そ うすれば新 し く造 ら

れ る民 は，主 をほめ た たえるで しょう。」

(詩 篇102：18)

私 た ちは その民 であ る。』再 び啓示 を

受 け てい る民，神 か ら新 たに完 全 な福

音 を授 け られ た民 ， そのため， 私た ち

は主 の聖 な るみ 名 を とこしえにほめ た

た え る。

私 た ちに伝 え られ た言葉 は，主が 「立

って シオン をあわれ まれ るで し ょう。

これは シオ ン を恵 まれ る時 で あ り， 定

まった時が来 たか らです」，「主 は シオ

ン を築 き，その栄 え を もって現 れ」(詩

篇102：13-16)と い う知 らせ で ある。

ここで，み た まの力に導 かれ るな らば

一 これは私の切 なる願いであるが一

私 は主が シオ ン を建設 され る さまを，

主 が シオ ンをあわれ まれ るさ まを， ま

た私 た ちが シオ ン建 設に おいて期待 さ

れ てい る役 割 をお話 したい と思 う。

霊 感 に よって記 され た記 録か ら明 ら

か な よ うに， シオ ンは築 かれ る。主が

栄 光 をもって現 われ る時に， シオ ンは

完成 され，栄 光 は シオンの もの となる。

その 時， シオ ンはかつ ての姿 を取 り戻

す 。万物 の回復が 完 了す る福 千年 の間，

そ の状 態 が続 く。 シオ ンはキ リス トの

再臨後に完全な姿 となる。

しかし一方で 現在が そうだが一

主は私 たちに来たるべ きことの基礎 を

据える責任 を課 してお られる。私だち

には，人の子の再臨に対 して民に備 え

をさせ る責任が与 えられている。私た

ちはすべての国民，血族，国語の民，

人々に福音を宣べ伝えるように召され
まち

てい る。栄光 の うちに座 して聖 な る市

を再 び 治め る御 方 の再 臨 に備 えて， シ

オ ンの基礎 を置 き， すべ ての こ とを準

備 す る よ うに命 じられ ている。私 たち

は， 「シ オンに来 たれ よ，喜 びに 入れ」

(讃 美歌103番)と あ らゆ る民 に呼 びか

け るので あ る。

では シオ ン とは何か 。 どこに築 かれ

るのか。 なぜ シオ ンの 壁 を建 て るのか。

どこに シオ ンの門 と堅 固な塔 を置 くの

か 。 シオ ンの 門に住 むのはだ れか。 シ

オ ンの住 民に は どんな恵みが 注がれ る

のか。

聖書 は こ う語 ってい る。「主 はヤコブ

のすべ て のす まいに まさって， シオン

の も ろもろの 門を愛 され る。神の都 よ，

あ なたにつ いて， もろ もろの光栄 あ る

事が 語 られ る。 …… しか しシオンにつ

いては 『この者 も，か の者 もその中に

生 れ た』 と言 われ る。 い と高 き者 みず

か らシオ ンを堅 く立 て られ るか らで あ

る。」(詩 篇87：2-3，5)

シ オ ン は民 の間 に幾度 も築 かれ て き

た。 アダム の時代か ら現在 まで，主が

御 自身の民 を持 たれ た時， また主 のみ

声 を聞 き， 主の戒 め を守 る民が ある時，

そして聖徒 た ちが真心 か ら主に仕 えた

時 に，必 ず シオ ンは存 在 した。

聖典 の シオンに関す る最初 の記述は，

エ ノク とそ の市 につ いて である。卓越

した信仰 と力 とを持 つ この予 言者は，

父祖 ア ダム が まだこの世 に生 きて いた

時代 の人 であ る。 その時代 は悪事 と罪

悪 の世 ，反 逆 と邪 悪 の世， 戦 い と荒 廃

の世 ，水 に よる地球 の清 めに向 かいつ

つ あ る時代 であ った 。

しか し， エ ノクは忠実で あった。彼

は 「主 を見」，人が 人 と語 る ように主 と

「顔 と顔 を」 相合 わせ て語 った。主 は

彼 を世 に遣 わ して悔 い改め を叫ばせ，

「父 と恩恵 と真理 に充 てる子 と
， 父 と

子 を証 す る聖霊 の御 名 に よ りて，バ プ
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「



テスマ を施 せ よ」 と命 じられた。 エ ノ

クは誓約 し，真理 に従 う信 者 たち を集

め たが，その民 はみ な信 仰篤 く，「主来

た りてその 民 と共に住 みた まい たれば，

彼 ら正義 の 中に住み」，上か らの 恵み を

豊か に受 け た。「主，その民 をシオン と

呼 びた まえ り。彼 ら心 を一 に し， 精神

を一 に し，義 に住み たれ ばな り。 され

ば彼 らの 中に貧 しき者一人もなか りき。」

(モ ーセ7：18)

心 に 銘記 してい ただ きた い。 シオ ン

とは民の こ とであ る。 シオ ンは神 の聖

徒 たちであ る。 シオ ンはバ プ テスマ を

受 けた人々，聖 霊 を受 け た人々， 戒め

を守 る人々 のこ とであ り， 義 人た ちの

こ とであ る。 言 い換 えれ ば，啓 示が告

げる ように，「これ こそ シオ ン，す なわ

ち 『心 の清 き者』 なれ ばな り。」(教 義

と聖約97：21)

主が 主の 民 をシオ ン と呼 ば れてか ら，

聖典 には，エ ノクが 「一つ の市 を建 て，

それ を聖 な る市す なわ ちシオン と呼べ

り」， また， 「神 これ をと り挙 げて， 自

らの懐 に受 入 れた まい しが故 な り。 こ

れ よ りして 『シオン逃 げた り』 と言 う

言葉世 に出 で きた れ り」(モーセ7：19，

21，69)と 記 されて いる。

主 の民が移 され， 天 に取 り上 げ られ

たのは， レンガや モル タルの家 で はな

く，石 の壁 で もな く， 民で あっ た。そ

れは， 地上 の建 物 よ りもず っ と立 派な

住 まいが天 に用意 して あ ったか らであ

る。 また， これ らの義 しい聖徒 た ちが

幕のか なたに去 った後 に も， 改宗 して

正 義 を願 った人 々が，神 に よ って造 ら

れ基礎 の置 かれ た その 市 をあ こが れ，

「天の 力に よ り据 えられて シオ ンに」

(モ ー セ7：27)入 っ た。

天 に取 り上 げ られ たその シ オンは，

主が再 び シオ ン を伴 って来 られ る福 千

年 の時代 に この世 に戻 って くるであ ろ

う。 そ して シオ ンの民 はや がて建 て ら

れ る新 エルサ レム に合 流す るであ ろ う。

(モ ー セ7：62-63参 照)

シ オンに関す るこれ らの真理 の 多 く

が古代 の イス ラ馬 ルで知 られ，教 え ら

れてい た こ とは， イザヤ書 や詩 篇 その

他数 々の記録 か ら明 らか であ る。 イザ

ヤは特に， 回復 の 時代 に築 か れ るシオ

ンの ステーキ部 につ いて述べ た。
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よ く知 られて い る通 り，古代 イス ラ

エ ルの民 は，主 を捨 てて偽 りの神 々 を

拝 んだ ため ，万 国の民 め問 に散 らされ

た。 またこれ も知 られて い る通 り， イ

ス ラエル の集合 とは， 真理 を受 け入れ，

腰 い主 を再 び正 し く知 り， 良 い羊飼 い

の まこ との群 れに戻 るこ とで ある。 モ

ル モ ン経 の言葉 に よれば， それ は 「神
かえ

の真 の教 会 と羊 の群 に 再 び 帰 され」，

「集 め られ」
，方 々 の 「約 束 の地 に住 む」

ことであ る。(IIニ ー フ ァイ9：2参 照)

また 「か れ らが その蹟 い主 を知 るよ う

にな る時 に は， 再 び その受 け嗣 ぎの地

へ 集め られ る」(IIニ ー フ ァイ6：11)

こ と であ る。

イス ラエ ルの集合 に よって， ふ たつ

の こ とが成就 され る。 ひ とつ は， そ う

して キ・リス トを 自分 の羊 飼 い として選

んだ 人， バ プテ スマの水 の 中で キ リス

トの み名 を受 け た人， この世 で はみ た

まを享受 し， 来 た るべ き世 では永遠 の

生命 を受 け継 ぎたい と願 う人， その よ

うな人々は，互 いに強 め合 い， 完全 を

目ざ して助 け合 うため に，集合 す る必

要 が あ る とい う ことであ る。

そ してふ たつ には， 永遠 に最 高 の報

いを求 め る入々 は， 自分の ため に も，

また機 会 さえ あれば真心 か ら受 け入れ

て いたはず で あ りなが ら福音 を知 らな

いま ま死ん で行 った イス ラエル の先 祖

た ちのため に も， 主 の家の祝 福 を受 け

られる場所 に い る必要 が あ る とい うこ

とであ る。

この神権 時代 の初期 にお いては， こ

の こ とが北 米 の山 の頂 きにあ る主 の家

の山へ の集 合 を意味 したこ とは明 らか

であ る。 そ こだけが， 互 いに強 め合 う

こ との で きる，大勢 の聖徒 たちが集 まっ

た場 所 であ ったか らで あ る。 そ こに だ

け， 昇栄 を受 け るに必要 な完全 な儀 式

を行 な う至高 者 の神 殿が あ ったか らで

あ る。

しか しな が ら， すべ ての こ とを知 っ

てお られ る御 方， イ ス ラエ ル を散 らし，

今再 び その愛 す る民 を集め てお られ る

御 方の摂 理 に よって， キ リス トの羊 の

群 れが地 の果 て に まで 広が る時代が 今

や 来て い る。教会 は まだすべ て の国に

建 て られて はい ないが， 人 の子 の再 臨

まで に，必 ずや あ らゆ る国に教会 が建

て られ るであ ろ う。

モルモ ン経が告 げる通 り， 末の時代

に は 「神 の聖 徒 ら」が 「全世 界」 に広

く住 み，全世 界の上 に散 らされて い る

「小 羊の教 会 の聖 徒 ら」 と 「主の 誓約

を受 けて ……世 界 の各所 にち りぢ りと

なっ た民 」が 「義 と大 きな栄 光 にかが

や く神の能 力 とを以 て武装」 す るであ い

ろ う。(1ニ ー ファ イ14：12，14参 照)

私 た ちは新 しい時代 にい る。末B聖

徒 イエ ス ・キ リス ト教会 は急速 に世 界

の教会 とな りつつ あ る。聖徒 たちの群

れは今 も， あ るいは近 い将来 に も， ど

こに住 も うと教会 貝 を支 え助 け るだけ

の力 を備 えるの であ る。 必要 な場 所 に

神 殿が建 て られ てい る。時が 来 る と南

米 に も数 多 くの神 殿が建 て られ るの を，

私 た ちは今予 見 す るこ とが で きる。

シオ ンのス テー キ部 も地 の果て に ま

で組織 されつつ あ る。 これに関連 して，

次の真 理 を考 えてみ ようでは ないか。

シオ ンの ステー キ部 は シオンの一部 で

ある。 シオ ンの一部 を作 らず に， シオ

ンの ス テー キ部 を作 るこ とは で きな い。

シオ ンは 「心 の清 い者」 であ る。私 た

ちはバ プテ スマ と従 順 とに よって清 い

心 を得 る。 ステー キ部 は地理 的な範囲

を持 つ。 ステー キ部 の設 立は聖都 の建

設 に似 て い る。地上 の ステー キ部 は ど

れ もみ な， その地域 に住 む イス ラエ ル

の失 われた羊 た ちの集合場 所 であ る。

ペ ル ー 人の集合 の地 は，ペ ルーの シ

オ ンのス テー キ部， もし くは将 来 ステ

ー キ・部 とな る揚 所で あ る。チ リ人 の集

合 の地 は チ リ， ボ リビア人 の集合の地

は ボ リビア， 韓 国 入の集合 の地 は韓 国，

東西南 北， 全世 界 を通 じて集 合の地 は

その ような場 所 で ある。各 国に散 らさ

れた イ スラエ ルは キ・リス トの羊 の群 れ

に， 各国 に建 て られ る シオ ンの ステー

キ部 に呼 び集め られ て いる。

イザヤ は，「後に なれば，ヤ コブは根

をは り， イ スラエ ルは芽 を出 して花咲

き， その 実 を全世 界に満 たす」 と予 言

してい る。 そ して主 の約束 は こ うで あ

る。「イスラエルの 人々 よ…… あなたが

た は， ひ と りび とり集め られ る。」(イ

ザヤ27：6，12)

す な わち， イ ス ラエ ルは一 人一 人，

一家 族一家 族
，地 上 の全地 に築 かれ る



シオンの ステー キ部 に集 め られ，や が

て全地 が福音 の実 に よ って祝 福 され る

の であ る。

その ため， 教 会の指 導者 た ちは こ っ

勧告 す る。 シオン を築 きな さい。神が

あな たを置 かれ た その国 に， シオ ンを

建 て なさい。 あな た をその市民 と し，

家 族 と友 を与 え られた， その地 に シオ

ンを築 きな さい。 シオ ンは南米 の この

地 にあ る。 この地 の シオ ンに住 む聖徒

たちは， これ らの諸 国 に良 い影 響 を及

ぼす ので あ る。

神 は，み 業の 発展 を促す政 策 を進め

る国 を祝福 され る であ ろ う。

主の み業 の ひ とつ に，末 日の シ オン

の建 設が あ る。 主 はその業 を私 た ちに

託 され た。 シオ ンの基 は， 北米 ，南米 ，

欧州， ア ジア， 南太 平洋 その他 ， シオ

ンの ステー キ・部 の あ る各地 にすで に据

えられて いる。 しか しシ オンは， これ

らの どの地域 に おいて もまだ完全 では

ない。 シオ ンが完 全 にな るのは， それ

が 古えの シオ ン と合 流す る時 で あ る。

そ の時，主 は来 られて その民 と共 に住

まれ るで あろ う。

教会 の信仰 箇条 第10条 には，「われ ら

は， イス ラエ ル 人は，文 字通 りに 四方

よ り集合 」す るこ とを信 ず， とある。

この集 合 は， イス ラエ ルの失 われ た羊

が教 会に加 わ るこ とで実 現 してい る。

バ プテ スマ の水 に よって洗 われ， 再 び

心 の清 い者 とな'る力 を得 る こ とで この

集合 が実 現 してい る。 シオ ン とは 「心

の清 い者 」 であ る。

信仰 箇条 には また， 「われ らは，… …

その 十支族 の元 に立 ちか える こ とを信

ず」 とあ る。 これは将 来 のこ とであ る。

主 が約束 に従 って シオ ンを再 び建 て ら

れ る時 に， これ が実現 す るで あろ う。

信仰箇 条に は，「シオ ン(新 エ ルサ レ

ム)は この(ア メ リカ)大 陸 に」建 て

られ る と言 われて い る。 これ も将来 の
騨㍉

こ とであ る。主の 民が，散 らされ た世

界各国で力 と影響 力 と能 力 を得 てか ら

起こ るこ とであ る。

教 会 の信 仰箇 条に は，「キ・リス トは御

自ち地上 に王 とな りて治め た まい，地

球 は元 にあ らた ま りて楽 園の栄 えを受

くるこ とを信 ず」 とあ る。 これ もまた

将来 の，私 た ちが 心か ら願 い待 ちわ び

ているそ の 日の出来事 で ある。(信 仰 箇

条第10条 参照)

私 たちは だれ で も，心 の清 い者 に な

る こ とに よって， 自分 の生 活に シオ ン

を築 くことが で きる。「心の 清 い人た ち

は， さい わいで あ る， 彼 らは神 を見 る

で あろ う」(マ タイ5：8)と い う約 束が

あ る。 そ して， 友 人や 隣 人 をイ スラエ

ル の羊の群 れ に集め るこ とに よって シ

オンの境 界 を広 げ るこ とが で きるの で

ある。

今 話 して い るこ とは みな， 主の偉 大

な計画 の一部 で あ る。 主は初 めか ら終

わ りまで を知 ってお られ る。現在行 な

われ てい る事 業 は主が 定め られ た もの

で ある。主 は選 民 を地 上 の万国 に散 ら

され た。 そ して今 ， この私 た ちの時代

に主 は恵み に よっ て諸 天 を開 き， み前

か ら聖 なる天使 た ち を遣 わ し， 天か ら

自 らの声 で語 り，聖霊 を注 ぎ， その よ

うに して， 主 は再 び完全 な永遠 の福音

を回復 され たの であ る。主 は私 た ち を

闇か らキ・リス トの 驚 くべ き光へ と引 き

出 し，新 たに シオ ンを建 て よと命 じ，

世 に打 ち勝 て と命 じ， 私 たちにすべ て

の悪 しきこ とを捨 て よと命 じられ た。

主 は私 たち を主 の代表 者， 主の代理 人

とな し， 出て行 ってイ スラエ ルの失 わ

れ た羊 を捜 し出す務 め を与 え られた。

私 た ちが その羊 を まこ との教会 に集め

て神 の聖 徒 とす るこ とを，主 は願 って

お られ る。

これは実 に重大 な業 で ある。 これに

匹敵 す る事 業 は世 に ひ とつ として ない。

主 イエ ス ・キ リス トの福音 は，天 にお

い て も地 にお いて も最 も大 い なる もの

であ る。私 た ちは現 在受 けて いる天か

らの栄 えあ る真 理 を喜 び としている。

私 た ちは慈悲 と恵み の主 をほめ たた え

る。私 た ちは， これ らの こ とが真 実で

あ り，神 に その源 を置い ていて るこ と

を知 って い る。

私 は心 に告 げ る聖 霊 の啓示 に よっ て，

私 た ちが携 わ ってい るこの業 が真実 な

もの であ るこ とを知 って いる。主の み

手が その 中にあ る。私 た ちの働 きはや

がて 成功 を収 め る。水 が海 を覆 うよ う

に，神 の知 識が地 を覆 う 日は来 るの で

あ る。私 た ちは この世 で最 も祝福 され

た幸せ な民 であ る。神 は私 たちに知 恵

を授 け，情 熱 と献身 を恵み， 私 たちが

福音 に従 って 自分の 命 を救 い， これ ら

の栄 えあ る救 いの原 則 を神 のほか の子

らに も伝 え るべ く， 主の用 向 きにい そ

しむ 熱意 と能 力 を恵 まれ た。 これ こそ，

主 のみ業 で あ り，真 実 であ る。 この こ

とを，主 イエ ス ・キ リス トのみ 名に よ

って証 申 し上 げ る。アー メン。

]



日本仙台伝道部部長

リチ ャ ー ト･テ ゥ ー･ソ ン グ･

ク ワ ッ ク

リチ ャー ド･デ ゥー･ソ ン グ･ク ワ ック部長 は,

ネ イ･ホ ング･ク ワ ック とスー ン･ド ック･サ ー･ク

ワ ックを両親 と して,ハ ワ イ,ホ ノルル に生 まれ,

今 年与5歳 であ る。 クワ ック部長 は1941年4月5日 に

ホノルル でバ プテ スマ を受 けた改宗 者 であ る。 ミル

ドレ ッ ド･サ チ コ･キ シモ トと1957年8月5日 にハ

ワイ神 殿 で結婚 し,現 在4人 の子供 が いる。 クワ ッ

ク伝道部 長 はブ リガム･ヤ ン グ大学 で学士 号,修 士

号の課程 を修 め,現 在ハ ワ イで高校 の教師 を して い

る。 これ まで,日 曜学校 副会長,七 十 人定 員会 会長,

副 監督,大 祭 司 グルー プ リー ダー,高 等 評議 員,地 方

部長 として責任 を果 た して きた。

クワ ック姉妹 は,セ イユ･キ シモ トとチ ズコ･チ

ナ･キ シモ トの娘 としてハ ワイ,ヒ ロに生 まれ た。

これ までの主 な責任 に,日 曜学 校書 記補助,扶 助 協

会家庭 訪問教 師,初 等協会 教 師,初 等 協会 副会長,

そ して初等協会 会長 が あ る。
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日本神戸伝道部部長

[]ハ ー ト･卜 一 マ ス･ス タ ウ ト

ロバ ー ト･ト ー マ ス･ス タウ ト部長 は ウェンデル･

フ ラン ク リン･ス タウ トとデ ール･ト ーマ ス･ス タ

ウ トを両 親 として,ア イダ ホ州 ポカテ ロに生 まれ,

今 年40歳 で あ る。 ケイ･ロ レイ ン･シ ェイフ ァ と1959

年11月13日 にハ ワイ神 殿 で結婚 し,現 在5人 の子供

が い る。ス タウ ト伝 道部長 は,ブ リガム･ヤ ン グ大学

で学 士号,修 士 号 を得,さ らに ノー ス ウエス ト大学,

ロ イエ ル大学 で博士号 を修 得 した。 これ まで,セ ミ

ナ リー･イ ンステ ィテ ユー ト地 域指導 主事 で あった。

ス タウ ト伝道 部長 は,支 部長,副 監 督,神 殿職員,

大 祭 司 グルー プ リー ダー を歴任 し,ア イダホ州 ワー

ドア レー ンステー キ部 の高 等評 議員 を務め て いた。

ス タウ ト姉妹 は,S･グ レ ン･シ ェ イフ ァとフェ

ー ン･ボ イヤー･シ ェ イフ ァの娘 としてア イ ダホ州

ヘー ガマ ンに生 まれ た。 これ まで ステー キ･宣教 師,

子 供 日曜学校 主 任,扶 助協 会副会 長,地 方部 初等協

会会長,な らびに初等 協会 とYWMIAの 会 長 を務 め

て きた。
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｢日 本 はアジァにお ける

教会の要である｣
日本神戸伝道部部長

ロバ ー ト･ト ー マス･ス タ ウ ト

愛 する兄弟姉妹 の皆 さん･私 たちは恵 ま
れ て,再 び 日本 で奉仕 す る召 しを受 け

ま した。 時代 は さか のぼ りますが,日 本 の

土 を踏 んだ最初 の モル モンは,ホ ウ ズ ィア･

ス タウ ト長 老 で,1852年 の こ とです 。彼 は

中 国へ 向か う途 中,横 浜 に寄港 したの で し

た。 彼 は 日本 と,麗 しい 日本 人に非常 な感

銘 を受 け ました。 日本 人が 特 に義 理 と人情

に篤 い こ とをす ぐさ ま感 じ取 りま した。 ス

タウ ト長 老 はブ リガム･ヤ ン グか ら,中 国

へ行 くよ う召 しを与 え られ てい たの で,日

本 には ほんの数 日間 しか滞在 で き ませ んで

した。 ス タウ ト長 老 とチ ャ ップマ ン･ダ ン

カ ン長 老,ジ ェー ム ズ･ル イ ス長 老 の一行

は数 日後 に横浜 を出発 しま した。 その後,

1901年 に ヒーバー･J･グ ラ ン ト長老 が公

式の召 しを受 け て訪 れ るまで,日 本 に来 た

モル モ ンは い ませ ん。

1902年 に 十二使 徒評議 員会 のチ ャール ズ･

W･ペ ン ロー ズ長 老 は次 の よ うに語 って い

ます。

｢私 は
,日 本伝 道部 の開 設が東 洋へ の福
かなめ

音 の伝 道の 要に な る と,心 か ら信 じて いる。

福 音 の影 響 力は 日本か ら他 の東洋 諸 国に及

ぶ こ とだ ろ う。氷 は砕 け た。道か ら障 害が

取 り除 かれ,他 の東洋 諸 国に福音 が広 まる

こ とだ ろ う。｣(｢大 会 報 告｣1902年4月6日)

ホ ウ ズィア･ス タウ ト長 老 も全 く同 じ思

い を抱 い てい ま した。

私 はかつ て ポー ル･C･ア ン ドラス伝道

部 長 の下 で北部極 東伝 道部 の宣教 師 として

働 く特 権 にあずか りました。 当時 の有 益 な

思 い出 をいつ まで も天 父に感謝 し続 け るこ

とで しょ う。宣教 師 の時代,私 は 日本,韓

国,沖 縄 でそ れぞれ任 期 の3分 の1ず つ を

過 ご しま した。 そ の時 に私 は｢日 本 はア ジ

ア にお け る教会 の要 で あ る｣と い うペ ン ロ

ー ズ長 老 の言葉 を実 感す るこ とが で き
,心

か ら感謝 して い ます 。

1972年 に 私 た ち家族 は,日 本 で セ ミナ リ

ー･イ ン ステ ィテ ユー トの仕事 をす る責任

を受 け ました。 また,近 隣の 国々 を も助 け

る機 会 を得,｢日 本 はアジア にお け る教会 の

要 で あ る｣と い う言葉 が現実 とな ってい る

の を 目の当 た りに して,非 常 な感動 を覚 え

た もの です 。1975年8月 に,予 言者か ら,

日本の地 に神 殿 を建 て る とい う発 表が あ り

ま したが,こ の こ とはア ジアの聖徒 たちに

とって は至極 当然 の こ とで した 。

妻の ケ イ と子 供 た ち,ウ ェ ンデ ィー･ケ

イ,リ チ ャー ド,テ ィモ シー,シ ンジー,

ハ イ ジは この3年 間,ハ イジの生 まれ た こ

の 日本 の地へ いつか 帰 りた い と願 って きま

した。

今 年 の3月24日 に 私 た ちは大管長 会か ら

電話 をいた だ き,日 本神 戸伝 道部へ の召 し

を受 け ました。 この こ とは非 常 な光 栄 で し

たが,同 時 に私 たち は謙遜 な思 いに駆 られ

ま した。

私 たちは いつ も,日 本 の報 道 を心待 ちに

す る と共 に,こ の地 におけ る教会 の発展 を

非常 に喜 ん でい ます 。神 戸 の伝 道部 長 と し

て,こ れ か ら3年 間,愛 す る 日本 の兄弟 姉

妹 た ちに心か ら充 分 に献 身 した い と考 えて

い ます。

私 たち夫婦 に は,北 海 道か ら沖縄 まで 日

本 の各地 に大 勢 の親 しい友 だ ちがい ます。

です か ら私 たち は,こ の国 を故郷 の よ うに

さえ感 じて い ます 。私 た ちは神 が生 きて い

らっ しゃ るこ と を知 って い ます 。私 たちは

救 い主 であ る神 の御 子 を愛 して い ます･。主

の生 け る予 言者 スペ ンサー･W･キ ン ボー

ル大 管長 か ら召 しを受 けた こ とは,私 た ち

に とって大 きな喜 び です。

主 のみ業 を全 力 を尽 くして行 な える よ う

に祈 って い ます 。 またス タウ ト家 の者 た ち

は,曾 祖 父 の父 にあ た るホウ ズ ィア･ス タ

ウ トの時代 か ら125年 後 の今 日に至 る まで,

い つ も｢日 本は ア ジアにお け る教会 の要 で

あ る｣と い っ言葉 を心 に留 め て きま した。

イエ ス･キ リス トのみ 名に よって,ア ー メン。

(ス タウ ト家の子 供 た ち)

ウ ェ ンデ ィー･ケ イ16歳 リチ ャー ド14歳

ティモ シー9歳 シ ンジー6歳 ハ イジ3歳



8月30日 午 後7時30分 よ り，東京 第

4ワ ー ド部 に て，最 近 まで米 国航 空 宇

宙局長官 をつ とめ られ た ジェ ーム ス ・

C・ フ レッチ ャー兄弟 を迎 え， ファ イ

ア ・サ イ ドが開 かれ ま した。 宇 宙事業

の第一線 で活 躍 してこ られ た フレ ッチ

ャー兄弟 のお話 と証 詞 の一部 を要 約 し，

紹介 します。 なおご長 男 はフ レッチ ャ

ー長老 と して 日本 で伝道 され た こ とが

あ ります。

(前)米 国航空宇宙局長官フ レッチャー博 士に

宇宙プ[]グ ラムについて聞く

過去20年 間，宇 宙プ ロ グラムで働 く機会 を得，幸福 で し

た。 ロケ ッ ト打上 げの仕事 を して いた ところ，1957年10月

第一 号衛 星 のス プー トニ ックが打上 げ られ， 以後，私 も米

国の宇宙計画 に参加 す る こ とに な りました。1958年6月 に，

「宇宙エ レ ク トロニ クス社」 を設立 しま した
。

月に向 けて打上 げ られ た初期 の宇 宙衛星 の 中には，私 の

会社 の機材 も積込 まれ ました。

1964年 ， 十 二使徒 の リチ ャー ド 臥L・ エバ ンズ長 老か ら，

ユ タ大学 の学 長 にな るよ う要請 され，以来7年 間，ソル ト・

レー ク市 で過 ご しま した。 その間 多 くの教 会幹部 と交 流 さ

せ ていただ き大 きな祝福 で した。
も

1971年 ， 米国大 統領か らワ シン トンに来 て，米 国航 空宇

宙局 の長官 に なる よ う要 請 され ま した。 リチ ャー ド ・L・

エバ ンズ長 老の ご意見 も伺 い， その任 を受 け ま した。 それ

以来，宇宙 プ ロ グラム の長 として，興 奮 に満 ちた人生 を送

って きま した。教 会指導 者 の方々 も， 宇宙 プ ロ グラム に，

さらに関心 をお寄せ に な った と思 い ます。

1971年 以 来の アポ ロ15号 ，16号 ，17号 ， ス カイ ラブ， ア

ポロ ・ソユー ズな ど， ほ とん どすべ ての宇宙飛行 士 た ちは，

大管長会 と会見 して います。 ソユ ーズの ソ連 飛行 士 レオ ノ

ブ， クバ ソフ両氏 も， ソル ト ・レー ク市 で， キンボール大

管長 と会談 し，楽 しい ひ と ときを過 ご して い ます 。帰国後

の手 紙に も， 「ソル ト・レー ク市 での経験 は， とて も印象深

い ものだ った」 と書 いて い ます 。

私 の生活 には，宇 宙活動 と教会 活動が ，お互 い に関連 し

なが ら進 ん で行 きま した 。 ソ連，ユー ゴス ラビア， ドイツ，

フラ ンス， イン ド， 日本 な どの宇 宙関係 者は， 「モ ルモ ン」
ザリ

についてご存知 と思います。乾杯の時，私がアルコール類

を飲 まないのを知ってお られると思います。

天のお父様が，私にこのような経験をさせ て下 さったこ

とに感謝 しています。どのひ とつ をとって見ても，私が最：

も適任者だ と思ったことはあ りません。 もっとふさわしい

方が担当された方が良い と感 じています。会社社長，大学

の学長，3代 の大統領に仕えるなどの経験 をしてきました

が，そこで私が感 じたことは，世の中で高い地位にいると

言われ る人々 と， それ以 外の 人々の 間に，・そんな に大 きな

ちが いはない と言 うこ とです。 みん な長 所 も弱点 も持 って

います。私 が得 たこ とは， どんな方々 で も愛 す るこ とが で

きるよ うにな った こと と， どなた にで もモルモ ン教会 の黄

金の質問 「もっ とモル モ ンにつ いて お知 りにな りたいです

か」 をす るこ とが で きるこ とです 。

☆宇宙プログラムの意義は3つ あると思います。

1.宇 宙探索

地球 をどりまく天体 の状態，地球 との関係などを系統的，

定期的に観察 して調べ ます。そのためには，地球のまわ り

に宇宙観測船 を打上げた り，ロケ ットを惑星のまわ りに飛

ばせたり，着陸させて調査 します。

2.衛 星の有効利用

通信衛星，気象衛星，測地衛星 を打上げて，私 たちの生

活環境を観察 し，改善 します。

3。 技術革新

開発された技術 を，宇宙以外の用途に活用することです。

☆宇宙飛行士 の一人はモルモ ンですが，みなさん敬慶 な方

です。彼 らが宇宙に行 くと， とて も霊的なもの を感 じる

ようです。

宇宙から地球 を眺め ると，神様がどのように して地球

を創造 されたか を思い出 し，厳粛なものを感 じるようで

す。その気持を言葉で表現することは難 しいと飛行士た

ちは言っています。

今晩 このような機会にあずか り天父に深 く感謝 します。

小さい頃から，神様への証 詞を持っていました。主の祝福

に感謝 します。
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